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巻 頭 言

生理学研究所年線餌 1 号に寄せて

内薗耕ニ

附和5"'"5Jj 2 日 κπ一式。ι誼立された生態学即日lの年級車 11Ì'~

出臨するととb、出来る ζ とをa 聞係の万々と共に瞳びたい. 8年前の

並立均時は恒置の研究僚に基礎吋ー材予研究所由方々と同席せぎるをj~

t. も叫I障であった.

狭い空間令幡直Sζ利mする工夫を行い乍ら研究の酷揖がはかられて

来た.研究iζ司1断が待8れ信い乙とは，研究者自砲が色っともよ〈知

勺ている.研究のための鐙築物，防究!Ii材，研究立後グループの完成

制在ゥて研究令再開するというスケンュ 111 4;1 ， 萄l庇研究者Kとって

耐えられる ζ とではない.いかにして与えられた環境 Fで総りある研

究令維持する ζ とができるかといヲー点比， 研究者の位大白出品がu、

われて来たわけである.

馴れ縦しみ完備した大学の緋究費から移勺てきに研究者たらは研究

のための郎吊はおろか，研究agM Ir..至勺ては全くの帯状態という也E国

境下でー研究は進められぎる金問必か勺た.研究日現由自立令過め与が

ら ， 一月では世界のレベルlζお〈れる ζ とのはい研究実績..維f与する

ζとは苦難の車でめ " 'こ.当1Jf'lt所lζ研究の幼時令市た研究有の心自主

えと信ゥたものは、怒ら〈数年後Kは克取に完成されるであろう新研

抑~ìíの盛であったろうとI現われる.それは今正に指呼の問に泊ってい

る.

全閣の大津町JI品.111問機1喝のーっとして，やがて当研究所はその負

托κたえるべく内容をいやが土κ6充実させ伝くてはとSら也い。研究

kの人材と句研究の伶稽5ζおいて，当研究所は唇歯輔車の聞係を雌1.1

しなくては信らαい。人:~'f.の研究者との相補佐が名買ともに継立され

るとき‘円本の生別テ1:1!.lfr しも、時代田誕生が針げられるのでめる.



( 昭和 54 年度 )員職な主

界
草
子

，~ 

細胞内代謝研究恕門

客員数置 矢内原

客員助教園 小林

助 手位必

弘
御
崎
山
文
三

見
宜

t持

鍾徹小売多期生理研究錦門

教盟亘

助教控占

助手東

賀

IW 内f聾

分子生理研究系

見野

潟

産iIi 
尾

田

能動鎗送研究部門

客員数盟 中

審則措置 太立
夫
夫

後
悔
文
恵

向

笠1*膿研究部門

教 煙山岸

助教回診山
助 手久本間

占家

" 

細胞畿官研究系

h 

健能館開研究部門

数個 11

晃
介
弐A
J
 

仲
敏
前

高次棒穫後初陣研究錫門

客目 4負担 家閥

復員助教捜 外山

助手村上

Wj 

近
調
夫
州
統

車
蝿
政
雅

辺

子
砲
事
花
円

得経情線研3\:部門

教世金
助数聞大

助手立

fll 

主主像情報研究系

総

高次液性副衛研究鯨門

海員教盟 大村宏

典

h 

高次縛経1塗師節研究婦門

教授入間

助教田野間

主主体圃節研究系

組織鎗..，隣室

助手占

舵j

館高圧電子顕微鏡費

助教盟何 )1

能

股

鑓

施

理

究

生

研 f 聞妻家夫逮

夫

修
子
め
宜
魁

仁

'"' .E 

ふ~

川
下
防
相
栂

m

大

市
山
小
川
油

4是課2寒術銭

明

t念

総→郎

野Jt 

俗

特定舗 峨

畏励研究員



目 次

It曲 3

主は眠目 .•..... .... •.. .. ... ... 11 

栂門別研究の傷事

分 r4l'!l!研究系 1 

細胞:I:l官事問系 。 17

生体梢槻研究系 . •.• .... ...... •..• ....• .... .• 21 

生体調節研究系 剖

生l'I!lIl能研究飽誼 40 

費助研究且 " 

佐保:1 ...•...•.. •...........••.••....•...•..•..........•••.•.•.••... •• .• 44 

研究活動

抽宜 ・ 45

学会被告 。 日

災同研究繍管

制和 52 年度 0 ・ 65 

酎和 58 if.躍 。.......... •••••• •.•••.•• •• •• ••• 77 

研究会報告

附病152 年度 0 ・ ".... 1 08 

嗣和 5 3 年度 ・ .• ... ..• • •. ..• 1 I 1 

研究会抄録集

刷拘1 52 年度 ...• •.... . ...... ... .•. •.• '" .•. ." ". 131 

昭和 5 8 年度 0 ・ 155 

師





部門別研究の概要





分子生理研究系

《 起融小形昭生理研究部門 》

伸極細胞内エネルギ-，防穆の解紙

E 弘

研究傑 E

伸経でのti'iWf孟速はイオJ通過性の!l':~tlC.より惹起される前勤電位の発度比 研究 目的

依存しているo tili動ilìfilの尭生は細胞内外はイオ/調度差令持qている ζ とが

必躍でゐり 1ζのにめ常』乙能動舗道M行われている.能抽争街道のエ不ルギ供

給は窃I'U口和ζよっており 1 多〈の生化学的研究κよって解明されて来た.し

かしエネルギ-I~躍路はI也の細胞と変ると ζ ろは且出され低いにも鈎らず1

クレアチレ明敏'"るいはアルギニノ儲般が少l，tL 'Cξが指摘8れて来た.ζの

ζ とが神経嗣胞が~tA!欠互に対して柑L、ぬ問のーつでゐると機定されて来た.

ζ れら由実験は仙山間製と いう生化学的手法によ勺た 6 のでゐるので，生ふた

ままの状態での制定が必瞥であろう.エネルギー代謝の縫聞はむ概憐化合物で

ある 9ugarphos phato ， AT P やクレアテJ舗僧めるいはアルギニノ鈴醸の時

間的糟長を色勺て行い得るので，憐綴S量気共鳴 (al p ~ NM R )の:Il1fIが釘まし

いと考えられる.段近フーリエ変像緩硲気共同 (FT-NM R) 由碍人iζ~ り捌

定時聞の恒舗がjjl/reとえより，同一時間の削:とでIJ. J川1l:'I'均陀より倒Eが数十tfi

向上した.しかし信がら他田~t副WIC.比べ感底的 1< 1孟劣っていて 0 ， ~破続的

，j十酬の優位i>生かして，神経における憐化合物の分析を行ヲに.神純細胞での

81 p _NYR の開躍。ι先史ら，筋肉内での信機鈴化合柚や無機鈴の倹1IIi>行勺て

岡定条件の決定ゃ.千苦心理鋭化合物の同íÊ f，[どを行勺だ.また緩慢憾の化学シフ

トから pH の聞定 6 可能でゐるので細胞内 pll 制定 も 併せ行った.

踊肉の託料1;1食付]ガエルの式越ニ頭町の剖 (fJ 1. 6 9) を用いた.師はリ 研究方法

ノガー液 (pH 7.4, トリス緩衝語気}とと 01<ぷ料怖に入れ，さらに( "-'テレ

ンニ憐般と lM( i>!J人しに毛細管令入れて例部収機と内節磁犠ロヲクとして使

用しに o ~f~的条件とする場合1<は後述岨瀬抗議闘を用いた。脳のスライスは

bHAモルモットから仲づたが，障さ 0. 5 闘のものを拭判官に入れ， クレプス ・

リ Jガー桜で泌流するようにして醐定しに.仰牌はψl リガニ腹聞神縫製金IHい

たが句決慌の閉山本ハルベル卜仮令識抗するようにしてある。
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N M R 間定の場合.il!場のイミ均一牲を除去するため且判官のスピ;'-'=:'νク令行

う必要がある.乙のよう信託料管Kr摂lJIêできるようにしでl 好気的条件や極々

の議/í'Jの\t響を見れるよっ必池椛装田舎使用しだ.

Bl p - NM R のB岡氏':1 .;t JOEL-PFT - l加を用川 40 ， 29 MH z で測定した。削

制定温度は五世 'Cð:> り，智内レスか1 品川ルスの Fl D を加算しf二後，フ

リエ喪険してスペクトノレを得に。

研究経過 il 細胞円 pHの醐定

カエル筋肉の 8I p _ NM R スペクトルは左の低血場側より外部益事メチレ〆二

憐敏 (0' も ref) ， (raf)，無機憐倭 (Pi 九クレアテシ憐酸 (C-P) ， ATP 

のγ?α ， β{立の慌のンクナル令l~tニ。憐君主I!!衡被の p H を変化8 せたものの

化学 yフトを主例し，揖 1揖僚イオ Jと第二悌般イオノが raprd exchanga 

をする Jとして Henderson El asselbalch の解厳平衡四式から

wm 句 I
pH = PK~ -t log w 2 Wm 

を求めた色白金対比するとよく 一世した 。 ζ 乙 I C. K1f は憐阪の館 2段の解緩定

数で， WL > W 2 は車 l および括2憐鯵イオ Jの化?νフト wm は制定される

療機憐の化学 ν フ l である。新鮮な筋肉では l 四:1_- 0 . 1 ppm の化学 νヌトで

あるので， 7.92 士 0.10 の pH が得られた。

細胞円脅主権憐白信号は水溶散中のそれより 6半値rtJが広い.乙の阿固として

考えられる硲場の不均一性田有印ま C-Pの信号の単組巾よりも lifl 世lζ否定

で;きる@次に細胞内での Pュの波動の東押店主や種々の空娘反応信どによる半値

ゆえの寄点を見聞るためκ. 1M緩和扱寺 1111 (T2) の制定を行った所.平均値とし

て田 m aec を得た。乙れは Q. 1 ppm の半値巾に対応し7 細胞内 Pi の単位巾

0.24 j O.07ppmとは大きく奥似る。 ζれl ;ti綱胞内では pH の不均一牲がめる

ためと考えられ. pH の変動として O. U pH uniもとえS る。

a語気条件下 C の筋肉は解由来乳食費産生Kよる緩除必細胞内 pH の敏性化が詑

められ， 心pH は減少する〈図 l A) ~解鰭系モノヨ ド酎俄( 1 A A )で釦刷す

ると磁性化が認められず.かつ心pH b 減少する。 しかし同時比削定される C

-pが的失し， ATP b梢失しに時点から厳性化が生ずる(図 1 H J 。次i乙，

Lohman 反応 (C-P +ATPp C + ATP ) の阻官剤である DNFB 会加えると

き急速な殿性化を認め， ATPの減少とともに折たに般性の分画争認めと(図 I

C) 。 ζの分画はタリセリ J処担で償行，)、官系を阪聴すると出現しなも、ので，
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細胞内κ由来する色のと健主した o (J ap. J. phy8101. ci田9) 四 211 -昂日

1;) 肺スライスでのエネルギーー代掬

師細胞が般車6ζ対して!I'常比

両いとされている.しかし m p_

..，の揖定で館業..Æ分tζ供

Iilする条件では c 、 pが 4.8μ

旬。 16/g ，フルクトズ S 

嶋崎貨が 1μ lII olo/g 存1>する ・ 10

ζ とが盤耳できた.しか ~IO時

間後κおいて色乙の条行で.，る

限り，乙れらの古量の聖イヒせず .15

しか色篭気興IiH<対する応書住

b'保存されている o ATP の 1M
-10 

fJ'1J. S/N tt の忽さから飯岡さ

れf.かつに.ヒdè由 c-pやフ

ルクト ズ 6 -慌般の聞は生

化乍的なIj怯で見出されている

含.，ζ比べ多いし，フ a スヲ宵

フルタクトロイネーズか v.包@

lilllit1ng elllzyme と伝って

いることを示している.

{J. BiocheCl. (J略的 87

{即叫
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同 l 筋肉円酬の掴々の換剤による修.

'W' 鼠判官tζ入れ，海ik..行いつつ 31 P-fUIR の倒躍を行ったと ζ ろ，アル

ギニン備砲と ATP. さら』ι僑鈍化合砲の信号が倹山できた.ιのζ とは充分

'1."，余白供給されても唱曲り，エネルトー代却系がtト?背広働〈 ζ と-i' iR してい

る.つまり p 樽極細胞内での俗説の r・8ervotrÞ・少いζ と..示している ζ と

..1笹屋させるo (Proo. Japan Aoad. (1978) 臼 .., 柑1 )



4 

考 担院

研究線題

研究自的

研究方法結集

ιLlの\If犯をけって米て神桂細胞では画監奈の供約さえ充分であればiE常のエ

ネルキー代謝~"、ずζ とがわかっ fょが1 おそら〈跡胞内の修講の reaervo1r 

機能が/.c、のでははL 白かと般世される o 4区文験には 40MBzの 8 I p _ NMR会l相、

たので.感度的1とは不寸づ?でゐるので，行機憐化合同の時間的変動令正確には

とらえる ζ とは出来伝かゥ t:. .. 乙れは阻属店4{f-l隻末比投箇 Sれた組畦碍銭高

NMR T刷いると盟6ζ明舷/，砧県割増るととができると思われる.

/，お，筋肉 ・ 神経組織ILIJJ& Iζ慌脂質が多隠K存在するが，緩肩1時間の勾HIl

憐化合物tζ比べ早いにめ削定』ζは寄与してい信い，しかし臆成分0)研究に 6 大

いに利用できるので，腕のlIJl!1tの研究に 6 応用しに .

さ主体内様化還元機織の検討

(と< Iζ ヲラヒ Jおよ びフラ ヒ ン薗刊 について〉

.Im ~慎 二利安三 E 弘

'1.;命現象は Lネルキ ーの被Sのはしでは停{Eしえ匂い.2字体における エヰ ル.，

-1重出 iど主体門般化還元E応間安保するがその機栂は複絡でJ，り e 現量的には

編めて多係俗化学反応を伴， 0 フラピJ分 子"ζれら備化圏元反応における主

役安信す 6 のであるが，ヲラピJ分干それ自身ではζの極めて多情俗化学反応

令触媒する僚はできず，アポE証円との結合(フ ラピL帯棄と々る) Iζよりは じ

めて可能にαる.す伝わらフラピノーE白側主主作川の結果.~極書後伝憎描が

生みだされ，乙れb井t体内各部でそれぞれ品った役割l舎はたす号.Hζ匂る. 従っ

てフラピノ←蛋白相互作目]およびフフヒン僻議の庄応傑摘の検討は生体内陸化

置正反応の統イ"l'l'J惇 146須のものでゐり，乙れが伐々の研究開tJとな ってい

る。

上品1目的のため本匂置は以下のめκっき候討をすすめた.

(D カラムクロマ ト グラフ怯Kよる新しいフラヒ J併話 (Quaa 1 0 アミノ

般向者itð孝章〉の存在と間製Fムを報告したo (M�ical J.of QBaka Un1v 

盟主 7J (1醐〉。

帥分~f!的方法と置 fit学的計J1:の両者 κよりヲラビ JのだiE i'f鳩山ζつも、

て検.Hしに.

(J. Blo eh開皇~ 931 (1 979) 。正 Bio ch開 87 ， 281 (1曲。) . 

J. Bioohem. jn pro89) 



帥 分)\';"f!(1内万f}~，ζより共省結合引フラピン肝ぷ(コリ :.-ftjt!lA; とコレスア

ロール畿ftln~ . ) (})結件中心、0)繍i韮とそ乙KおけるフラピJの(~町出品Kつ

いて翰じた (J. Biochem. in pr8SS)O 

帥 ラマ Jスペクトルの聞配iζより フラビ μU片J子長動についてち桜し，臣官、

機憾の検討を行つに o (1, 8iochem 坐.1 925(1978) , J. Am. Chem. Soc 

旦.L 3316 (間引ー J.8iochelJ弘 831 ( 1醐)，

Flavins and Flavoproteins 田5 (1 9曲川

帥 オキ νダーセMA~の典型闘である D ア E ノ般般化岬誕の!J.応隊綿密 戸

ンアノー D アラニ./{!:-庄西として片]いる IJ.l"I rより確立した。

(J 町田hem. 笠" 14回(19剖) ) 

w゙ 0 アミノ厳島貨JtMÆのアポlIf向がフラビ Jとの結合に伴ぃ'l'合するも型繊

争光敏嵐山舵iζより検対しむ (FEBS L叫同rs. ~ <I(哨0))

5 

7 ラピ:.- (ピタ Z ノ B ， )は栄養学û%!.地より古くから興味4きるたれてきた問 者 際

世であるが，その't且Y手(1'-).@売は国ねにおいて."正お明らかでは L 、.日々は乙

の問包1ζフラピJ分了の色つ佐世を鞠m化学的1cJ理解する事により銭近しにい

と考えている. 

.j.年おζ似つに(1)-帥までの結果舎はがめつつ生体内儀仕置元匠応の統一的

剛副ζ思い4をはせ生血憎能の分子レベルて切解明lζついてイノ- ::.:>i'何てでも、

ると ζ ろで.，る.

脳内活性物質の愉也精製及ひ合戚 研究限 g

~ミ 見史

胞の省ずる路次の中躯神経憐絶κついては，従来電気生樫学的位而から追求 研究 目的

されて主にが， ζ れに比して物質レベルからの研究はほとんど米側桁の叫出比

ゐる。本研究は闘の刊/'XrÞn!神経織自主に曲息する問問a す伝わら脚内活性物置

Kついて理工学的，生懸学的立場から総合的に解明する ζ とを目的としている.

4ド研究クル プは多削ζわたり脳内t1ifl1ll置のヲら特K睡眠臣止用自lζつも吋

基砲的研究i'b'lみ i げ，暖匪匝進曲置の(i.((射訓ま催.wし，その物質の括性検

it :/ステムを完成する ζ とができた。 ζ れらの成県令踏まえて.本研究におい

ては睡眠担j!t閉世の'!l織とその情出そ決定し句睡眠t という生I理学上の寵盟観凶

令解出したいe
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研究方 言伝 同組抽出割の作製 1曲晒単位の峰ラヲト(体1Il 2田， )舎大量lJ眼視を

匝J惜し，官E気刺激により2<JI寺問領事由主し，舷辞令分継した.ζれをまとめて水で

4 そンナイスーした後，ホモ~;:f.ートを水比対して遇析し，透析外複を様鮎範録

しで粗抽出物 ( Bra1n S同聞 Ex乞cac も BSE)Tiijt，.皿伝まで5曲岨Eのう

，ト T使用した.

b) 生駒倹定@ザリガニ鹿怒のもonie f，t仲良畳を主総 (at re t.ch reeepｭ

tod 由自発般需Eの抑制度令指標としてmいた. @マウス，ラットの脳波

(徐波及び R EW 睡般 )及び?首b患の相減令指師として用いた.分画された間

判はJ として脳宝.~いで腹開及び届締脈から役ラしに。

。)精製 BSElc;t4 してまず SP-Sephadex イオン交換クロマトグラフ 4

-i'行も、，ついで Sephadex G- lO ゲル福島晶クロマトクラ 7 .ーを 3 m:繰り

巡し，町役儀療体クロマトグラフィー ( HP LC) て精製T行勺fニ e 図 11乙間割

のフローテゃート令示す.

S l eep噌Depr円ived Rロ ts I &1 
1 '叩ω

B 5 E 
lSP-SePhQdelt叩-HCOON山川町"山川!

Active Fradions 自r悶a in St同ems

j 川叩
Homogenロ te
I diclys� 

Outer Solution 

I Iyophillz・

Brain Stem ExtractlBSEI 

図 t 睡眠促進物置の繍民

1 5•向deilt GかM一
Active Fractions 

1 5酬ode~ G-l0(U ， m川叩酬i
Active Froctions 

lpre凹rOlive HPLC 
Active Fractions 

研究経過 関 2 骨は SP .J"，ファデ γ クスカラムて情出した制.jwHザリガニの 8tretch 

recoptor で生物験宜した柏棋でゐる.矢印で示しに総分含まとめて Sepha.dex

0- 10 でゲル憾過令行い，各分画について再度 stretch recepも0' で倹宜

した.

図 2 <l1>はその桔梁である.さらに図中 (2 B) に示しに分画TSophadex 

G -10 でヶーJL-îII.必ずると，国 a ，<不すような剖O.m におりる僚出パターノb柑

られ，矢印で司、した分画i!J- stretch rocepto r 及びマウスE ラヲト iζ対し

て宵劫伝結果〈活性)を示した.さら』ζ図 8 の矢印で示した分遍舎高
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骨

主主治" 

訂作品・ ， ,. 

1阿l
悦!

・0砂

5.4 , ,J 

iJ 
401 

、』、! '.. ~ 
申

2HHー&

‘ 
。‘" • 

ザリがニによる検定

0.02.¥1 CH]COOH 

HPLC etc 
「よ『

国 2

吉
E
2
2
0
0

" 
,. 2・羽拘幻 "

Frac針。1'1 No 
" 2‘ " 

筒迷a実体クロによるクロマトグラム図 4品。 巴による荷雪山"ター〆図 8

位眠液体クロマトグラフ ~-(HPLC)Iとかけると図 ， Iζ示すクロマ

にマウス ラットトクラムが得 られ，図 4 中広唱で'"した si ngl e peak 

の睡眠効毘(徐抜優殴且ぴ RE. 睡眠)舎高める性置のゐる乙とが明らか陀は

イニ.図 5 は?っスの脳宣iζ備部品碍の活性駒田(図 2 A 及びB ;l>問)を濯

続庄入したときの到来で，長時間(約 1 日〕マウス由行動の抑制と徐敏睡眠量

のm加å>，.nすζ とがわかる。 間限か.if!(f lζつ叫 R E" 睡fI!IIH額百児期加させ

る作111のゐる ζ とがわかヲ t:. o

• 考19161F スイス由 Monn ie r たらはウサギの腕の血痕から睡眠舎一曲的iζ必尭

合成した.p' p も ide ( D S IP ) 会同定し，する de!ta-sleep inducjng 

ζれの助祭tζ聞しでは陛界各国の匝I!!~I究班で検討中であり，現状ではその由

!Ilの日鎖性K闘して貨否両翁ゐるといえる " 日本のい〈つカ咽睡眠研究室での

桔梨色ほぽ同僚"闇向tζゐる.いずれにしろ睡眠僅産物置は末だ分一f構造 H!<

定するには到 ってい伝いが，時岡田問岨といえるであろう.
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(AJ 

[゚ ) 

活動期

睡期眠

そ
の
f血

動活WJ 

朗睡眠

0t) ~週刊U/田J."i/IO・欄)

;i仁三三三竺ど百ーででr 、'----'

ii|三三

0t) 
30 

一一197m  7 m 7 19 7 市 7
時刻 。

王ι血盟 1 時間
0 - "桐仲噌"t...防司時一一“明{噛慣抑制ー一四戸時和剛叫市

認可

。炉噛叫明引肺噌抑制鱒綱引輔}昂叫ω併吋』恥ー由時一』町一-

19 7 ぽ一一'1 19--7 19一一ï 19一一7

時剖

凶 S 種慰促進曲賞 (SPS) 舎含む活性フフク ν ， :...-( Fr ぬ 80) ..マウスの

側脳笠 I l:. lC削間連続証人したとき由効巣

同点線のバノドは実齢マウスのE主人前 8 日の各時剤κおりる費動0)平

均T示し，実線は跡寺町直化，，;下す.

(B) : (A) 白岩石の変化分のみ会総時的4ζ示す.

Jえ!縛は(Á)のパJ ド帽を示し，臼怖は個体の悼""リスムからの変化分を

示す。
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《 細胞内代謝研究部門》

最丘町ペプチドイt学の尭毘により 1 純粋なペプチドか単身監され情造決定さ 複 l" 

れると 1 提出された舷定構造'"とづき化学合成が行われる.さらにζれ

らペプチドの抗血晴が作成され、ラジオイムノアッセイ系の確立によって，組

組あるいは体需要中のホルモ J醐定が可舵lζ与るととも 1ム免役組織化学的U砂E

KよりホルモJ盈生細胞が明らかに容れる乙とに伐った。

プロイ Jスリ J白Cとく，すべてのペプチドホルモ :...- 1 (.ついては.まず大

分子型の前留物質が細胞円で生合成され。特定のðj.家によりそのぺプテド倒の

特定の位置が聞型され，終局的犯活性型のホ ルモ'-'，ζ転換 8れると L 、うプレプ

ロホルモ J→プロホルモノ中ルモ〆白過程を経る一般的往生合成過程がI誕定

されるよう lζ4まったeζζiζすべてのペプチドホルモノまたは生館活性ペプチ

ドは体液中あるいは産生細胞iζおいて色均 々ものでは信いと有えられるよう

にrょった。乙れらぺブチド分子の多様性は その生理反応金追求する場合し

ばしば問題K.f.t る.また， 1M監が明らかにされているペプチドホルモ Jの多く

はプク E ウレノ， ヒツジから鍛JUlされた ものでゐり E 他の動物由来のものと頬似

の生周既511を示すとして 6必ずし L一致した I~造会符っとはし、え伝い。したが

って竜王男ゐ詰または合成品陀よ り作型した坑血摘を用いて，他動物の納織ゐる

, "主体液中のペブテド令検討する場合。免控化学的性置が大きく奥伝る ζ とが

ある。

すでiζff1化官と脳ほ共存するペプチドの存在が知られ，注目されてきたが，

それらの々かでもっと色商いのが substance Pでゐ仏それが神経伝達物置と

して作四したととが1 大塚らκよりほぼ確実に証明される fCt ， t:. 勺た。その

ほかp ソマトスタチ/， V 1 P ，エJケファリン，>Y-〆ペンン1 エユーロテノン

/, CCK ，タルカコ -..."t.; どが脳臨官ぺプチドとして舷認されるにいに勺た.

まに1 ガストリ〆およびそチリ J免疫活性的存在が下重体あるいは松果体Kお

いて検出された。乙のように荊北管と中枢神経系の細胞てイ司ーまたは鎖似のペ

プチドホルモンの産生が示唆されてきた。

乙 ζi乙，本研究は生体門事rJ盤および崎委主細胞系ほおける生理活性ペプチドま

たはペプチドホルモンについて， それらに閣速する合成ペプチド~ffj' 、て分

子町多間性をp生物化学的信らびに免度化学的K追求し， ぺプテドの生合成iIl程

と〈にホルモノとプロホルモ Jの間保令明らかiζする乙止を目的としている.
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研究鍵. ;t(;...oベユJ ンに闘する研究

研究方 記長 合成ペプチドポJべνJ聞辿物質として;f.":..，.べ Jン， Nα81yoy1 - (I 

研究結果

01叫阻ine)-bombes! n ， N l't一円rosyl - (l - Gl叫血:ine)-b四b四 in ，

必らびにす・ノベシンヲラクメ J トとして bombeﾌJ 1n (2 -(4). bombes in (4 -14) , 

bombes1n (6 -14) , bombesin (8 - 14), bombes in (1-6) -NHNH! および

D08-14 -amide ー bombes in 争被開法Kより合成し fこ.

免世抗原 Nα-g1y011-( l-G 1叫開:l ne ) ー bombssin を水浴性カルボ

ジイ R ドの作用で BSA と縮合さ tt，庇町&成間金 S叩badex G出カラムによ

るゲル濯過で鱗製し，定量的に bombesin - .ß SA conjugate を得た.

免& : .tr� bombesln-BSA oonjugate 会 complete Fraund's 

adjuvanもとともに乳jt ， ζ れ4診療兎およびそルモ γ ト 10免置し，抗血宿舎作

~した。 ζれらの" かでモルモョト IC~主止した抗ポ Jペ νノ血情 OP 田08 を

ランオイムノア y セイに使附しに.

際措抗原 Na_ tyrosyl-(1-Glu t.~mlne) -bombes 1n -'!-クロラミ J

T!たでヨウ語化し， 鴎I- Na-包yrosyl- (I - Gluもam lne) -bombesin を

得， Sephadex G-IO Iζよるゲル泡過で精製し，アッセイに使用した.

ラ~;tイムノアヲセイ 繍噂希釈散として O.S o/ø BSA および 0. 0目'" EDTA 

..含lrO. OlM リノ畿緩衝被 (pH 1. 4) i' fflぃ.lI1'分担はデキストラノー肢末

法で行ヮた.

級織の抽出 凍結した組織i' 5- 1O倍増の 0. 1 U 俳駿申作夜でホモジナイズ

し，ついで 5分間熱協中加刊したのをお坦心し，上用.，ð夜鉱乾燥し。証科とした。

友 Rtlall~ Cron，附IM，lrs 01 Bom悦t!n.rt{ofttJ Ptptlau 111 伽川酬I Rotllo 
i川mll"OQssa~ 削'，，， Anr;ur附I GP-)301 

Com凹，，'

自酬bc， in

N川yrosyl. [ I心 IUlnmilltJ.bombcsin 
N".Glycyl_[I_Glulamine) 加mbesin

Des.14.3mide_bombcsin 
o゚mbesin {2-14} 
Bombes;n (4-14) 
Bomb口in (6-14) 
Bombc~in (8-141 
ﾐombesﾎn (1-6トN HNH，

Rnn31ensin C 

拠出。川

crOSHt;~ct lV jty 

acctpl<<1 時 1∞

l∞ 
l∞ 

" 0 1∞ 
01∞ 
01∞ 
<0.01 
<0.01 

2.' 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

日ombesin; pGI u -G 1 n-A r8-Leu -GI)'-A sn-GI n_ Trp_A IH -V~ I-GI)' -H Is_L.ell_Mel_N H, 



本研究5ζおいてそルモ γ トに存生した抗;t(;..;ベ νノ自治 OPー祖国の主要依

願Aes建都位は 7 ラクメノトの父lébi l/.:性から bombeBln(6 7)位tζ存在する

ζ とが明らかに伝った. (11') 問自慢品として合成;f.:，..ペンノ.慌謎鉱醐とし

て田1 .α 吋rosyl-r 1 -Olu t.smine) -bombe8 in および上記抗血清

GP-3303 ~mいるラジオイムノアッセイ系κよりプタ イヌ，サル，ラッ卜

およびそルモ ν ト伝ど附事L動駒市化官組織仙lfI鞠令制定しに拡芽総.<1'のポ

JベニノJ様免疫活性はさわめて畦濃度か または倹出制界以下でゐ勺た{丑2).

表 2BunabfsiMlh I，nnHdnoreatfivIP1晶y3Ji0n 3 Mam-
ma/jflll TinJlt E.~lrarrs MfflSllfed by GP-1JOJ JJom. 本研究，cよりボンベ
bt1ﾌn RadiQ;mm,mOflJ:!(J)' 

J ン，c特典的'.ラジオ

TisslIC o゚mbcsin 
immunorc.lct l vÎt )l・ イムノ 7 フセイ系を確

Pig (n='2) 立しに.しかし，本ア
S10m:lch < 0." 
Duodcnum < 0.5 .,; .... t:イ系では附宇L動問

lcjunum 

Dog (n=4) 
く 0.' 消化官組織刷"曲中iζ

An:rum 0.28 ボンベシン陣免直面性

Duooenum 0.2.5 
Jejunum 〈 凪I はほとんど倹山 8れず

Monkc:y (n=2) 従来の鰍伶広大きく相
S!Omach < 0ι 

0，制Jenum < 0.3 i畠する拍製がlij られた.

Pllpilia y.¥lcri 2.24 
Jcjunum 0.56 最近守プタ硝化特から

RlI.t (n=2) ヵ・ストリン自主出ペフチ
Slomach < O.肘

0，凶cnum 12.8 トが単障され，そのア

Jcjunum 1..5 I 
Guinc:tpig(n=l) ( / l蹟配列b'明らかに

Stomach < 0..5 されにが， 27ア u酪
0，凶cnum < 0.5 
Jcjunum < 0..5 現11.からなる配列中，

牟pg bombesin equivalcnt/mJ wcl W引，hI C末端デ拘ペプチド配

.;J)fJ> bo田b白書 1n(5-14) 

ときわめて酷似し， ポノベ νン白 ? 位 01n 綬巷が刷s 授&1ζ置換されている

乙とのみが，ポノベンJ と回遊すると ζ ろであーョ t:..o 乙の部位li本研究の抗ポ

〆べ νJ血病 OP 担曲目主要抗原油定基jζ相当する ζ とそ考えるとき，本研

究の結日院は，時現動物のボンベン〆傑免麿稲作として出来将えられていたもの

が，ガストリ J飲出ペプチドまたはそれ 1<1調理しにぺプテドによる ζ とをポす

置要伝苅l見で"勺Fこ。

1/ 

考 • 
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研 究 � � 免疫活性 VIP に関する研究

研究アヲ歳 ラ νオイムノアッセイ 本研究tζ回附した抗 VIP 血摘は合成 V1P またはそ

研賓館思

のフラグメノトを抗原として作製した R502 ， R出国およびR5伍でゐる. 1正

血清 R国2Uv 1 P -i';f."リヒユルピロリド川ζ吸着させ， ζ れを免E筑原として

作製しに色のであり ， V IP分子の 7 - 10 位令主盟抗原思滋郎位としている.

R出国は VIP(7 -28) 争免疫五原として作卸した色ので.，り， VJP(7-18) 

以内に主要抗原語議部位が存在する. 信お，抗血清. R回2 および R5剖3の両

者ではその脱原ー抗体反応IC. VIP 町立体得遣が聞与しているζとが示唆され

に. R血5 は免唖筑原とし vr p c来都フ ラクノン卜， VIP (l8-28) を用い

て作出し，その銑原E品部位は V1Pの C A<端 18 -28位に作担する.

組織の抽出 イヌ消化管(結腸)令枯曹と眠膚iζ分け，師紀のjj法で拘al:l1し

7ニ.

- fj , ヒト神雌芽細胆瞳熔養細胞系 N B - I はポ飾府立医利大学二宅締結教担

1ζより継立されたものであり， ζのt曹養細胞~リン鰻緩衝液 (pH 7. 5 ) で;f:.f­

ジナィズし，迫心l 上請をラ Uオイムノアタセイ i乙供しに.

ゲル漉過組織抽出物のゲル織過は Sephadex G回カラムで/"1 った ~ I'ii出

厳として 1 "酢l\I "mいた。

イヌ間化官綜臨筋属の VIP免疫活性は，ヶール緩逝の綿製句 1: 1己 8極鎖の抗

VIP血泊金用いるラクオイムノア ッセイ系のいずれκおいて色主として合成プ

夕刊 Pの俗出位償κ一致する位置に描出された. (図 1 )一方. rt.m脚匂闘の

ゲル縫過割;1.プタ V IPIC. KJ当する免法活性分画はほとんど囲められず多織

は分子世からなる乙とが示聴されに. (図 2 ) 

ヒト神経芽細胞厩格養細胞系 NB- I拙ß聞のゲル梅治における得分闘争 S 倒

酬の上記ラ νオイムノアノセイ系で醐定した o R S02 および R日oa iolH l 、る系

でほ，合成プク VJ P IC相当する分両K主要な免庇百枚ピークが臨められた.

また l 閣かであるが大分子力両比 6 免喧活性が認ゆられに.一方. cr~拘l\\抗

血怖でめる R回5..用いた系ては同様iζ合成プタ VIPIζー置するピークが留め

られにほか，低分子分画tと色免控活性が検出きれた.はお， l:&! 2 揖の系で組

められた大分子分両は耳められ伝かった(図 8 ) • 

つぎに VI P 以外の伴睦ぺブテドとして知られている 9ubstanee P, ニ a

-ロテノ νJおよびソマトスクテノ免境活性について検討した鉱!l!.いずれの
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l~岨noreð.ctivi ty 
l について抗告崎

プタ VIPrfJlm R田2

..用 L帯車筑休訟に
4!JO.O + 60.8 S曲此ance P 

よ り検却した結払

VIP 脳性削阻が明

6.' 351.0 ... Neurotena1n 
らかlζ認め られた ，

343.3 ... 20.8 Somat。・ tat.in 



" 
着暗 '健 S 樋閣の位置の畏はる抗

V I P血f荷‘ R M2, R 5!瑚
....01・.・岡 高 ， -・"

およ び " 6田を用いたラジ "叫.0屯岬 '

オイムノ 7 ，セイ系でイヌ
h • 

結酷筋嗣および紘膜抽出掛

のゲ，.樋過分画をそれぞれ

検討した結果，筋閉由来由
ζ叶 品川畑町曽帽・ 'ー$曇..

VIP 免疫活性は盟ア E ノ , .. ・.00.

自費盟基からなるブタ V I P

のそれとー受註するが， 粘膜

由来の免疫面性"明らかに 5 

呉なる己とがわかった。
~ 
叶 c ....'1.., .. 帽， 伺晶島。，

神経?f刷胞腕倍饗細胞系 1,<,'001 

N B- l の抽出物のゲル漉過

分岡をほd S 圃鎮の VI P

1ζ特典的'"ラ;;-オイムノア zb 制 ぬ 守~一 一 - ・ò ,. •• ,,><, .. 冊 阿世岨..'

'7 -t:イ系で検討した結果，

いずれの系において 4主謀 国 a Gol Fil tr叫 ion Profiles of 
VIP-l1ka 1m回unoreaロ tivi ty 

'J. VIP免世活性は 28 アミ in N8-1 oe11 extract 

ノ殿!l1.\から也る V IP そ申 b のである乙とが明らかになった巴また，大分子

VIP免直活性のW唖6 倹山され. c縦特異抗血晴 R団5 をj駅、fこ系でi孟 VIP

の分解任物と考えられる低分チ畳分画の存rr..詔められた. t.証お， c晴?右翼抗

血r背 R日5 では大分』吋}扇が認のられなかったが，乙れは本坑血清の抗原電器

部位である C端総が大分子刷ではE蔽8れたためと継定される. "団2 および

" '回5 "用いる系で検山された大分子分画は V I P の同駆曲目と推定される。

ζの仲蛙芽細胞題情養細胞系にソマトスタデノ，ニ2ーロテンνン suhs もa noe

p'"ど他の抑鍛ペプチドが倹出された ζ とは興味深く，乙れらKついて S らに

n綱信検討を行っている.

研究録画 セクレテンに関する研究

セクレチ /j;l V 1 P と比般的頬似したアミノ俊配列を 6 つ用化官ホルモ〆の

ーつであり，強ノ)1，，"，厳分泌作間を併する ζ とが知られている.セクレチ/N



司Q-$は活性比重要伝乙とが示唆されている ζ とから，本僻犯では N端部を世換

した世岨のセクレナJ続導体..合成し，それらの偶遣と活性の聞峰争考察した.

J5 

合成は桜伺P去によ り行った.合成したセクレテノ揖噂体は ( I -Pyr(S)ala) 研究方法

secret1n , <1-Tyr) -88Cre t.1n, (4 -D -Ala) -s8cret1n , (4 

D-Trp) - sacre t. in , <6-D -Phe) -secre色.i n ， Nαー もriglycyl-

secrﾐ'tin. t戸 glycylglu祖国:1ny1同町副知およびNα- 8 1yoy11Y8yl

回目叫1n でゐる.ζれら訴噂体の持政分泌術1111作外11ζ 色とづく活性の比蝦

を表 41ζ示す.ついでE ζれら誘導体由 CD スペクトル舎剖定した.

セクレテノ 1 位盟主，t\揮を pyrCa)ala'ζ世燥した繊合，国%の間性金保

持し， Hia 醐鎖イミダゾルの監益性は活性控現。ζ闇与していはいζ とが明ら

かにはゥた.41立 Cly 盟基.. 

研究結果および

舞療

霊長 4 8\ 01旬。(1 \ Acthl向。"抑制\c Se<: rett~ "nll叩“

0-Al8. !r.1!'堂倹した場合，さき

lζ綴告した 4 位 L -Ala置換揖

導体より色高田杵金示すζとが

わかっに. 一万，アシルイt語導

体はいずれHとのセクレチン

lζ比し活性の畦下がみられ，持

醍世 6 11lめられはかった.

本研究で合成した輯導体はア

ンルイtlH含め，その CD スペ

クトルは低活性を示すは D

Trp) -secretin をのぞき，

L、ずれもセクレチンと剣山のス

ω旬。町市d

s・o・".
【トP，パ，)・ 1 ，1-Hcretl~

[1-Trr l-~e<:ret In 

【‘-~^1・).‘K'・".

<4-Q- 'rÞJ-n~"t In 

【6- Q-- PII吋斗IcrHt肉

"'- Iri glyqh・crnt伺

が"向旬'"'則的hecrelln

N '- Gl戸yl1~syhccruln

R・I・"陀 poten記事 ") 
{開IICr.NtÎC Jllfce ‘“時 ti 0<1) 

句，..巴" “ l伺

舗 3φ16.11

..，・，. , 

36.8' 1.6 

..， ・ ，.，

19.2 t 1,5 

18.8 + 3.6 

8.4 , 1.1 

,.. ‘ , . , 

ぺク トルを示し， 1 位および 4 位の置換はセクレチンの立体偶遣に太きい彫鴎を与えていない乙と

が示された(闘し悶 5 ，図 6 ) • 

間化腎ホルモン分起に聞する研究

小併は梢化管内分泌細胞のホルモン分泌8設備を考察し，図 71ζ示すCとき過需を担出した.
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細胞器官 研究系

‘生体腹研究部 門 B

ゐ;批判はイカ 5-':神経令問いに神経膜興阪の〆カユズムの解析と培聾神睦萌 概 要

組!胆;，n! いにアセチルコリJリセプタ の臨むkとその同定Ic r則子る生化学10研究

~逝めて&た .

相飽内 2 価イオンの神経銭円装置に対する4'伝作用 研究疎鐙

U~~ 俊一 i'i家喜四λ 久本問主主

脳血内 2 偏イオ;..1.1 I I!IId且上田イオノ状態では神崎艇の興 fi性をi~司必的 研究目的

i乙問失さぜてしまれしかし，短時間低イ，."捜度条件で時々白吐ミ理作用を曾

んでいると 3唱えられるので，現度条件..磁誌できる繍i!f ィカ巨k.神経そ用いて

眼の生昭槻能tζ対する底本作用~明らかにすると+1;1ζ ， 2 価イオ〆と相花作月1

4をするlIil内 Ji而および外占函の尚ラナ子櫛成金明らか1<しに t 、

イカ』人神経.，111'、て各種限度条件白 2値由イオ〆の細胞円議旅~行い，核 研究方 2去

のl/;芯的繍特性の酔術省efご5勺た。

(1)静tl:1ISl抵抗は O. 1 mhl 以 tの Ca ， Mg , Mn '.t.どの 2 価イオ〆櫨臨』ζより 研究結果と考康

減少のー強をにどる。静止雌電位ははじめの粒分聞にー品性の過分極令示す乙

とが多いが1 断IX脱分怜}ζ伝ずる。 1 m M d'll.lr 2価イオJ揃流が 7 分間以 b絞

<tm気蜘liillζよる活動，日彼自発現その 6の 6 梢失してしまう.

12) 0.1 m M 以 i 白浪度の 2価イオ J由橋前により， 6肝6札上の浴施イカ巨

大仰経Kおいてー咽伎の急a伝説分極が尭生する.ζ れは Ca その他的 2価イ

オノそ田ものの作聞によ勺て発生しrニ化学興111 とはるζ とができる.ζ白電位

は外被 Na ({({f怜でめり ， 大きさは電時制雌による活動電位K匹倣する.

以上の結果から，/>1'岬盟内定両 tζ対する C .その他 2 価イオ JのIH作>>W.: ，

外圭面10対する宜ZE化作用とは全〈性置をl\Iléする非安定化作用であり， ζの

両慢の性問..宛現するサイトは聴の興奮テゃネルの中で附めて相僚して存存し

ていると地定される.そして，膜内 2価イオノによる→年fJ'Jf.í J限定化的 mが

生理由舵?を現の引き世と伝っていると湾えりれ， 2価イ坊 .:..- t'nnがE時間 f 10 
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研究課題

研究目的

研究方法

続究結集

及び考察

-2肘))1ζ亘ると生哩機館党国..保柾する聴の盆本構造..破壊してしまうと考

えられる.

'"蝕分子を用いた . N. チ. 'ネ"と K チ ャン ネ l'の鍋能及び文きさの河事訴

久本間文夫 山岸俊一

11111<性の巾性分fは イオJや疎水位分:-(-1(比べ，伸経担との柑E作川が少は

いと.\!Jわれる . 凶々の中性分子がイオ Jの神経8葉通過の培&0'紳経興需由時間

経過に及11す影響を角存続する乙とにより，神経膜が正常えよ興蜜 4をする聞の N.

及びKó"ンネル白動的な情通信争調べる ζ とができる.

細胞円を白血統しとイカ巨大神経..HIいると.細胞門外穫の面通圧令正常体積

の 101音程度iζして色神経腔は長時間，興衝を紐付る乙とができる" A担追JE

摺般金圃々の巾性分チ (エチレ /7 リコ ル，グリ セ リン‘ブドウぬ ， l~ 

鱗伝ど)剖刈える ζ と比より調整し、 ζのよう α桔桜中での神経由活動電(IZ及

び眼健也固定下での膜沼尻を解析する.. T TX及びTEA?用いて N. チャ Jネ

ル及び K i' ャンネルSζ対する中位分子のE轡..別々に解析する.

中性分チ.，細胞内外厳10加えると神続興宮の時間経連主は緩やかに々り，膜電

{立国定ドでの脱電流は小さく伝る . ζのような劫毘は中性分子の団規に依ら

ず?制胞内外被iζ同曲目中性合}子i;o)JI1えると見 L柑される。乙の劫娘は中性分

子iζよる併郷の粘性白栂1mと聞係があり， N.チャンネル及びK チ守 Jネ川ζ同

じように且れる.乙白結果，活動恨fîJ.U).:. きさか:5:，'らず，形 も時間軸4ζ対して

引き繕iましただりで始んど密化し伝い.

閉じ採で?組担円外被6ζ槌類の拠匂る中性分子金加えて，浸透圧やイ才ン震

度舎一定iζ して比・愛すると中将:分子の持鱗tζ依(-f: した劫畢を"る ζ とができる .

乙の渇合. N. 篭疏と K屯流の割合が変わり，/l'i勤電位由形 も重わる。

ζの現象は-tとして?中性分子の居間iζよりチャンゑルの出入口でイオンの椛

人，続出'i'関げる担度が異はるためだと思われる. 1,\ 1ζ膜珪過性の大きい。エ

チレJグリコールやグリセリシと始んど膜..透溢 L 伝いブドウ錨，飯田では眠

屯僚の阻'1 俺が符しく巽"る ζ とが分った，乙の航製はグリセリノ〈らい申大

きさ争もつ分チがチ e ンヰ ル細孔内 10，陥かに入り ζ û'乙と'i'司、世している.



ζのよう信恒定的もとに， TTX 又は TEA .z.加えたイカ巨大神経を別い，.a 
r> ンネルと K ヂャノネ ルの太ささ..酬定する乙とがでiきる .

乙のよう信酬定は神経興宮崎の小仕分子の&過性の増大令主主射性同{宣元索令

用いて開店する実験と相補的であるが。 i珪迎性の究験では倹出でき〈よい，僅か

必中性分 Fの師入を醐定できる点，実際の仰縫興僚の時間経過て唄H定できる点。

Na ""ぴ K チャンネルの大きさ令別々比例Ij:;l:できる点で優れている。
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神超高νナプスアセテルコリン吾容体のJI3成と作動繍序 研究線眉

杉山間立 山下幸子

制時系のりE能亥T ，，_成幸子は νナプスで.，り守その形成f 成斜の慢檎， 1¥ 研究 自 的

動開序の理解laJllt学の基本諜題のひとつである.ンナプスはまた 特鎌lζ分

化しに細胞膜r通しで細胞同志が相互作用を行フ場所でゐり，生体践が緑色特

妹』ζ分化した伊Hのひとつで4 ゐる。生体服研究部門では，乙のようとよ νナプ

ス白~成掬備と作動機貯金分子レベルで1!IlMする乙と~自 ~Jのひとつとしても、

る.ζのにめ，ンナプスとしての!;\本的特徴令全て備え1 かつ録 6単純で い

ろいろ伝知見の築制された系として，神桂筋ンナプスiζ桂目し， 特4ζ，シナプス

後膜部分lζ術浪直に!l!'ド局在しているアセデルコリン畳?母体分子を直綾田手が

かりとして，細胞腹自分化の<lfi'，抑経痛細胞間制寛作用の仕方を生理学的町

生化学的。ι究明する.

神紐臨シナプスの形成過程巻十分K制御gれた国境 Fで嗣黙し，かっその物 研究方議

質的J直線や生1t~j刊刊に追求する 5ζは，組曲情愛系必~~I:m lζ過した材料である。

出餐した骨俗町組J !t'clおよび神経細胞金問いてJ 脅悩町細胞惜j:のアセテルコリ

J受容体の生化学イ附与微を調ヘ神経の作在κよってそれがどのように霊化す

るかを倹討している.特 1<，畳容体分子..抽出し，導管点徳気泳動桧によっ

てそのOlm点令聞定仏神経細胞か及ぼす影響令調べた.

またアセチルコリン畳容体舎ケイ光色家で広島色T 可極化し，圃耳目度 TV カ

〆ラ令聞いて聞微細察する乙とによ うて生きた細胞の細胞匝 kの畳容体分子の

動~，分布の様子..，巴泌する乙と令計画し，その予備的災験を行勺 fこ.

一方~ナプス作動機IT-の研究 lとついては守地護神経細胞股上のα アドレ

ナ 'J :..-性畳官主体金モデルとして取り上If ， 機j;唱恒同入fムと生化学的15訟?組

合わせて，その庇応機構についての研究を行った.
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研究結果と考粛 作筒筋のアセテルコリ J畳容体分子』乙は Jナフス明とI1νナプス賓と i:i われ

る 2 つの型があり，ナフス型は神経師出合伐にのみ集中していると』われて

いる。培簾fl陥商細岨のアセ T ルコリ J世界体についてE そのタイプを調べた

と ζ ろ，マウスの骨桁筋ク白-/細胞においてはmlJe 2""~ と非鰐によく似た 2

つの何奴の呈符体分子が見いたされた旬それらのうnの等電点は Jナアス

型および非ンナプス制アセテルコリン畳存体の申E点とそれぞれ悔めて近L咽

PiI~ し。おそら〈その 2型比対応するものであろうと示唆8れた ø -15. 島旺

由来の骨格筋細胞からmられるアセテルコリノ受容体分 rについて同冊の検討

令したととろ， jf';'"ナフスt旬 lζ対応すると思われる一陣煩の分子のみが阻レ~

ðttl.こ。

乙由陪裂から守ひとつの可能性として/J<の匝設が推論される.骨脇筋細胞は

少くと '111糞;#: 1とおいてはシナプス砲 ・ 非 ν コナ プス盟同盟のアセテルコリ J畳

料体分子令合成する能力争有し!実際合成レている.ニワトリの場合'<1ム ν

ナプス型 . !ドシナプス叩の区別が哨乳:nの場合ほど留し〈はいか1 同じもので

あるか .n'れ信い.

また，超高匝度 TV カメラi'mも、てうイ忠顕微観察しえよがら峰奮を続ける銭

的 κついて，条件の検討， t'i IOa1.i:il華麗の開発，J.t作.，行ョた.

ニューロフラストーマとグリキーマの怨凶細胞を峰穫し，そのα ーアドレナ

リ J性笠谷休の凪応陣式争被討しに. ζの削胞の続合 a - ア ド νナリノ費

量容体部位"明値tζ倹出されるに 6 拘らず，畳を主体の高性化はよって般電位的

には何ら匡応が検出され々かつに。細位~p.j環状ヌクレオデド歯震度の変動と L 、う

生化学的Z答Kついては， α 一畳容体の活性化lζよって明らかκ足、害が凪いだ

ぷれているので。 ζの結果はα ー畳容体の杓動惚摘についてのひとつの'F峻そ

弓える.即ら， a - 空審休の作用の仕方は， β 畳容I~ 'ζ対してしばしば寓わ

れるようえよ受容体活性化→繍状努クレオテド震度の変動鴨泡位の変化句と L 、

う直タ'1的なものでは伝<， 1草Itヌクレオチド酌Eと眼健仰が互いに独立にlJ1則

的に起りjij る 6 ので'"ろうと考えられるととでゐる.



" 
生体情報研究系

4 神経情報研究部門 》

生体においては盛覚情緩を畳務騒がう Ij とめ，情"が畳マヤされた後，神経i乙 復 要

よゥて闘に還し，脳iζおいて術院1 判断されるのであるが， 生体的観研究系は

ζ れらのνステム脅総合ft:1Iζ研究するζ と令討的としている.

神時間穣研究部門}とおも、ては曲賞惚婦のうら観世情仰の畳在，伝直1 処甥令

hっている網膜の神経機情争l則らかにする研児を紙けている.網膜の担細胞は

まず光日号令電気信号κ密検する。 ζの開，阻曜に役可きれた 2 1:'K1~r:J IL連続

匂入力障は個々の観細胞によ勺て点i乙分解事れる.高IX閥慨内エ品目ロンlとよ

り 1 との量子化された日時から入力像の特徴抽出が行われ，祖1!lIIlNとしで現

神経全経自して中躯に送られる。 ζれらの過開..明らかにして行くために，ぶ

年度は炊のS 現1'1..重点的κEJm した。

0) 楠原級胞の慣能と形態との対応.

(2) バターン筏の基置渥樫 e主として各陣錐体のii!刊について.

(3) 盟極細胞令中心としと揖盟内情維伝達峨槍.

網膜細胞の慢能と形館との対応

貴子，;till 囲内組続

脊If/j助物網膜tζおいて，丸附射の開問的を伝える・ O N" {;J qと，暗犠d'伝え

る. OFF " 用可とは1 泉佐った経路で処理 o ffi還されている ζ とがζ れまで

の研究で明らかに伝っている.即ι � 0 N .. は骨は光店抑制ζ伴い脱分阪神応

符令示すON1'J盟駆細胞で尭~しfご低円嗣拭嗣 b網{神科町制帽狩りの半分}

で O N型アマクリ〆細胞や ON←中心型の神経節細胞へ伝遺書れる.一万 ・ OFF"

憎号"光開射により過分極性応害を示す OFF 型lJ(係細胞に尭隼し，内線制圃

の a閤〈鵠膜側の半分)で OF }' 型的アマクリー〆細砲や OFF 回中心型の神崎

節細胞へと伝理される.

ζのように内問状圃が. ON" 信号と . OFr " 日吟との伝置に闘して句 2

つの闘に憎能的iζ細分化されると t、う恒説は，組曲円!Il色法により，双極細胞.

アマクリノ細胞，神織防細胞の応害陣式と形障との聞に月比叫が見:11にされて憶

かは 6のとえ￡つに。叩払 ON型双陣細胞￠軸;1{末端抽ま円問状網 b胤民運して

研安課圃
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研究館集及び

考 覇軍

終っており， 0 0 型アマクリ ~I題担や ON 盟神笹田恒胞の樹状突起の鉱がりも

同じ (bllJIC.国帰している乙と，一刀， OF Fm!J.l!偽割胞の軸熊本儲認...局κ

終っており，同じ aßfU:' OFF 'w.アマクリ J細胞め OFr 売却何時節細胞の臼状

察車:が限品して t 、るという ffi見である.

きて-双極細胞の軸窯の疋向i>~.えると， ζ れは網膜の属(円網状廊色合め

て}に対し生匝Kえご勺ている.内欄状周 0).澗は双断細胞に近も咽，<..るので1

OFF 型双極細胞の輸~~IJ. b綱"償V!.;ず日出 a膚~J遣する乙とが出来るが，

00型双極細胞日触媒は .1日"滋過してからで信いと b瑚~J埋する乙とが由

来与も、。 O N 臼句と orr 臼りの聞で独立が保にれるためには， O N 製双俸制

胞iζおける求心性 νナプス(~也制胞からアマクリン及び神経郎納胞への νナ

プス〉が a属ぞ通遇する柑おきち分κは存在せず b膚の部分に阪同している

乙とが必要であり， ζ うしに形館学的知見を得るととヵ;~!Ílく求められている。

ζれまでの細胞内染色訟κ好んで用いられたプロンオノイエロ はf 電子綿

舎透過してしまうので電子顕微目下ではトレーサーとして役にななかうた.儲

iliR!いられる よ う Kは勺た b町刊radie t古 田同xidase ( HR P) は町光学顕

微鏡観咳幼のトレーサとしてだりで信<， llI-f顕微鑓ドで ι鰻祭出来るやh舗が

..るのでt 本研究κおいては H RP をmいて oN :!fJ双脱線E胞を細胞内lI>色し，

ζれ舎電子顕慣値下て租察してそのシナプスの分命杭感?検索した.

税額応したコイの眼球を刷出し，槽臨"色車 k直周から調l厳した後表面舎

人工液て冊流する. HRP 5%血液を砧めた微4咽t!ì.z. 0 N Il~双信網胞に刺入

して応害{園 ， l を担保し後.電極から I 5 llA 位置のバルス電流令週間レて

図 1 O N 中心噌盟他細血 '" '" 。" 706 nm 

の応寄.よ民れま4極剛

」ト
μ聞 の小児点〈光強度は

Jい Jレ5 X 10" フ牢トン/砂 ー

斗(clf ) ，下段は門誌 ' 0 ， SpOI 

舛開 3"の環状光( 8.01 

X IOll 7司トン/砂・coIl.

会全記輔の Fの1&組は 0. 4 3mV 

砂の出削l'>示す。 AM~lu. ノ\』へ~ 守内~ --v----v--、



陶~泳動法的。ζHRP を駒市包内i乙注入する.原本はアルデヒド同合械で 4'c IC 

てー組問陀した後， djamino benzldine (DAB) 且ぴ過般化水器と反応さ

せ，細胞の (ï在を解剖顕微鏡下で僚畠した後，オスミ μク階i乙て何同定する.

脱水後， Quetol 幽曲iζ包埋する.

Gl 

。

A 

図 2 図 i の応寄金配録した双極細胞の形態.
A 光#顕微鏡像o OPL 外網状屑， JNL 内覇位l'J. IPL 円網状III (. 
a眉， b b層)， a L 神経節細胞居。

B 同じ細胞の電子顕微鏡像.破線は内網状届" b刷の境界T;f，す. 三角はリ

ポν シナプス ， 矢田は他の細胞から双匝細胞へ申趨心性 νナプス. ・ E トコン
ドリア， M ~.:oラー制臨.

B I :困 B中・ 1 ・ と印したリポノシナプスの悠大像。 B2 :ß1 B 中・ 2 ・と印
しに週心性シナプスの拡大惨.

間本は約 80μm の仰い刷れζ明り，光学顕微鑓下で祖療，写1'i媛影 Ji fjゥ"

後，戸E包雄し，剖μm の~Jrl令市'H曲伎の範子顕微鏡用の超薄切片とする.凶

2 は乙のよう iζして作成した ON~J双樋細胞の軸娘婿分で'"る.双断細胞の側

索部分tζは多数のミトコ J ドリア(.)>>.見られ，との因由断面のお諸9%の面倒?

占めていた.

ζの師胞について的 4曲依の組湾問片を竃了囲微鍵下で綴察した結集. 6 仰

のリボノシナプスが同定出来たが( 4 僻は舶索末端膨大部1C，他の 2 個は醇);.

" 

; 
J 

81 

, ,. , 
82' 
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研究議題

研究目的

おから提出している細い実且内IC. ) ，その位置はいずれ 6軸5艇が b駒内に存在

する部分であり.鹿を通過する部分には 1 つも見られ伝かった。 a 腐を通過

しれ、る軸Jぷi乙昂って《品ラー細胞が走っている的か盟められた。
。

軸京膨大部を取り囲んで約 2叩 Aのレノナプスd、曲令含んだ 9 倒心シナプス前

終末治活更極細胞に終っており， b層の都分』乙ある軸索表面の約制%を檀ってい

た。今由の研究1ζおいては， ζれらのンナフ'ス前終末の起源令同定する ζ とは

出業信か勺たが， ζれまで云われているよう 1<: ，恐らくアマクリン細胞由来の

6 白と思われる。 b闘に主損金伸ばしてL、るアマクリ〆細胞は ON 型であるか

ら，乙れらのシナプスIÎÎj終末は ON 型アマクリン嗣胞のものであると考えられ

る.乙のζ とは双極細胞とアマクリン細胞間iζ桐互干替が存在する場合?その

掴互作聞は応害型.，等しくする細胞問で行われている ζ と金正唆している。

今回の研究は。網膜において ON 白骨と OFF' 臼号とが互いに独立α経路を

形成しているという匝説令強〈支持する知見~~出するものであり ON型ア

マクリ J細胞と OFF 型アマクリ J細胞はその伝達物置を異にしているといヲ

最Eのラジオオ トグラフィ κよる観察と相俊って，円相状属の機能分化を

確立する基隆となるものである。

パターン慢の釜磁JII程 ‘網膜の健怖の分布と配~J

メ曙締側

外界の物体像は悦覚情報の巾でも喧も宜聖伝情報の 1 つである。阻底iζ映じ

たタヰ界の像はまず視細胞によって店主続的信像」 から「点状の像」 κ量子化さ

れた後比，神経細胞の統合を畳けて情報の抽出化が行われ，中憾に詰られる回

世細胞の丹市及び配刊を調べる ζ とは，担覚iζおける ζのよう伝パターン畳容

￠韮躍的俗研究課題である a

網膜の配級凶包は料体と縁体より凪る.著しい形眼的信通いから両者は務易K

::;別出来るためz ヒトを始め多くの苛惟動物の嗣膜でその分布が詳レ〈調べら

れている。明所のパタ ン畳努は1 分光感度の異なる赤 ・ 緑 ・ 背の 8 極鎖の錐

体によ勺て 8 色K分解されて鏡子化されるので 乙れらの錐休が網膜上でどの

よ?に分布する白か，Jèどのよう伝配列偶遣がゐるのかを調べあ乙と tム極め

て重要位向固である.しかし3 各錐体の形態とそ O)1"Ì光也庄ぞ対応づけ，形館

から分光国度を隊定する乙とは困惣でゐ勺たため!総体の分布と配列iζ閲する

報告はすくない。

In嗣膜の総体内節 ICI.t，直i手 4-8 μmのカロ チノイド.，含台球形の油怖が



存在する .ζの柚帽の色と?判官休のスペクトル店、再との間S乙は以ドの聞係が.，

勺た.聞ち，亦飽体はホ色鳩摘"合み‘1m休は限巴削晴，常総体は緑色泊i繍，

複合経外 1.tP2色拙腐を古むという 6のである (OhtBuka ， '78)0 ζの醐i系金

用いて供給体そ柏植の色から 1"1宜し， 111臨 kの分術と配列を調べたa
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同包〈クサカメ)の帥絡を鳩山し。回線綜標広告作る.ιれ令フ 場 ルマリノ問 研究芳三食 結果

宜し，眼E意向 I C.a %諜天被.，酷めて闇化し，半琢状の君事"の上IC ìJ!J'-':網膜..t多

した.御簾すべき鋼所を叩山してスライドグラ Jえに!11;げ，顕磁J!!ド-r観察した.

指摘は泡色 ・ 変形しやすいにめ，写ÄIζ娘り i伺O倍iと鉱大して両像解析王菱自に

かけ為輔の数，虐待-i'J十糊した.

。
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v 同"酬明/・・.~.‘

国 S 亀網膜のA、総体の宿直

分布等高線図.
クサガメ(叩畏21<首〉の

左阻におげる芳、機体の摺11
(I叩 μm仰向の鐙tI数) ?;, 
1"間隔で計数し'lllli綿花
!貴いに.
般/iI!は網膜の~I'心から網

膜上 1 •• (出向 1 2・) c'と
の同心円.
斜線邸は醍停学経乳頭。

0 , V I N> T は各"背，
腹，多事，尾側を表わす.

国 3 は掴民の赤維体の照度分布等高線闘でゐる o 100 x 1 00μ聞の枠内に数

えられる鐙体数令その郎(立の精度と庄捜して.等高線金引いた.既』ζ侮告され

ているように守鎗体由密度分布は腕!!JI<酒店金色つ迎三角形令呈し.!Il置かす百

〈信る iと従い，網膜の巾品切tζ鼻ー厄軸を民輸にもつ情円形iζ信る。般入管庄

は視神経字L頭町第一背閥的05"にめる.ζの倍度分布をさらにnし〈調べる

ため，街腹軸と側一国軸κ府ヲて 200 Itm C t.1C. I帥 x 100μ悶の仲内κ拍

えられる各錐u.融令調べた。

図 4 のJi'.師は背→腹軸上の亦飽休の密度と栂l輔の旺盛〈赤ltt休のiW1\ )及び
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図 4 背ー 腹眠liJ. 尾僧上の亦錐体の宮古E分布. 1定休t直径と畳容而積.
左歯は行ー匝軸，右図は易 ー居"の各ヂータ..示す.
下織は網胆上の距隆を表わしており.I!i哩分布の巌大偵を示すIl\\位

..色ヲて車点iζ定めた。

各データーは田0μE毎K計測した.

際度分命1;1. 1凹 X l凹 μm 粋'1'の赤鎗体数.111休直置は措ミ色柚輔のili
侃畳谷府倒"1'1<皮分布×赤色柏簡の平駒市出.. 袋わす。

l直出の脳陣は得点におけるば置の回準備謹(10 個}令示す. 

• • • • 

赤雌体の畳容面積〈単位面積当りに赤健体の占める割合}を示している.倹・腕

は網膜上の距橿で"る。赤雛体の密度分布は，網膜の中心怒lζ燈大密度のめる

幅約 10の穆峰状を呈し， !裏側ではほぼー定植を示すが，膏醐では中心からの

Il'/II:と仰と岨少している。円聞のE置は1'1<&分布と 111像関匝iとあり中心$では

小さく阪醐では一定値を示し，背削では陀鰍と共iζ僧大し，直後 7.8/'mIC連

しても、る.乙由ように .æ位分布と円節の凪匝"部位によって異'"るが，畳容

面積を且ると中心唱の15%を除き，ほ"一定の値 (8~ 1O% )舎保ゥている。

図 4 の打倒は鼻ー屠軸で昆にも由でめる.水平軸上で色密度分布と直後舎とる



と，網膜の中心部κ健太飽を 4 っ"峰状の分布を示し，錐体直径は宿直分布と

揖像由時iζゐる乙とが分かる。受容商店は周辺会除き 15 -20%を維持している.

乙れは出岬で拘l駿網膜令制察すると，水平制 }ζ赤い筋が見られるが，赤鐙休の

の笛置が向いため赤色油精の占める面掴カ￡多く伝ることによると;1!えられる。

幅錐体，宵錐体の留置分布は赤錐f本と異伝り中心線分と周辺却分とでλ; き伝

送し油、見られなかった。しかし，総体の直僅は中心蕊で小さく信る傾向が認め

られに。 まに畳容面積は網膜全域lζ誼って緑絡体で 4 -5%，背錐体で 8-5

%(7)一定岨;.;下している固

複合錐体は赤錐休とはほ閉じ分布令示し，見直径6中心部で小さし畳容函

聞は網膜の中心部目算ー尾納」で 8 、 10 %，その他の領時では 4 一、 5%と伝っ

ており，赤錐体と同じ傾向が認められた。
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乙れらの結果から従来，亀の網膜κは鼻尾軸上K rj時状中心開j，と呼ば 考 嘆

れる甚い中心闘が存在する 6のとされていたが，詳し〈分布を調べてみると，

ffi臣 "'0μm 以下の rql心.Xê'iJ IC相当すると考えられる郎位が存在している ζ

とが明らかにと￡っ f 。中心Z誌におりる各錐体の割合は赤鉛休日%，緑錐体 11%，

背錐体 11%，複合錐休四%であった。 4 陸の鎗体の合計散は 14あたり中心部

で""曲，周辺で7引責O と約 2倍由主が"るが各錐休の比は巾心寓でも胞辺部で

もほぼ同じでゐった.

次i乙錐休の配列を祖察すると，中心簡では綱胞数が書いため赤縫休が 3-5

醐ジ a ス可制乙亜らなっているよフに見えたが，周辺町向うに提い， i!'、鈴休白身

のl直畠が的 1. 5 倍増大するためと料体ó'!J!，われるため i乙鋭休聞の距縦が拡大す

る。他の錐体について 6 同様の傾向が見られたa

f!>鎖の眠細胞』ιは規則的な配列lが報告されているが3 亀の錐休の配列には忽

則性は却めら IV;品、。しかし一見不綬削な配列檎遣の中にかくされた規則性の

存在そ確認するにめ，レーザー地司析装世を用いて定量的に解析した.

密度分布jζ用いfニ縫休の顕微鏡写真から 4 匝の錐体の位置を透明 フ 4 ルム上

i乙抽出し，拙少複写した佳1 レーザー泊司折装置i吋叶て，縫体の哨限上の位

置の光字的フーリエ変換像をi~ た。棚位協乙渡勺て各総体， 2 樋又は S 国の

錐体の組合わぜなど あらゆる組合わせの可能性を考慮して回桁像を倹討した固

ζ白結果，血澗阪のど回目細胞に ， ，製剤的信配列情誼は認められなかった.

ζのよヲ 1(，視細胞の面伊lが不様則である ζ とはパターン畳容にと 勺てどのよ

うな役割令果しているか今後さらに般討してゆきたい.
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研究棟燭 錘網膜の双橿細胞広おゆるνナプス電位の解街

田円程緩 金子取迫

研究 目的 削醐物間膜の双極綱胞の畳吉野は同心円状回中心.$と周辺部から位り各々

研究方法

研究結果

" 光応符の極性を突にしている . J:I.悩細岨は畳曹野中心部のゆt附射に対して脱分

圃性に応害する ON~と過分也且10足在する OFF 型が知られ形態a'..""g毘 6

抱められる?両細胞山ζ刷帥/q によっては主λJ片側胞帥めるも叫
体κ変化し得る乙と colour opponency を有する色￠がみられる乙と 6明

らか叫ってい式 ζのよう記二件"， - 0:'-である盟酬胞の…レで蹴
現象で知られる同時対比，プルキ ノYの移動および色対lt<D基健と f，るよう伝

応害が観察され，さらに鬼劇胆κ対応する興置と抑制の過程が細胞の機経分化

iζよ 勺て成立している ζ とは非常に興味探い.上述したよう必阻倦信機能艶現

の戚仰とと￡るでゐろう悦細胞波極細胞問の νナプス連絡機明ゐるいは悦師胞

- Jk.ifr.削胞ー双極細胞問の相互守渉については未fゴ不明の活者分が~<，団々の

順応条件，空間宮帰I)$.の条件ゐるいは色Jt;条件白下で双極細胞のνナプス電位

舎分節してゆくととbヨ重要と恩われる。

本実験は ON型の双極細胞について 1 明噺応状態で主入力が飽休で.，る総合

の空審賢中心議開射κ対する応答究生湯IRH町立悶定証および定m旅迫電IH.

H/いて僚特伎の面から調べると共に応答のイオノ依存位。ιついて島倹討した 6

のでゐる.

主献には休民80ar~庄の鯉(包巴と旦 c.主丘三H周いfニ・動物1.嗣育嶋

中iζて的 1 時間， 2国 lumen/nl の光で閉射し明暗証状態とした.. pith した

後，眼r>..繍出 u伺腰を色官民上皮から.. 摘して漕施槽刷ζ担制担個金上4として

国定した . 'J!.騎中は揮本 4暗句 1 lumen/m'の定常背景克を与えた，冠制hの糾

人および光蛸射は視細胞醐からお乙伝 った. 光指岨には白色光舎周い，刊o

meeo 持輔の小光点(直後四0μm )と環状Jt;(内置 I 側，外需 3.... )念公5

tζ適当 f，間隔で与えた。光世渡は緑:J.:応客舎向る所とした.嗣胞の刺入にはこ

迎式跡l咽他.z.JlH 、ーイWJ~膜電位の紀時陀， 他側.，億流通電m とした.

11倒の ON型双極阻胞について眼健位幽定実験色また 14倒Kついてえ咽流

通電実験..おと 'J. -:>/.ニ.



細胞.. 時時鮫宿位に固定して光開射..おζえま勺だ際に内向きのrù、符電流

(clamping curran色}が姐急事されに.また出E害電位と鮫箔位固定時の光

応宮地流の時間経過は制似であっ fこ。回定膜電位4長崎叫勝沼位よりさら』ζ泊分

断させた場合，.光刺激K対するめ書III流は防火(主倒)し庄支:.11<1見分樋 8せた

場合は拙少あるいは反転する ζ とが飽紫されfこ.反転電位は一例( 1 田 mV)

tζついてのみ且られたか，反転し信い ものについて 色，陪時および光開射時の

II!II - Ifl施関係ω偏在から、 +42 (主 lO}mV と NI定されに.繕時の京阪知胞

般の slope conductonce は 3.6 (士1. 9)X lO-8S で，光問射時には O 田

〈土 0. 17) X 1O- 8S の増大が且められた。膜屯11~~鍾々のレベルに倒定しに場

合の屯時の時1m依子列会性令みると ， ~1~回費1首位が陪時臨屯附より凡そ士削 mV

以上，幅移しに場合1C. 1;t嗣1ft.c非線形位特性均明われる傾向がみられた.過分

怖の場合は内向さ唱統の緩徐l.d~.A:が脱分極では外向き短疏の暗少とそれに

瞬く砲大という 2 相性的量化が認められた.

定刻&M!通ll<による実般の続梨，光応苦I!l(立は過分樋によ今て増大し，脱叶匝

によ 勺て減少するのがみられたが，。臨低位付近からは悦分馳κよる光応古の

減少の程度は小さく伝った。前統略圧倒保からみに般の熔時での alope

resistanco 101 剖 6 (土 6.0)M.Q.で，光開射Kよ って 2. 7 (士 2.5) M.Q. 

の抵筑輔少4是認めた.また暗附膜電位から叩-40 mV 以 L脱分極させた場合

1(.1;1屯{立時間l依事世の外向き型旅衿例:の存夜が知られた.

ニノナプスにおいて伝遣問質店支出を阻容する cJ+(2 園.)を掴臨池杭被4・K加

えると腹電位は脱分極し，越かに/ilノヒ光延洛の眼屯Iil付近まで遣しに.光応害

は脱分怜"1帆咽五1，梢9-:しに.そのよう信状態の距，外桜の Na + ~chol1I1E/ 

Sζ世M隠すると 1 細胞は同ぴ稽時の阪電位付近まで再分極しに.
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'^置匝 IIGHT 鴎5 陪時および光開発J'.jの筏細胞 {縫
体〉からの伝選曲目線U と o . 型双騒

細胞応対するその作胤.階時，血細胞
CON~ は脱日極していて低遇制自が持縫的に

品交山割1ている.乙の低温秒前iaN班t醐iζ胞刻
のシナプス下膜lζ作用して， 対

No する臨溶過性を抑制している( E~Iζ連
100ft・a川H・r むるスイ y チが開政している ζ とで表

0.' わされる)ーその結果.細胞は「の平
衡m位1<近づき過付隔の状限tζある.

ON 引 ~Ol"'. 守:~ 光が附射された状態では担細胞は過吋
C~ lL 回し，伝連の物..+聞の般山b'止むためシナ

プス下眼 透過性..増大し Na+O)
可噛Iß位lζ近ず〈万'IÔJIζ瞬分樹応害が

陶

現われる。
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考 男優 以上の砧架から ON 型双幅細胞の畳符野中心鶴岡"に対する脱分画応答は，

応害に伴う。onduc t.anee の増大があるζL 置の反仮置位を台ーする ζ と，お

よび Nt依存性のゐる ζ と信どから Na+ jζ対する膜通過性の克趨κよ勺て尭現

すると身えられる.一方，悦細胞の νナプス鈴末からの缶盗物質銀出は暗時，

揖細胞b覗分催している師陀起.!<. j(;閉引によ今て掛分錫しに際κ止!rという

多〈の証蜘塙る叫本実験1C.~:s 11 る Co"の1St.与実験は光岡射した4勧告の細胞

応害..表現した 6 のと解釈でき T 伝遺物質の ON'世田極側副のシナプス下膜比

対する作間は去として Na+'ζ対する麿適温伎の鈍刷にあると忠われる t鴎5 )。

1) Kaneko , A. (1970). PhySlo1og1cal and morphological 
idenも1fica色 10n of horlzon 色81 ， b1polar and a聞acrine

celle 叩 goldfish 四t.1na 土生主主土竺7 ， 628 -688

)
醐

叩
肝
(
M
J

一

向
叩
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a) Kanek o, A. , E 杭 F.固 igli叫tl ， Jr. and Taohibans, Y. (1979) 

Physiolgloal snd morphologloaI ident i ficaも 1011 of 

固 18nal path剛)'8 in 凶e carp retina 臼 ・旦竺竺竺旦笠Z

of cb個 10&1 Tranemlss10n" 印ds. H811. z.. and Otsuks, Id), 

John '<<11ey & S0 I1 9 , Il1o. N酬 York.P.Z3ト251

4) TrHonov, Yu. A. (1968) Study of synaptic tr回開臼81011

betwson ph。 色。raoeptors and horizontal cells by meana 

of elec も rlo 8 む3 岡ula t1 0n of 色ha re色1n. 【 10 Russian) 

E主主主主些旦 ~， 809-811 

5) Kanek o , A.and Shi図azak i ， H (1975) Eff�t� of ex 包ernal

10118 011 the s ynap色 1 0 也ransmlsaion from photorecaptors 

も。 horlzontal cella 10 もhe carp reむ 1118. J. Pbyeiol. 252 , 

509 -522 
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《 高主神経蝿構研究部門〈客員部門) >> 

高次抑経健衝の研究 研究課圃

塚原{中晃 外山 敏介 村 I 富上夫

高次神経系 {ζおける感立と運動の巡閲慢楠..研究する。 研究 目的

上記白目的連打のにめ，活気位盟学的万世，電子融微鏡を古む形館学的方Fム， 研究 方法

および計算機同像処理筏術匂どの工学的手法令何時的κ結合さぜて旬間を行う。

ま f円高検:神経系すと￡わら，高等動物の闘の闘能を理解するための鍵ともいう

べき，最も脳らしい機能2 すはわら、学習，記憶.適応といった高次神経活動

の基鹿Kある神経系の可塑性iζ終点"'"て1 集中rr>J Iζω移Eを行う乙とを試みて

おり，そのにめに必要役実験系の開発を行う。

rll縮神経細胞の νナプスの iiJ理制変化は神経田町の01即位に重要と考えられ 研究経過

るが。当研究輩のスタッフは既に中枢神経細胞の入JJのー部令後機する乙と κ

より新レ〈形成された μナプスカ噛能しうるととを，生理学的万Y止を用いて定

怪的に示した.また p より生極的な，中担エユ ロンの入出!Jが償金'.場合も

よ柑紳程の昭伸筒ね慌の主主桂告のよう役中値抑綾子F、での回路の絡み換えが必

要と主れるような状況金実験的に作る乙とによって，ネコ 1 小脳亦陸tζおいて

新し〈 νナプス結合が形成される ζ とを示しに。 ζ れらは1 主として，電気生

理学的方法と，それに並づく，闘状突起の批学慎~ (Rall 俊'l!1)の数値計算

による惜能的万法によるものであった。 ζれと開骨折内は，電子顕微飽を附いた

研究を行う ζ とを当面の砂防E目etfCおいた。電気生理巾←融学慎型的liWítと組

合せて形脳的研究を行うわけでゐるから，電位記師"行った制由民色素注入を行

ゥて， ζれを探識し， ζの神経細胞の樹状興起の形態を定量的にS嗣する乙と

が必曹と公る.ζのため針宮市崎令周~ '1':画像処血ニノステム金製作し1 問状突包

由直径ぞ細胞休'1 1心よりの距婚の関数として自動苦情Hする ζ と令行った。乙の

データは 配録した伸経細胞の数学指1111 を作成する ζ とと抵礎ヂータであると

共tζτ 電子同微鏡画像と光学顕微植岡像とを対応さ tさるときの買斜と伝る。

ぶ年度は， Z明措 (NOVA3) と，計官平附司ピデコンとをイ J クーフ三イ νン

グし，画像処理川プログラ J のソフトウエア 由開発を中心1<行ったが，ソフ

トウエアーはアセンブリ 百SrJで約 8 万ステ J プ由民ぎの志のであり.'"'ンス
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考 覇権

テムはIj!励金開始し句その俄蛭 11 ，日本生助物理学会，“本側1躍何学協会学術

集会，および唱気温叫学会で尭点した o lXlL，電寸広岡微鏡による予備的研究令

聞曲したが，本俗的僻究はt欠勾'Iltと'.ろう .

また，本研究室の壕原{中銘Ii，大臣大学基睦工学部と悔力して1 古典的条件庇

射系が"q.系で綿成できる ζ と令証明する実験制7った.ζ れl ;t t配のE法で

明らかiとされた。巾胴の揚q;車日大細胞に接続する大脳皮質運動野からの入力の

団々の毘酷揖作によ り発脱するシナプス結合の可明性(尭~!)が， i'E1iI~広島均成

能4をどのように闘保するか令明らかにする目的で行われた 6 のである.自民自す

れば，本研究室で行つでも喝神畠田備の微視的側面白研究はより明らか比され

た現象由行動学的師函令解明するととを目的としたものである.条件づけ;"

大脳iI'品銀維の電AlOlð設で行川無条件刺"M，前世の電電信で行うと，的 1週間

で，古典的条件反射が形成される ζ とが明らかに伝った.

""1，雌{対遥制実線維)から， 11織の町穏図までの粛附 8 ミリ秒Ii，乙の条

件応答b; ， 太脳赤核 脊髄介内細胞 l ケ 坦動細胞を介する飢tt!r.r匝路を介し

た色のである ζ とがわかる.

また， ζの実験では ， ホ砧lf筒略以舛の F径路は切断しであるのでその筏路

は単純化されており 今後条件巨射の細胞レベル￠帯断由t 、 L 、モデル系とはり

うると考えられる.

!l! 1C;, ~口助教置の舛山敬介は， 東京大学医学部等と協力して，腿E泰道励。p

の出覚巾継でのニ~ -D :..1i5動;，分析し，サッケード性間[j1運動..条件づげた

ネコで，サッケー ド興傷者訟の二.， -ロンと 1 ザフケード抑伽胆のニエ皐ーロンの

2 冊閣があり ， 前者はl 図形刺激tζ泊して単純型自E応を示し，後おは視線型

の反応舎iR-r ζ è..明らか4乙しに.まに， ði線型細胞へ必られてくる!fIl!!It性

の興信反応争解訴し，乙の応答が，限師iζ封する越心性と求，"性の主配..除去

する R. もrobu1 ba r paralysis でも同館の興 fillii:応金不す乙とから‘阻癌

からのフ 4 ードバフク摘線による色のでは伝< ，闘琴運動中継の運動(，1りの必

崎旬、性コピー IU る色のでははいかとのiìl酷性 ~JF喧した.すはわら J7野の被

緩噌嗣胞が置宜鱗栂と，眼球選勤惰矧の鋭合の場Yこりうる乙と .. 示した 4ので

ゐる.

.1 1事事蝿蘭像処理伎術は現住~iæ信地凪争みせている控術分野で'"勺 直線えよ

形IIH-対19 とする医学分野に広汎伝応fJJ丹野令有するものでゐる。生物工学，

fん械工~t， 由気工学と，対象である生理形際学田嶋'I!領以であって， 対象 iζ応



じ，また目刻々に滋座する伎衝をとり入れf.がら，ユノステムの改良を行qて

い〈 ζとが必要である.また，現在i丸苅TJ時点微輯レベルの画像を主たる対象

としているが，将来は電子顕微鏡画像κ6邑視してい〈 ζ とが必要であろう.

i!l'"仰経系の唾宜と運動の茸換繍備を研究すると<， iI宜系の研究や，直動

指令の研究κ加えて.僧織の配憶や学習という闘の基唖巡再の研究を行う ζ と

が必聾であり， ζのようは盟問から，民覧q'憾の研究，嗣の宵iJA'12佐の研究，単

純化容れた護動系における条件反射の研究を行ってきたaζれらの研究は，ま

た本研究所で行っている rs覚の成り立らと中値像情κ闘する研究」という特

別研究のー置を担う色のである.

)3 
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E主体誠節研究系

《 高;;:神経性調節研究部門 》

研究自的 生体調節系は高次伸躍世調節部[l~. 高次液性調節節門，生体 νステム工伊都

門の三郎門から成立っていて，各部門は11< 吋ζ迎係を保らつつ生体IU:il1る踊閣

のイミメコfスターソスの際捕を動的かっ定S量的6乙理解する万I 5"JI乙研究を進めている。

高訊:神経位調節部門は当面白目僚として，スタヌフの段大田閣ι唱でゐる自

律機能のうちU伯動の謁師を取り仁げその自控興奮の量生掠である結師細胞.. 

対象として自動能の成立蝿転を明確にしようとしいる。

崎市細胞は脳より由心臓に対する自律神経系b曜も捕密iζ分布している部分で

ある。従米t くの心協に対する脳の研究は心伯数を対象として研究を行勺てL 、

るのでその調律先生栂係令研究する ζ とは郎門のプロ:;;Lクトを完成させる上

lú必須である。さらlζ結帥への神経傍号白尭生部位，中継におけるド捗統合

儲京湾を働団包の レベルで理解する ζ とが出来て1 はじめて心臓令中むとする 自

律槍能の局次神経系調節の細部が解明される ζ ととなろう。

後者そ長仰j聞の研究目的とし1 目下は当商由目標に向け全力..庄ぐζ とにし

に。

従来は洞扇結節膜t町立の変化よりのみ自律系の末梢槽精を諭じ，膜溜位00背

般にあってζれを制御してし、る唱正一時間，依存性の糊t変化陀ついては始ん

ど論及され々かゥた。

ζの点を解明すぺ〈多くの研究者が心筋令使用して ion椛解析を誼みに帆

最も臼宿神経系の関与町大き位制師細胞Kついての研究は全く行われず，プル

キンエ線維の研究よりの外掃のみが，行われていた.

1972 lrisawa , 1976 1'1 0 旧， Iriaawa の洞房砧郡白電圧固定Itの利用

κ始まる一連の諭文はζのl簡の研究iζ先鞭をつけた。

同日正J結節嗣阻I乙おけるイオン怖を解明し1 闘いてζれκ対する自律神庄の効

果を定量的に解明するE震が出来れば1 自律機能の巨視的伝統御wの研究1( 1 つ

め転機令もにら LÆtl ろ，

訂正、簡における ζれら自律相1曜機能の研究は→挫f理学上の種々伝暗問を

解伏する上で1 生国学の胆史的尭展からみて色!興味ある問題として常陀関心

が払われてきたので7 生理学研究所における他系部門の研究対象と多くの接点

争保ちとよか司研究令融めつる 411冗叶野であると考える。
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Noma �: Ir1s8wa (1 976) により開発された微小雨房結節隊本金用いて主 研究方法

κ沼庄固定実験をした。今年噴はさらに局室砧怖にも防究が発展じた。

微d噌安本は多細胞聞本iとおけるm圧固定実験Iζ恋している ζ とを明らかiζ し

(Noma , Ir1sawa Kokubun , N1sh1mura and Waもanabe ， Nature , 

1980 ) 

ウサギ桐厨結舗におげる過分桶側m位において活性化する電流 (ih) につい 研究成果

r , Ya. nagiha. ra , K, and H. iriuawa Pfl�ers 

Archiv. 1980 

桐明結節の締止電{立は 40mV 付近』とあるが，乙の電師よ り過分極闘にテス

トパルスを与えると 田町V， - 55mV の付近までは外向き耐の漸械がみられ

るのに対し 60mV より負電位制のパルスを与えると円向き電流が流れ蛤める。

乙の電時系はしゆるなる Kinet1cs 金有するか，そ(J)~主理附慮義は何制乙て及、て

検討した。乙の電流は Kのil'転電位争趨えでも内向き 1と流れ 70mV において

そ由時定数は約 2 secで<hり jζの111師系を ih と祢した o i h の逆私電位は

25mV にあり Ecl lL.最も近かった.

ih 電流は毘期間』ζおける心拍安定の掛定，ペースメーカー野の映定1 昼時間過

分画後の膜電{必きjld'すし生想的は控訓をつとめるζ とが明らかとはゥた。

歩読取り畦位に対する K+電流の関与

Yanag1hara, K, and H. Iris8wa Pflügar固 Archiv

1n Press. (1980) 

歩調取り電位は外向き師 (ik) が徐々に崎少しζれとともに，内向き背鼠電

臨か漸増する ζ とによっておζ るときれている。今回，訟の K1netics 争
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居室結節の避L曜清~系S乙よる興1if

Noma . A, H. irisaws , S , Kokubun , M, Nishimurs and Y 

Watanaba Nature. ( 1980 ) 生理学会(世神戸大津)1(尭表。
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民主I!jl!il叫微4輔本金作躍し1 二*fI!極ifl による沼匝固定..けゥた。v:;室結

師細胞色，間房結節細胞と間後のイオ J術系..，ち，その立上り相は超''f'l向

き tfii(is) による乙と令明らかにした.

同回結節細胞民及iますアドレナリ〆の作m

Noma. A, H. Kot.ake and H. Jr1s8:wa 

生理学会 (B全神戸大学}に発11:.

アドレナゾ Jの脇性重時作m微転を倹討した鮪乳王佐野留は 18 ICゐる乙

と .. 明6置にした.特KはじめてH の町netics を明らかKし d∞の活性醐

b仏国- 60 mV 凶るとと師しむ ζの結果， 蛸取り也位の後iで耐が
-55mV より陽電也ととよる範囲では憤極的iζ" が捗鞘取り電位白尭生10寄与

しているというfb(威令つよめる主駿的綬拠そ示した.プルキンエ組維とζ と仕

り，比の Ki問U白 4ζアドレナリンは大きとZ膨w..与えず . ，.の霊it Iζ影響

令与えに ζ とも一つの大きは所見で'"勺 t.:" 

家主制房結節細胞におけるアセテルコリン誘提唱流削定κおけるカリウムIli

m効梁の関与 Kついて

Pfl�ars Archiv 819 (1979) 

W. Tr auも"81n ， A. N om泡， O. DiFrance90 。 ドイ Y生周学金

アィ腔チルコソ Jによってよ売兎されるカリウム稽MtO)電位及び時間依存性の!l'

化を制定する ICli一定電位置化応対する膜電機愛仏を奏曲役う削後lζ8日線し，

それ岬の電縦割むの置を求めrよければ'"ら匂い.とれは苓物は同行のイオン旅

を訴琵しi也の.a;旅系ICli~響"与え々いとの匝定i乙，.ずいてL可。アセテルコ

リ Jはカリウム遇過伎を姥出さぜるので晶当したカリウム合唱曲聞のカ 'J ウム

イオンi!lllH上押させカリウ I.m旅を間接的』ζ量化させる可能性について検討

した.活噛電位"寄与しているカリウム電流の大きさ及び時間霊化争アセチル

コリン控与中 I UllJìtし，コントロールと比較したと乙ろ，倒.tf l Jf列において

暗捕の大き ðb積良少しているのを見山した.乙の市淀は嗣胞膜K面した!I'聞の

カリウムIllJ宜が換町役与中置化しうる事を示しているが1 他の多〈の酬ではそ

のようは所見は匂か勺fこ.先l乙発表したアセテルコリノによ勺て訴発8れたカ

リワムmiñtの時限1密化は上E現象でほとんど膨饗されて""喝1が示唆されf.:"



家見開房総節カリウムヂ令ンネル置過伎の'A1J リウム液中における産化

Pflugers Archiv 379 (1979) ドイツ生理学会

W.08もrrieder ， A. Noma , W. Tr8\J包 wein

細胞外カリウム倹置を上界させると心町におけるカ 'J ウム電慌に刈する腔コ

ングクタンスは仁鼻する耳切》よく知られている.ζの撹序を明らかにするため

アセテルコリ Jで話発されにカリウム電流についてその単一チ令ノネルのコン

ダクタ Jス及び時間依有性変化の速度比ついて醐定した.外波カリワム~or を

4倍( 12mA) にした級会，膜コ〆グクタンスは的1. 8倍Ié上昇したけれど 6

暗流変化適宜"霊化し匂かった。一方.111ーテ守ノネルコ Jグクタ Jスは約1.7

倍iζ堵加する乙とがいわゆるノイズ解析により明らかにはった.しにが勺て外

板カリウム浪置はカリウム曜疏の動1I!i..ßl:化させるのでは〈イオンチーンネル

由電碍度をよくしている事が位~Ò れ， ζ白柳t志願の Cona もanもれ・1d

山田cy とよ〈一銭した.

家兎嗣罵拍聞に剖するアセテルコリンのイオン作問視Il'の買応モデル

Pflugers Arohiv 382 (1979) 

W.08色rdeder ， A. Noma , W. Tr8utwein. 

アセチルコリンκょ勺て商売されにカリウム電腐の電位及び時間依存性の蜜

化はイオンテャノネルの密化のみで伝く薬物分イと畳谷分子との旺応の地合と

して解釈される.置色基本的信 Katz-Yiledi モデルは記録された電肌変化

及び講義物損l!iの\Ij容についてよく説明した.その結果，カリウムチャノネルの

聞く速度定数は I O-6 y Ach で 11 . 5S-1 ，閉じる速度定数は IOS- 1 ， Achと畳

害分子との匠応の解~itnは約 10-'" でゐった.

家亜揖房総聞におけるアセテルコリン誘尭カリウム抵抗由微少伝動について

Pflugers Arohiv 88 t, 255 -262 (1979) 

A, No田a ， K, Peper , W. Trau也wein

家兎同開結錦で微小電極法』ζよる膜電位固定下で記録されるアセテルコリン

iζよゥて誘尭されにカリウム電流iζ鉱幅約 1σ"Aの微小仮動争認めに.乙れを

定量的κ解衡するため策曲を役守前後κ臨電慌に含まれるノイズのパワースペ

クトルを計算しm そのEスペクトルを求めたと乙ろ， If l;flHz 付近でノイズ

レベルが半離するローレノソ型のパターンを市た。 ζれはノイズが少r. くとも

一つの線連反応陸~1-Tするランダム伝プロセスほ必ずいている事を示している.

さらにノイズレペルとアセチルコリノによヲて揖突されたカリウム電流のえき

37 



,. 
さの閤臨を持つ1ti閉曲線の開帳が予a測された.項1主且?に基ずいて単一チャン

ネルコンダクタ Jス及びチャ Jネル総数を計拝すると約 4 P' のコJダクタ J

人仰の channel闘が得られた.方法硲的山崎々のl腕した盟副固

定法は主主闘により誹尭されたノイズの解析にト分使用できる事がわかった。

家兎岡田結mでアセチルコリノによ 勺て講売されたカリウムチャシネルコ〆

ダクタ Jス民投ぱす外被カリウムiII/jCのI!>W

A. Noma. W. Osもer z- 1eder. YI. TrauLW'ﾐin 

Pflugsrs Arcbiv, 88 1, 263 -269 (t 979) 

アセテルコリ〆により鵠尭されたカリウム竃蹴』ζ対する膜コノダクタ Jスは

タキ放カリウム浪度~4倍にすると的1.8倍1I加する.乙れは主総ーチャ，'f-ルコ

ンダクタノスの上昇によるのか，チャ ノネルの life t.ime が毎日するのか‘

'"るいは総イオンテ eノネル数が惚初日する由かについてノイス帯折投ぴ電虹時間

依存性電抗変化を醐定する ζ と iζよって調べに.

官E椛時間依存性変化はカリウムイ才ン拠Ji:によって膨IHれなし唱がわか"

た.異伝ったイオシ哩麿で行ったノイズ解析の枯3艇はイオμテ令ノヰル数はほ

If-íÊであるがチャノネルコノグクタ Jスが拘1. 7倍槽加している事がわかっ

た。 Consta. nt field 凶60ry において3 細胞内 KIR置を恒定して， m M及

び""'"外桜 K イオJ濃度の際の Conductanoe 令計算すると 7. .俗の

Conductance の培加が見込まれ実駁Ij!突がよく且ゆlできたa 乙れ等専の結果

も嗣日時節におけるノイス解衡が人き伝袈丑'"くりわれて L喝事."下している.

家兎制問軒町陀おける時間依存柑カリウム~bifa 外核抑リウムイ"ンの彬響

D. OH'r llnc6sco , A. Noma. W. Trau包.61n

PflugSTB Arch 三v 38 1, 211 - 279 (1919) 

同房総節におけるカリウム冠。IiILついては NOIll9. .1: 1 riea・ a (1976) 

によ qて調べられているが，本論文では主として舛液カリウムイオJの影響に

ついて調べた.その結果，脱分極時比記録される外向き電配は二つの成分κ分解

できる.'より也叫分合唱気的活動を荷っている.也、成分令 ik と定置する

と孟 h の時間依存性霊化速度丑ぴ活性jtJ鈎鵠は外被プJ リウムイオノによっては

泌醤されない。カリウム電侃完全活性化幽線令求めると，イ.ンチャンネルコ

ンダクク Jスか高ヵリウ 4 械で仁昇する事が見111 された.
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《 高主謹性鵠笛研究部門 F

1979年度l':li ，数回として九州大学医学郊太村総教控，助教哩として富山 催 要

医将軍料メ# 酉野仁峻砂崩醍の発令がき ま って，新しく客員朝司自発JE Iêみ

に。部門としての活動はl鰯0年度からはじまる乙とと々った。
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生涯機能研究施設

《 組瞳培聾揮本軍 》

研 究 線価

研究目的

研究経過

吻費抑経芽細胞を用いた興奮性aぴνナプス形成能覆褐過程の解析

古家園子 古家畜四夫 (1主体瞳銅門}

神経グリアトハプリッド細胞 (NG I 08 - 15 ) は通匁の熔護条件ドでは興奮

鈴金不さはいが ヨプチルサイクリック ..P 処理iζより‘段もち超起を伸ばい

興奮住金待つようにはり句培1を臨細胞とンナプス ?形成する ζ とができるよう

にはる.ζの分化の各段階の細胞について電気庄理学的， 議定理学的倹~..行う

とと も にその同一司細胞のぬ締形態を紹締明片法，フリーズフラクチ.， -t臼ζ

よ勺て調べ， どのよう位置階を躍てどのようは興密性があらわれ，それがどの

ようは微細形態の変化と対応しているか令詳細に比叡後討する.

ンプチルサイクリック A " P 処理した神髄細胞と無担埋の細闘を崎重度し比駁

する ζ とにより今までK以下のよう信知見が悶られた. Lh明記H，つ処理さ

れた細胞は電気佐観的には酌嚇止唱位..持ち，電流刺自障による活動電位尭生

がみられる.形態的には超R奪回片放で細胞円小鹿官がJ;くはる ζ とがわかり，

フリーズフラクテ守 -y.1:; lC:ょうて限内面白館予の散が信組する乙とがわかった.

しかしと，杷の結果は平均としての結果であり，鮮側』ζ分化の過程脅迫うために

は電気生理的，形態的検索を同ー細胞によって行う必要がある.現住電気生罰

的iζ調べた細胞1ζH R P T庄入してマーカーとし， その細胞の担梅田片法によ

る形館観察-i' f::j.，ている。今後フリーズフラクチャ 訟によって も問晴に同一

細胞で調べるとと削ζ，暗無主主型I!A':/ 'ζ もより符し〈組閣の諸佐賀令明らかにし

てい〈予定である.



" 

《 日本学商慣興書特定領埴奨励研究員 E

脳内活性物質の他出稿製間定 研究 II! B 

星野 捻

計麻併とは店員学医学で3青う所の r ':I:f."J Iζ針を刺入し低周放で過唱したと 研究 自的

き痛覚嗣也がよ併する且象ぞいう.痛!l闘植はiiII可後徐々に上界し薗唱を停

止すると徐々に低下する。 ζれは，針豚酔1<物自性0凡恵子が関与している ζ と

を示唆す名.一方，エJケファリ JやエJ ドルフ 1/ 1などの生体内 iと作イtする

モルヒネ俗曲冒が尭見され，未知白モルヒネtI柏聞も含めてζれらの肋閣が針

麻酔の尭現に掴係してt、る可能性が大きい.と ζろが，針麻WIの剤取は個体置

が大きく 1 針統御のチI効伝説と熊劫f.tl!f'ζ分相lできる.乙の韮興は，モルヒネ

縫物置の店支出置の車あるいは分解速度の~によるものと考えられる。そ ζ で，

針店酔K関与する柚質性向子のijlM:のー唖として，モルヒネ隊駒田の定震のた

めκモルモット副脇Tmいた生曲検定経世7副作し， エノケファリンを指邸κ

乙れを分解する静寂の検問を調べるためにその鮒凶・ S布製.，試みた.

モルモット岨麟から縦走簡と踊節伸桂車の世合体金調臨し亡。 ζの開本の両 研究方法

端金糸でしばり， 一端はオーガノパス(智.l.: 8.t) の店舗に同定し，他舗はU

ゲージ(東洋ポール 1 ワイ J製， T7 - 8~J.) Iζ懸けて張力を制定した.記録は，

ひずみ計〈三栄剛栂製， 6 "'52 型〉舎介して， ペノレコ ダ {三5健闘拡レ

クテグラフ 8S)でh勺た.クレプス肢の創1凪は Koa t. erlitz らの鈍曲。ζした

がっL ぱし， NallC03齢約七ζ眼じむ町に保温しf 由%02- 5 o/øCO~ 

合通珂した o ~~町制自慢は，上下に ''''縦 したn金製の紛状電極Hlも、て， JIIIJ滋

間隔 O.2H~，持続時間 8maec ，電位吉~&1 V由条件で行った。 M ， t ーエノケファ

リ /.H日いて倹量級令作製すると，およそ 2 X 1O-8-2X 10-1"，の徳闘で也織

性が押られた.

ラ γ ト主師を 10 陪字予の団 11114 Tris-BCl(pH 7. 4.)でホモゲナイズし.エ

ンケファリンT分解する俳家令仙唱しに.府軍によるエJケプ r リン分解反応

は，阻むで行い， !僚とう樹脂中で分解醇Alを!!:t生させて反応を悼止しに. tl~ 

lζ侵っている未分解のエンケファリノ舎とL物検定して併葉市惨を求めに.



" 
鎗果・考!II

研究課趨

研境目的

研究方言伝

ラット金嗣田，.そ~.ネートは ・，のタ"守ク当り節分 4.86 X 10-9 モル

白 .0色ー エンケファ リ ンを分解した ..~ IC. ホモジ&ネ トを æ 曲o rpm t 

却分間i車心し，上沼'Í' uJ摺性分函とし，民IH不摺性分極として，分解傍輩の

活性金制定レた.可m性分画の比活性は 2. 17X IO-Øモル Yet- エシケファリン

/..ター〆パク/分，不悟性分画の民活性は S.59 X 10-9 でゐり l 分解解説の

田%が可間性分師花田収された.さらに町可海軍性分画舎セファデックス G- l団

のカラムにかけてゲルろ過を行勺た所， Kd =0. 1 5 の世慨に熔出さN二.現在

ζの先の段断の餅製令温めていると乙ろである.

長期に亘る脳活動記録法および脳内活性物質の測定

谷裕一郎

阻円活性噛置の作用段丹'i'脳活動としての脳波、並びに側々の酬胞レベルの

自由である神経イノパルスの尭火バターノから考察し，樹円活性物置と脳活動

との関謹令明らか比する ζ とを目的とψ る.

輔自動を細胞レベルで杷鑑する必要がð，る乙とから，実駿対象として此蝦的

闘地図のし勺かりしているネコをmも唱.踊活動としての阻波及び神経イ Jパ

ルスを出来志回り自然に置い状態で記録するために"，無麻砕，無拘束で実験

を行う <':41がゐる.そ乙で . 以下に述ぺる実験方法で行った.脳放 (EEG) の

記録に対して世位湿込み電極を用いた.岡崎jζ，悶悶動全体の指憾としての睡

匪レベル令判定するための岨Z求運動 (EO G ) ，節電図 (EYG ) 争記録する域樋

splke train 

EfG f.儲'"

l l'l(>ls l刷
p:;:;,.p 

sh1eld 
F嗣

関 l 慢性実睡ンステムのプロ ッ ク鴎



を装脅した.中継神哩イノバルスの導出 1!. 1;i. ，慢性実験lζ勉近広(Illいられて

いる白金イリジウム電極を使悶し，微小幅舗の挿入には唖置取付抽圧マ孟ピa

レータにより迫間操作を行う.事出した鎗珂(J号は噌巾棒を躍て，データレコ

グに記録する。得曜イ〆パルスの骨*-パターンの解街はi 計1草峨システムを

利閉し統計的処座制円。脳内活性物置の注入は，ゐらかじめ醐室内《甚脅し

しに細いパイプを介して微量注入IIIで行う.図ー IIC慢性実験ンステムのプロ

ック図令示す.

φ3 

情誼した上記の慢性実験νステムにより5l1J正脳内活性物買の作用機序..明ら 研究館果 ・ 宥破

かにする研究を進めている.そ乙では，間活動のレベルを考慮』ζいれて，覚醒，

e余波睡I!f.逆説睡眠の 8段階lとおりる匝活動の密化"討する間性物置の彬・.，

考察する.また，偶々の1m胞の活動としての神経イノバルスの発火バターJか 1

8前内活性問買κよりどのように変化するかを考察する ζ とにより，その作Ill!臨

時'..明らかにする ζ とが期待できる.
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伎 術 課

昭和制毎度 ILIJ:，技術銀銭吉は 7名とえより，ょうやく課としての体制lができ

てきたが，技術課出前属する絞首か新しも、研究組織の中で場門匝術を修悶し，

また筏術諜として幽々の筏術舎集約してどのよう κ研究商へ対応させてゆ〈か

といったζ と信どは，ま，~充分砲宣されていζ川、

また，各自専門且術令修時し， 研究体制1ζ充分対応できるまでにはある

位置の時間の桂過が必躍であるが，研究総門ではすでK研究活動が間的きれて

いるので， ζ のギ令ノプi- I IJ も 早〈埋め，肢体r課が奥の誼術協力組組として

確立される ζ とが望まれている.

l 附拘51年 2月剖口~計日の両日，生血!f.研究所Sζおいて 11ニ.~ザ伎術研

究会j を曲似し ・ 4仁周学の研究機摺の保'l'管理と運用 1 間売以どのようκ進め

にらよいか，という主題白色とに散大医学$，兵陣配制大"どの共同研鮒闘を

も 勺ている篠宮IC.m'?て固さ紛究会令聞儲しに.研究会の内容は以 Fの:1\駈鞠

(B5 , 5 月刊)にまとめられている.

-生母学匠術研究会報告車 l サ 1-20 

まに，開制時 2月盟H-四日の両日町出血学砂慨"， 1ζ郎、て「生理学筏術

餅究会(第 2回) J ~聞似し.~緩大医学部令始め医学問係のt支店約柑名の参

加射3て句臣官i乙4 叫問機揖白間関，専門伎術闘のあ " かf二信どにつt 、ての

研究会会開似した。銀告R- 1.tlX年度"印刷される.

回 世1時:r:J I.t fij遡月曜日の午前

8:45分より 1 時間，定例の技術n

t ーテ νタ"聞き.筏官制えの連

絡，匝術研修を実継している@ま

た.動Il<時間終了後iζは 2時間ほ

ど自主研修を行い fニユーロンの

生理学 J r D-A圃品目設計 1 ，な

どについてのゼ E を聞いている.

主I!W(:技術研究会{罰 2曲〉参加者 (22-田司rr， 1岨的
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N臼 h1ka 'll' 8 ， H. , Yamada , S. , K, Yo叫1zak1. and Watar1 , H. (!軒目 発 褒愉宜

" P-NMR 8 もudy on perfu困 ed von 也 ral nerV8 cords of 

。 rayf is h ， Proo. Japan Aoad. 40ι897-40 1 . 

白川弘総司山田誼-，古附属j男，1: 弘(I978) ザリヵ・ニ伊純量の国'P- NYR

による研究，日*1:l!雌!!L. 168 

内幽餅ニ，瑛 見史，入来正副，段崎紘明，石川IE~持，置m泰夫，弁上目次郎，

本多桑lQj (t978) 量訟のリズムと略駆抽宵，境問正己， 早川修，中川八

回緬 輯 ・ バイオリズムとその徴情， 155 -167 

ロoh1zono， K., BlgsBhi , A. , Jr山丸 Y. ， Nagssak1, H 句IshHa1la，

11. , Komod a , Y. , InouÐ, S. and Honda, Ir.. (1978) 

Sleep -proØloも ing fract10nB obtajned from the bralnatem 

。 f sl�p-deprJved rs ts, Int.ograt.ive oontrol func t.i on問。r

色he bra1n vol. 1 od.I 包 0 ， M. , TBukahara, N. , Kubo もa， K. and 

Yagi, K. 392-896 

償野 諭.吉崎8口開，西川弘恭， 山回線ヱ，ll: 弘 ( 1 918) 31p_ NMR 院

による宙細胞内 p必削定，日本生周酷1!J 208-204 

宣 弘，西/1 1出稼，山国誠二1 吉崎純明(!978) 河 Ip_N酬によるザリガ

ニ神経細胞リ J化合物代謝の研究， "ゐ;生血肱但1 272 

西川弘恭，山回線二，吉崎和男f1 弘(1978) 扇、血球脱リ J店街買の動態

申 3I p _ NWR によ る研究守日本生理:t1!J. 208 

西日也恭1 山田誠二， EL輔副男， Ii!t.拙聞 ft 弘(t 978) 3]トN酬に

よる闘切片κ関する研究，生化学~ 908 

ニ軒安二， jtJlI禎三，志賀il<<，掴池事八郎，田村勇一，.1! 弘， llt野俊I(f

(1978) リボフラピン結合タンパク iζ結合したリポフラピン及びその話噂体

の共闘ラマンスペクトル，生仕芹且且.1. 825 
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民崎鉱明，入来正餌，本多和田，井上自次!li<，事E問泰夫，石川正調停，東毘史，

円幽続二(!978) マウスの脳波の自動分析による経強ぺプチドの効果検定1

日本生用露呈~261 .

本多和岨，弁 t陪次郎p 益田泰夫，石川正事，毘鯖鉱明，入来正朗， .花見史，

内陶紛ニ (1978) 睡眠但進曲聞の生J!I!効操， 0本生遡誌 40 ， 213 

Nishina, Y. , Ki もagawa， T. , Shlga, K. , Ho r11ko , K. , t.l a色 8umura，

Y. , "aもarl ， H. and Yamano, T. (1978) Resonance ra四 an spe。も r.

of riboflav1n and iも s derivativ88 in tho bound s 包a 包@

M凶 6gg riboflavin binding pro t. eins, J. Bioch側主主 9昌一9""

818ash!, A. , Uchi r: ono, X. , Boshino, "., T8111. 8. , Yano, T. and 

Ya Z8 11'ð , K. (1979) Ne1l' technlque for EEG recordlng and drug 
lnfusion 111 もhe free-moving mouBe, Med, Biol Eng. '" Comput. 
17.181-132 

亘 弘，山岡滋ニ (1 979 ) 胃における分泌と再吸収のアロステリック皿論

による解析，日本生理詰 4 1. 18-19 

Yoshizaki, K. , Niahi kawa, H. , Ya回ada ， S.. Yorimoむ0 ， T. and 

..もari， H. (1979) Inも racallular pH 園a8surement in frog 

muscle by means of SlP-nuclear magnaも 1 0 rasonance, Jap. 
J. Physlo1 主主 211-255

脊崎和弘瀬尾芳雌，丸山圭史，西川弘旅，山田誠二 li 弘 (1 979 )

IH -NWR 法による師向および他組織の'.ースペク トM)剛)1;:，日本生理詰主主 .. 

Shiga, K. , Hor.i 1 11:8, K.. Nlshina , Y. ，。も8111 ， 8. ， Watarユ1 B. and 

h帥110， T.(1979) A etudy of f1avin-protein 8nd 

flavoprOLein-ligand 1nも eracも1on9 . Binding aapecta and 

spec 包ra1 prop・rtiee 01 D• am ino ac1d ox1dase 8nd 

r1bofl師1n binding protein, J. Bioche国主主 98 1 -942

志賀 揮，姻拙著書八郎， ニ同音三l! 弘，山野俊嵯 ( 1979 ) D-7t ノiI!

醐化醇車Kおける解般ー会合系，徳置，小池， 11<'-'輔 ・蛋白聞の分子集合と機

能v 学会出臨センター 78-9 5
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吉岡有田，瀬尾芳雌.西111弘務，山図誠二，海本武利，;;: 弘(I919) 

'H - NilfR 法κお付る選伺的水飽和法の基礎的研究，日本生理能主主 1 18

f!1gaah i , A. , Uchizono , K. , Boshlno , M. , Tan i , Y. , Yano , '1. and 

Yazawa , K.(1979) Real も 11116 onlin6 da もa proc・asing 8y8も..

for the e.e.g.and body movemen も during tha lifetim9 of a 

freely mov1ng mous6, Y8d. B101. Eng. a Comput. .!l.ム 416 -418 

東晃史，円筒線二，入車正軒，岳筒鉱明，石川正挙，喜質問泰夫，井上目次郎，

本$和樹(1 979) 脳内の睡重宝E進物質とその生担検定，ホルモンと臨床 27 ，

127 -182. 

Kl t.agaw8 , T. , Niahina., Y. , Shiga, K. , 11'8 包ari ， H. , Ua 包8 1.l.Ø1Ura， Y 

and Ya田no， T. (1979) Resonance Ram8n 8videnoe for cabrge 一

色 ranafer in も e racも孟。ß6 of pbenols w1 色h tbe flav1n 

mononucleot1de of old y81 10曹聞zyms， J. Am. Ch四 Soo 盟主

3376-8378 

w. もari ， H. , Yoshizaki , K. , Nishlkawa, 8 . , Yamada.. S. and 

Norimoto , T . (1 979) 恥ndes t. ru o t.i刊 measuremant of trlg1yceｭ

rides 1n lI'Iu8cle by 18 NMR, J. Pbysio1. 500. Japan 主L 284 

Shiga , K. , Niehlna , Y. , Horjlke , Ki色agaw8 ， T. and Waもari ，

B. (1919) Spec 乞ral propert1es 01 flavjns and flavoproも e1na ，

J. Physiol. Soo. Japan..!L. 278 
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三時開， 三宅可泊，志賀揮，亘 弘，山妻子俊隆(1979) D アミノ俊重量

化醇荒と βーιゲノー D-アラニンとの反応の中間代について，生仕草旦.L 652 

二科官三1 志貿 1J!,1'l 弘， jtlll禎三，山野俊'1#. ( 1979 ) 旧黄色静擢ー

フ ι ノール誘導体複合体申共鳴ラマJスペク!ル，生化学主h 791. 

E 弘，山田誠二 (1979) 腎にお付る分泌と再吸収のアロステリック盟誌

による解析〈鮪九日本生鍵唖!L 556 
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Higashi , A. , Uch1zono , K. , Tani. Y. , Hoehino, M. , Yano , T. and 
Yazawa , K.(1980) NOIJ 8pparatus 色。 "n園。bilia8 the head 

of a mouse, Ned. B101. Eng. & C師put. 18ょ 128 - 124

Nish 111:酬5 ， H. , Fu jii, T. , Ya国ada， S. , Yoshi盛時i ， K. snd 'll'atari, 
B. (1980) 31p nuolear I!l agne も10 re80nance s も udy 00 parfusad 

brain slio� of guinea pig , J. Bioc~em. !L 668-666. 
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Niahina , Y.., Kitags"a , T. , Shiga , K. , Waもari ， 礼 and 'iamsno 

T.(1980) Resonsnoe raman etudy of flavoenzyme-inhibttor 

chsrge-transfer 1n むerac も 1008 ， J. Biochem. 87 , 88]-889. 

Shlga , K. , N1sh 1na , Y. , Ohmine , 1. ，目。riike ， 11: . , Ksss i , S . , 
..もBui I K. , Wa包 ar1 ， H. and Ya鳳800 ， T. (1980) A s 色udy of the 

abaorp 危 10n ， oiroular d1ohroiem and magne 色 10 circular 

dichroiam 8pSC も ra of a flavln deriv8包 iVG ， The 1Z"-oleoもronlc

structure of 8ー岨ino- 8 - dametbyl-D-riboflav1n , J. .8 1師同町
87 , 281 - 287. 

Ki 也agawa ， T. , Nisbina , Y. , Sh1ga , K. , Naも sumura， Y. and Yama no , 
T.(1980) R eaonan伺 Raman Speotra and band ass1gnment of 

r:lboflavin dar :i vatlvos , :i n ・ b'lavins and Flavoprotelns.. 

ed. Yag i , K. and Yamano , T. , Univ. Park Pross , Balt1mora 
895-404 

N:ishina , Y. , Shiga , K. , Ho r i1ke , K. , Tojo , Fi., Kasa 1 , S. , 
Yanaso, K. , Wa 色sui ， K. , Watari , H. and Yamsno , 1. (1n press) 
Vibraも ional 聞odee of flavin bound もo riboflavin bound t。

rlboflavln b主 nding pr。もein lrOIll egg wh :l te , Resonance 
Raman specも rs of lumiflavin and 8-substituも ed riboflavln , 
J. Blochem 

Shiga , K. , Nlsh lna , Y. , Horii匙 e ， K. , Tojo , H. I Watsri , H. and 
Z醐制。， T. (1 980 )On 色he oxlstenca of quasi D • Amino aoid 

oxidase in hog kidnoy ex肘M色 Madical 1 of Qsaka Univ浬1 71-四
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(1980) Studies on もbe rea。もまon of D-Alllino aoid oxidsS6 

with (J -cyano-D-alanine , J. Bi oohem 且L 1469 -1481 

Ob 乞a-Fukuyama ， Y. , Miyake , Y. , Shiga , K. , Nishina , Y. , Watari , 

B. and YS1II8no. T. (jn prsss) The clroular di ohro :l . 8m 固 tUd :1 S8

on flavoproteins conもsinlng cov alenも 1y bound coenzymas , 
J. Bloche困

Tojo , H. , Horiike , K. , Shiga , K. , Nishina , Y. , Wa もari， H. /ind 

Yamano , T. (1n preas) Coenzyme-Induced Bubunlt sasoc1a 色 10n

0' もhe flavoenzyme D-Amino acid oxidase: a k lne 色 10 11gh 也

8cattering atudy, FEBS 16色，.，

矢内版界(!979) エ z ロンとバラニ a ーロンのペプタイド性分泌物，神経

研究の進歩!.a... 678 -683 

矢内原昇(1 979) ぺプタイドホルモン生合成の分子生歓I'J'，生体の向学 '0 ，

860-369. 
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Yana i h a. rs , N. , Kub。もa ， 111. , Sakagami , M. , Yana ihara, C.. 1 t. o, 

Z. and Shigs , K.(J979) Secrotin analoguos subst .1 包ued 1n 

posiも ion 1 and N -acylaもed secreも in ， in "Gu包 P.p もidesμ

ed. IHyo圃 hi ， A. , Koda.nsha. Lもd ， Tokyo, 41-48. 

Kobay a.shi , S. (1979) Cellular backg:round :1n g:ut hormone 

aeore tion , in “ GuL Peptides ~ ed. Niyoehi , A. , Kodanoha Lもd ，

Tokyo ，旦旦 -58

Yanaihara , C. , lnoue , A. , Mochizuk :1 , T. , Ozald , J . , Sa色。， H . , 

and Yanalhara , N. (1980) Bo四besin-l1孟. i園田unorea。も，..色y

1n 聞..園alian も issues. B10medical Research 1. 96-100 
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Uembrane 8io1.!L. 65-79. 
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Proc. 26色h IUPS , !且J 824. 
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本生理結旦Eょ 227

山岸俊 ，久本田文夫(t977 ) 細胞内 2価イオンによるイカ神車庫の司自~，度

化，岡本生駒物理学会軍 16回年会予稿集. 208 

久木図文夫.山岸俊一， 古家事専四夫 (1978) イカ巨大神躍と中間分子の相互

作ffl ，目本生且i詑. !!L 220 

山岸俊 ，久木田文夫，古家科目夫 (978) 細胞内 2価イオンκよる抑蝉傍

止撲の動的霊化，日本主主l1I!l志.!.且1. 221 

Sugiyama , H. t (1979) He t.erogen・ity of Ao・包yloho l1 no
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Proc. Japan AClld. , ~呈旦J 15 -78 

杉山間之(1 979) In 叫包刊における神経師シナプス，串捌百日本医学会総

会会晶， 924-926. 
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195-196 
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調 17回日本生勧物理学会 1919. 10 名古凪



久本日1:11:夫，酒井哲郎，山路俊

fグルタールアルデヒド処到!したイカ巨火柿騒の奥富」

日ネ二生物聞理学会!ll l.回年金 1979. 10 名内紛

山山俊一1 古家高四夫.久木目立夫

「細胞円 Ca j(揖発されたイカ神経模白興奮J

日本生物物理学会即日四年金 1919. 10 名占酎

旗印嗣同.修山僧之，芳賀利子，芳貿透也

「ニ畠ーロプラストーマとグリオーマ縫flt畑胞のαアドレナリン性畳符体J

軍 22四日本将曜化学会 1979. 11 集車

Kukita , F. and Ya.銅8g1sh!. S 
fProportios or Chann・ 18 of Squid Oian色 Axons Changed by 

Perfusing 801 1.1色1on8 胃lth Non-elecもrolyt・ .J

修山!旬之

5th 'aniguchi Internatlonal Symposium 

Biophy�c8 Dlv1sion 1979. 11 Tsukuba 

「マウス及びニヲトリ骨絡筋III養細胞 Ach 畳容体由ミ浮世E点比較」

軍 .7同日本生理学会犬会 1980. S 神戸

岬俊一曾古家嘗凹犬小木旧日

「細胞内 Ca ， Mg ， Wn イオ '-"1ζ語尭会れた神躍興衝J

筑 .7 間口本笈理学会大会 1980. a 神戸

企子世道

f担3世田〆カニズムJ

第四回日本医学会輯会学術展示 1979.4 東京

立花f<夫 ・ 金 Fな道

rS RP法によるコイ網隅の連入性神桂聞細胞の同定」

日本生国学会第 .6回大会 1979. 4 東京
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大塚線需，金子章道

目hotoreceptor responess and oil droplse in 山@同tina

01 turtleJ 

第 1 間色宜研究セミナー 1 1979.8 包占昆

金子本道・斉藤建彦

rO FF型双極細胞の光必害のイオ〆国構J

日本神経科学協会軍 8副学術集会， 1980. I 東京

金子.遭

Signal Trans悶1s810n in 色he Re もina -A Bhy�ological and 

.t.Iorphological Sもudy-

US-Japan Joint Seminar on 'Adv8nced Analy色 10&1

Techntqu 86 applled to the Ver もebrate Viaual 

Sy叫em" 1979. 10 東京

悶円ftl，!!.金子第道

「京極細阻はおりる ON盟および OFF型略害の発生園序」

日本生理学会第 57回大会 1980. 8 神戸

大崎彦鰍蜘

「亀網膜視細胞のæ~JJ

日本生理学会第 57回大会 1980. a 抑戸

国内唯観，岨B扱弘

「ウ νガヱル網匝拝体の動特性j

円本生E退院伊告第 57 回大会 1980. S 神田

囲内雅線， m9' 郎

r!ll -If体の蛍子応答lζつt 、てj

日本笠間学会第 57回大会 1980. a 神戸

塚原仲晃

「抑経府学の過多，抑銀系の可塑性1

2匹 20回日本医学会器全シノポν2 ム， 1979.4 東京



塚原伸M

f固と主化，脳のプログラミノグと主化J

日本老人医学会シンポ:>...ーム 1919. 10 大匝

塚原仲提

「単純化された条件反射回路とその解析 l

円本生物物理停会 νンポジ墨 ム 1979. 10 名古同

家開{中見

「神輯回E指摘の可塑性より学習行動へのアプローテ」

闘の銑闘機能νJポジ s ム 1980. 1 東町

塚原仲晃，前回腕

「生駒と1!i1ll J

酎休工学会 1980. 1 東京

前出前，!i1原f中見

r JH陳像画像処酌ζよる神経蝿臨の形態計醐」

日本生物物理学会 1979. 10 名肖由

前日 l 純，村上富士夫，塚原仲晃

r H RP細胞内自己色赤核細胞由計第樋画像処理!とよる形簡計削」

間 S 囲神経科学学術集会 1980. 1 東日

議木克栄，外山倣介

「ネコの由党迎合野 (Cløre-B1ohop領)白ニョーロ J庄応J

軍 8回日本伸経科学学術祭会 1980. I 東京

日リ凶 柚，家副仲晃

『画像処砂lζよる神揖細胞の彩聞野間J

電気通情学会 1980. 2 大震

6J 



.4 

外山町ト

日浪線運動と筏覚耳語」

'll 2 由主~1Ii神躍初究会 1980. 2 箱縦

タト山敏介，渋木克栄

「ネコの臣賞甜(1 7野 } に到するザ ッ ケード性姐球運動の冊伴侶号入力

Clare - Bishop 舗磁S慢の熟知

前日闘円本生鍾学会 1980. 8 神戸

入開監

「嗣結節』長調殴り組胞のイオシ覗について」

日本大学世宇部記念νンポνa ウム 1919. 9 東京

入間虫

「心古関取りの槍摘について{特月初周演) J 

尿管学会総会 1979.10 東京

野間岡興

rSlow inward currant and lts role medlating 色 he chrono 

tropic effeot of epinephrine 10 乞 he rabbiも slno a.色 rial

node.J 

Annual Jl\ ee色 ing of the worklng group of cardiac 

cellular elec もrophysl01ogy; 冨uropean S00 18も y 0' 

Cardiology 1979. t 1 Homburg 



共同研究報告





化学受容緑からの情組配緑と処理

侠文芯行[近畿大医学部)， '-λ木田文夫， 占家喜四夫， tlJ~俊一(生血研)

ザリガニ智一触角舛筏上には化学畳字客機と聞械刺滋畳谷Ub::ヒゲのようは鍾

んで存在している.ζの化学受容自民t乙 C retin出. KOSSRの舗法はど匝々の組

織化学的飴色法を猷み， 化'"畳?撃紛の成り立ち，とくに畳稗111円におけるカル

シウムとマグネシウムの局在位を囲微鏡下で儲かめる ζ とができた.

また，化学畳容留からの神経媒企機械事Ji!t畳草寺婚からの神縫製を外伎の線元

で分緩い化学的反ぴ憾舗的制Ji!t lζ対するそれぞれの神経点の応害の飽気fR吟

を記録する ζ とができた.

K08saの鍍俊色を継したザリガニ{佐学費稗I!:I ( スケールは 50μ )

" 
昭 和 52 年度

共同 研 究
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主主体民斜の織磁気共鳴について

西川弘終{京II!府立医大} 村山生〉ー(北大抗盟申二生理】

吉崎和男(京都府立医大} 佐雌芳一郎〈滋賀医大)

山回線三〈京.IIl府立医大) 西国恭介(滋IY医大)

償野給 ， 小照踊ニ(京書事附立医大} 亘 弘{生哩研〉

般近，-<ルス ・ フーリエ霊!則及儀気共闘怯?倒い，生体誼斜中の団々の化合

31 怖が非厳滋的Sζ計制され， ~'P-NMR では簡肉， 聞由細胞および組閣のリノ化

合駒内搬の研究が報告されている.しかし神経細胞に聞しては，その低利中の

リン化合物が少はししかも機定中 in色a。色伝状態}ζ保つ乙とが困経伝ために

いまだ綴告は伝い.J:t々はザリガニ神経索令 1nta。包信状餓iζ保てるよう κ頑

旅法を工夫し，神経細胞のリン化告白の NWR スペクトル~tG， かつスペクト

ル白ピークを同定しに.

袋置は JEOL PFT- I O O NMRで，リ ンの共鳴縄鋭敏 40. 8MBz である.

与も比古賀嘗のため IH_ decoupling および拙制曾(.Ø'I O回)の epinn1ng 舎

はし，しか色2l伝のテa ープを話料管内iζ入れ， ðt~あるいは窒驚ガスで

bubb11n8 レた担a"・vald民総夜でザリガニ神経殺を暗流した.化学シフ

トの革慣に5 必正リン僚を開いた.

" 峨描飽和浴践を瀦旅した好気的条件下での神経訴の P-N MR スペクトルκ

は，低m働側より 8uga.-ph。園 p L8も 88(-3.97 ppm. - a. l 0p戸川，無担場リン

餓(- 1.54 pp悶)，アルギニンリ J般 ( +S.4 0ppm) ， ATPの γ ， a' .B ~立 (+5.98

ppm .+11.22ppm. +1 U 9ppm) のリ Jのピークが認められた.軍索ガスで脱

般濃化した溶液で湘流した贈気的条件下ではアルギユン 'J ン僚と ATP の消失

ととも 1と審軍隊 1) ;..;般および 8ugar phosphats8 由増加が留められた.以上

の様1<:敏紫白布】をした溶液を '.R副定中区梅旅する乙と 1とより柏めて inもac包

は神経のリンのスペクトルを得る ζ とが可能となるととも iζ，貯気的条件下で

は倣化的リン般化によるエネルギー屋生によりアルギニンリ J餓や A TP が保

たれるが，嫌気的解械のみ陀よるエネルギー屋生では， sugar phosphates 

のm加，す伝わち解術系の但進にもかかわらず，アルギニンリ J厳や A TP 0) 

梢失がみられ，細胞のエネルギー梢費陀対し充分えよエネルギー産生をとE しm信

い乙とが明らかととZ 勺た.



N1 s h1ka.w/II, H. Yamada , S. Yoa hizak1 , K. and Watari , H(1978) 

3Ip_NMR Study on P�fussd Ven 乙 ral Nerve Cords of Crayf1sh 

Proc. Japan Acad. , 54 ・ Ser. B 897-401 

i 

u 

-10 

A 

-'0 

c 

。

C 

4 

0 

。

'0 

4 

10 

ザリガユ腹側抑緩来の 3 1 p_ 後磁気共同スぺルトル

pH 7. 8 ハルベルト液で漕流

n i積械はし

20 

• 20 

30 
ppm 

A 

30 降m

A 鰯憾般化合物 B 無償胤 c ・鳴噌(マーカーし D アルギニ

ン備品 s ， F ， H ATP , G NAD+ 
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置自のアフ4二ティークロマトグラフによる柵製法および反応のキネチクスの倹肘

志目 標【生四研} 三iiIl開ー今井前附， ~(l伎克郎

(阪大医) 胞を語洋司(班工大) 開田正兇(阪大医〉

ニ潟安三{和歌山医大 o lJ!生型例 ) 14*iE史 t 医大医)
E 弘{生周~I ) 

生命現象はエネ，"ギーの補給伝しでは存.(E しえはい.生体』ζおけるエネルギ

ー産生は主として生体内般化直元反応に依存するが，その機備は盟嫌であり現

段自r~!乙は極めて多様匂化学匠応"伴う.フラピノ分子は履いもな〈乙れら官官化

置元反応の主世舎はすものであるが，フラピン分子それ自身では乙のl革めて多

属医俗化学反応を触燥する取はできず1 アポ彊白との結合{フラピン酵高ととZ る}

によりはじめて可艇になる.すはわらフラピンー面白相互作j司のf，i!i県多種多燭

低限能が生みどされ，乙れが生体内各舗でそれぞれ奥ヲコた役割をはたす引にえよ

る，従ってフラピンー面白岡互作mおよびフラピン酵素の反応機摘の検問は主

体内般化置元臣応の統一的思解iζ必明の 6のである.ζζではオキ νダーゼ酔

友の代表として 0- アミノ鍛餓化併説会倒にとりそのIi1It繍IU検討した.

プタ鴨より 14'越される D ーアミノ般般化併祭 (0-A 0) はフラビン齢器のは

かでもも勺ともよく研究されているもののひとつであるがその眉応徴摘はよく

均併されてい々い.今回疲々は8 ーシアノー 0-7 ラエンを必置としてmいる

""，より，本僻点の庇~t; IJ噴1Mを調べた.トAO Iま本鐘貨の織化反応のみならず

シアノ選鋭貴重反応を 6触臨する市が且出された.ζのこ反応の分配比は 200以

上である.豆本反応を分光学11)1ζ調べたと乙ろ担波毘歯協に幅広い間的防動想

。吸収僻 (CT) をもっ'1'間体が験出され，乙のものの COおよび MCO スペクトル

は D-AQとアミノ賢品番般との CT複合体のそれらに額似していた. ð らに生

物iζ対する古干の袴2賞金も合せて図陀示すよう f，反応機構を提案した.

康俊κ2伝僻誕の附製について少々のヨ暗黙~!i'す.

よ〈知られているように本陣茶の摘抗阻前刑として宜自信敏およびその議場

体が存在する.徳一2 て乙れら金利用したアヲィニティークロマトグラフィ-1<

よる鮒製法が~.えられてもよい.しかし齢E段々は D-AO とは明らかtζl\h

た分子留であるがそのf君臨がはははだ似かよ勺む新しt 、'ðll民 (Quaoi-D- AO)

をやはりプタ腎より精製している (ζの両酵素はハイドロキシアパタイトカラ

ムにより分履きれる hζのように活性中úの額似しに置自令アフィユア 4 ー

クロマト lζよりいかに分"をするかはか依り強かしい剛凶で現在さらに検討を彊
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さねていると ζ ろでゐる.

1itJ!;慣例については文献叫に ， Quul-D-AOの存在については叫に怖告

されている.

(1) J . Blooh・m.. 1n prees 
S乞udlel on th・ R・a。色10n of D-ﾀmlno Aold OxidaS8 ・1もh
8-Cyano-D-alanine 
R. Ulur. , K. ShiS8 , Y. Wlyaka , H. Waも ari ， T. Yaman。

1" "・dloal J. of 0・ a~a Unlv . , in pr8S8 
o. もh・."・ tenc ø of QU8al D-Amlno Aold Oxlda.a 1n 
Hog K1dn・Y E，色，" 0色 白
K. Shlg8 , Y. Nlehina. K. Boriike , H. Tojo , H. Wa包ari ，

T. Yaman。
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0- ア E ノ 111M化酵素と 9 ーシアノ- 0 ーアラエンとの度区間

E.FAD は高事業7示す.
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免自量化学的方法による細胞臓の彩悠学的アブローチ

平野寛(奇休大医} 山'"俊一 。 古家欝由夫('..I'IWI ) 

種子顕微鏡レペルの回議方法としては"ートラジオグラフィ訟の外に細胞免

由反応を利用したフェリテン抗体法と俳書抗体法とがあるが，イカ巨大神経や，

ザリガエ巨大神録。ζ両方法令週間する渇合の基本的手鏡およびそれに伴う問阻

点について検討した. フ皐リチン抗体総i乙も酔現時抗体出K~ それぞれ長短があ

り実験系や目的によって週明する'"聾があるからである.

まず新規に腕入した電子制御役(日本帽子 1 OO CX)で，細臨円溺施を行ヲた

イカ巨大神経について pro t. ellgei積旅 lとより細胞冒を描出させる時間条件

や，各閣の国務瀬旅下での神経線維内外の膜I~直状憾について倹討"行令た.

ひき続きゲルタルアルデヒド悶~をしたコンカナパリン A ，コリンエステラー

セ・ ..mい腰の円外殺面における僚議実験を継続する乙ととした.

4・

ヤリイカ巨大神経の償額図

神経線総は 2 -3 耐のシ z ワノ細胞 (SC) と基底尉【 BL)IC盟われて

も、る c AP:Axoplasm 

，可ーは i μ "示す.



生体S史料におりる分子聞編互作用の研究 〈 特に分光学的方患の迎用について 〉

事畳間I (虫団側}

&生血~f ) 亘

ニ科官三{和歌山巨大 ・

弘('1:盟研)

フラピンー置自梱E作悶の検討は，前述したように，生体内級化置元疋応の

蹴-~，理解のたのに必須である.

今回は乙の問囲への汁常学的万訟の適用令猷みた.

①フラピンおよびフラピン昨高の CDおよび .C D スペクトル.

.C Dスペクト仰は~ ( のフラ ピンおよびフラピン酔車に共通したスペクト

ル ( 330nm-600nmの制聞にニつのピーク }を示し， ζれは Faradayの B

国と荷えられる. Faraday A.1Ji IJ.1世察されず， 従ってフラピンの励起伏酷

』ζは楠宜が乍い.フラピンと芳香線化合物【アデニJや芳香際ア E ノ鍛)と

の相互作附(両分子の亜伝り)の存在は .CD スペクトルの 370n困 問辺の

情円率(絶対値 )を暗少させた. CD スぺクトル1とついては，各分子におい

て大忌〈拠ったスペクトルが徳銀された.従って CD スペク トルは W CDス

ペク トルより色はるかに鋭敏にフ ラピン周辺白俊子"匠映すると考えられろ.

r 
514 5 nm 

置

号。‘

8-0C同-RF

in H20 

E 

/相 ALj 
き

f 醐 E

rzへ
占「一苗;;--;畜õ""1tòõ一寸志r一高石 ，~刻。

刷 1

豊臣

間 "'" 
リボフラピン結合タンパクに砧合しに 8-X トキシリポフラビンの共鳴ヲマ

ンスペクトル 5 14.5nmのレーザ ー光で励包. 般化~J U:> I 1!'ミキノノ型作7

• 凶

拙

7] 

訴淘
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@セ E キノ J型フラピノの共鳴ラマンスペクトル.

フラピンおよびフラピン防棋は恒応過程で三つの状餓{餓化，セミキノ/，

置元型)1<て存在可脂である.臣応傾倒検討のた治共鳴ラマン散乱依が徴化型

フラピノ1<週間され大きは成果をあげたのは世近のζ とである( 2.8.4.5). 

今回はζれ舎さらにセミキノン型フラピンヘ遍即する事を訟みた.

坦継のフラピンセミキノンI~共鳴ラマンスペクトル4量制定するには不安定で

ある.従勺て卵自のリポフラピJ結合鑑自民監磁フラピノを結合させ，光理元

により安定なセミキノンを作り共鳴ラマンスペクトルを観測した(図).

リポフラピン由セミキノン型で時徴的信のは俊化置では信い I 617Cl11-1 ，ζ強い

ラマν線が現われている取である.ζの ラマー'1Ilは車水中でもほとんどシフト

せず，般化型での強い IS88Cl11- 1 のラマン騒がンフトしたものと考えられる.

ζのように般化型とセミキノン盟で越し <W~ たラマン線が穿在する車は臣応

中間体の研究に本万陸が有効i乙刺mできる砺を示す.幹細は文献(，)にまとゆ ら

れている.

(1) K. Shlga , K. Hor1ika , Y. Niahln a , S. 0も8 01 ，

H. "a色a. rl and T. Ya田""。
A Sもudy of Flavin-Proも eln and Flavopr。むe1n­
Llgand Interactlon 
Blnding Aspeota and Speotral Prop・rties of トAmlno

Aold Oxidaa9 and Rlboflavin Binding Pr。色e1n ，

J. Biochem.. 85.981 (1979) 

(2) W. Tsubol 
Raman Spectro8ooPY 01 Nucl ・ 10 Aclda and Protelna 
お1 Proceedinga of the Fif也 h 10 もernatlonal

Conference on Raman Spectro8oopy , eds Scmid , E.D. 
eも a1.. 185-148 (1976) 

(3) Y. Nlehimura and t.t. Tsuboi 
Raman Specも ra of Flavina:Avoldance of In 包囲rfarenC8
from fluor8soence , Chem. Phys. Leもも er 8 210-213(1978) 

(4) Y. Niahln a , T. Kl む agawa ， K. Shiga , K. Horl1孟 6 ，

Y. MatBumura. H. Wa 巴ari and T. 'fa由.0。

RS80n�ce Raman Speoも rø of Rlboflavln and ltB 
Oer1vat1VBB 1n 色 he Bound Sもaも 6 wi も h ESg Riboflav1n 
B1nd1ng Pr。も81ne ， J. B1oohem . , 84.925 (1978) 

(5) T. Ki も aga 'll a ， Y. N孟 eh1na ， K. Sh1ga , H. Watari , 
Y. Yaも eumura and T. Yaman。
Reaonance Raman Ev1dence for Charge-Tranefer 
Interac 也10ns of Phenole with the Flavin 
t.lononucleoも1de of old Yellow 島、'1聞 e ， J. American 
Cheraical Soc. I (0 1, 3376 (979) 



(6) '1.. Niahina , K. Shiga. K. Horiike , H. Tojo , 
S. Kasal. K. Naも Bui. H. W. 色 ari ， and T. Yamano 

Rssonance Raman Sp・c也ra 0' Semlquinone Porm� of 
Flavlns Bound to Ribotl・vln Blnding Proも・10 ，

in prep・'"も10n

" 
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脳内活性物賓と鴻化管1ft JI，モ ンとの関連

磯貝芳徳【京S都府立医大} 宮間Ii>I証，稲恒冬草(破京大

型学部} 片岡高由{愛鎗大医学総〉 菅野富夫(北街
道大獣医学部} 矢内原界矢内原子鶴子{静岡藤利大空!~ ) 

奥田街道{賓館大医学廊) 山田輔ニ(京訴府立匝大}
亘弘(主1'I!研)

近年.ペプチドの-/)(情出決定， 合成の控術の進歩が著しし多量交のぺプテ

ド世間化菅ホルモンが同定された.そのうらの多〈は闘にも停在し，中福神経

制担割冒として特圃は慨絡を尭悔している乙とが強く示唆されている。具体的

には 8ubaもanoe P. neurotensin , VIP. gaetrin , CCKほどが挙げら

れるが，その他l乙脳下重体ホルモン分泌を制御する LB-RH ， TRH , CRH , 

aomatos ts t! n も 担床下郎のみ伝らず，闘の特定都位iζ同在する乙とが明ら

かと"勺 t:. また Edorphine ， Enkepha11neの釦<.脳内に特異的!と存

在するものも同定されている@

ペプチド'"ルモンの憎造 ・ 栂能研究! r l;::合庇が必要である.またぺブテド槍

能蝿現織惜の解明iζは前駆物置の純儲が必."Il!である.ヒト枠ラ晶細胞の睡車中

に見出されたプロインスリンはホルモンの前駆物質として緑初犯罪見されたが.

鰍生成物はゲル槍過，イ ヨ?ン吏師事クロマトグラフィーにより附製し，免由学的

tζプタブロインスリ ノとほぼ同等に圧応するヒトプロイ ンスリン1製品'>!~た.

ζれは世界で最初のプロホルモンの化学合成である.

ζのよう信ペプチドのI~出"訣定するのに理範的1<計算する方法と. NIdR 

により情遣をきめる万践がある.すなわら分子円相互作例エ本店ギー令官十算す

る乙とにより，立体鳩誼を予副しようとするものである.時し特対的信立体栂

造4含有するもの信ら，そのI~趨は分子円相互仲間エネルギーを俵小とする筈で

める.相互作用エネルギー白計算lCli ， ECEPP と呼ばれるプログラムを!llI目

したo ECEPP で，.. 非共有結合エネルギー.r/略的相E作用，水紫結合田転

のポテンシ・ル四回薗額の相互作朗の和として分子円相E作用エネ'"ギーを与

える.ζの織にしてエJケフ F リン田鍋小エネルギーの構造は/)(の織とよ特徴金

有する ζ とを且出した. 0Tyr Eの醐鎖の OH革のGllの cO 基の聞に水禁結
3 ~. , 

合を有する. 2) Gly"-Phe の部分lζ も ypoß の bend情遣を省する.

‘ 5 8) 凶叫の NH義は分子内認に鰻れている.叫 Phe" !.I e t の側額は湾a集中

1<っき出ている.ζれら由特自慢は NYRによ る実験結果と良い一致争示してい



る.一方，サプスタンス Eの7<ノ末繍側の残基の欠けたモデル分子のうちで，

n番目の腔並から "積回までを含I.rものを SP(n -ll ) と&I1i!するが， s p ( 4. 

-Ll), SP(5- 11 ) は SP と間程唖の生思活性があるにも拘らず. SP( 6-

11)は活性がすζ し低〈はり. SP (7-11). SP(8- 11 )にはほとんど活性

が匂L 、.そ ζでζれらのそデル分子について， 270MHz でプロト J俗画気共・2

T飽聞した.その結果，生理活性のある SP(4- 11 ) と SP(S-ll)のいずれ

において fl. Gln同盟基の NH プロトノが分子内水嵩帖合そ形成し， Phe甥基

由 Ca-CÞ 結合に閣して特定の内容器回伝配置の存在率が商〈依る ζ とが明らか

とえまり， ζれらの情誼上の梢肢は生思活性の寛現と醐速すると考えられる.

B-Endorphin. 8uba も8n08 P. 80ma色。聞もa t.1 nIC:τ札、てラクオイムノア

ッセイ陸により闘円の枠組信分布H義務したが， ζれらの含量が脚間核に特異

的。ζ高いζ とを明らかにした.まと，すでに手綱駿一間間核臓が特異的にコリ

ン作動ニ， - 0 ンと固ub. も ance Pニ s ーロンを含ひととも明らかにした.そ

ζで手綿織敵機，ラットの術店長 週刊の脚問篠の，6-Enborphin を分析した

所，会量の著しい減少が甥毘されている ζ とを確思した.ζの噺実は. -゚

Endorph1n がアセチルコリンや 8ube もanoe P と間織に手綱紘一脚間続崎

町エ忌 -0 ンK存花ずる ζ と..示してお り， 特定エユーロン円存在の且体的証

明とも位。た.ζの勘置が円程悦オピオイドと言われるように強力なエ ユーロ

ン抑制作mを持つζ とから，化学E達朗自として槻能している可能性色高<. 

今後低気生理学的手怯はどによる倹ますが期待される.

儀正，梢イヒ符ホルモンの分協組曲の生理学的検索を行勺た o V J P 分泌総胆

の康明舷雌出迎聞はついて研究..-;すめた.生後約 S 薗月の幼結不コから，十

二指鵬 ・ 隣繍出瀦椛目標本を作成した.ζの偲本町J披砂品入血管は上鵬間嶋動脈

と腹腔動晴であり t 流凶血曹は門脈でゐる.+二指鴨粘膜面に何も和l織を与え

信〈と色門派への流出般には VIP が鑑出される.ζのような細胞の紘出の方

向i!I'は，神経分泌細胞やニ， _0 ンに対応している.しかし V lP細胞畑刺

殺畳容ばどのよう信機摘で細胞対聞の c.依存性政由令ひ~，.とすのかについ

ては圭〈わか勺ていはも、 VIP 細胞をパラヱ ユーロン￠ト闇と宥えると，そ

の機帽には細血聴の脱分阪や活動唱似が関与している可能性がある.

脂肪細胞にお1;る成直ホルモン(G引の受存体の研究告泊じてとの仇ルモン

の鋼連と哩睦の閲保を明らかにする乙とを目指レて研究金行った. GUを脳的

細胞に作mさせると脂肪分解反応が匝血するが句細胞に GH を加えた後世分以

内f乙細帽を/.l\'うと，"，レモン作間は見られ伝〈信る.ζれは GH と脂肪細胞膜上

" 
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白畳存体の砧告は緩いものである ζ と金示している。一方脂肪細胞令その外側

から phospho l:l. pa8 & C で処理する ζ とはより GHの作聞は消失する.

phosphol:l.pase 0 ではζのよう信境般は見られ信い.ζのようは車実M細

胞膜上のリノ膨官，特にその phosphorylcholi向 廊卦が GHの受容体の­

mである ζ とを示す色のである.阻密曲目の立体柵遣の解析から Ly，のN筒鮒

辺t乙 2 つの hydrophoblo sltos が存在する ζ とが剛容活性尭漫に盟聾位怠

昧をも勺ているととが俄測された.牛，人，羊，の 114-115番目附近の Ly'

-Ae p の周辺1脅迫は乙のよう信条件を髄たすものでゐるととが値題された.

闘の活性ペプチドの止理働能陀閲する研究はようや〈厩期令迎えた所である.

ある圃の分泌廟細胞は州経細胞と共通の尭生岨基を有し，パラニ a ーロ νの限

念で統一的に理解しうる可能性も生じている.従って神経伝遣に対する悦点色

広直する一方， ぺプテド化学や明性研究も古めた組合体制が阻ぺプチド研究i乙

事求されよう.
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 Yana1harø , C. S8 色。， H. HlrohBshl , Y. Sskagaml. M 
Yamam。も。. K. Hashlm。、。. T. Ysnaihara , N. Abe , K. snd 
Kaneko , T (1976) 
Suha 色80ce P Radloimmunoss88y Using Wー-Tyrosyl-aubstance
p snd De問問肘叫100 of 出e Presen。因。f Substance P-l1ka 
lmmunorsa。も1v 1も 188 10 8uman Blood and Porcine T1s8U8 
Extracもs

Endoorinol. Japon. 28: 457-468 

Yanaihars , N. Sskagaml , W. Sato , H. Yamam。も。， K 
H.圃 h1m。色。， T. Yanaihars , C. 1 も0 ， Z. Yemaguohi. K 
and Abe , K. (1977) 
Immunologlcal A固 p.' も S of Secretln , Substance P , Bnd VIP 
G.白色roenterology 72: 808-810 



.織成.乎の動的性貨の研究

iII貝タ~fi .小司直踊ニ，西川弘~~.iU武利，山田厳ヱ，

吉崎制問{京航府医大J[ 弘{生痩研}
休指平 (111大医) 下山総平{函館高専〉

目的生体膜情成素子個々について圃々の物理・化学的手怯で研究され，そ

れらに袋づいたそヂルが揖出されてきた. j奪回生体膜の形館と機陣争解明する

にはそれらの総合的信把胞を必鋭とする.ζのため眼川区E潔子グループ間およ

び，様子とその周凶環境との相互作用の解明が重要である.そζで近年勉迎1<

措躍しつつゐる依磁気共嶋法，館気円園光ニ色性.llt光晃子命令nl_、， ζれらの

相互作用金明らかにし，臨自慢能と I~必との関連を研究するととを目的とする.

成果(j)綜血禄コースト膜の 31p_ 槙由気共鳴醐定により破喧の掴音波処国

の治会 2つlitrtlの広い吸収ピークが得られ，低陸場品開は phoephatiðileerlne

phosphatidylethenolamin・高磁勘聞は phosphatidyl cho l1ne と

eph1ngomy・11n によるものである. C.t+および IAg'l+により低限撤個の吸

収ピークは broad制'08 により見られt，< 信る.乙れら litrtlおよび化学シフ

トから， リン腸笥 d'・p・rølonの 31 p _ 篠磁気共問スペクトルKほほ一銭し，

極性訴燭の匹。bUlりおよび配向はr，珊ラメラ附盗1<1丞I!篤しいと考えられ

る.明ゴースト艇構成リン脂冒は動樹園により異なるが 81 p_ 篠盛気共鳴ス

ペタトルでは pho8phatidyloholin・と sphingo町elinの分画比の遭い

が phollphatidyl ・t. hsnolallline と phoephatldyl 園 erine の吸収ピーク

iζ最3・し， それらの broadenlng によりIl!I1!働側のピークが見られはい.す

はわら，ヒト 1<イヌのゴースト腰では2 つの吸叙ピークが見られるが，ウシで

は荷匝羽働側ピークのみがみられる.とれはリン絶世間旬E作用.，示すものであ

る o (3l局、白保ゴースト膜，シナデトゾーム，トコンドリア， dipalmitoyl 

phosphatldyl oholine 1(. ANS でラベルし，蛍光朗定.，行い，鵬白慨水

位l1li分の動舗のまnhalatlo n ana8sthet.1c8 Iζよる霊化を観察した.蛍光

強喧は生体腹では民自I加し，中性リノ脂閏聴では減少した.ζれらはlnhalation

8n888 も he t1 cs は腰の旅動性のみで信〈腰送衛情衡を霊化させる.

〈文献》

1. VI Jl‘h In t. erna 包10081 Conf・renoe 00 u.agn・色'C R・80nan08
10 81010810・ 1 5)'8 色 em ， 1978 
2. Slxも h Int・rnation・ 1 Blophyaic8 Congrs88 ABSTRACTS 1978 
8. FEBS L8T'l'ERS vol. 101. No. 2 1979 

" 
昭 和 53 年度
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生物賦斜におゆる分子間縄互作用の研究〈共有結合型フラピン鯵策について 〉

志賀 揮(生理研) 三ft:;町措，魚正光郎 ，軒山俊f噂，

峰'*'正史{巨大臣) 村松勇一〈釦敏山巨大}

三捕剖 ，山野俊1It (匝大臣) 二科安三(和歌山居大・

暁生理研} 亘 弘(生理研〉

盟百にものぼるフラピJ酵需が報告されているが，その大多世Kおいてフラ

ピンとアポ面白の結合..非共有結合による@他方サ留盟喧の階禦l乙おいては共

有桔合による事が峨近明らかにな勺てきている.今回戎々は共有結合型酔5震で

あるコレステロール般化昨裁とコリン能化酵車をえらぴそのスペクトル的位置

を調べた.前習の結合憎式は8a-(N(I)-bi�1dylJ -~ADでゐり ， 後者 に

ついては 8αー印刷-bist1dyl] - FAD であラ て， ζれら怯共有結合型フ ラ

ピン酔現時の典型であ り ζ

のため両面白を川いる割前

。ζしfょ.

円嗣光二色位の測定の

輔製， 両静棄と. (その

織化ならびに還元型で}

可税額繊のほぼ同じ波長

tと間程度の楠円率を方、す

がその正負は逆転してい

た.さらに EDTA存在下

で光開射を行伝うと両酔

車と b Redセミキノ ンの

吸収スぺクトルを示し ‘ 
(図 l しさらにその

ESR スペクトルは 8=2

付近lζνグナルを示した.

乙れらのセミキノンのCD

スペクトルは毘畿畏領厳

に新しいCDパンドを示し，

やはりその正直は両隣葉

'" 
a
 gie 
唾z 晶画四

明蜘言語

a 

ifT 
'" 

咽 石可一-，肩

W削'"鴨川
明

コリン般化榊提iセミキノンの吸収品〉および円偏
光ニ色性スペクトル(B)
口俊化豊百醇様
n) セ E キノノ国醇罪



で逆転していた.ζれらの結集は，乙のニ湿傾の共有結合型フラピン静紫にお

いて，フラピンとその刷辺の置移モー〆ントの帽E配置は臭qているが，アポ

置自白身の作る活性中心の僚子は両置自できわめて頬似している廓を示す(1\

(1) J. B1ochem. , 111 press 
The Clrcular Dichroi� Sも udise on Flavoproも・1n.
Con もa1nins Covalen も 11 Bound Coenzymss 
M. Ohもa-Fukuya図a ， 'i. Wlyake , K. Sh1ga , Y. Nhhlna , 
H. Waも ari ， T. Ya箇an。
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網11及び鰻11:中継の締経繍舗の研究

山田務弘(過産 ・ 工瞳院電総研〉

金子l\IilI . 立花政夫(盟組研 1

魚鱗網膜の水平細胞は光明射に対し持続性の緩電位を示すが，その応害の極

性は与えられた光の成長iζ依存し， H自に分けられる.聞ら全ての単色光に対

し過分陰性の11;'寄を示し錐体から入力争畳ける Lp型，符休から入力を畳け過分

極性応答をす、す L.型，短波民間では過分極，長政民側では醍分僚を示す2縮

性C型， 間放民と昆波長で過分極し中聞の設置lIfで脱分極する 3相性 C型であ

る.いずれのタイプの水平細胞も網膜照射面積を広げる盟応答録幅が噌大する.

ζの空間的加置は水平総胞問の電気的結合によりもたらされている ζ とは

Kaneko(1971) の実験により実証されたが，サメ網艇の水平細胞は L.型の

みで6>勺たので， タイプのW'.る水平細胞聞にお付る電気的結合の存在を倹討

する目的で本実験令行伝った.コイ嗣嘆各都惜し担掴睦聞から 2 仰の水平細胞

金同時に刺入した.. Table 1IC.示すように副総の水平細胞についてそれぞれの

応答型をh食した後その一方iζ細胞内通貨l~をして牌地位争変化させ，他方の細胞

への影留を検討した.その結果， Lp型水平細8剖聞には 32組中剖組i乙電気的絡

会が証明され(図 t にその 1 例を示す)， 2縮性C型閣では 8組中 1 納ILfII気

的結合が倹出きれに.タイプの拠伝る 17組には電気的結合は倹出出来信かった.

他の 2納については充分'.結果が得られず判定を保闘した.

Table 1. Number of Hodzontal cel1 pairs 
Teste� for Electcical Coupling 

Ccll Type Coupl�ng 

currentｭ
孟 nj ected

recorded detected undetectable Toti1l 

CLf2 p LCP 2 
20 12 l2 
1 l 2 

CLP 2 
C2. 。 3 3 
Lp 。 10 10 

Lp L6 。 3 3 
Lp C3 。 i l 
L6 C2 。 1 1 
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先舗を 190/l回 線 した

叫の刷、，雌( 1 本は

2運式，他は単違式)を
同時iζA • B 2 つの水平
細胞に刺入した. Al ,BI 
はζの 2のの水平細胞由
得 (0) ， 置(目， 赤【町邑光

蜘IJIIIζ対する応菩光刺
111<は 8 圏舗の鎗光ダイ
..ード金問いだ.全て過
分極伎の応笹で， A • 8 
の両細臨終にLp密である
ζ と令示している.

2 連式微11、明E憾の片方

から -20nAの旬班~細

胞.，ζ通電すると， . 2 
のような電圧陶下が肥録

されたが，岡崎氏細胞 B
から， B 2のようは電気
緊彊院総位 f 綴傭l.tA 2 
の的. .)がE録された.
細胞.，ζ脱分悩佐官!b伝令

通電した場合にも同織伝
聞係が館書提出来た.

時間"の c.l1bra ­
t1 on: Al.引に勾して

は 2 11Ð o.A2 ， 821乙宮J し

ては 0.4 øe。

略匝軸の。al1 b同
tion:A I ， B IIC対して

は 10回V ， A2 Iζ討しては
60lllV , 82 Iζ対しては
6岡V

ζの5経験では可舶は全ての組合せ令倹討する乙とは掴々の刷附がゐ，たため

に提出出来信かったが， 岡田の水彩細胞却にはま軍事 1<電気的結告が検出され，

タイプ回総えよる細胞聞には険出出来々かったという 'n実は， 水平餌胞聞のf置然

的砧合が向型の細胞聞iζ回られている ζ と ， 水平細血の空間的mll!がζの沼鎖

的結合はよ りも たらされている ζ と金不堕する色のである.
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生体織の光学的研究〈ポテンシ，，， ・ プローブの腹での移動〉

神野緋太郎(東匡衛大 " 弘{生l'm)

メロシアニ--， メロ シアエンー ローダエユン，イロシアニ Jーォキサゾロ系の

色濃 11，膜電位白光学的醐定用の有効はポテンシ y ル ・ プロープと lrて熔いら

れる. I盟副E位聖化，特に興奮性細曲の活動電位の光理的劃定は， ζれらの也誕

のmのよう信光学的挙動をき悲磁にしている.

1 )膜lζ暗合して，その吸光度あるいは蛍光が膜電由民依有して宜化し，眼健

{立岩E化J乙対する且、害時聞がひじように閣かい.

2) 光学的変化由大き$は 50mV の胆略位聖j~1ζ対してlf豊島光由 10 -3 のオー

ダーで，かっ， シクナルー維昔比がひじように大きく，加第平均する必曹が

ない.

3) ，闘を的霊化の大きさは停止昭由から:tl OOmVの髄胞では， 膜哩世との聞に

直線開匹が成り立つ.

， )イオJ畦旅ゐるいは膜コ ンダクタ ンスとの関係は匂l九

イカ巨大神経線維を用いて，とれらの光理的準働は鮮側陀調べられたが，そ

の〆カニススムについてはまだ充分明らかでは信い.

そとで， ζの研究では，〆ロシアエン色縦について、 in包aotはイカ巨大神

経線織の膜唱位量化lζとも匂う吸光喧変化のスペクトルと，イカ神路線維から

r 
、

'-

"。 8叩

Wovele"gtl1. IWT¥ 

6.0 

、、

6.。

イカ神経線維曜κ結合した〆ロシアニ J色

需の膜由位霊化にと色なう吸光在化のスペ
クトルと膜1乙結合しに〆ロシアユン色索の

吸光スペク ト .1". (À)メロシアニン色素で換
色したイカ巨大神経繊維の臨宿位を脱分極
側へ 50mV のレペルiζ可位固定したときの

殴旭Eの霊化のスペクトルを示し，矢印の
万が由光置のl!I大を示す. CB)濁水中での〆
ロ νアエJだけの吸光スペクトルを点I!lで

示してある. \健線で示した開筋合色禦のス
ペ クトルぺま瞳サスペン~ll/中での吸光か

ら遊厳色車の吸光'i'盟し iJ Iいたものである.



理開;!!肱法でHM:した形百肢と色衰の結合における吸光スペクトルT比敏する

乙とによって，眼tζ結合した巴棄の状懲および膜司位量化にとも'.う吸光度蛮

化の〆カニズ~について知る手がかりを得る目的で円われた.

1 イカ巨大神経鰻躍を静止電位から脱分騒側へ 50mV のと乙ろに輔自E也を

協定したとき1 勝!と結合した〆ロシアニン色漢の吸先壇は 450から S40nm の

政長では附加"示し， 550n聞から 600nm では紙少する。そして. 520nm 附

Eと 570n凶附置にピークを示す.す伝わち，膜湾Z似I(依存した吸光直の変化

は 520 および 570nrn 附近でもっと色大きしその産化の方向は坦である.

神経線織の触に垂直花田線嗣光を入射した掛合色平行信田篠偏光を入射した

場合もスペクトルの形状lζは!ricは見られ信い.とれは1ζの色車の舗合，眼

光置の霊化が鞍円での色縦分子の配向の量化によらはいとと"示している.

2. ノ曾鰻重層i車抗出lζよって，イカ巨大神経から径 100.......叩0，凪ぐら L 、の

d咽として韓を分臆する乙とが出来た. <.の牌IH包のサスペンγ ，ンlζ色議.. 

共存させて 10 vitr。 で分光副定舎行勺た.メロシアエン色器は悔水iζ南か

した場合 56 0 nm近辺κ ピークを持つt単調信殴光スペクトルを示す.ととろが，

ζれκ腰'J、担を共存させると 520......SBOnm と 570nllllζ 2 つのピークを持つス

ペクトルに変化する.色素置を一定iζして酔j、胞白濃度を畳えると， ζ白 2つ

のピーク比は俊也し. I要4噌包の襖慣が小さい場合. 580n聞でのピークは 570

nm のピークより大きいが，邑車のftill'対模小胞のタノ白根喧比が 1:25 より

小. (伝ると ζのピク比は迎転する。

このスペクトルと iniacも信神経緯維での膜町似変化による股光麗化由スペ

クトルの両方でそのピークの{放置は輸んどー喧している.ζれらのスペクトル

は。アルプミノ描校 zタノール巾で時られる Jスペクトル企は遭って勾り ， リ

ポイドのサスペン~!Iンでのスペクトル1ζ問じでゐ õ.

と ζ ろで一方，包裁が・ggregate した場合と分散した場合とではその吸光

スペクトル1とは大きは迎いが見ら'1.，メロシアニンの頃合 520nmでのどークは

ダイマー ， 570nmのピークはモノマーの状態での吸光I(対忠する ζ とがわか

っている.ζの乙とから，膜小胞のサスぺンクs ンでの 530nm附置でのピー

クは色車田ダイマー， 570nm でのピークはモノマーの伏胞に対応している ζ

とが示睦さ h. "rテンンァル ・ デロープの模電位lζ依存した挙動はそノマーご

ダイマー平衡の符鋤として説明できるように見える.
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高次紳経鍵憎の研究

仮iI!武庫 ， 縦貫俗 . ml岡純{聞大越匝工}

塚磁M・晃 ， 村上富士夫{生血統 )

神師団路帽の可銀位は，適応 ・ 学習 ・ 配惚の~\砲として闘の段 も置聾伝性四

である.中惚神経細胞のシナプスの可量的霊化は 神経団路網の可単位に盟盟

勾官剖を来たレていると均えちれる.神経由開帽の可塑性iζ闘する暗然生理学

的"研究は，すでに本研究代表者らによってとEされ，中枢神経細胞で，入力線

維のー部令鮫測する乙とにより，新らし〈シナプスが形成され，峨総し時る乙

と HE明し，さら lζよ り生型的条件下での末梢神経吏E接合繍本においても新

らしいシナプスが形属されろととが示されている. ，肱研究では，乙れらの電気

生血学的結製と夜襲一体の開時比ある新生シナプスの形成K伴伝う~1I!l的変化

会定量的に解訴する ζ とにより，高次神経機構の解明~行rょう ζ とを目的とし

た.

相11踊回路帽の形闘がj密化令定量的に解訴するためにはa 計算機による画像処

盟匝術の羽入が必要であるが， 神殿畑担僚'"のよう t;s複線な画像を迅連iと処回

するたolÒlC l;t，画像処凶システムを対轄型姐哩で行はう必聾がある.そのため

本研究においては，嗣像処邸ンステムのハードウェアシステムの置計 ・ 製作i'

行匂い，計11機lζピヂオテレピカメラから自画像情械を入刀するととが可能と

信り，また処理された箱根をモニターテレビ画面とに験し山し， t4 !Jirt-J IC.処理

する ζ とが可能と信勺に.また画像処l'lli乙過したミニコンピs ータ金導入した.

ハードウ z ア νステムの作成と並行して，画像処理のためのソフトウ孟アシス

テム由開発を行はい， H RP細抱内注入による神綾織胞党理顕微観像の神経細胞

認の曲出，鐙昔鈴ヨ長，困状突総の細線化処即i'行はった後での分厳バターンの

自動迫蹄，及び特定のお分の而悶剛定締のソフトウエア;，作 成した.尚，電子

顕酷掴画像の処理は画像が複線であるたの， 標本作民法とソフトウエアによる

処屈町田方I乙検問を加え，実際1 0煉本令作成し‘対話型νステムによるa住居を

畠みた.

{文献}

日本生駒由理学会車17囲年会予碕集 1979. 
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神経肢の組緑化学的研究

平野直，西山文閉(i'i体大医) 山J-.i1俊

古家沓四夫，久本国文夫〈生理研)

神経膜外商lおよび内面の駒官会しら司る目的でイカ巨大神経およびザリガユ

巨大神経令材料とし，帽子旗微鈍j(より，まず神経線維の!.I!ll~遣をtI討する

とともに，番多素化学~;， 免由化学的研究を行ーた.

イヵ巨大神経は誼夜的 600μm の鎌田神経緯躍であり，巨大神続の周囲は2

、 S緬のシュヲン細胞が取り巻いている。更にその外周は結合飢餓で国まれて

いる. Ach 8S t. erSS8活性は Cu-fe rrocyan1de dense の庇応亜肋とし

て倹出されるが， ζれは 8xolemma と Soh\lfsnn 0811 m開braneの間聞に

所見が認められた.活性所見は直闘ではし主主明れつつ毘められるのが特徴で

める. Sch\ll an n 細胞l股間隙右手前臣が認められた.. ATPaS9 活性については

神睡眠Schwann 細胞膜間耐と所見が認められたがSch"ann細胞届白厳外凶

膜畿耐にも勺と 6明暗な所且が耳められにのが特徴である.

また綿織回定剤や範i像化学且第投与時の朋の豊田的反応について色同時比並

行して検討舎はじのた。

{文献}

YamsS1oh1 , S. Furuya , K. & Kuk1 も B. F. (1979. 8) 
In1tiation of t.he Ca induoed spike 1n 1ntraoellularly 
perfused squid gian包 axons

J. Physiol. Soc. Japan 4 l , p296 

ヤ 'J イカ臣太神睦線総のアセテルコリン

エステラ ゼt;!i世.矢印，;.神綴眠 ・ ν 五

ヲン側駐晴間聞およびンA ワン細胞膜闇

隙の reaction products~示す.

AP; Axopla 図 m ， SC;Schwann 0611 

SL;Bssal lsmina 
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圏直射笠E撃の基礎的研実

菅野袈信(広島大樹学部) 賞怠昭(香港大
臣) 吉岡太飽(政臣鋼大 ) ZF岡I*-二郎
(広品大医〉 志賀醒，彰山間立 . 山階俊一
耳 弘(宜周研}

領運動は菅織内 10大脳より強力伝統制iとよ り行う面がある一方夜釣運動の関

与が大きい運動系でも.，る.下顎運動令動力学的1011\配するiIf究色各聞の研究

古法の改発と尭鹿で.xき位進展をみせたが1 運動の並本である旺射車理学的研

究も置彊でゐる.特民主fこる顎運動機能叫規噌坦動の:ct袋を考えるとき回j生

邸学的研究がWlIきされる .

明庖射の研究としては支配神経回路の傑粛と回臓の15能のゆ!列iζしぼられて

くる . iIi忠岡敏聞はすでにウサギを用いて中枢神野系中の三文神経鰯陣からの

地気I1岬}動を分析し顎反射運動の解明金行ってきたが，願湿動その色のとの醐

速や，微細形限学的信神縫回路網の結合状懸念、明らかにな勺てい伝い.

本共同研究では節度射巡動を自動制御治的J句集H と比一鰐神経由路電気世

陛学的研究と町子顕微誼によるシナプスの舶会状餓の追ru主な研究課屈とし

て研究と割績を実路し以下の総W -2>1\Jた.

1 顎運動の自動制御際情としては，定閣制掴，プロタラム制御，迫他制御

のすぺてが関与するが，デログラムr副知民間する神経生殴学的研究は間賠で，

乙のようは姐刷の研究では他の 2制御の研究に集中する ζ とに合直した.

2 徳小僧極による1ll~友生型学的研究により，定位指剤師lζ閲する神経回闘の

モデルが明らかにとE勺"・す伝わら制困対怖ぬ闇嶋田への像作伯母は制問直様

である"':J(ÞI'経連動制胞より入刀に入る.そして制御雪は下顎の曲目と師匝で

あり， ζれは筋v，餅，官i聞聞の感宜情報の検出謀議として民日rl1 tþ'より 三宜伸

輯巡動細胞への人IJを修飾する.

3 険:~聾潔から田修飾過慢への νナプス雌情の微縞1-置に闘しては I25KV

の電聞でシナプスの立体情出の解明lを阻みたが，"体1.盗令解明するにはより

隙い信事本の償制備造を明らかにできる舗商店のfU嗣が必，}l!t.&乙とが判明し， 乙

れのすみやか伝導入が間待8れに.

8

7

 

7

7

 

9

9

 

1

l

 

o
 
s
 

5
 
4
 
)

6

 

1

4

 

y
o
ｭ

g
N

6

 

0
{
4
 

i

5

8

 

0
4
D
 

h
 

-
b
 a
 
p
 
i

)

 

a

o

 

r
 
o

e

 
u
 

・

s

・
­n

z

 

i
 
c

l

 

S

a

 

d

i

 

a

o

 

u

e

 
P
 

、
ι

。

a

(

 

r

6

 

o

5
 

Y

g

 

r

e

 

@

R

 

e
。r
 

u

む

s

n

 
a
 

l

D

 

a
 
r
 
O

J

 



BB 

化学受容般と紳経膜表面物質の検索

秩父志行 ， 苦桑和夫{近畿大医) 久木図文夫，

街頭僕嘗凹夫 . 山岸俊一{生理研〉

昨~Iζ引きつづき，ザリガニ第一触角外伐に存在する化学畳容鱒Kついて突

験T行ったe まず化学置を望怨からの神経裂と機岨併'IIJ畳巡幽からの神経東金分

縫し，さらに化学畳容総からの神経照会細分化する ζ とにより， 多く白亜った

νグナルでは往し化学畳容船からの単一のシグナルが配録できる状態でタウ

リン. GAB A Q停t日すするlii lt;桂"みた.

また，単一の化学畳務器及び神経線絡の形館的つながり 4をみるため I C H RPに

よる染色を世みた.



紳経伝達物質敏出の生化学的鍵柵

田中 Æ ，嵐田健(名市大臣) 関貨店子

修山間之，山陣俊一.内薗紛ニ{生理問}

神経伝連曲目のrtl出槻構札制スライス，ンナプトゾーム画分，シナプス小

胆画分をmいて調ぺ，/)(のよう信結果令得た.

I )敏出傷憎の特拠的聾求

c....イオノフすア Hllいずこ突破，政制世ドー，{t :."を取り~ませた嗣ス

ライス ・ シナプスゾーム画分を捌いた実験，ケイ光:ttCa仲アナログとして

の Tb をJtJいた実験等により， ;史的機情は

(J)エネルギー依存性であるとと.

00 神睦終末円の c.件濃度の上鮮に依存した過程である ζ と.

0申 シナプス小畠lι依存した搬飽であるとと.

Qv) 白特の借金書事依はシナプス小阻 tlζ高機唖に存在しているとと.

2) 有綴小胞iζついて

クシ脳より得た有般小胞 (ooaLed v8sicles) 画分をタンパク化学的 ­

m帯化学仰と検討した柿弘有剛岨は

(J)伝達掛冒を取り込まず

ω 酔索活性の特性についても，通憾のシナプス小胞とは拠ヲている

(ATPase. ドーパ E ン水槽化醇紫等〉 ζ とが分。た.

ζ由ζ とは. HeU88r-Reese らの rooyolin8 匝説 ~llt肺lζゐてはめた

だけではiII明できはいζ とを示唆している.

t文献}

(1)後様雷糸子，問中高牛大臣のコーテ ッ ドペシクル画分の分権とその世

世. 神経化学 17巻 117-i20(l918) 

(2) 奥村久仁子 . 悶中亮 . W. T. Ho固 s:Fluore8oent Cs analog とし

ての Tb と bra1n 吋nap t. io v8e101a画分との相互作用.

和"縦化学 17巻 121-124(1978) 

(3) 問中距モノアミン畠出の檀N!・脳研究会誌 5巻 187-198(1979) 

89 



90 

A 

空間I!!胎にお回る観賞情紐と蝦E奪還動情"の総合8豊橋の研究

外山敏介(策京大学医学部) 域開伸晃(笠郡研}

空間の耳灘のためには網膜からの臣賞情"と剛様直員曲目前線の統合が必聾で

.，る.我々はオペラ J ト条件づ"によりネコの阻ま事選動を制御し. 149欄白 17

野ニュ ー ロンの酎様連動iζ却する庇応T調べ，下配の結果を得た.

1)主てのニa ーロンはしま際線..ネコの眼前のユクリ -:"-1ζ呈示している際

のサッケード 10碇応した.とれらの反応は興省魁と抑制型の 2聖医大制され

る.興奮型の庖~l~lA- O) t.t, 107仰の二 zーロンiと見られた.サヲケ

ードの慨に興留する鍛抽(サョケード興奮型細胞}は祖母が静止している町

にはほとんど亮火しはい.伺瑚型の反応(図 1 I-L) は"倒の鯛砲に且られ，

眼琢静止時に高額置で聖火する{図 IE-H )o

2) サッケード興奮慰ニ s ーロンのうち，大部分のもの( lO 4./107 )t.i階鼎中

でもザッケード 1 0付して興寵する.一方，サッケード抑制盟の主ての細胞の

直応は消失する.

E 

l榊哨榊榊
同

図 1 サッケード倒雌録巡1110対する毘宜領ニ s ーロンの反応

A -D. 格子じま"呈示した時のサッケード興奮型細岨の反応. A .上のトレースインバル
ス旺応，下のトレース1 水平方向の眼球浬動曜位 B. イノパルス反応のド ッ トヂィ~プレ

イ. C, PST ヒストクラム D. 阻碍直動電位， E- H ， A-D と同じサッケード側面製細

胞の庄町5. ただし崎県中で時られた 色の 1-L ，椅子じま呈示ゅのサッケード抑制型細胞

の匠応.



'l '"倒のサヲケード興E露出ニューロンについてs 図型iζtjする庄日~J，毎朝ぺfニ

結果， S8f留が担緩型 6 倒については庖応型の判陀図録であり .16仰はスリ

ット図形応対して反応し信かqた.同僚の" 備のサッド抑制i型ニーーロンの

全てが図形1乙対する反応性i乙結いて以純世と判定された.

以上の実験飽療は.U1同型目と複包囲の 2置の細胞が明倶時のサッケード運動

の僚に対F底的1ζ動作する ζ とを示している. ~向者は制球の静止時，興昔話性が高

まり ， サヲケード湿勤時tζ胸奮性が低下する.一方I 後者はサッケード運動時

限興面性が上昇する.したがって離廓併の条件ドで，..単純型と後縫型は1 一

方が動作する時は他方が峨棺~停止するというこ首伺 的信視$t情線のチャン

ネルを形成していると思われる.

{文献}

1. M. Kimura , Y. Komaも 8U and K. Toyama(1979) NeuTpnal 
r・apon園"色。 S8CC・d10 ・yo movemenも 9 10 the cate s も c1.も@
。ocも ex. In In もegrs乞 1ve Con乞rol Funcも1008 of もhe Brain 
II 73 

2. Y. Komatsu and K. Toyama (1979) Corollary moも。 r lnputa 
色。 strla も e neurong of もh・ 31sr も cat during 88coadlc 9y・
movemenも Neu rosolencB Le色 teT. Supp. 2. S87, 

3. &1:. Ki凹ura. 'i. KomaもBU and K. Toyama Dltf・r・nも 1.1
regponeaa 。faimple and 』ompl@XI 。@lla 。feaも1BS むriate
cortex during dscoadlc eye moveman も s . Vialon R・8・aroh ，

10 presB 

4. K. Toyama Nauronal meohsnlsrne of visusl corも1081
plaa 色 101 包y. 10 Neuroblo1og1csl Bssls of Learning and 
..四ory. John Wll・y & S009 rno. , Naw York , ln prsBs. 

.• "目 K1 mura. T. Shiids , K. Toyama and K. Tanaka (1980) 
Threa c188s9s 01 ares 19 0911e of the caも。lassified

by th・ 1r nQuronal oonn9。包，.，乞y and photic respon8iv9ness. 
V1aion Reaearoh. 20. 69-77, 
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NG1 0 8- 1 5細胞を用いたσー受容体作用機織の研究

東図婦問〈名大E環境医研)芳賀達也{浜松巨大}

修山岡之(生l'I!研)

本研究においては， 芳賀(浜松医科犬学助数盟)と杉山{生理学研究所助教

置}の共同研究という彫で出発し，珪中から名古畠大学療機医学研究所助手の

破図働問庄の追加参加~mて，東JIijした.神経弁圃制胞由来の空緩細阻 NG108

-15 ..Ill饗して，その細胞膜上のαー受習体花関して，以下のよう俗間町..倹

射した.

乙の細胞膜iニ 1<，果たしてa-畳容体が存在するか百か 3I ) 

その受容体はa-アゴニスト lζ対して嗣且がどのよ2) 色し存在するのはら，

うに反応する ζ とを中介するのか'

それが15餐革において高い効率引乙の細胞が輯々に興味ある般大の理由は，

a-畳容そのシナプス働能K刻して，でνナプスを形成する乙とであるが，

体，.却1同信る第響を与えるか?

以上の路間聞に対して，本年度の共同研究lとよ勺て次のよう伝結果金13た.

" 

b
主
E
a
u

L?-て
06 100 260 訓，60 2団3叩

NGI08- 1 5細胞順上に1) 

t は，切らかにa-畳容体が

1

a

 

も
主
長

ぴ

得花する. '.でラペルした

d1hydroergocr1pt1ne 

(3 H _ DHE ， αー畳容体の

特典的阻害剤 3 田結合度応

で調べた結果，切らかにa

ー受容体節位であると身え

られる部位が明蹴1ζ倹出さ

MG108- 1 5 細胞膜分画へのa_ アゴニスト

の結合. a -畳容体にはサブクラス tl'"tl'2
が回られてお り， 3H_ DIl E( 丸印)はその
両者1(， 3B_ WB4101 (三角日1)は α，ー畳容
体のみに暗合する. 1.0μ皿 フ皐ントラミン

の存在下( ・ . 企 }と I1 修復下 (0 ，<，)
での結合量の差が特典的信畳容体偲位量T
d慢す.図の左側』ζ N0108-1 5細胞?右側に
比較のためラット闘の胞膜分画への結合告
した.

れに.予俗的制定他は，数

はσーアゴエス卜に対して，

の眼電位反応を示さはいζ

2) 畳を主体総位の明暗信存在

ζの細胞

十 f 11'1 0 1，.-〆..g クノパクのオ

電気生理学的iζは向ら有意

ーダーと J唱えられる.

1< ，かかわらず，



とが分った.とのようとt倒は比般的診しく! !l! 1ζ将しい倹討が極めて重要で

あると忠われる.おそらく，プレシナプス盟の畳容体であるζ とに依ってい

るのでほえまいかと考えられる.

3)ζの細胞が'Rß尽にシナプス舎膨戒する ζ とを億Eし，そのにめの培養条件

を縫立したo ma の問岨点については，担保置に共同研究令鰍摘し. 5I!Ic.n 
し〈倹剖会加える予定である.

(文献}

抑経化学 Bull叫 1n of the JapaneS8 Neurocheimcal 80叫"y

18. (1979) 
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細胞内配鎌によるカエル複董神経回路の1Wt/i

怯'"修文(阪);;.~~電工》 塚原例'見{生担制}

カエル製置の神経圃闘争明らかi乙するため。制胞内配録狗よぴ自民凹五令直IIJ

し，細胞の応害と形Il!lとの関il!.. 調べた.

ネンブタール麻6午後，クラーレで不勧化したウシガエル (Rana ca 色 00

be h. n・ 1 の匝革:，ーロンの彼仰経由気恥i機iζ対する応軍事~，阻々の庸から

配"した.応容には2νナプス位EPSP とそれに悼< I PSP ~鞄生するも

の(I砲)と， ll'シナデス位， 2 シナプス位の辿僻する EPSP とそれに輔〈

I PSP .z.拍生するもの(rr '1'1\が見出された.25例rl ' 2 1倒が l ltl. 4 例が JI I!Y

であ勺に.入IJ繊維の伝導速度は 4"，令以仁で.乙れらは宵曲線維でゐる ζ と

が僚かめられた.しかし，強い晴JiIIlの下では締圃組組によると思われる応寄ι

E><の細胞で飽察された.

っさに，プロシオン ・ イエローによる細胞円除色..行q た.その紬u.!， 22酬

の染色~れた細阻は図 ) U;'Fすよう tι J)細胞体が 6111または 8 ・!l 1 C.1J 1). 上

方に I A>:のヂンドライト舎のばし.表層で分岐する vert10al typ・ (v-吋qo，

a-j) , 2)主として 8・から 7贈にかけて編曲偽が.，り，世散のヂンドライ

ト.，細胞体から直陸出して .

世憾に分量定する刷1tipoｭ

，，，も， p・ (UP-type ,k­

u ), 8)9 膚にある小さ低価

胞 amall neuron (S 

nauron ， V)の S つ広大別

された.ζれら f'fi々の彩1m

をもっ細胞は，ゴルク聞本

とも対応がつき，たとえば

.砲C は 1ars& pear 

時aped neuron.掴胞d

1;1: amall p・ar-shaped

neuron ，細胞C は pyra­

削dal n・uron ，細胞V

は..・11.包・または

日

• 
. -

/ 
, 

d‘ 

S 

F 

• 、

'" J 、ー 、

l ・

図 1 デロシオン ・ イ~ローによ勺て換色

された組担のスケヲチ. A 時rt1cal

包ype(a-j) S: lIlul も ipolar もype(k

.....u) .I:Jよぴ 8111811 neuron(V). 

左側の政?は縦轟の欄.右上の魁かいl'l!l
は 5 0Jt m ~J長わす.



am4crlne neuron と烏えられる.また large gsngllonlc neuron は

細胞 k -u の NP- typeの rlllζ古まれている.日型の応符は WP- r.ypøの-$

の細胞( n .0) から型のIö害は他のすべてから配輔された.

SZ4haly らによるIRf-聞微鐙の知見κよると. lerge pear-shaped 

neuronは必胸部のヂノドライトに直Itl!!神錨線維からの入力を畳"ており，

Zまた， ζれらの細胞同志は d.岨ro-dendrlt1c contact会有している。こ

れらの舶盟からは， large pear-shaped neuronl'単シナプス位 EPSP

が担生するζ とが問符されるが， 今回の!i!駿κおいては， 6 聞の細胞からは'Il

シナプス性 gPSpが検出きれはかった.

(文献}

1. Matsumoto , N. and Bando I T. , InもTscsllular recordlngs 

。f も ecta1 08118 of も he frog , Proc. Jep. Acad. 54 B 
(1978) 886-390 

2. Matsumoto. N. and Bando , T. , In も raoellular recording 

snd 8talnlng of も@。も41 00118 of も he frog. Neuroecience 

L. もも"困. Suppl. 2 (1979) 839 

8 松本修士 唖iIi敏悶，カエル国基ニa ーロンの副伸桜田気刺取による応答

と，プロシ"'"イエロ ーによる細胞の同定.日本動物生何日戸会事 1 回大会
費表a宜抄録， 11. 1979 

4. Mataumo色。. N. and Bando , T. , Exci も.色。 ry synaptic 

poも."も1818 and morpnological 018S81f106 乞 10n of tecむ.]

neurons of the rro8. Brain Reeeerch 199(1980) in pr898 
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t脅養繊維芽細胞厳におゆる過分極性腺興奮現象の主主浬学的研究

岡田祭伸( h(1lIi大医学部) 山時俊一{生狸研}

地餐線維!fL細胞は，臨への縄械的立は暗然ft岬Jð般に対して， 一過性の過樋

臨時〈醐的-2SmV )師す耐一組の「剛性」聞して同LJ 型1ζ，
泊当匂条件下では自開的にその腰応寄を繰返す所の腫惜位阪動(羽聞がH 回 1

j}) 師す?ζれらの臨時は主としてドのコンダクタンスl!IlC囚令ている
2.3> 

Qf.ò{，圃々の電気生郡学的実駿比より明らかにされている;

ζれらの点を閉まえて， 日浮世!とは当共同研究から 6一部研究開補助を畳".

'"の鮪点を明らかtとする廟が出来た.即ら白 (1) 刺殺で携亮された験応Eの織

合でも，白斑的膜電位躍動の鋤告にも l まず Ca2+が細胞外から艇を倣切り輸

追されl それによる細担内 Ca'H鴻世楢がいわゆる Ca2+_ a叫".同d K+ 

channal の山口令但し. K+コンダクタンス上昇カ巧 l記される耶が1 そのイ

オン機序である明治宝判明した?(2} 乙の細胆膜". ニ ， 三のIn精密白 ( ß- リ
ポ苗自信ど }により化学的にも泊分極性の盟店罫争尭生し，それに続いて活置

は貰欽作JH~示す!JJb:寝転たに明らかにéI勺たo (3) Xζの細胞は貧欽のみはら

ず，固形肋由の首1H描揮に行い，乙の定量的鮫療が，攻而wpoly-l-lysin 

u ‘. 叫

‘H •• 

• 
‘。岡.

-，・

。

4丘品

弘-

J 
4ニc:::己主畠



(PLL) や繁外線 (UV) 附射により処閉されたラテ y クス ・ ピーズ..111いるm

kより可能とは令た.ζのピーズの続.l.!ifii役与自体では膜低位iζ伺の膨'も与

え'.いが， ζのピースーの世食能と，腰応書提生能との間にはよい対応聞院があ

2+ ~ fニ(図) . >(.膿1(;害の原田である c. 流入を制掴する所の各団イオンや

鎌聞はすべて!{食活動令色銅糊した. 判 ζれらの絡結果から， ζの L細胞に

おける過分断陀眼応菩は， caE+ 蹴入を蝶ヨ?として，貧食，倹飲活動..中心と

した細胞般の直効性lζ関毘する所の，膜の一団の「興信J !11M!であるゆが示唆

されに.

以上の研究は，当数蜜女三参院生の土田和興民と共同で〈よされたものである.

{宜献〉

J) 宝 Okada 白色 81. (1917) J. Membrane B101. 85. a 19-335 

2) ';l. Okada eも 81. (1977) J. t.lelllorane 8101. 35, 887-850 

a)G.Roy~長 Y. Okada (1978) J. We悶brane 8101. 38.347-357. 

4) Y. 0並.d. ・ t 81. (1979) J. Wembrane 8101. 47.357-376 

引 Teuch1ya et a1. (1978) VI In色 Consr. B10phys. 
(Abet.r.) pp. 228 
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上Bl細鹿取にお回るイオン透過と能動.送

高厳被瞳(阪~t大臣} 山崎』俊一〈生P~ijf ) 

腎，I/j統駿，鵬信どの上皮細胞は同一細胞の鈷匝倒が全〈働はる掛町透過 ・

愉通機能.HI らはがら ， 両面が統合して鋤〈乙とにより屯嗣百や簡の体内句史担

金実現しているので.乙の縄障の解析的研究世叩開発会検討しに.

上直細胞酌ζ対する生思11ll能面からのアプローチは①上直細胞シートを陳ん

での短納得流Jt酬による肱動舗道イオン舗の醐宜@ラジオアイソトープ桂信ど

による細胞内外の物自舗迭の醐定③細胞内田位と細胞唖間fG:僚の同時計酬によ

る帖瞬間細胞燃と媛膜開細胞牌の生型活動の制析が喰げられる.① ， (j)につい

ては員時聞にわたる賢官した生m活動会毘思する棟本の作血と谷間相官の幡微

liI検定訟の聞尭が修めて重要である.@κついては組微小電磁使則条件下で1

電錦町および拭披役与主厳が可能〈証拠駿テャンパーの作成が軍聾であり白以作

と!l!1U.置ねている.

-7j，生!t'4'的アプローチとしては膜災面のリセプター，舗道キャリアー.

m茸の同i.iLと限面上の~"Jを明らかにする ζ とが置量iであり，緊急の際岨であ

ろ.



分溢過程におlオる細胞内c..日イ方ンおよび感電位の動鏑

4サ 11正明{京大医 3 亘 弘(生血研}

分総通自の凪山際t・~調べるべ<. (AlWIクロマフィン8闘争州い細血レ

ベルにお付るアド νナリン (Ad) の融問現象. (S)タロマフ 4 ン・fil立を問い匝飽

レベルにおける Ad 敏悩 7検討した.

仏舛副腎儲四舗のコラゲネース処理により遊園置して〈るクロマフィン傾胞にお

"トいて. (Ca .. T)olC.依存したアセテルコリンによる Ad蹴出がみられた.

c. イオノフ市ア A28187 ýJijいた犠合， (Ca2+)・ 1乙依存した箸l目 '.t Ad 組出

がみられた.アルセナゾ田舎!Hい， 細胞への c. の取り込み金調べたと ζ ろ，

アセテルコリンKより細胞内への c. の取込みが増大する ζとがみられた.一

方，眠沼IU依存祉の蛍光重化-i';，"f-;す白a・ c .-(砂金胤い膜Iß位争調べだと乙ろ

アセテルコリン. "'28187 いずれにおいても脱分令官克象が見られた.またアセ

テルコリン作悶では (Cl->' 会 (so~) IC.世換すると Ad It<出は仰制された.

(8)クロマフィンKí~ではその貯留 Ad が "g2++ATP によって特別的1<111出さ

れてくる.馴阻軒町ro.の測定. Ad 肱出の kine t.i c闘により ζの慣例金調らべ

てみた. Mg2++ ATPIC.よ ヲて帳院理~Ill位は匝分極し， ζの脱分極巾lζ比例し

た適度で~，て Ad が鉱敵的に放出された.ζ回現象は A 'I' PIζ柑興的で.，り，

かつ Ca ， Sr , Ba ~では剣県はみられはか・3 た. ll: ζのm象はKíl血餌 "8

ATPaae I乙よる ATP の分解と， ζれに couple した H+の能則的生とり乙み，

朝阻 K+ 目減tl\!>>IC.よる ζ と舎証明しに.まに. C1ーを SO~-IC.1fi換した場合，

ATP 分解掘にほ霊化が信い色のの. Ad肱出および開制限nt位の脱分憾のり勾ζ

何川向 8れ，乙の乙とは順位膜を介してのイオンの舗浩組匝が貯fflホルモン鍬III

由m蝉は叫.P でめる乙と令示唆している.

Pollard 等の鰍告と総合すると，クロマフ，/細胞において，アセテルコリ

ン比より細胞昭<G胞が脱叶帽し， Cø l;J(細胞円へとり ζ まれる.噌大した{C.2行s

lζよ・3て朝日と細胞膜との融合が引きおζ される.ζの暗黒順位は商 (Cl-)o

lζ躍し町上.l! wg2+ ・ A TP 作/11により Ad~1tt.出する陀いにる.

(文献}

口.j;生'J!学会( f自再処} 1979 

Jap. J. Phy・ 101. in press 1979 

Wembran・ Bioche岡1・ tr)'. ln press 1979 
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樽経芽細胞眉 NG108- 15 に封する {J- Bungarotoxin の作用と結合得式

神縫側担

脱仙 108-

151:，惜担駐

車において

神踊細胞と

しての分化

T果たし，

アセチルコ

リンを合成

阿部崎隆 t 新岡大邸側) 杉山1博之{生ßU研)

凶
c
d門
司u
a
4
m
m
x
b
F
h
m

唱1
Ha

刷

し，骨俗間

細胞と憐能

<<1'-' シナプ O 

ス令形成す

る ζ とカ〉旬1

られている.

本共同研究

では， c.の

NGI08-15 Celle 

Oifferenも i.色 ed UndiffeTen 包1at. ed

回

Cold 

βT' 

+ + 

NGI08-15細魁膜分画iζ対する』目I -ß-プンガロト
キンン (ß-T引の結合.. ;;.プチリル環状A"P によっ
て分化させに細胞と未分化の細胞の両者について検討
した.いずれの場合にも，日直剰のiP惜謙β ープ"/'IÍロ
トキ:..;/の作在によって(斜暢)。特S略的l乙ブロ ック
される結合部位i手段出できはかった.

NG108-15 

刷胞令聞い

て， -゚Bungaro包oxin の作用の仕方を検討する ζ とを誌みた.

8-Bungar。凶"0 はコリ μ作動性シナプス的細胞槙!と作用して，アセテル

コリンの紋出金阻官ずる ζ とが分コている.

結集.①NG108- 1 5 掴胞の浴餐条件令検討し， 主際iとシナプス令形成する

乙とを確認し，そのぬの賂遣を条例を纏立した.

<ìま t: ， 寸-，j l乙分化しに NG I08-15 細胞に対する 8- Bangarotoxin の

作1M"調べる軍一阻断として?先字削開園レペルでの作聞を検討しに結集，

生理的にII効収浪1stの数十倍もの副総置の 8-Bungaro t.oxin によって

も. 光柑自己~JIζ有意佳作用は検出され〈よかった。 ζ町ζ とは， 8-Bungaroｭ

tOX1ß の内川が比絞的特\\l的信 6のであり， 広範聞1<&ぷMう奨的なダ



メ ジによる 6のではないζ とを示唆する色のと宅えられる.

喧芹寺J'4怯結合llB位の釘無，検出の可非を検肘するにめ， 8-Bungarotoxin 

'i:1Ix射世ヨウヨミで棟織し， ζの 1251 -6- Bungar。色。x1n 令悶いてT すづf

Sζ分化した NG I 08-15細胞膜と全〈未分化の NOI08 - 15細胞腫に対する

結合会比鮫倹射した.

結集はネガT I プで，いずれの織合にも特知的輔合と思われる色のは検

出され右よかった(悶 h 乙の乙 t11 ， 8-Bungaroto x in の作用の化方

iζ一つの示唆を与えると有えられる.叩ら ， (J -Bungarotox 1 1\ 1i，特拠

的Itm若者位を含めた，多量kの$1.'<' 同臣庄の貌和駐を 6 勺て筋合レ，そ

のうらのー特見的$位への師会がS肢もクリテ f カル伝作用を示すととK信

る〈冒いかえれば，特鋭的作阿部位はあるとしてる特異的紛合部位は定綬

し緩いという乙と h
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筋軒睡にお 'jる情栂伝達傭序

伊厳宜11 伊蔵書房 名古且大学・匪

カエル纏工筋またはち事腿館館から単 車鍵した臨輯鍾では，求心性有償伸級

が畿内で宏、 8島にわた~て分肢を作り，その先端からそれぞれ世本の無鑓神

経線総~凶している.ζの無償神鼠の先端81\が伸録されると，費符穏健位が量

生し，その納〈て旺い無聞神経に沿って abort1v・司法・ゃca 'p1畑仕どの附

嗣樋川@介して有圃神緩未舗にゐる符号化膜が臨分極さ叫それが幽1111ζ遣

すれば求心性111慣が起る.ζの符吟化部は. 111抽型間紡緩(縫工商内 3 では 1

仰であるが， Il!I・E筋紡錘{千晶憾暗円}では檀世倒ある.ζの檀世倒の骨骨

化部の内 I I踊から起きた求心性放隠は求心性敏嗣ζ沿勺て"'偲へ伝導すると共

，(，側「ぷE射で他の分校iζ陪う持母化81\，ζ侵入し，それらを"軒町5乙クリアー

するであろう.各符骨化婦からの求心性鎗帽の尭生が at randomでゐると匝

宜した織合lム有髄州経・・~ælc師向依るバターンのインバルス刊が伸られる

か. point prooe・・ 7値q て隣府学的lζ解折する ζ とができる.乙れ7逆

に使って，実験輔果のイターバル ・ ヒストグラムとその予測ヒストグラムとを

比鮫検討するととによヲて，各符号化1lItで申内在住の肱慣~!・式~.別できるよ

うに信勺た.ζの古館7臥!って町筋鍾からの敏電駿式を分折した絡県，復依伺

の符号化舗の内 1 側が圧倒的に"'~Iζあるものとか，各符時化織が平司事'l活性

能力争時つものとか，その中聞のものも含めていろいろ伝聞が見出され，それ

ぞれの曲旬織式と有髄分校の臣さとの聞に一定の相関が且tH されに.

心筋の直列磁性要最の飽海

杉 晴夫 稽京大学 ・ 臣

骨裕筋の直j自l鱒性耳漢はJ<8I\分がクロスプリックの孫性iζ由来すると有えら

れているが，磁提はZ正胞は企〈世出されていない.ζの起離を明鑓比する ζ と

は間収輔の分子的際憾の解明K不可欠と有えられる. I延々は硬直 (rigorl 伏

'" 
昭和 5 2 年度

研究会
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腿の蹄~伸毘する ζ とにより，@フィラメント目。1'1<性令直接聞宜しうる田で

は佳いかと局ι 硬直状態〈外置のATP除去}にしたワサギ睡町のグリセリン

町令国々の程度に伸毘レ電子顕搬殿下に観察した.伸匝時の筋部民変化は He­

Ne レーザー光tとよ り測定した.世嗣観察の結果，町節の伸長 (8 - 80%) はる

つばらフ 4 ラメントの車位り合いの匂い部分』ζおけるア クチyフィラメントお

よびミオシンフ 4 ラメントの HmのI'Þ自による色のでありうる ζ とがわか・3 に.

ζの柏柏珂フィラ〆ント帥咋りの匝匪仰昆しうる乙と，したがってE抑l弾

性壇家の昌隠とはりうる ζ とを示している.

細胞聞の一つの情織伝逮線機について

首野義(~ 広Q，大学 ・ 樹

略班闘細胞，肝細胞はじめ各聞の細胞凶iとは形間学的にも明らかに鍾祭でき

るギ.ップ桔合が存在する.ζの結合$"週して，比鮫的分'f:liの小さい，す

匂わら分子品約 [ .000 臥下の細胞内駒聞が貫通している乙とが実験的κ椴告さ

れてお り，坦宜的1<6低抵抗の結合状飽にめる. I つの細胞lζ短時放副首Iをし

た場合の包趣電細胞とr.1I憧細胞の屯気~担電位の比令嗣合比 (coupl! ng raｭ

t，jo) として様現し，細胞聞の結合状鰻を融他化できるので，乙れを指僚とし

はがら各閣細胞間砧合の検索ができる.

ゼノバスの卵削鎌は踊微鏡下で軍事1t合わせて相互1ζ陸柚させると数分内に細

胞間結告か;~Eじ，鮪合比は湾普段的iとm大して柏田分で完成する乙とがわかった。

ショウジ，ウバエの唾液腺細胞開制告は結合比.O.8?:'示すか九乙れはトリプ

νン処理や Caイオンの細胞内注入で制合.，閑失させる乙とができる.また各

匝動物の肝級相どうしは極めて低抵抗で舶合されてお り ，例え1Iラヲト肝細胞

は結合比 O.H示す.と ζろか肝ガノ細胞は結合比 0.02以下でゐり，通常の

細胞とは宝〈児置の結合状躍である.

乙のよう K各国の生体細胞は臼時:.~および曲目吏換のにめの囲有の連結状

感があり， ζれが細胞内外の Caイオン限度や繊々白Øled1atorによって，剖

々と動的信霊化.，し'.がら生出機能をd匹見していると考えられる.



パラニューロンについて

小林 繁 新同大学 ・ 医

従来，神経系と内分!l!系と l;l~主体慣能調節系の両傾'i!'.すとみはされて各た.

しかしはがら近年の，細胞学の分野における研究費制の蓄積の結果，神縦鰍岨

{ニ a ーロンと同畿"Rlいる)とペプチドホルモン置生細砲との聞には明瞭'.

4健弊が情(，両者は，電子顕傑観的i乙明らかにSれる微細情遣の上から L 組

111化学や免征組磁化学的に解明される I~~Iの面でも連続的であるζ とが碕定し

た.そζで，藤田と小併/1)は I 975 年1<，箇過にはニA ーロンと鍛われはい

が， !~盗的にも代謝の蘭でL また亮生学的にもユ2 ーロノ!と似た一昨の細胞

をパラニz-UJと時人だ.下重体削旗艦車体ー上庄小体， ll'J隣岡田， !康助z

梢化腎の円分絡細胞はパラニ品ーロンである.

(a) パラニ a ーロノはe 分泌署長位またはνナプス小且〈両者の乙ともめる 1

'i!持つ.

(b) ，守ラニ'" -D :"'-l，i:..神経ffi~建物園と閉じ化学問田舎含/to たとえば，ア

セテルコリン，カテコールアミノ，セロトニン， GABA. ATP r" どが，

神経性ペプテドと同時に存在する.

(c) パラユ s ーロンは，外からの刺換に旺応してら知曲四H支出する畳平等分

泌細胞 recepto-spcretory ce口である.

(d) ~I'臨外旺E憶に出来する可舵伎が脅えられる.

パラユ，- ロン!と似た~えに英国の A .G • E. Pears& 教盟tζよって拠出さ

れた APUD(Amine-Precursor-Uptake-snd 0・carbox}'latlof叶院があ

る 12)ζれは APUD の性自を符った円分泌師担金ひとまとめにして APUD !(:.とし

たものだが，神経終末はい勺にん且出した伝選曲官舎円吸収して問ぴ利用する

性胃令持っている訳で，同憾の吸収惨情はアミン以外白聞置!とも存在するはず

である o Pearse の APUDl見は， ニ， -0 ンとバラニ 3 ーロンの盟副性のヲ ι

再吸収機惜のア e ンに閲する郎分のみを取り IJJ して組みたてられたと評伝する.

/1) 匡守のあゆみ

(2) Aroh. hist.ol. jap. Suppl，・ Paraneurons H 

9 4., 1975 

40 , 1 977 
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脳勝および大脳l!低篠におtする高次神経健機について

場原仲晃 生現学術究所

E簡における目覚と軍耐の速岡修'~T研究するためlム直置と直置下級の相互

作用HI!解する ζ とが軍曹でめると考えられるので，大画筆底崎および小脇被

郎幹且御盤機，.はっき研究の現状，将来の唖圏直'iIはど密封.するとと金目

的として 8 臼間，線中的花田捜を行い，/1(の結集令えた.

大闘基底紘の感覚と運動速闘機，.~き研究するには，先ず柳続問絡を値立する

ζ とがjz，唱であるが，そのためには，明E珂生J'l!学的手法，暗闘はどの継!聞学的

方法が必盟であるが，特lζ細胞内田P控入信ど，惰気車問学的m~と輔合で

きるWJ昨戸rr，方艇をmいる ζ とが，必要であり，かつ有効である ζ とが明踊κ

信勺た.また，将来は画像処理桂術により形態的所且T定量化する乙とが必聾

であろうと思われる.

まに，小脳也陣容宇都と感覚一運動自闘の聞匝を研究するためには，神経回

路がか信り明債にはってきているので，次の"テヲプとして，特定のシステ~

令モデルとして集中的iζ研究し，懸賞湿動を切りは信さ低いシステム的アプロ

ーチが有効である ζ とが-された.また.神経団路νペルの助的織鰭を問鐘

するζ とも置要であると考えられに.

大脳半E容の.位性について

柳沢修二 鶴見大 ・ 舗

大師lζおりる音声 ・ 冒語情俸の把魁の経由とそれぞれのレペルの情織の収納

邸位，と< 1ζ大尉左半E乱右半僚の判別と伺互宜配の関係はE年，新たは注目

T'"びつつある.ζの殴新由問題点について，知見T吏換してI!Jl・T!寝めると

共1<， ζれからの研努~向を聞伍するためiム/1(の緒正申書加そ得て研究会金

閣僚した.



米国ウィスコンシン大学教担(医学部 1 C. N‘ Woolsey 

l/I京医科幽H大予教団(峻出!If) 何回計ー

軍事医科働科大宇絢師(雛由研) 角田忠111

省手匡拘大学敏胆(医学部) 川村光畿

破京医科幽科大学助教置{医用勝材~Il 情本 事

東京医科幽料大学〈医学部} 守砧真一

独協医科大金持教摺 膏硲 望

鈎協匝例大学助教控 野本昌弘

鈎協出向大学助手 谷口師法

問見;木学教盟〈飽学留} 術開密二

曲且大学助教控(俗学部} 闘中田夫

先豊容の生狸学的研究

金子寧週 生理学研究所

砂ト究会tl~唱はそれぞれ下配の研究発援令行。た.

1 大塚締測 カ〆網開彼縮担の有色油機の機肱.

2 串田幸餓 細胞内二軍築色法lζよる電磁刺入郎位の同定.

S 燭本Z鹿子 世相咽モザイク 111置と凧明エユーロンの空間的，分先的応害穣

式の開眼.

4 金子2駐車網膜円信号伝達路の主国学的.形態学的分析.

大部分の網膜鰍担は活動電悼を発生せず‘綬電位のみによる出書を苧すので，

Wら電気軒躍的細胞内信号伝達を行〈ょう.震I田の研究は電気緊強的信号伝達に

おける師担の特性るを切らかにするよで有劫えよ手酷そ鎚供する色のであり，発展

が則待8れる.大型まはカメ網聞の 4 同額の有色抽鳩が特定の健lIH噛(争H広及。

8 国領の目 ingle cone&lぴ l 闇領の double oone と， の組合せ金持つ可能

性令示唆した.ζの点が健立されれば光学閣僚舗による形態観察のみによって

特定の後捌胞の分光温度令知る ζ とが可能と信払色3世情報処理惚憾の解明iζ
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役立つ乙とと態われるが， そのためには微小分光測光生ど百劫信会長田が必彊で

ある。橋本は盤然とした税細胞モザイクを持つウグイの網膜細胞分泌応答特性

がコイやキンギ，と大きは相互H持つ乙と..示したが，その原因が担細胞の分

用者性の互によるものとまのか，神経団路の置。ζよるものはのか明らかiζなって

いはt、世子は o.型細川包と OFF !i'l.細砲の形醒学的相迎令指見し1ζれが世細

胞 E極細胞閣のシナプス比おいてJT>成されている乙とを示喧した.乙のシナ

プス機惜の解明が待たれる.

本研究会においては世細曲とそれに速がる網膜細胞の応菩特性κ聞する殿新

の研究成果の吏換が行伝われて相互理解が開まったのみ必らず，今後の問極点a

およびそれに対する研究方法の倹討が行はわれ， 将来の尭腫l乙役立つ討酷がは

された。

生体験の徹純情i箪

山田真智 石川容律 w大 ' I!<

同々の分子が集まって，純胞理E飽，細胞，組織や船官そして偶体争形成し岡

崎1 0，生理闘能舎詫現する.しかし生理槻胞の控現する分子集合は生体膜の情

成にあるといゥて過笥では信い.との思味で生体闘の微細h!t.ì査の研究，"，生邸

機能の解明1乙大きは役割を持つ.

脊椎動物の光受容組織である帽眼健細胞申〉位置容分子はすべていわゆる刷腔 日

の rll!ζ組み込まれて存在している.乙の傑低限の微細情通と臨円での乙れらの

分子の存在織式1 すはわち形，大きさ，配タj， 分布\4'i置など舎貧I子顕微鏡をm

いて形悠学的iζ解析した。

光畳務細拙である杯状体制聞の外聞には閉館した騎平状の杯明体獲があり，

Z白眼t乙光畳容分子であるロドプンンが組み込まれて局在している。凍結剖断

レプリカ怯で杯状体膜を組撰すると ， その E 町民は殆んど敏子が認められず

P両1ζは多数の限内世子が認められる.由子の大きさ 1 形，臨面からの提出血

は一線ではし配列は不出切である.外師の膜に含まれているタ:;，{ク官の大

部分はロドプシンであり z 膜κタンパク固が組み込まれれば粒子が見られると



とから， 外聞唱に屈められる限内粒子の大部分が，ロドプνン分子i乙依るもの

である ζ とが雄潤される.しかし 1 倒の粒子がロドプシJの 1 分子"相応する

色のかどうかは，今後iζ堕された問極点である.

一方 ロドプシμ分子から成るバクテリア (Ha robaeもer1um) の宮臣殿~1Ii

臣学的に分断し，光感受性皿の微細情遣についても倹討した.乙の好温幽紫膜

の光畳"ff!Ji臼(パクテリオロドプンン》は光聖書1\1:1ζ関係えま〈プロトンポノプと

して働き I AT?合由ζ帯与している ζ とがすでtζ明らかにされている o ~]'it ， 

乙白鑑円は映巾でニ縁体として存在してヘクサコナルは配列を示すのが按腹相

鎖'1'の食n錨幽では'n晶体のパクテ')オロドペνンの配列は才ルソプナルlζ信勺

ていた.

ζのように近{I:，光明畳般限の微細情活 光畳格分子の眼中における存在

織式が明らかK信勺てきている.

医学生物学と温調&EE・聞

亘弘 生理学研究所

組問庄帽子岨微鏡は 従来. 金胤~始めとする結品性駒田を対象とする研究

分野で縛めてよ <JIIいられて先た. !ちろA 医学牛鞠Fj色分匂 1ζおいて色柿常の

1 0 0附町制に比較しての高い遭過能，少いZ衣料III闘および荷分榊棺化への則fさ

があ り 岨向庄町闘の即日の可能性は大きい ものがある.

研究会においては， 綾田サイドおよび納品性拍慣を例制とするサイドから，

定奇型逓過f由民町制内その勘実昼食とビデオ技術 Envi ronm制t.al cell 

沼.支持胴の開発問qjlU備等についての鰍告がめり，割高圧阻輔の現状』ζ刻す

る医学生物乍分野の関保者の羽勝争深めた.次いで医学生物学サイドより純白

内小器轡の立体観策金行うにめたっての趨高圧電踊町窓媛，細胞円の特定の!II

分の溜IR~退色絵，篠宮地例制の鶴喜容についての線告が行伝われ，電子光学.

金属学および給品学関匝昔~まじえて，趨高圧III圃の医学生曲学分野への応用

について活発'JI/I酋が行伝われた.
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細胞擦の興奮

山際俊ー 住民学研究所

細胞膜の興禽現象は神経細血膜および筋細胞明のもつ説本的性自であるが，

その興留機能1<聞する最新白間見について研究会lζ省参加しに 8 ll:より精細伝絹

告がゐった.

膜のチ../，;f.ルと朋由物理化学的位置について句竹中，吉岡，北里，勝本，

高般の各圧から，筋4、胞体艇について過縦ll:.神縦筋接合形成について修山氏，

卵飽胞膜畳餅時の膜密化1<ついて宮崎氏より報告があり，報告犯もとず〈臣時

聞の飽互討諭により 膜チャノネル解明への総合的信アプローチの全体像7浮

び上がらせる ζ とができた.

1) K テャ ンネルとヒスチジJ残釜

2) Naチ守 Jネル白光化学<<'111織法

8) ザリ ガニ巨大神鑑の Ta11 curre l1も

4) gNa , gK. Cm と膜記電力

引筒小胞体の c. 道線

6) 卵細胞膜の電気的位置の解衡

7) 卵細担臨の拠禽とその意義

8) 神経・暗闇互作"1のまn vitro モデル

引総合討結

竹中敏文

吉岡 q 

Jt盟官

隊本卯一郎

溜S事実

官崎俊一

夜慌国太郎

彰山問主



隠31:働能へのさ主理学的およびヱ学的アプローチ

村田計一 策京æl\脳同大学 ・ 篭拍!ll'lllf

本研究会I!.~ては勝掴能に闘し円耳の傷械的伝動系における情徹の宵骨化lι

閉まり，各国昔・ ・ 脅Jl!1I!i取の繍簡lζついて工争的 ・ 生想学位らびに心思学的

信立働より Mぜられ，1/り多い'"身l~争解げる ζ とができた.

Hjnd 11鍋牛'"俊膜IIlI幼時の帽気抵抗霊化..蝿牛内/c.i蜘l入しだ微'1 、11盛~介

し，"し〈聞聾した方法"より肘聞して新た俗気l且..搾表した.その崎県は従

来附ぜられていた Oavlø の抵抗笹化田昌牛モデルとは一致せず， 1t!餓形fを畑

出弗生の耳切号を示唆し， 幽牛商動の理解応大きはIII・..与えた.峨らは非線形

性..場人じたアナログモヂル~mい， 結合管・=育抑圧現象信/，;，シ E 品レー

トレ.生l'I!?-fI'J 心理学的現JI>"iÁ庇瞬白非線形I't綴動により解放しI~る ζ と

を示しに. )(大野，.，基底澗の畳位と -IXニ a ーロン控火との関匝@表現する

儲割瞬間モデルtとより伝遺物園I/i出の陣式の恒定の 6 と κ ニ，-ロン尭火の

時系列~シ， >レートし， その統計的性院会」次エ 2 ーロン尭火除官lζ良

〈一世するζ と~示し，符号化槻情解明1ζ大きは手傷りを与えた. 大山のカ

エル開舗末摘での未精抑制に聞する'析しい飽祭事実と共lζ，平価すべき結果と

荷える.旬開及び丸山は各々宵声及び疑似音声刺殺..舛lい末愉での符号化Jj!い

は成宮聞舗での応答性"分析し，音声包織の生理学的像情解明に寄与する市大

である.又他聞の子音階曹の両日空!I蜘J1IRよる儀会の心理学的研究1;1在右両

学掠の扇動の非対係性を示し，再liú各方面で興味を持たれ，本会でも射線の対

象とタョ にI司聞の学疎開町立躍と共jζ興味深い.大巾の制官lと対する一次:，

ロンの問削倣酒仙の時間間同とò1!l!的ピフテとの聞係付げの新しも 、渇えは，神

経系での時!則的輔のæll!方式iζ新しい示唆を役げかけた.

山上の織は各分野からの~I!l!.t<且の吏換により ，研究者間閣相互の遮憐によ

り意義"，る研究会会持つ乙とがで傘た.

日本人目騨

J .Phy・ Jo l. Soo. J ap・n

幽且健志8

~ffèt学館

古瞥学会騒覚研ft

k修IlIJ店

99 , 851 

19 ,401 

1 9 7 8 

1 977 

I 97 7 

国D(引 852- 8S9 I 9 7 5 

H-58-7 I 978 
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陸銀促進物質研究会

弁上国次郎 東京医斜筒科大学

日本において現在極限由貿の研究そ強力におしi革めている研究グループによ

る最近の成事の報告会が行われた。睡況の〆均二スームについては諸説紛々とレ

て閉する所を知ら〈ょいといっても過言で佳い.しかし Jouvet争中心とする研

究者グル ープはカテコル7' ンとアセテルコリンを伝達鈎置とするニ品 目 ロン

の回路閣によって睡眠の〆カニズム令帯しく解明したといわれている.と〈に

100目的町uleus や raphe nu cl eu8 陀よる暖鼠のコントロールiζ闘す

る学調は乙れまでの睡奴研究の緑色録かしい醐面を示して与に.

一万，睡眠は体彼世によってコントロールされているとの臨盟から研究をi且

めているゲループが世界に三つある.11&早くから研究を開胎し，見るべき成

果令与げているのはスイスの Monnier栂土のグループて'<tろ う包後はすでに

睡眠主党尭物置として DSTP伝るぺプタイドを晴製する ζとに属幼し， その協同研

究者はその化学合成に成功している.またハーパード大学の Pappen.h eilller

教盟グループも案提似の研究を展開し， 睡眠物官舎間製しつつめると伝えられて

も 、る .

日本においては生理学研究所グルーデ，医科歯科大学グル プおよび斑mh{l

老人研クループはよって睡眠但遊物置が悶型されつつめる。

ζ￠研究会においては， 乙れら三グループによる般Eの研究成拠の線告が行

われー将来の戦術比ついて酎治された.

大脳皮質におりる聴!I:情報処理

蜘択懸ニ 鶴見大学両日

菅はコウそリをJII いて 10数年間聴覚情報処理の研究を行令てきたが， ζれま

で由成果争闘盟しはがら， 最近のr~究成果であるコウモリの大脳庄盟!とおける



聴覚情線の表示について詳述した.特に大脳皮質聴覚情微処鯉i>!1細lι研究

したのはヒゲコウ号リでゐる.ζの瞳のコウモリの大脳皮由雄宜野の剖%は

61-回 KH ，由音によ勺て週ばれる柑IU処出する ζめに使われている.ζ

れは，ヒゲコウモリがζの範囲の音を需生し信がら乙 I~ま疋{立"行勺ている

ζ とによる.との働き令する直冒.ý DS-CF処理野と名づげたが， ζ とでは

相対速度を表示するための瑚波数軸が紋肘拭にあり z また康的の立体角令表

示するための磁IIJ軸が周波世舶に田空している. ，!l! 'cより匝鍾信揖能を世む

複合晋姐f1Jl野について6fn密は観察~/'iい， 多くの!fl突が判閉した.乙だま

定位という特燃は1漫随令持つため1<符』ζ膳覚系の拒遣したコワモリを則いた

との成果は，今後の臨党系の比級生理学的研究を盗める上で.大き信手がか

りを与えるむのでゐる.管はとれらのIJf~定から大胆皮冒1ζおげるバターン/Ij

a債の機飽情成の恒現として detec tor割の妥当性について鎗じた.多〈の

~加者から舶心信対繍が行伝われたが， ζの問題lζ摘しては里花岡本がどの

よう'.パラメータを問いれば音声盟揖機構の研究が可能か巻治じた. ~ぎの結

集はきわめて明快信ものであったが，ーたび高等叫柏!日注ると ζの聞のîIï酬

は一変してしまうととを野本がネコの茨験について縦告した.乙のようは高

等動物の脳情報の多段位κついても憶本白考核は今後の研究の方向づけとは

る ものである.111田は心理学同信手法による仙咽処l'lllll情解明への阻みにつ

いてのぺFこ.またデオキシクルコースI~ .，mいに谷n ， 1寿H婦の街?究，同じ〈

村田の研究も新しい研究万世~Kよる肺栂障の解明として注目される. I 分々

時聞をわけで尭袋及び討省令行う ζ とが出来た ζ と色本研究会の成果由ーっ

といえる.

さ主体膿にお切る受容器とイオンチ ャンネルの構盗と縄能

大付 総 九州大学 ' I!ii

続初iζ行われた興衝性膜の Na ， K, Ca コ Jダクタ Jス i乙聞するセヲ ν，ン

ではs ホヤ卵{高雄吉) ，ヒトデ卵 (Haglwara )，軟体 ih柑ユ z ーロン

(Klse ).神経由 (Ritchie )，イカ巨大神続線維{腔辺，山陽}についてそ

IJJ 



11. 

れぞれ俄新の間且が線告され，括尭は討働が行われた.罰=のテe ンネル111柵

のlllfiのセヲシ，ンでは， b11ayar ohann・l( Yu・ 11・r) ， multi-lon1c 

11n81e-(118 channel(Htll ・L キナタリンによる終仮...ンネルのプロ

，ク慣例 (Ad aml) ， カタツムリニ皐 ー ロン白 c.テャンネル (Brown 赤池) . イ

お巨大神雌線鰻の縄問的微小J~Jt; ( Tasa It 1 )についての・告があり.出席者の

1聞で剣凶信窓且の査検が行われに.第三のレセプターおよびテ e ンネル由化学

的情躍のセッシ，ンでは電気的非興奮性腰【化学醜)のチャンネル (Edwa rda 】

軟体動物エ s ーロンのチ令ンネルおよびレセプター{大村，佐藤)。紡J'Ilゃテ

トラヒラメの化学受容{小血〉に閲する口演出行われ，特iζアプローテの測は

る小自の研究は出席者の興味をひいた. 部回目輯内帽の化学情盗のセッシ.ン

ではイカ巨大仰鰻絡線 { 竹中， 吉岡) .カタツムリ;:';J，.-&:1:"" (Koaりu k )1と

ついてそれぞれ般置の穿』賓の制介』ζ続いて活気1<綱引，mllが吏された.間後

の畳符艇のイオーベ加賓のセッシ，ンではレセプターとイオノヲ守アとのWI合せ

の互換性 ( Car pen同け，ザリガニ抑制シナプスの IPSC (竹内 L グラミサイ

ヂィンlζ代表含れるテャンネルの特性(l11 88n悶an ) ，終匝( 11111 ).イカ巨大

シナプス〈L11nAu，ザリガニ筋 ( Z ac ha r) について織を告と酎踊が行われ，窓

研究会は盛会のうらに終了した.限定されたトピックス1<闇し三目聞にわたっ

てU!rj l的信討様を宜ねる耳剛志各自で行勺ていた研究の間制点~盤塑い解決を

移動にしたどけではし研究者聞の田E捜解争深める上で‘非常に有甜畿であ

令た.乙の釧究会の終 り 1<当たョて出席者の全員がζのよう信会合金今後色倒

み置ねる必聾伎を縦圏し，そう労力する ζ とを答。た.

Brain R e a・ar ch Bull eも ' 0 Jan.-Feb. t979 

高次神経系の鈎縄伎と可塑性

塚原伸晃 生痩学研究所

神経回路網の偶成が豊岡的信色のか， 虫後由学習によ勺て形成される色ので

あるかは，おくから圏泊の対象1<信，てきにが， ζの問岨の実M的研究は，

Hu bel と .，・ 881 1ζよる大酎但宜領ニ. - ロンの反応"タ ーンが，生後醒々



田担世環境においた動物でどのように信るかという研究によヲてスタートしに.

そ ζで，窓研究生では， Wiesel .f(盟の罰遂を中心に討議を行勺た. "18801 

IJ:. 2 - Deoxyglucose 訟や，11!然生国学的方法lとよ・3て，生後，間服舎

一肌間目 lζ行った動物の oculsr dominanca column を調べ， 聞岨した側

の日から情母を置ける colu園n が正常の色のK比 して総少し，閉闘しはい側

から灯号を畳ける column は正常のものより，舷大している乙とを且朋ζ示

した.また， ζれに対する解釈として， columnが縮少した酬では，闘状突起

の徹ljiの縞少が，拡大した側では，樹状型乞官械の鉱大が， 細胞レベルでおζ

~ているのでははいかと示唆した.また， ocular doninance oolumnι 

ほほ直角に， orlentstlon columnが存在する ζ と を吊すデー タ 舎 も示し

7ニ。

ζれらの成制は， 高次神経系の特興住と可塑性の問題iζ軍甚な知見を加えた

色のであり ， 活晃な胃問や討論が行われた.

鎗費細胞の細胞間相互作用

官野鎌田 広島大学 ・ 幽

本研究会は西圃ストッ ':;1/1レト大学フ ザー教綬を迎えて。日本側からは主

として格幾細砲を用いて生化学的κE屯気生理学的に細胞間同士の相互作用を

研究している斑大の寺山教置に診加を要胡し開催した.

フーザー数回は現職の内111乙はテs ーピンゲンのマフクスプランクの経由生物

学研究所で熔餐細胞の世保生理学的研究lr.tf'i1の削〈出現した奇才である.先

ず研究者発表の罰 l はフーザー教授で， B T5 C2 という彼の櫨立しfこ噛製鋼の

地建細胞の細血相互作用を紹介した.す伝わち乙の細胞は条件の掴J!!により明日

気的細胞間班絡を形店する色のとしない色のとある.とれは細胞棋の班動性の

密化によ勺で.ギャ Yプ結合形成lζ醐与する面白目の細胞開中のtMすべり情動

が修穫をうける.細胞膜の疏動性-ã> NøKATP酵素的阻止~Jであるウワハイン

により低 Fさせるとギヤフプ制合形成の聞臨時閣が遅れて〈る.細胞聞i堕絡は

細胞輔の環境κよる変化で色勝甥されるので必ずし 6 細胞の遺伝的表由民よら
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ζtいS事分色ある.そしてζの地復細胞は上Je研先盟組の絶好のモデルたりうる

ζ と..示した.

寺山宮教置は肝薗細胞を川いてプロスクグランジン1 エピネフリン.コーチ

ソンの網阻腰レセプター機怖を調ぺた.その桔製エピネフ'}ンに聞しては正常.

踊細胞ともにレセプター令官するが.プロスタダランク:，..-jCT{しでは街細胞li

正常細胞と拠。てレセプターを欠加する.コーチゾンtと錯しでは両者曹的にレ

セプターに相i盤がある.以上より肝鏑細胞は細胞世盟袋現系が少〈ともホルモ

ン νセデターに閲する眠り細胞膜上に出現していることを証明した.

測研究代渡者グループの中からは宗岡洋二郎広大凶学部助教揮が大食細胞の

細胞相互間作IlI lcっき講演した.省本研究の継続のため本研究代渡者はフーザ

ー教団との国際共同研究1<両者合意し，現在日本学術恨興会にゆ制111である.

Bioehimica et Biophy理 ica Acta 872 , I 974 

Cytoblo1ogi白 Eu r opeal of C唖11 81010gy I 7 , I 9 7 8 

Na.tu r申 274 , 1918 

r.d目 ra ti ロ n Proceed:1ng 37 , 1 97 8 

Methods 1n C由 11 810108Y 8轡 I 97 4 

tNSULtN RELEASE lN EXPERIMENTAL HYPERTHYROIOISM 

R. Rodoriguez Unlv.Buenos A1ros 

ロドリゲス教慣は日本学術振興会 1 9 7 8iF症空換教盟としてアルゼJテJの

ラプラタ大学より来日された.生盟学研自1耐とおいて. 上配の損岨で~i演され

た.生体の血絡レベルはイノンュリノによって馴l激されており，牌はおけるイ

ンシュリンの分泌はさらに甲状腺吻'liJif:ルモン，成且ホル司E- :.r ， グルココルチ

コイド等lζよって調聞をうけている.甲状朗闘能克過では ATP-AMP 代紺晶令

介してインν2 リン分低仰市4がおζ る ζ と，グルコース蜘IJfJ.によるインン品リ

ノ肱出が 2 つのピークを持つバターンの解析信ど，間知見はついての尭記長があ

ヲた.



BRAtN AND PERCEPTION 

D. Y. t.lac Kay , Keele Univorsi色y

唱し哩物理主宇佐どで説々の知宜体験 T;llrrずる乙とは脚内崎婚を解明して行 〈

上で大き信手 111 りを号えて〈れる.四宜体験の分析〈よしに仰経慢憎の研究は不

可能であるといっても云ぃl!l~でははいであろう.問えば円運動をしている

randO/ll dots 舎見つめていた彼験者jζと ，てその超勤が停止すると 1 あたか

もそれらが迎方向1<四伝するように見える.乙のよう伝桟像現負良からヒント令

得て Barl酬と Hill はウサギの網膜にとのよう伝性闘争有する細胞を発見し

た.また敏昌終了後のテレビ受像恨のスクリ ーン上花見られるノイズはランダ

ムであるが， ζ申ょにボール紙の窓を固いてそれを動かすとノイズ申点が迫従

して動〈ように見える.ζの事実は視覚神経系においては各彊設が独立したチ

・ンネルを持ゥているのでは伝く守それらがEいκ迎抽してネットワーク金作

り干渉しあ勺ている ζ とを示唆している.

しかし信がらとれらの知世体験はそれ自体で神経惚情争予冨出来るものでは

4まい.例えぽ有包えまマヲカロフチ効果(補色残像) 1;1: 1 7野の単純血細胞の 鮮

が疲労した結果でははいかと思像されていたが， J't飢 i乙タ}桁した砧製それは伎

吋というよりも彼覚神経系の可塑性による色のでは信いかと勾えられる.

ζれらの酬にも 見られるように神経縄問の研究は匁1宜体験を闘の機I~I<翻訳

しようとしてはされるるのでははいし，またそうゐるべきでもとよい.脳研究者

は国々は匁l党体験κ柑応する闘俄IRを担且するζ と巻目差しているのである.

神経伝遺物質のリセプタ

軒山間立 生理学研究所

本研究会では。小股院で非公式 ・ 秘密信仰究集会である乙 と 4をねらいのーっ

として，神経伝iI肋聞の，)ーセブターのうら. 特に敵同の伝選朗自に範闘争限定
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して.lJ Fのようは内容で所舛からlAli1i~聞いて餅究会金行~f.ニ.

1) ムスカリン性アセテルコリノ畳手写体 i

a間 同〈太阪大学医学$)・出口俊夫(lI!J:(1I!立同経研}

2) オピエート畳穆体

野崎正1Il(鮫阜大医学$) ・ 高不陽司(取郡大学賞色?繍〉

B) Q A BA 受手写体

理!山欣弥{京怨府立医斜大学)

叫 カテコールアミン畳容体。

芳鎚謹也〈眠松医科大学 〉・ 吉岡正則(破京大"i'JIi学部》

オブザーハー・ ml野弘夫(山之内側議長中央研究i胃〉

以上の湖師の方々により， 1)ムスカリノ性アセチルコリン畳柊休部位の同定と

その代謝による制闘の仕方，グアニレートサイクレースの防性化との関係，

21オピエート畳手写体の同定と，総合繊式国絡性胃および術寛過開への畳符/.0の

聞与 . 8) OABA 畳符体の間定法と結合fii.1ùの倹討，前α ー受容体の同世r~の

倹:f. カテコールアミン ・ カテコ ールアミン受容体，及u'サイクリヲクAW Pの

特拠的同定， 定量怯の開尭， ドーパ E ン費?写体とアヂニレートサイクレースの

可m化分鰻と再鳩店主，等の間阻について眠術の知見.成梨の発型建 ・ 剖舗が行わ

れに.

織憾受容と化学受容機織の鯵点

。，雌宜主震 名古且大学医

機械畳容の宜険l種情に化学的要因が介在するという阻韓がめる.たとえば総

領膨側線磁のように水椛や綴動に応ずるとj\Iζ，化学問自I<~敏感 1<応ずる ζ

とが判qている.また剛~L動物の魅iIIゃ1I1í1lj種ではクプラと治がlllllζムコ多倒

閣が存在し，それがTIl!ロヲシ品ル頃のように圧篭鋤罫!~色勺ていて . h~.門事j

置化をインパルスにE復しているという匝且~.，る.一方，化学費マヲ甑‘その

質検過阻で受終膜はいし畳容掴砲の変形~必聾とすると考える者色ゐる.そζ

で町 ζの研究会1!.1dいて.障措置容と化乍費撃事慢嶋の接点~討1/1し，削1f.lctll



~舎置換する ζ とによヲて，研究のより一層の進展令はかヲ fこ.

峰雄俊英は味細胞の畳容駿唱位の面から，小野田法書，高木貞敏は唄疎の応

書について，亜に森田F血直はハエの水・塩衛費容留の分子情遺令働能から後

醐する報告があっ fょ.古向太郎はIl受容密から軍一暗貫ユユーロノへのシナプ

ス伝遣と領応との闇匝を，久田光彦はザ，)ガニ機織感箆毛から畳容個胞への開

陳的噌岨装置tζついて興味ある結果が報告された.また上原E誕生は鳥類朗紡錘

内に鯵外田級絡の一線や，鞘合繊線維が昆入する ζ とを発見し，その槻能的車

叫:~措定している.続滑による晒側鮪系感覚細胞申徹細情鑑Sとついての帽告は

正lζ本研究会の目的と，将来の指針を提示したものといえる.伊磁文k授は晒紡

睡におけるカルνウム ・ スパイ クの尭生が萱容揖婦に置聾えよ聞揺をもーョている

乙とを報告した.

NOVEMENT CONTROL , ﾁ CENTURY OF STUDY 

Prof. T.Y. Brookbarも. Univ. Oregon 

生体!IIの機能要素の生物々理学的性質

理 猛 東京大学 ・ 医

本研究会では宜休眠のl獲臨按嫌であるイオンテャンネ ，v， キャリア，レセデ

ターやそれに膨穆すると吟えられる表面電位，膜電位ミ容の鮪因子!と閲する生勧

物理学的信康涯の知見と園内の噂/'拍ヲ附究者 9名によって央々の研究的立織か

ら録訴して色らも、互に制組主換とすると共lζ， 充分1<時間舎かけて討議する

由と目的としたものである.研究会の正統の〆ンバーの所属民名.尭袋田111 ，

プログラム。 11ぴtζ各メノパーの琵高円容要旨は別紙縁付資料の;/Jiりである.

当自主慨にfi1加した人散は t配〆ンパーおよび同伴者と含めて 16名であ-:1t:.. 
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尚 9 名のZ湾横のタfi乙，当白省参加した神野緋太郎{同区京医樹大，生組>0'感光色

索令周いたイカ巨大神経の膜健也の光学的制定についてm 岡田泰伸{京大，底，

他~I! )が L細胞K見られる腫調!1立厳動現車と Ca 電波犯ついて')i;々追加発兵舎

行令た.ζれらを含めて復速くまで侵略聞にEり，熱心伝間際制織がはされた.

今回の研究会で倣われに生体幌I~，分泌間細胞嘆〈今井) ，小勝朗l子陪膜

{太田 L 町小胞r~$l (耳酉し興奮役軍〈串本，品111. 神野，山隊) ，ト

コ J ドリア膜(北且) ，卵細血眼(宮崎) ，鴨毘鰯腎細胞股{星) ，線維苦手細

胞膜{岡山}と多国綱にEったが，上記障龍要素， 臨の益ぶ的性固に関しては

すべての'~IC.共通するととろが多( .勝tと近年の生物胸部学的研究の;j!里民伴

い，互に共通する未解決の問闘が存在すると共1<，ある腕系で得られた衡しい

匁1見が他の醜系".週間しろる可能性のある ζ とが曲々気付かれた.その草昧

においても互の例報宜倹の車畿の大きいζ とが続怒8れたが， 今回の研究会は

その店{Itおいても極めて有意後であったし，また成功でゐq たと考える.

MECAHNtSM OF CHEMORECEPTO゚ FUNCTION IN THE CARQTIO BODY 

Prot. C. Eyzaguirre , Un1v. Uもah

自簿神経中綿纏舗の研究会

佐落語昭夫 東京銀老人融合研究所

闘病陪"1三 2 月 9 自{金】午後 2時より 10日(土) \1時記，生理学研究所にお

いて， 8名目蓄参加者が各自の噂門とする分野の問圃点について話聞を提供し，

全員で港予~I<酎論しと. 酎治の巾心は 「自律神緩中枢機情J 1乙闘するものであ

り，先ずζの分野の生盟学的研究の現状を抱鍋し，自律神緩中例区樋怖の今後の

研究方紛争倹討した.郡一日自の会1~7食4をはさんで夜10時過ぎまで行われた



が， ζの金合は』畑、国における自得伸経研究の将来の方向にと勺て大変有効で

あ勺たと悶ずる.

8 名の担世レた話題は次のようで'"る.

生田砂fにおける一般的及び白楠紳輯系の研究について

生血研における今後の研究についての抱負

体園調聞と桶環

直髄ー官髄，面環調節神経由飴

術調計醐iζよる自律神経研究

円幽緋ニ

入軒 宜

入来正軒

三浦光産

入門局+郎

柵闘争 ・ 自由行動下の自衛神経活動の計醐控衡の開尭とその即lj!1:閲する州四

県 ニ瞥石lJt

神経性血錨羽田偽情 新Il!掴

体性一信仰神経反射について 依磯剛夫

会の終りに当たり， 剖年度』とも生理学研究所で自f1J神躍中枢慣例lζ曲する同

織の研究会の聞簡の必聖位が全員一叡のもとに樋閣され，佐藤昭夫治勾 l き続き

向波書としてゆ珊するととに伝った.

今後生理学研究所を中心にζの分野の生劇学者，解剖学者。護団学者などを

古めて，自 fP憐能の神経性および寸リレモン性調聞機情の'"障の研究の覧車 ・ 討

鈴がi!I'"られて行〈 ζ とか盟ましい.

生理学におげる数学的方法

伊藤事現 名古田大学 ・ 国

ζのようとよシンポジウムが獣みられたのは日本の虫剤学においては帥めてで

あったと思われる.従来，方程式K表すζとはできるが世銀信非線形性のため

とて .111 く乙とはできなかった綬緩な止物理綾が，コンピ2 ーターのハード ・

1 フト両隠の遊歩Kより数値解折可能と伝り，乙のζ とは全主的学のある分野，

;alïi学とか生館学における数学的方法の成功iζ反映している.生理時において

も散学的方怯をいろいろな角度から検討すべき時蹴1<来ているのでははいかと
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いう ζ とで乙のシノポジウムが計画された.従来の生劇学の仲由中でそれ.，聞

くのは困難であヲたか6知れはいが， 皇位い新しも、研究館勢をめぎす国立畳Õl'I!学

研究所が毘直し， ζのようは境界歯械のシンポジウムの聞自由が詔められた.

山下の口演とディスカ ッ ショノが行伝われた.

1 序はかえて(各大 ・ 理 ・ 飛図書主皇居) .数学が配述の手段として以上の線い

機飽Hっとと，住居学者が朗f与してよいと恩われる数学の俄近の動きの紹

介， 数学的方法はそれによる予酬ができ低ければなら信いζι などについ

て話しがあ勺た.

2. W19n9 1"の NOn-1i n・ 8r Random Tneoryの股Eの生理学への応ffl( 阪

大 ・ 基鐙工 ・ 佐藤俊輔). Yarmara11a-Naka H:.始まる Wiener の理益の

生理学への即日開の紹介， 間阻点 . M!形理路との開眼はどについて賠しがあ

った.見かげよの非線形性について輯々は充分に縫車線〈はければ佐らはL 、

との甘、利のディスカッシ g ンがあった.

3. 1l!間情出舎もつゆらぎと population dynam1c8 (名工大 ・ 教養 .111水

昭惜) .ゆらぎ 4をもっ生曲現象を取り俄うのに確穆微分百程式が有劫である

ζ とが示された.

4 数理生物学におけるカオス{京大 ・ ~tl . 山口昌俊) .従来， 生田学4とおい

て般世的えま量が週線量で近似されてとり腫われてきたζ とは多いし，迎l乙!I:

敏が1I!組震で5，る微分方程式I~敏儲解折の手匝として厳散化8れるのが穆過

であ勺た.レかしlI!田量全般倣化したとたん解の織憎は主く宜っておオスを

生ずる ζ とがしばしばある.しか色 ζのカオスが縫徴的生駒抵の省幹動令本置

的に裂している ζ ともあるのではないか.

S 両性集団の生態学における融学的方法{京大・恩 寺窓英) .従来，生態

学はさι物m聞..単世の集団として倣ってきたが両性とすると衡らしL哨i睡も

生ずるし以外信結果が時られる ζ と もある.単位m聞の場合{ζは多〈の場合

現象は安定的であるが両性鍛聞とするとらょっとしたパラメーターの霊河tlC

対レて drastlcは砧m舎生ずる乙とが5，る.

6 心間活動出{立のンミュレーション(山口大 ・ 犀 ・ 伴隆之) .心朋の間働

Ifl位を目。dgkin目Huxley師tζ解析し{バラメ ーターはずっと多いが) ，抗

不盤採用の脇田作IIJ をパラメーターの型化で且明.薬物と ..'チャネルの蹄

合の Klnetlc8 .o;;t酸事ヲ起をよく説明した.

7. Nern・トP!anトPoi師制方程式の解法{京大 . Il< ・ 品川磁惚) .各イ

オンが服令費動的i乙透過する障の Plux ，膜円程'Ill分布j 臨調E位窃は



Nerne t-Plank-Pol問。n 方極式を解〈ととによ qて叫られる笹でゐるが

方程式が非蹄形であるため種々のE似が行伝われてきた.厳密t，解は級数

解として得られる.従来の解は級数解をなんらか叩愈昧で餌 l 項または車

l 次4闘で打ち切勺た司IK相当し，そのため園々の不合且H量生じていた.

8. Spreadlns depression のモデル由嗣介(名大 ・ 環研 ・ 夜間錫傍) . 

Spr・adlng depre困 a10n の生理学的総議は' という ζ とに伝ると今

一つは令きりし伝いが，その医限!J:regenerat:1 ve f~過程と r・h・cト

。ry'ζよ勺て保証 8れておりインパルスの伝導と共通する.多〈の人の

興味4をひいて国々のモデルが録係されており，現象諭的なものから Syn

apeB の機能~で組み入れた礎体111的怨ものまである。

9. La teral lnhi bi t. 10n のモデル陀ついて{名大 ・ 匡伊機事関) . 

Laterel lnhlbition のモデルの通常の取り担い万はまずその"タン

金与えそζから生ずる現象 ・ 常えられる LI の峨能 ・ LI の幽力を表す方

自式の旬曜の存在白E明はどで<1>勺た.逆』乙 LII1::ついてパタン陀は同の恒

定を置かずに生理学的信機飽のみ舎想定し，それiζよって必然的に生ずる

パタンが型はL I型ではければ伝らえまいζ と令臨定された条件下で示した.

1 0 学智tζついての RandOI!l Walk Yodel (阪府大 ・ 工 ・ 石原忠置じ

R . W. H811の学習モデルの解盟.後合的可盟性の Random Walk Model 

というのがその本置である.乙の園のモデルはンミ s レーシ，ンによ勺て

扱われてきたが，軍は初III敬学を使って厳稼K取り担えるととを強調した

も、.

11 神経イノパルス時系列および ORL学習過院におけるマルコフ性【東北

大 ・ 間研 ・ 巾浜 岡) .インパルス時高知11..倣かうためとの方訟を始めた.

情鰍I!I!III をI/;m し o・pendenoy という量令導入する乙とにより，イ r

パルス~J~ tonic 信ものと phaølo 信 6 の iζ分領する ζ とができる.あ

る陸自学轡過程の解析にも ζの方法は応悶できる.

12. ~夢細胞系の尭庄と制相系統樹[京大 ・ 煙西尾英之助入①各細胞の分

裂時聞は卵細胞からその醐胞に到る先恨の到の関数としその出世をきめて

やれば，ある時点におけるー倒休に属する師胞の次数分布は一車的K定ま

り，適当信条件下でそれ令求める ζ とができる.@神線組織のように栂E

Ir. Neも Work が形成されて行〈細胞集団を湾える.細胞聞の結合は・単

純"と正法ltljlC.したがって R田do国花形成されて行くとい他方ぞれが ・ 単

純 " 位。ritoria .z:.翻す場合iζのみ結合は生き盟るとする.ζのよう伝方

"3 
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世で・置錐"は Netwo! 包ぞ形成する乙とができる.

"神経回路網の自己組組{京大・工 ・ 甘~J俊一) .抑躍回路嗣が学習を置ね

てトポグラフィ砧合ないし特検抽出細胞ぞ形成する週盟舎適当信モデル告別

い学習方程式4争解〈 ζ とによ~て調べた.出来<bがったトポグラフィ筋合の

一郎金ζ わして色結合の再情成が行なわれ，全体としてトポグラフィ結合が

再現する.同じ人刀に対して国々の特徴抽出細胞が極々に巨応するのは方屈

式の"の多安定性による.適当信条件下では神毎回附掴はc。同引の。01-

U酬の儀信組町田町uoture ~もって安定する.以上において仰咽性の

シナプスが量聾俗世剖争巣す.

ζのシン;f-':>ウム-i-Y:..5l学研孫預で開隙された他のい〈つかのシンポジウム

と較べて異はる点はまずは診加者の鳩成にある.半数近〈は生理学者であった

が残りを数学者・工学者 ・ 物関学者で分ちあ勺た.テーマの性聞の必然の結果

であ勺た.色らろん蓄参加した生盟学者は平均値と較べると圃分数学的方法iζ関

心叩強い人々であq たし，世学者 ・ 工学者 ・ 相自!学容にはその逆がいえる.乙

れは当開とみえるが実はと ζiζ問聞があり， ζの醐の会合に数学陀関心の漂い

生母学者のゐが出席している聞は融学的方法が生腿学tζ恨をおろしたのはいえ

はい.将来，数学的方法治桂三震学にとョて亜襲伝情織をもたらすように〈よろう

とは怠加者一同が期待すると ζろであるが，そのような情配ははって船めて生

即J堵叫Z;<瑚解され必曹とされるようになろう.

細胞膜・師向信どのようにその血鱗が深まるにつれて物盟 ・ 化学との凶速が

ますます産出とはり，そのため数学的方法が有効に依りつつある分野がある.

他:15，巨大径三ユーロ ν集団が個々の elomenもや回路白併問としてでは々し

巨大伝線邸としてのみ本質的に可億えよ働能を尭降しているとの即解のためには

数学は不可澄と町考え方色ある.通信工学が併銀盟諸という数学射場て始めて

そのゐ;Irr的理解が可能とはったのと同じとする考え方であろう.

しかしだからとい勺て散学舎や勺ていればそのうちに生理学がわかるという

も のではぽいG ele m e nt や回路の気瞳o..>m組合司守可欠である ζ とは舗を符た

伝いが，実験生R型学と併行して誼学的万訟の可能性がたえず探られている ζ と

る必主要と且われる.

以上， ディスカッシ./をまとめて総治とする.



関口分泌s 聞ロ吸収の分子機綱 (Exocytosis and Endocytosis) 

田代 総 関西医大

細血眼.，介する舗道現卑lとは，イオンや低分子物宣伝どの膜を貫通しての膜

遇過のほかに，細血膜色身の形鵬学的霊化.，伴う鎗造現象として回日分泌

(exocy t.osie) と開口吸収( endocy同sis)が存在し，乙れら開口現象

(ey t. os iB)は個匝田重要伝槻帽の l っと伝っている.すなわち開口分泌It単

iζ桝北砂器，面白ホルモンその他の高分子曲目の分泌のみ信らず，ペプチドや

トラJス E ッタ _f， どの中、 '1、分子の分絡，政出にも隣与する.他方開口吸収

l率直自その他の高分子駒田の非特異的とりとみのJらはらず1 抗体，ホルモン.

トランスミッターはどのように広穫の畳容体との結合令伴う特典的信とり ζみ

lζ も関与し， 生体の団々の開閉惚情に軍事な役割をはたしている.開口現aの

研究は初期隠は形躍学的研究がその主流を占め，現象そのものの形眠学的過程

の概曹はほぼ明らかにされたが，現在では開口皿象のイオン調節根強制町，臨/!!合

の分子機序やそれに伴う生休眠成分の動きはど分子レペルでの研究が中心イ\'Jl撃

凶とはりつつある.

研究会ではA 形態判3アプローテを主とする刷工，山元，金関，小林，山

科 5岨， B 生化学はいし生物鈎理学的アプローテそ主とする毘野p 団代，凶

川らの 8 岨， C . イオンの動きその他由主Yj'守的アプローチ争主とする官官ら，

西山，今井1 佐々木，岡田ら . t吉野， aE野らの sm( 小川の追加討/11.，含め}

が報告され，活尭は討論があうた.

間口現象の研究は欧米と< I乙米閣ではζれを細胞生樹学的研究課固として統

一的10研究しようとする傾向が強〈山て来ている。現伍韓国では医学敏背にお

ける講1!;制を反映してか， ζのよう俗学際的研究を円滑に行う乙とは大霊園纏

はflHfflC.あるが，各1貧者の制介された研究内容には，たとえばm気生血的研究

と地醐的研究を併用する信ど学際的側究その鍔カのあとが覗われた.

125 



126 

SPECIFICITY VERSUS • RANDO岡田s ~ IH NEURAL CO附ECTIVITY

i
 
c
 
s
 

d
 
a
 
c
 

A
 
n
 
a
 
-r
 
a
 
g
 
n
 
u
 
H
 

i
 

,a 
h
 

色。
g
 
a
 

h
 s
 
n
 
e
 
z
 
s
 

J
 
T
 

。r
 
p
 

締鰻の腰系と脳1音怪物質

円. I純ニ 生理学研究所

本研究会の1ftいは日ぷにおける臨系の若L、~I究者の鍛Eの研究属阜の尭裂と，

脳内活性物置についてのトピックスの岨介であった.第一のテーマについては

品:の各研究者1<よって報告が行われた.

L ホ守L煩のシナプス小胞1<ついて 強飽医大 小西克和l

，.山勝111

2 コリン作動性シナプスのSもoioh1om申 " y

司巨大臣 大沢一爽

8. シピレエイ電気器官のコ '1 ン性シナプス小抱

東大臣脳研田代朋子

ι サソ '1 高索の Na-ohannelへ白結合 取大臣脳研岡本拍正

5 ソデウムポンプの徴細情.i1!l1C.(瑚する研究

慶大臣 出口修宜

6. 神経終末の有担小胞について 千大医凝理 F恒1 総

7 νナプス小胞のま化学的研究 也市大医 田中 !!� 

上記の各若手研究者は主として yナプス小胆の生血学的，生化学的側面lζ関す

る多彩f，J研究を亮表した.

さらに今回の研究会のもう つの狙いである脳内活性物置についてはノーベ

ル官受賞者 Schally 燭土の強刀位協同研究者の一人であ勺た宮I!V，の生化学

教盟松尾婚之崎士1<よ q で紹介が行われた.特に同同士の研究室で厳正控見



されたα ーネオエンドルフ 4 ン 1<.I!tての報告は傷めて注目すべき研究と思われ

fょ.

麟収緬の諸問図

週縦 突 破北大 ・ 医学舗

晒収縮IJI I~は分子レベルiζ至るまで.か"りの程度解明書れているが， その

分子庇応がh健闘に生きた町肉でどのように力金聾生するかは，まだ不明で1>る.

本研究会iζは乙の分野の省手の剖ー輔の研究者が怠加した.そして p それぞれ

の研究者は傍絡簡の生哩惜能の勝訴{彰，山田，辺誠，吉崎. lï.), !ðフィラ

メント情置の解続(務林，1llJ田，吉野，厳目しミオνン ・ アクテン分子反臨

と燭置の鎗問臨{井上，岡本，大槻，児玉，高健)1<閲するE斬の成果T持ら

帯。てリポート T行い，それに色とずき信がら，自白信雰囲気の中で十骨lと時

間金かげた突込んだ'tII・T行う乙とができた.ζれは今後の研究量調の上で7<

Z勉強に信弘且つ相互に与え合った研究上の刺1116 大きとt ものがあ。にと云

えよう.

1. t オシンの 2つの政部の欄盗と阻臨 弁上明男{匝大 ・ 皿)

2 ミオシン般飢の空検;，!Hいた情溜変化の険幽

岡本

,. ..ガティヴ敏色でみたミオシノ分子の1.直前III

作{頓貰宜大 ・ 臨}

陶磁{北大 ・ S量】

4. (:オシン ATPas・反応中間過胞のエノタルピ産化と町内の賄罪集

岨玉 型炉舷(噺天堂大 . III ) 

S 収輔の〈り躍しによる閤繍納庫生田産化 山田 侃広(大分医大》

6 骨陥筋中のリンlIt化合物の N.Rによる研究吉崎和田(:京府医大》

E 弘{主主理餅》

7. 1 繍鮫筋幽j拘'l!IIItt聾依の包源

11 ，.貧血臨収縮問の高時間分解能 x .，回続彰 噺夫 t 帝京大 ・ 医)
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8. Sklnned fiberの組織におけるニ三の問題について

~tiR俊.jj!，迎藤 克{東jt大 ・ 医}

9 トロポエン， トロポミオンJの分子I~置と Ca制師

大側壁雪国[九大 ・ 医}

10 師向の細いフィラメ μ トの橋苗 ‘昔体俊之( 1巨大 ・ 四}

11 紛いフィラ〆ントの弾性率のカルシウム漉度依存性

吉野茂也師自 由〈 三壷生命研}

12 カニ彼紋簡の x li!且折 削田隆一郎{硯北大 ・ 匝}

磁気尖鳴の生理学への応用

E 弘 生境学研究所

』直瞳生物学研究所，生思学研1t胃の共通臨世である分析室に羽入予定の@憾

調融石核磁気共鳴( SC-fH(R )の虫血学研究への応UJ Il:'ついて申肘舗を行勺

た.同時に肥川容易伝惚臼の舗をも行q た.

l 越市導磁石について

NMR O")盛度，.. 世紛の強い匝， 国度が高いが，使州事lSl位が失われると応:JH

性は低下する.. NMR に且リIlできて，匝m性のよい磁石のE援助凶 8ß.が国置

であろうとの結舗に遇した.また液体ヘリウムや液体安撲の消費速度はそれぞ

れ 5 P./day. 四 t/dayであるが， 今後その直置は YtOIC.r.t るものと脱さ

れた.

H 生理学研究での応用

国lE.9(晶l守きでは 1 H, 13C• lSNa. 31 pでの利削がある .. la_NI.IR は白間存在

出.99.85%と，1 く しかι 共同瑚放散が大きいため花自立が高いが，主体

の中田'"る成分の険出は H ， Oが!><て不可能と匂る.しかし， 8Htl時間の遣を

利用して細胞内外の水分布およびその勘き令矧る研究は数多〈位されている.

踊鑓細血のれと.. ..醐定し，正問細胞のそれらより大きい阻令示すζ とを報



告している.乙れは，厭明細胞には結合してい位い白自信水分子が多いためと

されている.また，自身の各部臨』ζおける T，および引を岡定し. TI. T: 地

図?作るという研究がゐる.ζれを Zeugmatograpもy という.

ζれによ勺て岨臨組織の倹出を企図しているのであるが知削じまでにはなお

数年令要するものと判断容れる.

また， pulseN t.l R を附いて商環血量の醐定を行信勺ているグループがある.

たとえぽ手の節分 4量的陣織の中lζ入れて世磁誼の"ルスを与える.応害 (PYD)

はその窃所で行Kょうのが轡恋であるが FIDの倹出コイルの位置をずらして駿

出する ζ ととし， ζの距健令 FIDのJにき Jきから血流速度を検出する.

"P-N ItI R を/11いて，目店 i 鎗触と車副燐俊イ".ンの化学主換を利mし守細胞内

の同を醐定する ζ とができる.綾近イギリ Jえの正~~堵である Wi1k1・らが，

生きたままの筋肉を別い，様化合物についての醐定金行'sったものを綴告して

いる. ζ れは 8 T の也管E導磁石を用いた色ので，感直的tζ大き〈向上した帖

弘充分信事首比のスペク卜川"分間以内1<悶られている.ζれを利川する

と，収縮過陪の俗化合物の変化を知るζ とができるのも ζの研究は今後也岨

K飛視するものと思われる.

参加者 山凹和広(大分医同大学)，向野能白{間本大学医学"")

削問問拍(置眼大学医学部 h 吉崎和田【京都府立医料大

~ ), :mfUtYi拍(取京太学般学ilII ) .お品敏(京郎大学

工許幹部) .赤坂一之(j;l線大学理学部九山野俊鐘(大阪

大学医学錦) .谷口 ffil峻(独協医持大学)ー踊野目弘(南

北大学非水前波研究所) .安河内昂【日本大学理工学""l

宮択肢9]( 取引#態学費ß) .飯塚雷太郎(綬応穣鎗，-KJ.

医学絡し IU中邦縫{旭川医科大学) .下山経平(函館工

業高等専門学校)， îj(凶好正(大阪大学鑑臼間研究所 h

オプパーザー 問崎 明(開校太学物理工学系〉
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大脳半僚の優位性について

ネコの大脳皮質剣一次I!舗の反応

野本日弘 111協医科大学

ネコの大値血買部-~.. 領の単一エユーロンの団々の音刺激陀対する応寄κ

ついて醐ぺた.ペノトパルピタ ール般腐酔または鰍麻僻で災験会行ったが，大

した迎いは見られはか勺た.

先ず串ーに，三つの張本的背蜘1I設として，クリ ック と白色級官加rst，純音

burst~ 1Ilい，それ場iζ対する応害をそれぞれ飽察した.その結県塑泊的lζ

考えられる 8 匝の納合せ中 7 絡の組合せに応害するJtlーニ::L -tl/~見出した.

クリック音fゴけに応害するユA ーロ ンは見つから伝か9た.乙れが，阿をE味

するかは不明である013られたユ zーロン 107例中一義多いものは， 三崎の昔，

総べてに応答する色ので的86%で.，った.ιのニa ーロ μの応答特依は， 3 櫨

の1.本作坤l/lt全部』ζ含まれている共通因子tζ応答するのでめろうと考えられる.

~I<多いのは純音のみに応ずる ものと， 三回の音，総てに応じ低いもので， そ

れぞれ刷20%であーた.以上のような耶実は，乙れらの昔1ζ，共通民会まれて

いる周波数成分に対して特徴的に応菩を示すと考えられる.

~Iζ桜媛な習慣l/ltとしては、周波融置調音 ( FM) がある . 支四球ニ=ーロ

ノは笹逝迎耐純音I C I .i応答しはいか"血統音の F " を行はうと応害するように

くEる.特iζ周波紋が，応笹野の翁界..佐留する時には応害すると荷えられる.

しかし伺えば且姫 FM 置に応害する ものであ。ても . rM bure t IC.は応答し

信い.乙れは音の ON の時lと強い抑制がかかり ， Fld burøもに応菩レ位〈信る.

FM burstlと応答するようにする山t，大部分が刊百由刊に迎続蹄育舎加えてや

ると F M 昔1 <応答するようにはる.ζの O N I1鳩山主大体放何 mS8C持統する. 

.i$IC 0 N 銅明却の膨曹の々いニ a ーロンや O N 興奮般の F "1ζ国畳性の高いニ

a ーロ ンも見られに.また FM 苛tι対する応嘗て守主徴的な乙とは，一定の周波

世111屈で-11UC.興奮性を示すものと，種々の刷波監絡線で興11'世を示すものが

観察された. す'"わら， PST ヒストグ ラム【 po.も- stimulus hi�ogram) 

で， 111餓性の 6 のや多飾性のものが昭められた.乙の多峰性を示すニ，-ロン

1" 下位酷覧車のユ s ーロ Jから興雀性及び抑制伎の入力が収束しているとと
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;，示唆している.

盟lζ非常i乙高次伝音網1i11岡子。ζしか応答し信いよう伝エ， -0 ン色砲めら

れた.ζれは安当比上， I刊記Eの=ユ z ー ロンを単純世ニ A ーロノと切れば。彼処札

ニ a ーロンと呼べるであろう.闘えば可単純な連続F .音では応寄せず。変調

理が大きくはる時1口ご 11一過性に応答する.妥~ ~I.t大き〈はる時と小さくはる

時だ11一過性に応害する.す伝わち P .奮の F M U:. t.ごけ IG吾する.児1ζE安るエ

品 -0:;では， <りかえし一世田閥則jで晋'~IJIIbura tsが与えられると， 音刺

殺に先行して応害するように信る.いわゆる期待~.:>-o;...-と岬ばれる色ので

あろう.型tζ郡 2ftとして迎絞白色緯苛金加えに時のh， 罰 1 の抽音;ζ応書す

るよフ匂ニユ a ー ロ J 色""た.

以上"刷出回1Ef!=."，，-Cl:"-で特徴的信ζ と l .t， !J震る特定の周波数僻鴎で或る

特定の時間バタ ン舎も，た蜘1I慢の特徴を抽出する ζ とであろう.



RESPONSE PATTERNS OF StNGLE NEURONS 1M AUOITORY 
CORTEX AI OF CAT 

M. NOlDot.o 

Dokkyo Unlvers1もy ， School of ld ed1clne , 
Oepar t.menも。f Physiology. Mibu, Tochigi-Ken 

Responsos of 81ngl・ neurons in t.he audltory area Al 

of unansst.het.1zed 08色 s wer・ ob包alned by mesns of もungusten

microelect.rodse 

Thrss もypss of sound s も 1mul1 namely olicks , whi 包e

n01 冒e burs もe and pure も one bursts were applied ・ epars も.1 ，

89 fundamen乞 al st.lmuli. The neurons s t.udi・d were 01ass1f1ed 

respondlng 1. 0 ・ 11 む hree. も wo. on8 or non8 of th ・s・ 8も lmuli

but no neuron was found respond1ng on1y 色。 olloks. Thss 

8uggests も h.ももhe f!r1ng of so問。 co'色 1oa1 neurons needs 

a spe01al 80und specも，um

Frequency m叫ulated (FM) sounds 同re generally rno問

effeot.ive in e1101t1ng responses than 色h白色h，・e fundament・1

8ounds. Response psも色erns も。 FM sounds grouped もhe oor む10al

neurons 1n色。もhree csもegories aocording も。 the shape of 

their PST his もograms. Firs も. a 'Iharp monopea匙 respons・ 1n
, 

the PST 8 W88 of包 en obs・rved. The sscond 包 ype of neurone 
, 

showed も he broad monop・ak PSTs. The last もype showed も h.
, 

sharp mu 1t:l. pea昆 PST a. The 1aaも response psももocn園 suggest 

'h'ももhe n8uron the obeerved receives もhe eeveral convergen 包

inpuも 8 from も he low level of neurons whioh pr・sumably have 

a nsrrow tuning curve 

All n・urons 聞 .n 包 10ned above were c1ass1f:l.ed 88 a ・ 1mple

包ype but the comp1ex 也ype of neurons wss frequen む 1y found 

re8pond1ng on1y 1.0 80unds w1th complex もempo ral snd spatia1 

patt.erns 
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POTENTIALS OF 叩E SUPRA-AHD SUB-RETtCULAR REGIOHS 
I N THE ORGAH OF CORT 1 

Y.・uo 'l'anaka and K・iJi Yanagisa.. 
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Source8 of po~enも1&18 anoount・red dur1ng ・ le。もrode

p・ netraも10n8 fr。肌 the round window 色。 the 80818 med1a 

.ere 1nVBS 包 19atsd in 色 he guinea p1g oochlsa. Reoording 

."・8 of po 包 entiala were ld・ntlfi・d br a naw !l¥arking 

む・ehnique of Alcian Blue. OC po包 enも 1818 I"aoord・d 'n 包 he

lubtectorial ・ paoe 色。 wblch 色he upper aide 01 tb・

，eも lcular mambrane taced. wer・ o.・ tly 60-10 mV. Tha 

ooohlear microphonic8 of tbe apao8 wer・ pha.e-reversed

色。 tho8e 1n the 80818 もympani . Thsa8 fao 色・ 1ndioa ‘・ th.も

もh・ p。‘ enも 181 01 the 8upra-retlcular r・g10n 1圃色b・ 881118

88 1n th・ acala 固ed1a. 'l' h・r・ forø ， 1 も 18 obvlou8 も haも色h・

subte。色。 1" 1a1 epace communloates .1 包 h tha 8081. medla and 

，。もh・ 8 ・n8or1 hairs of ha1r oe118 ・r・ b.もh・d 'n もh・

endolymph 01 high P。もa 固 ..u国 conoen 色 ra t.i on

B。色h 'n也，..・l1ular and ・x も raoellular dc po包 enも.，・"

。r もhe 8ub-reもicular resion were une もable 8nd もendød t.o 

move 包0・ard po日 i包 ivø polari 包 y . The phaae of miorophonioa 

・aa aim11ar Lo Lha色。f 包he 8C・ 1. t.ympanl. Problema tha包

arlae in undera もandl ns も he une色 abl・n・ 88 of t.he p。‘ .n色主."

ac・ a も 111 under examlnaも 1.n



AS'fIOIE'l鴨y OF OLFACT I OH, EMOT I 0H AND AUTOHOMIC SVSTEM 

Tadanobu Tsunoda 

Wedical Re8aaroh 108 ‘1 也ute . Tokyo Wedtoal 

• 0・nも・ 1 Univ・r・ 1 色'1' '1' o lr. y。

ln 1914, Teunoda found もhaも 1 0 包he Japan888. hu臥 ao

V Oi088 ・xcepも epeecb ， or188 of animala and ch1rps of 

1ne8Cも 8 88 W・1 1 88 ateady-s色ate yowel� 8T8 deal 包 10 も h.

varbal hø田1øph・ r8 dom1 na noe , buも tha包 1n 包 ha "88 ‘"n・r ，

也h086 8r・ 1n も he non-v8rbal heJll1aphere. In tha '91' 88色 .rn・ r ，

th・ verbal hem1ephera deale ・1 色 h ，・ rbal 80unda in the 

syllabl ・ un 1 も8 oon 也ai n 1ng oon80n8n 色 8 whioh 8 r・ 8xprea 園・d

by 10g08 and deala w1th calcula色 100 ， while 8 1D。‘ 100.1

voioea ・xpr・..・d by pa‘ hOB and or188 in 色 he natural world 

are tn the non-verbal hOlD lspher・ I n もh・ w.. 色8rn8r ， th・

dOlDlnant hem1sphere deals _1 も h 10g08 and the non-domin・"'

h8 J1liB phsr・ deal自w1也h pa包h08 and natu T・. On the oth・r

h・ nd ， 1n 也 he Japanea8，也h・ doml n an乞 hem1aphere dea18 ・1 也h

10g08 , path08 and naも ure， and もhe non-dom1nan む hemisph ere

dea18 .1 也 h mater1a19. In ・ horも， 1n b。も h the Japaneae and 

w・a 色erner ， 10g09 18 10ca11zed 10 も he verbal hem企 .ph・r・

目。wever ，もhere 1s a d1tfer・oce 1n も he 100aliza 包 10n of 

patho� 8nd em。色10n 1n the bra1n be もween も h.聞 Th.

dlfterenoe 1n the mod・ of recogn1z1ng eound8 主 n もh・

natural wor1d (也hat 1.8, t.he difterence 1n 色 he localiza包 10n

。 f P・ th08 and ・m。‘10n) 1s presumed to be 0108e1y r・ 1.も・d

'0 色he d 1ffer・noe 1n もb・ mental stru。色 u re and cultur8 

between も he Japane8e and 包 he 'ifes も・rner (も h. 乙heory of 

固.n も・ 1 8truc も ur・ and yowela). In the prea・n 色 8tudy 包h・

author tr1・d 色。 oonf1r回もh・ abov・ hypothe818 by amotiona1 

"ラ



13. 

S 色 imula色 10n 01 human 01faot10n. 

Ma t.er i!祖 1 and Uethods 

The Bubje。色B conalsted of 85 Japanese, 2 whl も.
Americans brought up 1n Jepan, and 7 Wea包 a l" nera havlng 

European langusgea 88 もbeir 個。也her む。nguB， &11 of whom 

indlo・包 ed 色 he normal 也 ype in the dominance も e.乞 (Tsunoda) ，

・nd bad normal S8nS8 も 100 of BIII・11 . For 811 or olfacも or，

S包 1mula t.主。n aloohol for dieinfec色ion WBS uøed, and parも 11
employing perfume. roe・ fragranoe ， 6yo10色。1 ， laovalerianic 

acid snd gamma-andecalaotone. i t W8e confl1'med もh.ももhere

was no dlfference of effec包 exiated. A naris wa固 cloaed

tighも1y with an 同色。ottoo to 18t a 8ubJeo 也 inhale a 

whiff of sloohol genも 1y on08 frolll an。包her naris avoldlng 

direc色。on む .0も .1也 h も h e narle. Immedia 色 oly alも er loadlng, 
do固inano・ of 1 KHz pure も on・ "59 exa間inod. Whenever a 

dominance changed from that before loading. changaa w1th 

色 he lapae of も ime ara followed by every 10 m1nu乞 e9. After 

8uff1c1en色色 1me 01 in色arval. or ・ven on aome 0 もher day , 
色he sama teaも 18 carr1ed w1th exehangad side of nareo 

h8v1ng an \9aも 00もむon 尉 w8b in the naris where 色。.包1悶ulat10n

.8S g1ven before. Such load1ng tesも waa carried mora than 

a t.1l11es .1も h the sarne eubject on d1ffersn色 days

且盟且担旦

Rsaul巴. .，も h Japanase: The dominanc� of 1 KHz pUre 

包 one w1 む h 85 Japaneae before load1ng the olfa。色。r1

at1mulation waa 18.7 dB 1n noo-verbal hemi8phere, and that 
of vowel "a ・ "88 18.4. dB 10 verbal hemisphe.re be1ng 1n a 

symmetr1cal rela 包10n .1もh øach 。包har. AftQr giv1ng ao 

olfs.c 色。ry et1mul s.も 10n to 包 he nar古 S on the 88mB s1� a・



non- v・rbal bem1spha同 (rlght naris ・ BO ， laft narls: 5) , 

domlnanoe of pura 色。na hard1y ohanged ind10a包 .n8 巴 h.

rasul色。f 16.8 dB 1n non-v・rba1 ham18phara , in whioh 

however no s1gnifioant dlfference was obssrved 固も。oh&s­

色ically (O.05(p). After g1v1ng sn olfao色。" .包1mulaも 'on

色。包he nsrls on も he same side ss varbal he鍋isphere

(1 ef色 narh: 30. r1ght nari目・ 6) 皿ar~ad ravar8al of pure 

色。 n. 色o varbsl hamlsphere appesred. and soon 8f色.，もh.も

the do�nance became ¥9.4 dB 1n v・rbal hemlsphere (p(O 凹H

I も was a180 8 も。chss 色 ically idantlf1ad 色h.包 among 包h.

rssulも陣 。f pura もooa domlnance bafora and afも er g1ving 

olfactory loading , there waa a mirror-l1並 e reversa1 (0.05(p) 

1も・a8 oonf1rmed that the Amer1can8 broughも up 主 n Japan 

n。色 。nly ind1caも ed the Japane8e もype domin8noe pe 色色"n

but 8180 showed も he same ra8Cも 10n 8a Japanaae again8t 

。lf8c色。" .色lmulatlon.

Resul 包 8 with Wes 色ernera: A8 色 o 7 Wae七arner8 again8 色

any olfacもory s 色 imu1a色10n e1 色hsr 1sf色。r righも. change of 

pure 色。ne domlnsnc9 W88 hardly observsd 

且担些皇旦旦

Generally 1n aensory-m。もor nervωcontralaもera1 nerve 

fiber ahofls dom1nanoe, hmrever, in 0899 of 01f8c も 10n ， be1ng 

diffarent from other orsnia1 nervea , unila 包 9ra1 nerve i8 

8Upp089d to ahow d。悶inance hav1ng a 010s& rø18乞ionship

..色 h h1gh� �otiona1 brain. Gordon and Sperry (1969) 

conf1rmed by olfacも o 1'y teaも with bo もh sldes of human n4re� 

aft.er cnmmiøur。も。my th8も olfa。色ory peroeptlon 18 respon�1ble 

on1y 色。 øtimu1stion of the nar1s on 乞 he 8am・ side as fsr 

89 ons h�laphere 1a ooncerned. A sosn色 given 色。 righ色

nar1s cllnnoも be expressed by language 1n the non-varba1 

hemiaphere. buももhe aubjeot oould oorrøc も 1y 8elact a 

。orreaponding aubatance with h1a 1eft hand. Gordon e も .1

m 



1)8 

eonfirmed もhst a stlmulaも 10" from righも nðrl 目色o oon-

verbal hemiaphers oauess emo 色1on41 reaction 色。 o. The caee 

of Gordon eも 81. 18 considared 也o have mora apparen色

independence of both 1stも and righ色 brains dU8 t。

。 ommlsur。も0悶Y ho wωver ， 1n 叶18 author'a 01f8。色。'1 .も imula乞 100

。f b。色h sldss. too , JapaneS8 having 1sfも braln do図1n8nCB

rascもed 001)' も。 eも imulaも1008 00 1・fむ nar!s and not 

rssponded w1 包h rlgh包 naris B も1悶uh包10n ， which idan も ltied

. .色rong independence. The phenomenon も hat domlnanoe o( 

nOn-verbal sound 18 reveresd from non-verbal 色。 verbal

h.固lsphere 08n be found speOlfloally undar language 

activi t. isa, Buoh 88 readlng. hearing snd speaklng (1969 , 
Tsunoda). Tha appearance of 色h・ B8m6 phenomanon by 

olfactory 8も lmuls包1008 lndicatss thst via em。も 10n81 braln 

Bnd 8U色。n。悶 10 nerve s}'a t. em, verba1 hemispher・ 1s et.1mulat.ed 

and t. hU8 もb・ .uも 00. 也 1e sw1t.eh meehan1s固 work8 to s"1色。h

ovsr ths verbal hs悶1sphsre side. As exp1ained above the 

phenomenon もh.包 among Japanese e因。もiona1 s も 1mula 包10n by 

olfa。も。ry senSB seも 8 se1ec色 ively to verbal hemisphere 

on1y we11 endorse the hypoもhes1包。f Taunoda sもat1ng thaも

the bra1n in rela 色 10n to emo も 10n of Japanese eorresponde 

.1 も h verbal he咽isphere. As 色。胃..もBrners もhere wa8 n。

reverss1 phenomenon of d。図inanc・ 1n non-verbs1 sound 

ags1n8も e1ther side of olfac色。'1 .もまmu1a 色 10n ， whieh oan 

be explained も h.も when 118包ening も。もhe insも rU/IIental mus1c 

山町e 18 no reversal 1n dom1nanoe of pure tone ( 1969) , 
もhus eerebral hem主 sphere 1nvolved も。 .m。包ion being dominan色

。n む he same s1de as non-verbsl hemiaphere，色he swl も ch

/IIeohanl園田 doea noも work by em。包 10na1 s ‘ i困u18 色 lon. Sinee 

wh1 も e Amerlcan8 broughも up 1n Japan showed the same 

d。箇inanCB paももern as Japansse and reac 色 ion agains色。lfae色。 '1

固乞lmu1a包 100 園 as Japsnees, 1 も was clarifisd 包 h.色 dtfferenee 
between Japanese and Westerner 18 not baeed on 乙he goneも 1c



fac色。 r bu包 some posも，.色81 snvironmenもdfa。乞cr ， 1.6"  

differenCa in languages 
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医学生物学と超高圧...

世界の超高圧・・の現状と将来への展11

総本相次郎 大阪大学 ・ 工

現在他界中で稼働している BOOKV臥上の加速電圧を色つ坦高祖庄信子顕微

鏡は51台で，盟問が決定している 6 のが I tlである.

電源の宜定置や1幾械的えtfi措置や宜定置が同じであるとすると高電圧κはる佳

節合がよ〈信るととが多いので，也子顕微飽の屯庄はζζ 16年聞に500hV，

750附， 1.000町， 8,000 KVと高められた. そして.i!'散の干I力低研究者が乙

の分野で目ざましい店主黙をゐげ舗高恨圧電子顕微鑓の有効性が明らかにされて

主 fニ.

すでtι昭商電圧電子顕微鏡学のみの国際会議が5回も聞附され， 日米セ E ナ

ーのよう伝小糠慢の国際郷会， B 回ひらかれ，次舗に町岨研究の歎が憎しつつ

める.

今後は，従来の研究Hi'考比して， 色々の分野の研究iζ適したユニーク信組

高低圧昭子制徴鍵を健Eし，その分野の研究溢屈に寄与すべきでゐろう.立乙

れを，流動研究員の制度等を活用して〈よるべく多くの研究者が朝間できるよ う

にすべきであろう.

従来は給品性問置を研究対象と切る斜学分野で極めてよく剤いられて来たが，

今後車学生物学問悟への応階研究Iqm花伝鳴いでmいられるのでは信いかと

慰われる.

現在までi咽陥れている甜荷電圧館子制微S理学の限要を霊智の身近'"問題をひ

ろーて述べ， 今後の研究の過8裂の著書考lζ資したい.
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館高圧'・m内その喝実駿〈且 n situ experiments) とピデオ銃傷

井村 曲 名õ由大学・工

昭商圧健子顕微鏡令制則する醐の研究者としてはp それそ1恥、た研究手陣の

置所令縫‘効巣的tζ利用すること~.;:時えるとともに，短所をよくE議してE そ

れへの対応策信いし相自n的手段令用意しでお〈必曹がある.

!を来の電子顕憶観の場合よりも ， 飽策時の阻料の周辺iζい〈らか広い空聞が

得られ，また，隊い話料の遇過観望書ができるとともとのJ5Wの大き伝特毘で，

それにより，制回した匝意の曹凶\l{<1'での昌利のその勧銀繋(in a1 もU ob-

se rvat1on) が可能にはった.

しかしはがら，担割の也子線照射回傷を鈍刷した観察や，動的現象の迎鋭配

線法i乙対するj目立が十分にはされているζ とが，乙のそのUH疑験法 (1n situ 

剖;per1me n吋の可mn世"更に高める上で是非とも必要である.

生物，非自L曲舎とわず，その場実験を進めてゆ〈上では， (!)env1ronmental 

c�l (あるいは!U.ICcapeule )を初めとする橿々の館料処理後置の間嶋・

改良と， (2)御影 ・ 配録法の改良ないし，金〈新しい配線訟の開尭信どがとれ

からのポイントと伝るものと思われる@また，それととも 1ム CTEY.よりも険

出冊目事やコ J トラストが良< ，従勺て，畦子線開射IlH輔の低減と念、高速度記

録由可能性をひめた HV-STE Yの蝿腹と躍川を十分検討してみる必要がゐる

ように思われる.

とういった観点から，材料同学分野で，その場実験法制佐避してきた阪に得

た精子の経震発や知見'i' c重参考までに述べる予定である.

業 割高圧電噸内で組制民直接処理"ほど乙して，所盟の現象をその場で8

させ，それに伴う猷判の構遣軍化"連続的に記録する ζ とによ勺て1 その皿銀

の過程争追って， &fllの本1'1，克生や進畠の機備を研究する実験法を，凶日圧

IU岨内その姫路災験(i n 81 もu experiments in a. HVEM) と呼ぶ.



走査里遺;A電切について

九鈎 ;j/ 名古匝大学・工

従来， 組高圧 STE M はi温市電圧の STEYと同槌κ， 組高分解飽a・6彰や';}.い

抵制叡察時の有利札像コントラストの暗珂回路的修正と電子エネルギー分析叩

適用，さらに昭子究理系製作上の符易性の即由で!l!段されてきたようであるが，

園高圧においては検出効率の贋位性を置聾慢すべきである.lí'l筒圧 CTE MKよ

令て世子附射iιよる舘開問閣の旺減が実現できはい主要匂原因は，加速電圧の

上昇10伴う"i真フィルムの留置の低下lc.ifJ~て1 その防止のために席い担剤を

世周すればフィルム分解艇が低下する ζ とは周知の通りである. STEMの舗合

は検出総円での句子のひろがりは分解能 lζ修留しはいので，例え 1I世光抽酉.. 

使則するω合，加速電圧に宮古応した原い蛍九担..趨ぷζ とができる.醐定は

100 ...... 1 ，000附の加速電圧範聞について行われ，加亜電圧ととの綬通蛍光膜I~

さ..見出した。との殿巡眼厚における検出総出力は入射電子流lolt倒している

ζとを健かめ，また出ÎJは予聞どお り加岨電圧と共tζ上野し. P -46唖光物世

について1.000附における出力は 100附の湖合の約 6 倍iζ遣しているととがわ

治、令 7こ.

つぎiζ包商店STEYの分解俊民ついて考察する.. STEMの恩義的分解飽は従

来，照射Itt子班，切直およびレノズ収:!l lζよ勺て般向党学的に拝出されている

が守回附での分解陪訓恨Eの帖製えられに鍬 \O A の値は， ζのm舗値とよ〈一致

する ζ とがわか勺た.一方超高圧の場合の糊世の他はすでに緩めているし，必

要電子流1<，上述のよう K検邸機の効活区が上昇するととから，回附の場合と等

しい値舎とれば十分であろう.ζれをもとK回附と同織の計算をした桔梨，通

• 常の!11予銑の場合lζ 1. 000附lζ対する分鱒龍値として 6 A をえた.ζ申ょうは

筒分銅臨陀到しては，正傭tζは8変動先静的計算が必要でゐ令て，結果はまだえ

ていはいが， !l! 1C.小さい分解拙組が即1待できる.
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低ノイズ支鰐鍍によるフ z り チン絵手の霞療

莞眠希古ム 名古鼠大学 ・ 工

透過忽子顕微1M岨料支持膜として広〈伺いられているカーボン終君臨は，

その像。ζゐらわれる位相コントラスト iζ包因するノイズのため10A 以下町世科

の微細帰遣を覆L、か〈してしまう。乙れはカーボン膜が非品費でゐる乙とに包

囲しているるので.，るためs 低ノイズの世相支持膜を得るためには砧品位支持

臨引fIいる乙とが聾輔される.我々はζの目的のため BeO'%察官腕を聞尭した.

乙の ..0支持臨は低ノイズおよび低コ ノトラス トの特徴を持ち曾その作成に

は真空穂締法を問いるため取扱いはカーボン臨とほとんど同織である.と 〈に

乙の ..0腰は水面からマイクログリッド上にのせたE後は積水位争示すため，

水摺厳中の獄料に対しては特別の処哩をしはいでもよい分敏が得られる.ζの

..0膜は後 100~sooIの単結晶のグレインから成っており，その絵界白コ ノ

トラストは験績の障害とえZ るが，そのタレイン内著者に位附している試料につい

ては立i起h品主持院を用いたととになる.

フ z リチン組子の観療については多〈の報告が屯されているが，その多< " 

カーボン支持膜をmいたものであり1ζのため粒子の微細情遣はノイズIc慣わ

れ.銀化合曲令古むコアのサプユエァ トの間隔 (~801}の情絡を大きな!M

点外れの鑑 (M)の像から憎た;ζ止まうている.高分解能li1令得るためには

r.倍率(-四万倍lTn!ぃ，段通終点佼阻( ðf-田01)で像伝II!影する ζ

と州民援であり，乙れによ勺てフ孟リチン世子のコア射湾成しているサプユエ

ットの形及びその倒散についての情線が憎られている.さらに明視野像および
。

翁E足野Ii1 I乙おいて数 Aから 10Aの!間隔の捕状の像も 且られている.また ..0支

持模 tで P.T.A.~色をしたE軒の観察から， P.T.A 自身の色つノイ ズのた

め，染色により新しい傍綴は時られるにせよ，その微細鳩遣の観察は却勺て困

婚にはる乙とがわか勺ている.



Environmental Cell r.去による Hydrated 8iι。gical Specimensの慨嘆

臨且 寧 日本大学・文型

生駒体のS骨反応， I樗趨の形成や機能!とは水の存在が不可欠である.従ってζ

れらの憎酷と情遣との聞速を解明するためには， 問料が水を合lt状態で々され

伝ければならはい.構造解析の有力な手段の つである電子顕微続時は，町制

令真空下1 <艦〈という複本的信'1<.1誌を有し，毘科の脱水後の情誼しか解析する

ζ とができない.ζの問題は講生物領械においてる，層間水 ・ 結局水位ど舎も

つ多数の無機化合物猷斜にあてはまる o Environmental Cell (水蒸問団塊

血判軍)は，前述の臨界を越えて含水状睡での各国の話料の電子顕微鈍騨析を

可能比させるための特係えま猷料虫でゐ り ，聞肱裂と岡膜型との二種の型式があ

る. Iit闘を置〈ガス店員境の小?症の上下限也子輔の出入のための-1"11.がある.耐

替の型式は孔からリ ー クするガスを藍動傍気法によ勺で取り除<.後者は守Lの

盟而を特殊な隔膜で覆いガスを捜らき'.いようにしで加水状簡の試料を観察す

る. 曲者らは高分解能の岡曹型 En v1.r onmen tal Cell を聞兜した. その分

解能は 1 nm以下であろ[ガス圧力 lOOTorr以下， 加速阻圧。 100附) .ζ 

の万法令利用すれば胤陀加水(吉水)l!:閣の生物担料の情盗が鮫擦できるだけ

でとt (， 水" も ゥ 7ニ揖能する買応状態で動的伝生物猷判のI~出解析が可能とえま

る.しかし伝がら，生駒話料を取扱 う 臨り以下iι述べる問盟点争解決し〈ょいと

とにはμの情造解街の遭の大きえま陣曹とはる.町ーの岡田は担割の電子総閉射

損傷である.ガスE環境で電子線~照射すると，必宜下では見られ'.い別措位以

料の~l曲が現われる.ζの現象の概鳩11未だ明らかでは低いが， 帽子純明射量

を描少させるととにより発生盆を著し〈低踊するととはでき るが， 像"どのよ

うにして記録させるかという別の問魁を担包するととになる.軍この間掴は生

駒誼科目機能lCi修響を与え '.H"\出制の新しい増コントラストt去の聞克のととで

ある.乙れらの開制.(;.の解決もすでにメドはついており，趨碕庄司i聞の観察手

段目ーっとはり得る.
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結晶の電子線照射鍋悔の鍾高E・aによるその場楓療

!t!島田弘 東京大学 ・ 工

I.Ij: 結晶の電子線開射出備は割高圧昭子園開銀のよう K商いエネルギーの

晴子線lζより結品を飽繋レよフとする場合問題とαるばかりでα< ，原子炉

材料のように中性子織によヲて佃備を畳ける材開の挙動をしらべる場合のν

S 畠レー ν，ンとしてる軍事な.ll<味令もつ.電子様照射由邸(鍾高匝町頓に

よる)loν ミ a レ - :/../閉射実験として行'"う場合の利点は，~欠陥がー憾

に形成されるので解析がし易いζ とと，短時間 I<i!'量の問射娘婿を与える ζ

とが出来る点，更に全過程4きその紛観察で;jIikする ζ とができる点，電子ピ

ームの方位ならびにエネルギーがある狭い範聞には勺ている点，画世曹阻!i\

信どが精密にコントロールされる点，出科として単結品射日いる ζ とができ

る点信どである.

2. ;建童会方法 '*'研究ではステンレス鋼， .。段ぴYo-C ， Mo-Nb , Yo-Bf. 

Mo-N!. Mo-Re合金..1Ilぃ室温-I， oootの範囲で聞射を行はいその渇銀銭

令行なっている.畦Mi密度は_3.14XIO'O 。剖 S で行伝ってお り 加速抵圧

は 1 250KVとしている.

8 訴1験結!l!ikぴ考聖書 館E測した全揖直純瑚にわたヲて先ず転位ループの形成

がみとめられ，開射時聞の関数としてまi:t\ì.ループの成畳がみとめられた.先

ず低位ループ留置は11<のよう信形で旺1述された.

Em+B 
N = No9Xp~晶子

N。は聞射辺直由tm，不純開園子の融〈立は合金原子制)の持κ比

倒するíE:数 Emは路子間原子の移動エネルギー， Bは格子間原子と不純物

原子との相互作用のエネルギーである.また原子空孔の修動がみとめられる

温度範囲では転位ループ形成陀つづいて原子空孔集合体〈ポイド)の形成が

みとめられた。ステンレス掴についてはζのポイド密度の形庄の且自由け上回

活性化エネ'"'ドは " Vであった.ポイドの占める全容積率金スエリングと

云うがζれは時間K比例して憎大し，また由置の上昇にと."勺てm大しに.



組高圧電顕による筋肉の研究

石/11 ii律 京五:大学 ・ ほ

組向江町闘の細胞生間唯への応用は①その大き位置過能，②高い分解抱お

よび③少はい酎料用悩の利点を朋fおしている.応問範囲をヲIJ~きすると次のよう

にはるが，今後その他の且，'11/阿が開尭されるでゐろう.

。時いþJ片の飽案一ーとくに立体的飽繋

包纏例制一一白然の旬E子苗置の高い1M直田観終

染色閣制における構置の観察

(置はり合い剖果{ラジ村ート灼咋含む)

遇沢的染色(細胞化学令含/r)

無包縄併科ー-1事結切片法ーー

2) 全餓試制の阪狭ーー無包埋の仰い話料{例え liJl!餐細胞}

薄切片の
3) (樽且刺の》術分解能組繁

われわれは数匂来，超高圧昭額を簡の形態学的研究1<応用してきたので，そ

の綴験令紹介したい，

償叙簡における峨細管系(守一吋叫開) I~興置と収縮を結びつける宜lJ'l- t.c!街

道である.ζの憎造の立体的分布の分析i乙岨高圧偲顕会応附している.話料は

繊細管のみを DAB-ferrocyanide法または Lanthanum n itraLe 出ζより

趨択的I乙染め出したもので， 包開後 1 - :u仰の原ぃυj片について立体的に観

察した.

聞いVJ片円で傾倒官は迎観した管としてみえp 筋原線維の峨敏の定のレベ

ル令縦IlIJ (I".HL陥走していた. その表面への醐ロ 6容易に示された.臨の尭透過

/1をみると g 崩細管は初め不線則は分布 . L\ê列 4伝承すが，成勲するにつれJJ!JlII

的信配列をとるようにはる.仰いw片のD~I!::て立体的分布L\ê~1のみならずt

xまか信発選程度も?電動lι調ぺろ ζ とができる 。
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解剖学と組高圧電子・徴鴎

波 {中三 名古島市立メ# ・ E

f1l子顕微鏡(山下旬顕)はm 光学岨微鑓(以下先嗣) I乙比べ少〈とも回O倍

以上の砿大副鮮がf9られる.しかし，光舗に比へ世十分の 1 の樽いVJ片が要求さ

れp しかも写兵は光顕がカラーはのに圧し，一世lζモノクロームである.ζれ

らの問削の欠点争力パー出来る由がいわゆる縮前庄町闘であ令て，形陸学ó'主

とする解剖Iq舎においては趨高低圧屯聞は極めて有用伝燭舗とはる.輔君はζζ

lζ省目して，超高庄町圃の応1司令後っか宜みたのでそのー績を組介する.

川細胞内小器官の主体像の立体観紫泊常のII!嗣で飽胞内小締官の全体像舎

観察するためには，その小糠官が直置 1μの厚さó'有するとしても I .r'Jl O&'由

連続切片を作製し，そのVJ片像を積み重ねて再嶋築する必望書があり1ζの場合，

VJ断や写真搬修時の苗み効採~~じ，必ずしも正しい元の立体像を置元出来信

い.と乙ろが組高圧III副~mいれば\-散μ程度目大きえE小稽官が障りj切片内

でそのまま鮫架可能で.，り， ζれ令全7・程度の傾斜珪Kよゥて銀製草すればそ

の小脳官の正しい立体像が観察される. I貧者はζの方法によって，ヘピその他

のインスリン結晶が董形十二面体である乙とを証明した. (2) 光明 ・ 透通常闇

(特lζ岨高圧電顕} ・ 走査電閉!とよる同ー細胞聾策 ・ 同-VJ片円連続包察法

l刊超したよう lム光明では綱胆が色帯的iζ敏策8れるが1 倍率が匠〈細胞小鶴

官の趨微形館が敏策されない.一方，世睡では細胞の包微形醒的飯祭は可能で

あるが盟聾信色鷹観察が出来はい.乙の両者のil1見.b・同ー輔胞内で連続的lζ観

察容れれば今までの光岨所見と鐙顕所見との問のギャップが埋まり極めて有用

である ζ とが解る.ζζ 1 1:fI él して，エポン包塑陣VJ叩片( 0.5-1.5μ) 令俊

色して先ず先制で蝦務，ついで紹高圧II!瀕で観察，さらにま~l笠旬闘で観察し，そ

れらの所見を対比する方依会開尭したので報告する.さらにバラフィンVJ片に

ついて色同様の敏策法令聞発しつつある.



細胞化学と錨高圧電子顕微鏡

小111 ~凶l 珂屈服1i! 安毒事 官吾 京極大学・匿

，-世μmの， lt型{{，即い切片~IIJいて，細胞の三次元的立体{JU肥臨する ζ

とができるのかち甜高圧包子聞徹舗の医学生物学《のら胤の際のーぐ収用l点であ

るとされているが.通常のアルデヒド・四般化オス E ウムニ!Jl{~定組醐の掴m

VJI守令酢般ウラニールとくえん徴19で車検した鉱料では， 回片の，主とじて袋

耐と!!!面およびζ町両面に足まい郡位のみが換色され， 立体崎直HII!揮する際iζ，

館料の中自にある鴻逃が不明瞭で，目的とするオルガネラ(細胞小器官)が一

躍の川出として御察され縫い乙とが多い.ζれに対し，出料』ζ制掴化学的IíJ'lt

を施した場合ILli，反応の団煩κより ， ある特定のオルガネラのみが特鎚的に

染出される.にとえば，鰻性本スファターゼ活性を Gomoriの鉛法で検出した

織合には，ラィソゾーム，ゴルジ袋固などiζ，全体として，高也子密度目庭回5

産物(りん厳鉛}が沈訂され， さらに.切片を酢峨ウラエール，くえん俵鉛で

後染色すると m 四rr: -T-w，置が附強志れるので，オルガネラ全体の三次元剖立体像

を把歯するのに極めて理目的である.乙の利点舎利用し，オルガネラの情遣と

機能を姻高圧鱈子阻微鏡で観察しようとするのが段々のま目的でゐる.

ζの主目的に沿った一連の研究の中で，今回 l :t， (1)階獲しにヒトおよびマウ

ス線維芽縮担問ゴルフ主主闘の立体憎遣とライソゾームの聞係，および1')胆水型

吉田向睡細胞lζ俳食費コルテプノそ役与した揚告に見られる自己自食別級1<1担保

したライソゾームの wrapp1ng mechanismlζついて述べる. &応としては

僚性ホスファターゼ活性険出を行信勺ている.
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細胞膿の興奮

ザリガヱ巨大締組織絡の Ta. il CUl'"l'"ent 

北且 宜 滋賀医斜大学

従来の Volt・ge 018困p 装置の鴎波紋特性を改普し，鹿市彼霊化後の速い

容量依田流..ザリガニ巨大神経路脚ζおいて配鯵出来るようにした.また，竜/

N 比..改嘗するために得られた現象;， ADコンパータを過して外侮配臣告置に

配揖し，乙乙で加算平均をすると抑ζ， 時られたデータ金高速でカセットテー

プに1Il輯した.5経厳終了後計算概の制御のもとに任意のデータ金呼び出し ヂ

ータm同加算 ・ 減算および針聞が自由民出来るような計筑槽システムを完成し，

ζのシステム ..mいて実験条件の担定およびデータの解析を行令た.

Voltage 01amp法令 111 いて脱分磁性の膜電位置化を与えた後にもとの

bold1ng potent1a1 にもどすと，通常内向きのt.ail oUl'"l'" enもが涜れ

る.細胞外波町 Na を c，でおきかえると， c，濃度が aOmM 以上iとなると

tall 山I'"l'" ent Ij:~臨に小さ(1"り. 100酬にえよると始んど完全に釦刷さ

れる.乙のよう信条件下で，脱分極..与えた後，一世襲るレベル道幌市似舎も

どし，その後再び終初の脱分極のレペルlZもどすと，明 l の脱分極と師2 の脱

分極岡田時聞に縫って凱 2 の脱分極の際の般市斑は輯少する.乙の膜事ßð慢の減

少の時間桂過1;' g訟の宮北の時間経幽と脅えられる.ζの時間経過は部 1 の脱

分極と車 2の醍分舗との聞の膜電位のレペル1乙応じて変化する.また ζの刊

の時間経過が早ければ早い程，俊初の眠分踊後膜'ß位をE変る悩までもどしたと

きの持品位昭総は増大する.以上のζ とについて盟明を加え鰍告した.
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G~HL. GK. Cm と膜鱈電力

J手2広卯一部 大阪大学 ・ 4験餐

司Jf制御の条件でテストパルスを加え，その νスポンスの形から細担腰の直

，11抵抗，鯉抵坑，臨容量，膜起電力由大き 8 とその密化が求められる.経過の

毘い興貨を示すイカの gian 色 axonで乙の方法を適HIする ζ と iζよ oて，活

動電位の立ち上りと，再分極の時聞に喧しい闘のイ オンコ yダクタンスの憎加

と膜容'Bの槽加を伴はう乙と 4岬l らかiζした.

膜~Ii依制畑の粂件で限電位..団々の周波散でl/I.動させた場合，ある防波動範

囲 ( 40- 1 5 0Hz) で興衝の闇値が俵小とはる現象について綴告した.



卵細胞膿の興賓とその憲縄

高僑国太郎 斑J;ï太字 ・ 医

ホヤ尭生卵Sζおける興福E眼の分化:ととも伝う N.テャノネル C.チャノネ川ζチ

ャ μネルの密度のE働が腕細胞内の c.拠置のi!l'化に起因する可能性を検討す

るためi乙.f<l'! ffl'" ヤ卵の細担円 Caイオン演度を霊化させて膜の拠宿性の変

化Hlす乙と令試みた.ζのために鯛胞内に直接的陀 c. 鰻衝桜を湘概するζ

と..liIみて成功した.ζれによ って細胞内の C. イオン模置が 1 0.M 以上にm

I則すると N.屯椛は憎えるがC.m流は減少するという相巨的信効果が見られ

た.
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卵細胞般の.録的性賓の解析

宮崎俊 自治医科大草

①卵細胞膜は弗生学的研究材料である他κ，興信性撲の解釈田材料としても

直接である.微小筒匝を二本p ヒトデ卵の細胞円κ刺入レ，眼健位幽定F去に

より.計イオン1ζ対する細胞恨の総常盤耐を解析した.それにより ι 乙のイ

オンチャンネルの kine也 1 c81ふ gK =gKn の形花伝る ζ とがわかヲョた.ζ

のイオーノテ守ノネルの性置からそのモデルを考繋した.ζのモヂルから実験

"としてえた形と同じ式がみらびかれ，膜11!位iζ依存する voltage gat1ng 

の性園舎示す節分と，一個ー舗のチ令ンネルのコンダクタンスを示す部分が

ある ζ とが示腔された.

@膜電位が畳fn卵iζ対して制御機能をもっζ と~しらべた.ヒトデ卵をある

眼目区位レベルlζ人工的にもってい 〈 と， 畳鮒はお ζ らず，あるレベルでは

おζ る.畳鱗時には activation pot e ntial と いう色のがとれるが， ζ

れに対応して成黙過程のいろいろなステー少に酷て， activation 

potontia1 が大きい 6 のと小さいものがあり，乙れは monospermy と

polyapermy IC対応する乙とがわかヲヨた.



聴![樋能への生理掌的および工学的アプローチ

家樹抑制存在下での刺激奮の立ち上り透度 tuning curve 

大山 浩 金問医料大!'/'

カエルの音畳得総の一つ，両生娘すLÛJ1ICI玄米附抑制とよばれる易自主が見られ

る.乙れは阻験音蜘'1111は討する神縫の応答が，筒音の持続背lIt音により抑圧さ

れる国象で，哨II顛蝿牛で色額阻した現忽が且られる.同れ色通常の神経活動

を仰介とする抑制ではなしより末附の官刺1111から神経活動電位亮宜までの現

象にかかわるものと考えられるが，信おその由摘は明らかではい.

w休園徹曲直担下で両生胡写1置支配神経にガラス管微小電極を刺入してl 正

弦政パースト刺漁応対する単一神経線織の応蓄を配録する.連い立ら上りの"

ーストに対する tuning c urveli , ~る特徴周波数争中心として，低単側

の闘能はゆるやかによ排する.高級側の醐岨の上昇はそれよりやや急では.，る

が，それほど鈍い進断特性は示.t，い.

一方ζの蜘1111音に錯する恒国5を梢失させる~高周桜の背般音の醐似をつは〈ア

完全抑制幽蹄Ii.上の tun1 ng curve とほぼ平行である.

和リ滋育自制味楠抑制特性を持つようは特徴嶋後数より高官i乙対する応害の

醐値"'~める聞広立包上りの遅いパースト..刺滋昔とすれば，未納初刷の充

分lζ発生した条件下で幽岨を制定する ζ とにはり，抑制の入り込む余悩のはい

~益信立ち上りのパース卜による闇値より商〈はる ζ とが予怨される.

実聞にZ式験音 bursもの田%立ちよりを 0 から却刷。。まで増大すると立ち

上り時聞の鑑HIOつれて， tuning curve の高雄遮断持位がより急瞳にはる.

従来立ち上りの急信パーストは，立ち上り部陀高周波成分令持っととが暢われ，

ゆるやか信立ち上りの鼠験脅"Iflいるととが通則となっているが， ζれ10よる

tunlng curveの高峰誼断特性は末閉抑制存在下ではその品世Sが強調され

ている可能性がゐる.
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ELECTRICAL IMPEDANCE MEASUREMENTS 1M THE COCHLEA 

J. E. Hind 

Un1vorsi もy of Wisconsln Med1cal School 可

Depart岡.n色。f Neurophys1010gy. 
W1800n8in, U. S. A 

Th1 図 repor も 8ummarizes もhe work of Allyn Hubbard (3) 

snd Devid Moun 色 ain (4) I'Iho carr1 ・d 0"ももheir Ph. 0 也hea1ø

research 1n our laboraもory under 色 he superv1s10n of 

ProfeS80r C. O. Ge1s1er. Th・ se 1nvsø も 18' も or9 dsveloped 

an 1mproved ~echnlque for m・8surlng the impedance beもl'Ieen

a sh1elded mioropipeもも0 ・lectrode 1n むhe sosl. media of 

包he gu1nea p1g oochlea and 8 re開。もe referenOe electrode 

(2). 1'he me色hod 1nvolvss reoord1ng of もhe s.o. po も.n 色 1.1

produoed 1n 田als med1a by も be 1nj回目。n of fr四 0.5 凶

7.5 m1cros佃peres of a.o. ourren乞 through 8 固 econd pipeももe

elec包 rods 8180 locaも ed Jn ecala 田edis. 1f wl 1a t.he 

sngu1ar frequency of も he 1njec~ed ourr・n t. and ...2 18 th・

angular frequ・ncy of a pure tone aOOUB 色 1c stimulus， むho

reoorded p。もon も主 81 1n general conも s1na m8ny frequenoies 

and may be analyzed 1n severa1 w・Y 目 ・

Sも r8110ff. 8 も!・ (ó) wsre ‘he f1rst. workers to sbow a 

einusoldally-varying resie も ancÐ change which 18 synohron1 温 od

.，もh t.be SCOU9 も 10 stimulu9. 1n も heir me 色ho~ 1'12 19 viewed 

88 modulat.ing wl. for which reason w2 mU9 も be 9ma11 1n 

compar1son w1th wl and .1 oannot. oxeeed abou 乞 l 匙 H'

These lim1tations are remov&d 1n 山8 閉山。d of Hubbard 制

in which も be 8peotrum of theγeoorded p。包ent1al 18 analyzed. 

01 もber wi も h a wave analyzer or by means of a digi も.1

。。ωp"，・ r， and Co固ponen包 B iden 色 ified which correspond 色。

もhe cbanging resiat.anoe. the s 乞a 也 1c value of resistance, 



"d もh・ cochlear rniCrophoniC. A fur 乙 her modificaLlon W4e 

'" も roduoed by lIIount.aln (‘) in which 色he recorded p。包 en t. ial

18 mul もiplied by a slgnal repres・nting もh・ injected

curren色 Tha n8" 回8も hod perllll 包 B mea8ur8ment. of 悶ueh

smal1er changes in realstanC8 than ~ere previously 

p08sibla 

Moun も a in ha.8 llsed む h' 臼 method む。 s 也 udy 包 he effe。色

。 n impedanoe and cochlear potent181s of vsrying ths dc 

poten 色 181 of 80sla medla (EP, endcochlear poもentlal)by
も he injeotlon of dc o urren色'"色。自 cala media and by 

elect.rical stimulatlon of も he efferenも .y. 色e町、色he.reby

in or・8s1ng the C UJ're n 色 flow むhrough も he OU‘9r ha1r oel18 

The resul も 8 of these 8 もudies are n。色 coneis もent ，，:1.も h • 

11nea r ， ti岡-va rying model of h91r 0811 resistance (1) 

Ina t. ead , aωodel 冒hic h lncorporates a nonlinear vol む ..e

81emen色 prodUCBe resulも s similar to the exper1mental data 

RBF盟盟主互

(I) H. Davia 

A Model for Transducer Action 1n the Cochlea 

Cold Spring Harbor Symp. Quanも 8101 ・， 80. 181-190(1965) 

(2) C. D. Oe181e l', D. C. Moun t.a1n, A. E . 民ubbar d， H. Adrian 

and A. Ravindran 

Alternat1ng Sleo乞rioal-Resis 包ance Changes 1n the Gu1neaｭ

Pig Cochlea Caused by AOOU8 色 'c Sも imuli.

J. Aoou目も 800. Am.. 6 1, 1557-1566( 1977) 
(31A. E. Hu.bbard 

A ç。泊parison Beむween 包 he Specもra of も he Cochlear 

UiorophoniO and も h e Specも ra of む he App・""も Changing

Ros1stanoe 1n Scsla Medla. 

Ph. D. Tbes1s , Universi色y of Wiscon�1n. Madison(1977) 
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(~)D. C. Moun色 .in

A Compariaon of Elecもr主cal Changes 1n もhe Cochlea 

CauBed by St1 聞.10 包 10n of も he Crosssd 011vocQchlear 

Bundle snd by DC Polarizat1on 

Ph. D. Thsaia , Universi もy of Wi 因。 on 目 10 ， Ilsd1�on (1978) 

(5) D. Strelioff, G. HaaB and V. l:Ionrub1B 
Sound lnduosd Eleotrioal Chang9s in もhe Guinea P1g 

Coohl・8

J. Aooust. 800. Am. , 51, 617-620 (19721 



基底厳変位の聴樽縫活動への変微を表現するモデルについて

大野克郎 Jt.IIi大学 ・ 工

1 1>(!!iニ畠ーロ Jの発火と，それ7:<'急おとすló成l院の掴械N耳E位との関係

争車部する織率的そヂルを出出し， ζのモデルと他で拙立に斑表された

Schroeder らのモデルとを比較候討し， ζのそデルが神経生田!~;:での笑厳砧

*.z.臥<J!lJ!するのに対し. Schroeder らのそヂルは虫総帖梨iζ必噛し信い

ζ と;>具体的に指繍し，そのII!ilI ;>明らかt亡しだ.

ζのそデJ凶;1， 1 次鷲ニaーロンiζl刻する生男児験データ"地i!lし fこ次の二つ

のi同提，すはわら入})官轡が太きく信ると亮火闇IJIが担制するとと及び発火の

刷朋ヒストグラムは入力の半臨鐙流政形民近似しているとととを自IÎI提として:a

血的民組立てられてお り，1>(の三つのrJ<1I巾乙従う.

法則 1 尭;k，の単位別問当 りの縦割院は1 停 IE している伝遭樹胃の2&ぴ聴の

遭遇E杓ζ比例し， 通過取は!Jili'flW:賓{なの守宅波監旅波形である.

法則 2 尭火は&1望物凹の般出によりおζ り，&濯物聞の政出 1;1一定比で行

われる.

1μ叫 8 低温駒田はロクスティック古臣式lζ従っ て霊化する.

ヒ配のr~J叫に従うモデル1;1生思軍験データにおける闘聞ヒストグラム，問問ヒ

ストグラム， PST ヒストグラムはどを良 U!.lJ!する.ζれに対し， Schroeder 

ら申モデル1;1，怯刷 21ζ対応する桂則として. !Rl霊駒田町政出hll本一定である

とする怯刷令保1日しているが， ζの般出世は飽拘昆""嗣置により定まり，伝E建

物自の般大量の粒分のーに遣する.また，法則 8 1<聞しては，抵抗特盟国路の

;1:1目白万程式を犀JJJ している.ζれらのととのためe モデルのダイナミックレ

ンジが1長<.また興った針作点聞の防dIbが私自慢』ζ行われるので， 各国ヒストク

ラムtζ歪みを生じる。

II 大野，朱宙 1 i次総~.ーロンの時火の他呼勾1，モデル

( f日学館呈工旦 ( 8) 1 59-169 1910  

2) 大野，朱íIi 聴覚書\ t rxエ s ーロンの毘火iζ見られる自動制御1目安?前Jモヂ，レ

( flJ学.!H且.Q( 6 > 352-359 1975) 

3) *-恥長田 1 1>(陪ニ s ーロノの発火lζおける伝進曲目の曲山削'11と官、て

C ft響学会I!iQfiJf賢 8- 58-7 I 978 ) 
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非組側与怠11;底爆のモデル

i! !際行 岐本憎誠 九州工業大学

;11気匝聞によるJ占匝聴のそヂルlζダイオードによる非線形抵抗を湾入し，と

の日l路令111<、て各閣の非線形t，聴覚呪忽をシ.レートする!/(験i'行えよ..，t::.. 

J) Rhodeおよび Rhode と Robl闘によって劃定された升蹄形性， す伝わら

①眠巾が大きくはるほど共綴の山がつぶ仏共録鳩波散が低い方にずれる.

⑪師巾の噌大とと blC， J全恒より高い周波監では位聞か巡み，低い絢波散で

は位掴が遅れる.⑪クリヲク応寄の闇 n 番目のピークの大き ts 11. クリック

の大きさを揖らすときそれに比例しては小さ〈なら信い.信どモデルにおいても

同傾向の非線形性を示す.

2) コンピネーνョントーン. ①2ft-fl:F fCT の成分のピークは，同附波紋の入

)'i'単独に加えたときのピークと同じ臨置に!E!j Õo ⑪外部から前8の f町

入j】を適当信板巾と位相で加えるζ とにより， fCT成分 ..ピーク位置間後白多

散のセク:..-./にわたり打ら梢す乙とができる.⑪打ら梢しに毘する入刀レ

ペルの，一次官レペルによる霊化や，その周波数比ICt1する型化は Golds凶in

の結果ときわめてよく似た傾向をもっ.

，)二百抑圧.周波数合の軍一官舎一定レペルで加えておき p 周波執白の車

二官舎加えたときの抑圧を調べた.スバイクレートのあらい近似として電圧の

平均凶(艶擁した筒臣の平均依}剖目いた. f. より商い r. 閣域で顕著r，抑圧

... ，.た低いf. 領脇でわずかはがら抑圧を見る ζ とができたo Sachs と

Kiangの砧製とくらべると傾向はよく似ているが伺旺のていどははるかlι小

さい.乙の問題は基底模仮fりとスパイクレートの関係についてさらに検J;t~必

要とする.

窓モデルtとはまだ欠点もあるが，心血的および生恩的lζ知られに非線形1I!fi!

脅かはりよくンミ a レートできる.現状での不一殺はそデルの一節改良によ勺

て減少する司自閉宜がある.



描聴覚ネウロ ンの遺跡型車lt

九!l) 1白滋 青草番勝則 新商大学 ・ 脇研

同ifr麻俳を用いa ガラ E ン11，動化繊の艶貰領ネウロンの鱒管および微量量lIf奮

tζ対事る反応を測べた. 87ユニット中田ユニフトが相官tζ反応した.. on1裂が 2

27, off，型が 7 ，連続型直応が却ユニ ット見られた.適量型庄応のm時は困

問9Cl'l置のものが多かった.. m威雄音に対する反応で. on型. off型の庇

応も見られたが， 連絞型反応だけを問胞とした. 1行級銀昔応対する反応金調べ

た日ユエヲト 41 ， 45ユエットが連続型店lÕ..示した.ζの45ユエヲトの抽百"

対する庖応は，限度応がl2 ， 00まには。ff l\自治 S目，連制度応型が 10ユニットで

あ勺た.持?滋縫宵iζ対する連組型反応は，一般lζ輔苛 1<対するそれよりも務時

が短< 10-...田m・e。程度の色のがほとんどであった.併滋雄音に反応"訴した

45ユニッ ト中21ユニットで最良111威巾争111定できた.. 30HzBW(BW: ~符域巾)

以下で最もよ〈反応する狭Ilf滅型が S ユニット. 180Hz.BW l '安置で緑色よ〈反

応する中m域型が10ユニット， 1. 000HzBW以上でよく 反応する広併以型が8

ユニット dちった. 1実情域型は，純背で。ffl\:!"示すものが多(， fof威鍾官の侃

rþ宜化に対応して時火する傾向が見られ lOOHzBW以上では反応し〈よか勺 Tニ.

中/If属型は，度応q 'の発火制度が低い掴向があり 10-初 spike島品目白白

色のも多(， I降四で色 *'1 40 sp1kes/sec であった. 広初級型は臣応巾の発火

閉置が両〈 筑ト1胡 sp1keν令90でゐった.
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IIJ貧伝海路におtオる奇声の符号化と情締処理

村田計一 谷口榔11 取Jôll!:幽ノヒ，磁~I

111<1<事事JiIl

内rrにおける符骨化の段階では， 特定申ユ 2 ー ロノの活動が蜘1111'守タンの或

る団の特慣lζ対応すると;J，た織t，惟飽田柑鎌化1式見らす山い.即ら，tl1るニ，­

ロノlふ母脅/ア/および/オ/の相I /l: u::応寄し ， /イ/や/ウ/では興信せず，

aるものでは全ての/~rr / o多かれ少はかれ庇11>7示す.ζれは各ニ s ー ロン i乙

)tれ}もれ倒刊の間放置醐組曲線の中に刺殺青白スペクトルが初向田含まれるか

によ勺て快ま り，特徴瑚波数l!flc.フすルマノトが絡らる鍋合10活動する ζ とが

統計的Kぶされる. tl1るIíHfl(応害する級合.音声ピッチ/ 0同剛レてピッチfii

sζ興信金総返し，特定位相で車交m随寧が高まる.乙のピッチ同期のrllfbはピッ

チ鴎敏IIがそのニ 墨ー ロ ンの応菩野のタHζ.，勺ても特IIII'l放散の高低とかかわ

らず見られ，局苦からピッ テ周波数7陣去した布1111では興留しはい.罰-/Xュ

，- ロンt:， その主語Eする受脅擦の節分自且庇腰IIlIllをそのままエ a ー ロンの

世火積率の時間世過にディジタル霊織し，揖牛神経!I!主体として'itæ膜緩勧の

有徴金そのまま符号化してゆ砲に退り込んでいる.

'"圃， rJ1ぃ I;ll!!床の胞ニ 2 ーロンは-/Xニ z ーロ J と.JI'1í~ 1乙"はり，特に担

保では，純音』ζ対してほとんどの.::."，， - D;.-!:.ON ， OFF信どの過 111 11>害由J与

しか正、さはいととは良〈聞られている.しかし，音筒劇l激 1 0倒しては的 S 分の

l の内側牒状体ニA ーロンは!-かれ少信かれ持続的俗図5書令~Fす.また，制官

iζ対する1/.:寄から f~たフ ィ ルター特性からは時解しf9信い挙動?示し，苛問か

ら応害"に含まれるスペクトルmを除去した朝1111 1ζ応型害するエ品ーロノや，同

音陀刻しでは総1伊!とよる瑚放散に も応苦し勾いにかかわらず，告抑制JIJ: IC:応害 t

るもの信どが比られ! すで 1ζ或る白血特徴抽出の処PH費けている乙と告示し

ている.



耳問責曾させた聴賞信号とその融合

副島田和夫 北泌遭メ翠 ・ 歯

数年来，われわれは音荷争中断するζとによる聴覚印象の霊化令研究してきた.

問えば子宮 (c) と母音(叫よりはる膏節の楊合， cv聞の中斯が僚も大き 's量

化会与える ζ となどが明らかf<.t.c? t，二.ζのような時間的申断と対比させて空

間的切断一一両耳聞での悶号の切り償え(究砂 } ーーを考えてみた.乙のよう

俗耳間空鶴 (1ntarau ral 9wltching)を臨みにと ζ ろ，やはり cv聞での吏

伎が俄色効果が大きいζ とは同織であ勺たが， それとともに左右耳聞に非対体

性 (aaymmetry )b{現われるととが注目された.

闘えば単音師/回/を cv聞で空鈴すると，融合して「サJlt聞かれるとは

限らず.と a とが分織して聞かれる場合色ある.両耳の団吟聞に多少の!ll慣

を許すと融合は起りやすくはり， Cv聞に時間的中断を与えると魯合11妨げら

れた.しかし，いずれの掛合も先行する C が右耳1乙入る鍋合の方がE組合しゃす

し 雷語晋のおEの榊惟( righ色 aar advantage)の新しい実例とh

Tニ.111合令助げた阿国11，右耳がC を畳詳したとと陀よるとも，右耳が先行菅

を聴取したζ とによると色解釈できる.鎗定的でははいが， 2 音断音声による

予備斑験では，先行音効果のようである.

2 官師以上での同園の実敏は桂術的lζ閤鑑であ勺たので.置い文常について

の一定聞置の左右聞の吏替を行った.英語圏での額似の突破の結果と同じく 2

-， Iíi/IJ>白壁酌鴫 も聞きとりにくか勺た.主持と同期して資額は左右』乙侮

れるよう比瞳ずるが，空信頼度がt旬すと ζの限れは減少し，一方吏信κよる健

百wt由加する.音声源はζの鍾音に対して7山乙右1C位置して思ぜられ，左右の

非対弥が乙 ζでも阪祭8れた.さらに音声と音楽の同時究主主管により，晋源

の掘れや中心位置について音声と督当直との藍が見られた.

Kameda e色 81 :T・mporal 白色 rucも u re of spaech: 
Effe。色 。 f øpllもも ing bet鴨ean C 8nd V 

J.Physiol . Soc.Japan 且島 522 1978 

2 他国他育問の中断と再結合の際の匁頃的特性 飽奉礎U-.l1.:S0 1 1975 
S Kameda eも 81: 1 n も eraural swiもching of a syl1able: 
fueion and REA J.Phyaiol.Soc , Japan 89:351 1977 

4 亀田他音声の耳問主笛 岨基縫酷i且 40 1 1977 

5 亀田他脅戸の耳問主管{叫非百個昔との比敏樹革担酷gQ : 2 1 6 1978 

'" 
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自然奮と楽器奮の大脳司兵隊優位性について

角田忠信 康京医働大・舵Z英明

人間金対畿と した大師学旅檀位性テスト(角図 )'i?聞いて1 冒語音以外!と自

然管，礎自器官の優位性を日本人， I1 日本人，目黒二三世について醐定した.日

広人では持続母音は左学時優位と信るが，母背の苛瞥スペク トルtζ似たっ

以上のI~成音からと￡る包複合衝で鴎波紋比j); inharmonic なもの， 及ぴニつ以

ヒの情f正音の つが 2.5%以上の FM音を含lJ'ときには左半球理由と屯勺た.

酋欧人 ， 1也の取偉人 日系二三世では二つ且 tの憎成音の一つが1帥争以上の FM

[f-i'古lJ'とき tζは左半原俊似の成額を示した.ζ由形は般型子音の，，"クトル

10合致する. 冒語昔以外にも自然界にある纏~I管， 動闘の唱声匁の音， 郊楽

栂荷，波， 風1 111の掠れ，雨えなどの音は日本人では在学際Ii!.とはるが，非円

ぷ人，日系二三世では持続母音 と同峨1ζ左学館橿挫の成制が市られた.ζれら

の自然官のスペクトルは前述の inhar monic t$佐官を符っか，阪か'.F M ~ 

含むと樹則される.

母音，自問者の大相半嫁優但怜パターンは日本人1 日本文化にみられる厳本

的信特徴 自問世， 情級世，非Iôl'l!倣ー と崎合する点が多いととが控目 される.

日本人のf叫bの中枢メカニズムが左制優位である乙とは，後天的位置語現境Iζ

よ ョて門られた母音， 感柿音の檀{立性の左園優位性iζ必ず〈と聾明した.

1 flJ国 ~~f3

2 P，間忠由

日本人の陣 大修f![T jlf店 1978 

ヒトの峻畦系，情動麟 ・ 自得系の非対隊性について

神経神歩 21(6)[217-27 1977 



Some Relations b・tween Te園poral ReSpOnS� of Auditory 
Kerve Fibers and Psychoacoustical Phenomena. 

大'*' 健吾 N H K J正田研

一般に純苛の心理的オクタープは駒趨的オクタープより色広〈仕るととが知

られている.との線告はζのよ うな心理現i!b'l!i神経のいか伝る活動K対応し

て生じるのかについて考察した 6 のである.まず1 百は周波散が2 倍lζ信~た

ときに， .との昔と領似した印象そ与えるととが知られている.ζのようは普

の役買を音調性と呼ぶ. I!i神経は管刺激波形の開聞にほぼ同岨レたパルス密売

草するのでB 周波数が 2倍にはれば'"レス間隔のうち瑚岡崎偶粒僚に対応する

パルス間隔は も と白バルス間隔にほぼ一致する.一方心理的にはζのときオク

ターブ怒というー閣の傾似性を知覚する.また周波数が 5 K HZ以上 IC'苫ると

音刺訓波形と暗神絡のパルスの鎗生時期との対応が'. <依るが，心則的Kはと

のとき音調性が梢失する.ζれらのζ とから， 苛調性は基本自r1 1 '- 1ま聴立系の中

争E迭されるパルスの時間間隔という時間情報tζよ り些じるものと湾えられる.

そ ζで0\ 11:::昔蜘l磁波形とパルスの同期性について考える.育刺激周校数が高〈

位。てい〈と聴神揖はその不1/，;期のために官僚悦敏波形のピーク より 色わずかに

腫れて克火する乙とが予即される.そとで R088 らによ ・2て紺告された随神経

のバルス間隔ヒストグラムを鮮細に鰻察し，苦"II!!政形白周期およびの出世錨

とバルス問腐の機大頼度値目開帳令調べた.その結果，音"1磁波lt!'"問削情報

は膨神級のゅにおいてはわずかに拠t. 勺た他としてIii草されている ζ とが見出

された.ζの縮製から， 心J'I!(~オクタープは物慾的オクタープよりもほぼ 1%

程置広〈仕るととが予醐8れた.乙の結果は心理実験データ企よ〈告勺ており，

心理的オクタ プの伸強現象争防御継の濡動から説明する乙とがで主に.

16' 
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睡眠促進物質研究会

断眼ラット脳併に含まれる睡眠促進物質の分雛精製

石川正宰 甚回泰夫 東7官医幽大・医用問

断限ラフトから IGられた酷僻抽出物iζ古まれる睡殴促遊間四の附製争各国の

蔽{本クロマトグラフィーを総躍すζ とにより鉱みに.クロマトグラフィーにより

時られるj匹敵の分画から活佐分画@選びだすための止物検定訟は，まずスク リ

ーエ Jグ的な色のとして，ザリガニ腹部伸援受容般の自尭IiIl fll銅山~IJ作用を用い『

ζの11日明即位方法で活性令吊した分爾について，ラヲトとマウスの脳波および

行動lft i'制定する国t~~J信方援で倹定し極限但進作用"もつ分画るを世定した.

まず臨鉾Iú仙鈎i' SPセ 7 ，ヂックスイオJ吏換クロマトグラフィーにかける

と.睡眠但遊物質はγ ーアミノ酪般の直mJlr.溶f討された.ζの語生分画をま企

めて，それぞれ条件の拠はる 8 図のセファデックス CIOゲA櫨過クロマトグラ

フ ィーで械製すると可いずれの場合色今度は γ アミノ節燃の直後10種眠直過

物置は檀出きれた.ζの 4 回の液体クロマトタラフ 4 ーにより旬られた活性分

画 (AF)は現在のと乙ろ緑も餅製された色のであり， tf細lζ生物検定が行はわ

れている.

A F を高速液体のクロマトグラフィーで分析すると少，，<とも IO本のピーク

令示し，またクロマトグラム主体を分取したものには睡眠匝進活性が強〈担め

られた.さら6ζA Fのア《ノ織分析の砧串，睡眠担過活性はア S ノ畿と照明係

である ζ とが甘勺た.クロマトタラフ 4 ーにおける浴出依聞から考えて，極限

但逝物質l'芳容li:H' 1> .，た .t-I院に近い化合間と惟定され，またプロナーゼ処理

により火活する ζ とからペプチドでゐる可能性が箇い.段近スイスの Monnier

教慣らκよりウサギの血液から徐披睡眠A露呈ペプチドが単線. I防遣決定された

が.*砂f究の睡臨胆遊物冒と直Il比鮫の結果，タロマトグラムl二の局審出回~1が

一致せず，両者は拠なる問問でゐる ζ とが示唆された.

今後は前述液体クロマトグラフィ-"主力』と して， A F~さらに側関してい

く予定である.

1.' 
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断I!ラヲトの脳鎗泌物の種眼健道効泉の検定

井上目次回 "';如闘 取点匝劇大 ・材研

24時間断眠させたラヲトのE商事字婚出物。ι含まれる睡眠恒温情置の効果を生物

倹ìtr.去により字IJïi::した崎県 T報告した.滋験動鈎には“ト70凶令の雄ラットを

lIJい，自由 0. 85"のステンレスステール製カニューレが郁三割軍内iζ進する

よう 1<，また大脳出置漫画には脇被導出問問極， 掴筋および嗣酷tζはそれぞれ

筋咽および阻球辺助配録問の!R断舎繍込んでお< .笹験動噛" ，臨室内注入お

よび主体f1!$友情線配蝉がJJ!I明!聞にわた勺て総畿できるよう特製のケージで醐脊

する.ζのケージは内蔵する鯨動トラノスジューサーによ り，その阪働が迎続

的iζ配録できるよう考案しであり ， ζれによ勺て彼験動物の行動が解析できる.

闘政は俗峰フィルタ を過して， �. 0 ， α ， 81 , fJJの 6111011ζ分継しそれ

ぞれを 5分間隔で国分し，アナロゲ車示するとと ~ Iζ8波の鋭敏Tヂイ少タル

カウントしてお<.行動，原臨波，節電図，剛q/量動 6-晶は'"リグラフに

配線してお< .ζのほ命、高感度7 レピカメラ令長時間ピヂot録画('"与間遠

出) T行令て曾笛厳司助簡の行動T国陸銀察し，ハイブリッド ・ コン"'，ータ』と

よる生体制織のオJライン処甥て睡眠段階の自動判定密行う ζ とも，補脚聞に

利用できるように伝勺ている.

断舷ラヲトの嗣紛抽出制は， 5匹冶を生血食温水 200μtlcmか し，夜間to

時間iζわたうて桜島実ラット 1<世入する.侵 6 有効信分画については，綿製過程

がi腫んで色活性は失われず，明らか信睡眠毘温効県 T検出するととがで色た.

注入された IMI閣の行動車と徐放経眠細-i' ， ilíJ伎生血食極水のみ注入されたとき

に比暗すると，それぞれ田~曲%減少および曲- 1曲%増加と伝~t;:・ RE M

睡眠については大き '"'!J!:化はみられ佳かった.

瞬陽差出描蜘自の生物検定法はいちおう詫成したと J唱えられ，今後はζのシス

テム舎利川して物自のmil' ・ I~苗決定tζ百献するつもりでゐる.

1 本;，符松，刷田，弁上断I!..ズミの闘鉱山闘の鍾I!~逝劫県

動物学僧品 目(.0 44601971 

2 "'多，井上，薗田. -6111，昆崎，入来， 111，内閣:

睡眠臣車朗自の生血効果 日ぷ生町'î'姐lb 40 (8 ・ 9) 印刷巾 .1978



大脳皮質における膨覚情報処理

脳l孟どのように聴覚情紐を表示するか

官乃!l:リj ワ，- ト ノ大学

一世iζ聴覚系は尭背系と共l ti腫化してきているので， 聴覚系は動物が阻う昔，

動物にと勺て置聖位生物学的意味をもっ昔の検出とその処珂に釦合の良いよう

に偶成されているはずです.したがって艶覚系が実際にどのようK機柑削ζ柵

庇されているか調べるためには， 先ず，動闘がel!う昔， 動物』ζと，てE亜信者

の性置を鵬ぺね ，;ftl りません. />( 1ζ，これらの音に含まれる間仰がその動物の

醐でどのよう iζ処塑倉れるか積小沼極を闘に係入して調ぺねば俗 り ません.

ヒゲコオモリ 1;乙だま定位によ勺て昆虫を捕食し， 生活しています. ζのた

めは使う晋，定位晋は con8ta nトfreq ue n cy ( CF) 成分と r r equ e n cy-

modulated(F W)成分から信ります.

CF成分は帽的の聞出とその閥的速度の制定iム F M 底分は標的までの距継

とその方向の醐定，および間的の等徴剣山 ICØ!われます.各々の成分には軍一

倍晋から罰四倍晋まで含まれます.その中で前二倍官が強く ， 乙だま定位のた

めに特に置曹は底分です.罰ニ俄昔の C F成分 ( 6 1 kHz)はドップラーー喪換補償

と呼ばれる能宜性行動陀恒m.れます.

蝿牛lとは第三倍音の CF成分の検出 と詳細えよ陶磁世世柄を行うための

reBo na 巴 or ( 円があ り ますo 6 l kHzl!:.圏直の良いニsーロンでは剛健闘I線の

削軒は 1500- 1 800da/oo t a v e. その "Q" は 210です. ヒゲコオモリはζの

よう伝すぐれた特徴を もっフ "レタ ーとド ッ プラー症候繍慣とを結びつける ζ

とによ勺て動 〈 悌Ir，の検出 とその分衡をすぐれた 6のにしています.

ヒゲコオモリでは大師皮回路宜野"非常ICa;しとだま定fíLlC.必書信↑lf鮒処

目!"行うだめの DS-C F処班野 (Oop pler-shi f ted-CF proc9ssing area) 

と渡合苛処間野があります. DS-CF処理野は聴覚野の甜%令占めI 61-63 

kH沼田苛 1ζ よ っ て直ばれる制縦令処I'llするために使われています.との'"野

では開的の相対巡世i'~提示するための鴎証世軸が且脅す状にあ り i 標的の立体内

争後わすための綴輔舶が刷紋敵舶に出置して鎗杭にあ り ます. 被告音処理野iζ

は定{立音の F"成分とドップラー幼臨令畳けたζだまの F M r.&;-分との組合せに

敏癌はユ ユーロノがめり ， 閥的距般についての情怖を処聞している場所( F. 

-F M処煙野)と倍音曲眠にある C F凪分の組合せに敏団信ユ ~- o ;..-がある

場所( CF/CF処煙野)と があります.

16' 
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似合晋岨血哩?には周波肢の餓位的:Al~も領周の都位的表示も始んどはく ，定

出官と ζだまの中にある成分の特定の組合せは敏感はニa ーロンが鳴りにむ勺

て存在しているのでI DS-Cr処田野の惜能的柵成とは明らかに恐います.複合

音処理野は聴覚野の像布団リ偶成についての一つの恒liI. d叫eotor r.heory 

k合う I~I此"示します.一方， DF-CF処1'1!妻子はもう一つの仮且， 叩atia­

明白poral pattern theoryに合う 12成舎示しています.大脳皮質臨宜野

のt明主的情成I~動物が使う奮日勾の性質とその目的によって温いますが，個々

のエ 3 ーロノは符定の↑a縛曹車またはその組合せ陀応ずるように特妹化してい

ます.



マウス下丘の樋館前怠可盟蝕

ーーデオキνグルコース法による健司健ーー

谷口栂鍾 斉厳 望 組協医科大学

lIJ世，'，例区 lζおゆる可艶位争しらべる目的で，片側蝿牛磁I!I後の両側下正への

( ，・'C) -d・oxygluoo89(出}の取込みをオートラ:;オグラフ 4 によョて続時

間に観察した.

生後2 1 日目の ICRマウスを使い， 肩車静II!"ら DG .μ 。，，..注入した後， Iﾖ 

らに肪置室で級官iζよる音訓|激を与えた.品分後，断面し嗣'"取出し凍結。J片

( 8 0 1' ) を作成し. x Mtフィルム 1とm光させてオートラジ才グラフ金作成した.

破周慢した幽tI~lC.対して旺対側の下丘への DG の取込みは，蝿牛破局館後 1 日目

且ぴ. n目の急性聞には輔少し，手l'対祢のバター/"聾した.ζの結果は従来

一般に担められている，未納から下Eへの神経宜配は買主性のものが置位であ

るという ζ とと一致する.しかし，庄対側の下丘への DGの取込みは日時の録

温と 1<1<11/加する ζ とがわか9た. 11 日日， 18図自のオート ラジオグラヲ It左

右の下丘iζ日"対祢の DG のn.生みが毘められ，正常伝動物の撮合と比べてほ

とんど遣は々し斬しい神経の連絡が生じたζ とを示唆した.

碍支配が担る可脂性のある経路としては(1)反対側の下Eから∞mmlS8ur・

colllculorum lnferiorum を経て〈る碕合，印)同側世iζF伎の外側宅

僻から来る場合の二泊りが拷えられる.

(1)の司曲住金険酎するため1ム牛側の蝿牛舎厳S慢した後，同支配が起勺に

と血われる時点 ( 81 日日) で。。田町1 1 S8u ra を切断レ， オー トラジオグラフ

を作虚したと ζろ，正常の動物の繊合とほとんど閉じよう仏対除。~I津両

側下丘の DG の敏込みが包められた.乙の乙とから o。ωm1a sura ~縫

て反対聞から来る経路 Itζの再支配のlJlil.'"玄関与し〈よい乙とがわかる.

w の可能性については， ζれまでに覧表されている賛同比遜づいて有療す

る.鍋牛舎磁S隠すると，同備の1I0l!上オリープ核i乙 transneUTonal

d'8・nera t. lonが包るという・突は Powel1 and Erulkarlt よ 9 て

報告された.また縫近の暢告によると I ('a) leuolneの外側上オリープ

篠への法入!iI.ぴ hOr8・r・diøh perOxidas&の下丘への住入を行う ζ と

によヲて，外棚上オリープ紘から下丘へ両側佐の後射がある乙とが明らか

にされた.

ζれらの事訴Eから，下Eにおける塑性的信再支配は同倒の外聞とオリープ硲
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から外側毛体を経て世射される神経絡にようて起~た 6のと彼定き札る.ニs

-ロ ンレベルでの再支配の惚序については.中門店神経系のいろいろなU場所に掴

傷令与えると生き級勺た神桂細胞に神経終末の目proutingが起 ーョて新しいν

ナプスが形a立されるという，中偲神経系民共通の溢~I乙基づくものと考えられ

る.



茸問主留と大脳半稼優位性

亀図和夫 北梅過大学 ・ 飽

一連の聴宜信号を左右耳聞に究傍怠せて与える手舵I 1nteraural 

o. lternat1on または '0 もeraural switch1ngを乙乙では， r耳間吏鯵J と

釈してお〈。国々の額置でとのよう位相替を行うと ι 了解置がどの織に車化

するか?を問う契績が従来試みられてきた.われわれはζの明星舎を鎖直によ q

てコントロール'るので信< ，音聞の1.置に即して行なう手続，，-，-，彊してその

聴覚的印録会調べてみた.まず慢も単純な子宥( c l+母音( v )型の単曹司

1ζついてとれを行低い，切笛える点が c v の直結認である場合応策も顕著な劫

果を示すζ とが判ョずこ.つまり c ~，一方の耳 iζ ， v が他方の耳に与えら

れるのであるが 融和した本来のー奮節が暗かれる吻合と，分催しと

二つの単音が飽かれる場合とがあーた.ζの融合の雛自は多くの条件Sζよ勺

て棋まるが，特に注目されるのは在有fII聞に非対弥 (aeymm・色ry)が存在する

ζ とである.す伝わ免先行する Cが右耳κ入った場合の万が融合が起 りやすいの

で.，る.冒拐昔tιついての右耳の有利性 ( REA : R1ght Ear Advantage) 

が多くの型総iζよって証明されているが 今回の砧裂はζれと関連する色のと

解釈される.

離宮町弘上限必ると誼術的犯闘機があってー十分伝データはI~られていはい

が，先行宮が右耳に入る ζ とが届迎合を助ける乙と!鼻音節よ り も融合が8 りや

すいζ と，信どが耳められた.従来の頼贋金定めて空管させる型厳ι 昔同の

みはらず音楽俗どを含めて行なった.特に綾後化しに実験として，苛声とn楽

<'"ど}を同時6ζ，しかし空文させて切笛える乙と〈互主主笹》争色臨みた.

ζの場合色側々の了嗣，分肩書には若しも叩帝替がはく ， いわゆる「カクテルパー

ティの劫梨J の特妹は形と考えてよい.乙れらの笑験で音源の見かけの位固に

ついても冒結官iζ射する REA が存在する ζ とが発見された. t，ょにゆえ乙のよ

う信明自信!l!1院が従来見通されてきたかは理解しがたいが，了解&1<のみ也奮

が払われていた乙と色摩自であろう.

近時，ヒトの左右回大師皮宮の包岬l分担lとついての闇心が血速に高まり，多

〈の惚酬を空えた!lI"が弗表されている.しかしその恨拠とはるべき実験，.伎

法が十分陀他立されておらず， 1候111と実験とのギヤヲアは著しい.上記の小!l1

駿は乙の間隙を極める多少の寄与左右手ると考えている. '"おζれら話聞に先立

'" 
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勺て，体性感覚の大闘皮質役修について，ニつの知R-i'紹介した.いずれも不

剛山ネコの憎ーエ， - ロム〆活動κll;< 色のである.節ーは血目が肢状構築と同

時1cl!l宛状のIA成が存在する ζ と 4民放学的モデJレを世勺て示した ものである.

IIIこは方向暗畳位の単純伝シ五 ーマι その虫酸的被II!;，示した志のである.

どちら S ヒトの位置微仰について色示唆するものがゐると 3唱えた.
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主主体膜における聖容錯とイオンチャンネ!Lの織遣と楓能 研究会題名

EFFECTS OF DIME官官LDIE百iANOLAM>叩NIUM ON 世田 IONIC PERMEABILITY OF 

CHEMICALLY MODULAτED CH凶NNELS IN THE FROG ENDPLATE AND THE ONCHIDIUM 

NEURON. Takashi Maeno , Masashi Sawacla and Koichi Eno田to. Dept 

Physiol.) Shima百e Med. Univ. , Izumo , Japan. 
While studying effects of certain chemicals 00 the endplate 

membrane , we notlced 曲目印mM dimethyldie出anola皿oni四 [bis(2

hydrox戸thyl)dimethyla皿on1田，目団EA] sbifted 出e Y intercept of the 

double reciprocal plot of ACh pote沼tial versus ACh concentration 

relation obtained with a classical moving electrode technique (Fatt , 
1950) 四回目tically. this suggested that 酔由EA modified the 

electromotive force of an ACh induced conductance change. Such a 

possible alteration 10 the equilibrium potential of ionic channels 

10 the endplate membrane was investigated with the voltage c!amp 

technique. Ob回ined results that 2 冨創世由EA sh1fted the reversal 

potent1al of the EPC by about 40 mV towards posit!ve strongly 

implied that this compound blocked rather specifically the movement 

through the ionic channels 10 the endplate membrane of particu!ar 

10n5 such as potassit皿.

To c町、firm the specific effect of D治団EA on the ionic se!ectｭ

ivity of chemically act1vated conducting pathways. we applied this 

compound on the neurons of B mollusc. 0ochldlum verruculatum. 工 t

was found io 出e present experiments that 酔由EA potent1ated sodium 

depeodent depolarizing reaction induced by ACh , that potassium 
dependent hyperpolarizing 日spoose elicited by glutamate was sup-

pressed inve玄sely with this agent. 四d that these effects were 

associated with alterations 10 the reversal poteotial and the ionic 

conductance change. 
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KINETIC ANALYSIS OF BLOCK OF ENDPLATE CHANNELS BY A FLUORESCENT 

PROBE. P R. Adams & A. Felt~， Dept. of PhysJology , UTMB , Galveston , 

TX 775ラ 0 ， U.S.A.. & l.ab Neurobiologie , ENS , Paris , France 

Qulnacrine appears to produce a voltage dependent block or open 

endplate channels accordlng to the 5cheme ( Natv同 it包， 609) 

a 
closed r--ニ主

a 

flQI 
ooen 士 blockcd

、b

We have now evaluated the 2 time const�ts pred1cted by the model 85 

a func む 10n of qu1nacrine and agonlst concentratlon and of membrane 

potentlal , usjng mepc decays , iontophoretlc double pulsCS and vol 乞age
jump relaxattons. The da包 a demonstrate the very hlgh aff�ltv of 

agonlst for the receptor‘ when the channel 15 open. The blocking rate 
8 時l 目 1 -1 

oon5色ants are f = lO-H s b = 5 5 at -60 mV and b = 1 

s司 1 aヒー1110 mV. The very high forward rate may reflect a negative 

surface oharge. Varlation of the block ω1 th pH shows 巴hat 包 h ，

blocklng species is char~ed both 1n the rlng and on the side chain 

Evaluatlon or the slow relaxation tlme permltted caユculation oC 乞he

rraction of channels open in the absence ot' Qutnacrine , 5/(6 + 0.) 89 
a tunctlon of agonist concentration. The data for ACh and carbachol 

。ould be f1 t ted to 出e actlvatlon scheme (J. Physiol. 主主主， ε71) : 

日

一一附
一一

h
一
←wi th K = 19 μM and 200 υM ， L2 = 1.64 and 0 均句 for ACh and carbachol 

respectively. Comparison oC L2 for ACh and carbachol with the 

single channel conductances for these two compounds shows 包 hat the 

isomerizatlon step is r<叫e l1miting. 



盟副S冊目 OF ..細切 5， 1叩S 町四E C. 凹聞にT附団 OF N国間閥 単品0"弘主主，

主旦~旦1. 且u:.....!主主...叫主且旦L主~盟・ Dep・z回ent of Phy・101司， , 
.1。伸)18108 ， Universlty ぱ Texas Medical Branch. Galvest:，田. T・X8a 77550 , U.S.A. 

....叫 SC 1 01'市町e tunsported lIIoce re�ily than Ca 101'、 IICcosa the 

刷出rðne ot 且坦型皇制8cle 同時M・E・.e.刷、‘町k岨a. 1914) ønð 虫込三隅"'曲.

!AAalke, Lee ‘針。"-'1\. 1918) ー 均・nð Be 10118 are not conductive. Ba加d 5, 
t: ransp。目出同時h the Ca con�ctance was compsre� -.1出 Ca transport in I随時

det�l in 虫込主旦盟主旦.!. usl珂".. .田U聞 pipette 岡山国 ILee. 抽alke ‘.，副".

1977} , thll 宮崎""訓d combineB voltaqe c同町p and int・ null perfusion. In qeneral , 

reaul回 fot 8a /1M Sr we四・ t1llih.r. Small 日出仙IItlona ln 四rrent: f8a聞.. ・1

wer8 mC8sured I:md their &p観2包ral shapes determined. Spectnll shll.pes h・.，. 
Z必rentzian configuratl旬、 .. 羽ð Ire consls主ent: ..,ith channel and not carr1er-

鵬diate4 transport (p;olb , Lð珂" .日7BJ. 晦 E凶nd that 8a同1.. 岨，刷出

9四a t:er 出制 ca noise and calc叫at10ns of 回 itc剖創世間ce ， y. 94四時lues for 

Ba that we.::e 5-10X larqer than those reported for Ca (Akalke. Fiah.an , Lee, 

出。re " Br伺n . 1978) ー Corner fr岡田国1e8 were a.J.困問ch 皿aller (l-5 Ut.). 

Theae va1ues are oo081&tent with tOO alower turn off kinet.ic9 ~or (I_ ;> ・•• ..凹1t9 have been inttupreted uaing 町"時四回出前町 a柑・ t困 bðrr i町 m岨叫

with a 8in91e a・ turable 81 te bet晴朗 the b3rr1era. 旬噌 linear a9cendlng 11mb 

。ε 凶1e I-V curves a憎~ the1r c町、centration depen�nCi'l ate accounted for 

国tisfacto.:Uy 切出担~血1. Supported by U.S.P. II .S . ，四-11453 �d N5-13118. 
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INTERCHA陥EABLE ASSOCIAπ lOH OF NEU間TR州訓1打田 RECEPTORS WITH SEVERAl 川崎町四日

E旦.!!L旦'--'主旦並立ιNeur曲 10109Y Oept. I AFRRI. Bethesda , Maryland USA. 

短江副主同urons have 叩edfic recepto円 for a n叩ber of neurotransmitters. 

including acetylcholine. dop訓ine ， octop訓ioe ， phenylethanolaml問h1日間ine.

glut酬ate . aspartate ， 日rotonin and GABA. For each of tりese 5ubstances three klnds 

d 同sponse �e f加M， due to conductance increases to NJ, cr and d.respect1vev 

Not al1 neurons respo伺d to 411 of these substances , and the frequency of occurrence 

of a partlcul� i加比四叩onse to a particular transmitter varies greatly. Ho崎明h

a given ldentlfled 冊uron always has the 日間 profile of responses fr棚田E

preparatlon to the next. The fol1owlng klnds of evldence 5upport the view thal each 

o千 these n 、 ne specff1c receptors can be assoclated ln different cells with any of 

three distlnct 10問phores passlng Na¥Cl-01'" ピ 1) All c刷川binations of 廿ansmltter

elicited ionic response have been found. 2) The tlme course of a glven lonlc response 

1 s j ndependent of 曲tch transm1uer caused 1t3iNf end crrespmsesare 

relatlvely 岡崎erature 刊日nsitlve. whlle a11 K+ responses are blocked by 印011ng . 4)

All Cl-re叩0"日sbutnot Nror tresponses are Mocked bY Mcucu111ne.P1crouxtn 

and penicl11in. 5) All Na+ �d Cl-responses are blocked by curare. but K+ re印刷ses

are unaffected. 6) The lonic selectivity of the Cl-channel Is slmilar ln res凹nses

actlvated by dlfferent transmitters. 

In additlon to these three common types of ionic responses there are three less 

usual responses which have been found for 目隠 but not all transmltters. These 

include a slower and curare-Insensitive Na+ con山ctance Incr回目 response to 回BA，

seroton i n and dop町 1ne. a depo 1 ar iz i ng conductance decr白se re叩onse to GABA. 

acety lcho 11同 and serotonln and a hyperpolarlzing conductance decrease response to 

serot創刊 n repol"'ted by others. In addltlon serotonln. dopるmlne and octopamlne �t at 

spec1flc I"'ec叩tors to stfmulate an adeny1ate cyclase. The sl叩 lest expTa同H加 '0'

these observatlons Is that each of the nlne specif1c receplors may on dlfferenl 

neurons be assoclated wlth each of up to seven dlfferent \onophor目 0 1'" effectors 
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PORE SIZE ANALYSIS OF ELECTRTCALLY INEXCTTABLE (CHE伺ICAL) 附E.MBAANE

Ch呈主主主主主些主主坐・ Dep巴 8101. Scl.. State Unlv. New York at A油田Y .

New York. U.S.A. 

The membrane volもage re~ponse or the frog 58r色。rlus muscle to 

bath appl1ed 8C叫ylchol1ne (ACh) was 間前ureð 面的 normal and 

denervated muscles were studled. The abl11ty of varlou5 organlc 

c:atlons 巴。 depolarlze the muscles 1n the abscnce of aodlum waa 

exsmlned to eaむ 1m.乞 e the slze of 乞he channcl through whlch sodium 

moves to 101む1ate 包 he endplate poむen乞 181. The magnltude of the 

mllxlmum vol 包age response was u$ed to estlmsむ e the permeabl11ty of 

the channel to the organlc ca乞10n . The ACh-actlva乞ed endplate was 

very permeable 色。 ammonlum and lts methyl 8nd hydroxy derlvatlves , 
and 耐derately permeable 凶 guanldlne de~lvatlves and trls (hydroxyｭ

methyl) amlnomeLhane. The permeabl11ty or alkyol derlvatlvea of 

ammonlum dlminlshed progresslvely wlth lncreaae 1n rnolecular ・1z e .

The resul包 s suggeat that the endplate lonlc channel can be represenｭ

-ted by a pore or about 6. 与 A 1n d1ameter. In denervaLed muselca. 

吋hlch have a large 1ncrease 10 the number or extraJunc包 10na1 ACh 

receptora. the channel slze seemed むo be abou色乞he 81lme 

The da 包a or Laslllgnol and Martln (J. (len. PhYlll01. 70:23.1917) 

8uggest the slze of the ACh actlva包 ed channel 1n eel elec乞roplaques

也。 be qulte alml1ar 

Supported by a gran色 from the USPHS (NS07681) 
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HU巴Tl-SfTE ， H\凡TT-BARR!ER， KtJLTl-OCCllPANC'l MODI!.LS FOR rHE ELECTRICA1 BE!lAVIOR 01" 

" 町田LE 円LI問 G貼附乱S LI阻 TROSE OF CRAMJC四r.. 主主l....!!且且盟主 B旦金主主旦! snd 

E旦旦主主些主主翌旦 Dept. Ph同10 1. .町l.A Medical School. Los Angeles , Ca. 90021.. 

The rheoretlca! expecta包 10n8 for concentration dependences of a nUID.ber of 

e10ctr1c II. 11y 箇個S町able propert les of channels are e四ldned for 同dels of 1ncreas-

1n8 degr麁s of co脂ple:rci ty ， with the sim of establlahlng exper 1lllen乞111 cr 1t eτ 1a for 

distingulshlng between these and f1nd.1ng the 51鳳pleat one approprlate to lonlc 

channels , auch 80 gra河lcldln ﾀ. Only 8y冒metr1cal channels per司自able 901ely t。
catlons む\ the ptesence of 11 single e1ectrolyt;e are conaidered. Solely catton-

b1nding lIodels havlng 2 , 3 , and 4 catlon b1ndlng sltes �d 3 , 4 , and 3 rate deｭ

'"酒lnlng barrlera , reapec包lve1y ， are examined , sa well ・ s • cnodel with 2 u.tlon 

blndlng s比ea ， and 2 (modu1atory) an1刷 btnding sites. 't' hc 問d e1s take. 1nto ac:-

count the v01tsgc depe.ndence of the rate constant・ acroas a11 barr1ers; and the 

"shape" of the central bacrle.r hall been lIlooe1e.d as ・ reg10n of aymmetr1cally 

spaced equ.1libr1um 111tell of 1σW 田cupancy. Al1 modelll are c開pared for t¥le coo-

centrat10n dependent behavlor of three lIe.ts of e.1恩c: tc1cal propert1e�: th・ chaonel

eonductanee ・ t zero current (C
o
)' the shspe of the conductance-voLtsge (C-V) 

characterlat1c. 8nd the flux ratlo I!xponentτhe behavior of each o{ theae pr。

perties 18 c棚pared snd re1ated to the occup剖cy and to the rate con・ tant8 . After 

[he co:圃，on ， a8 well a8 diatingu1ahing. f e.a飢uea of the 1II0de1a have been compared 

ge.nerally , a apecific C: OI百par18朗..田de for gram1e1din A ut111z108 re1atlvely comｭ

plete data now ex1stin8 for RbC l , 811 Io'e11 aa other a1kall catLon lIa1ta. 't'he G-V 
character1�tLe 19 especially e悶phaslzed a ince , contr9ry to the preaent view of a 
s1mple 耐notonlc change fr帽 "aaturating" 回 "hyperbo11c" C-V ahape.叫th lnere.as-

1ng coneentrat10n. I!IOde1s wLth more tha.o tlo'O cat10n aLtea exh1blt not on1y dlf-

ferent levela of saturatlon for dUferent occ.upancies but a180 c� sholo' an sddlｭ

， 1伺.1 Sllturatln唱-hyperbo1Lc transit10n st 1抽出 concen t.rationa. for 凹mpa.r18on

with theory we ....111 present the results 。室。ur studies 1n progreas OI1 a1ngle-

巴hanne1 G-V eharacterlstlc8 of gr帥ic1d却 A at u1t日 1凹 conc制口atlons (e.g 

・ 0愛国的 deduced frolll IlLany-channel meaaucement8 as we11 S8 un戸凶b1ished 8mgle channe1 

eonductanc• vo1tage ~easurements for R凶1 8t convent1onal concent rations 目白

8v�11able to u園 by Andersen. For co竃parlson l' 

Supported by NSF (P開 162060町制d by USPHS (GM 247/,9 lInd Fogarty Internatlonal 

Research Fe110wah1p TW 24日〉
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夜間宮前田町四回.ANE CHANNElS FOR 'll{E心四国且13 RECTIFICATI叩田町M祖国区お

呈里担と且盤L盟主主 』酢 拘l，Ysiol.. U.C.L .A 悔dlcal Sch∞1. Los Angel田 . Callr . , 
U.S.A 

""e 同.til司<"'剖2同.ne ofas国rf1sh e由民 predα話国ntly p官官able to K+ 館、d

出1s K cぽ羽田岡lCe shOws anonalous or .inI岨国同時lficatlon (2 ， 3) 山nUar to 出品

。r勾話国且y found 1n f'r可七吐t由 flber by 陶同 (1) . Vol回ge clamp &温lysls sh倒S

乞he~目f1cat1on has 11出国花aneO<温 and t1me de匝岨ent 目湾沿問nts. 崎、en 泊'"

e凹，耐【

t岡nV 且聞巴 (句叫). (B剖}吻3港e K 0悶α凶世国即e a乞 ag眠，.凹 v_v九k "聞>.t酌'ly p問伊内1拘α首喰叫a叫l 

+ 回乞凶he 問噛r珂噂'"拘。t 。吋r 色出he e凹χ同円羽" K 0α予駕c倒聞3花t目b凶1伺 (2目). (C引) 白同R、羽a1 Naぷ+箇泊L1+
+ _. + 

お旭町事国￡冊叩叩lent 10田 such 田 NHIj' ， α"lOline' • Trls' .紅τ1n"羽， , e恒国時

間 errect 曲白羽E 問氾t1flcat1on (目 。 (0) Cs令 "句碑.næ田t but 誠相~S a str司港

古田曲目血同色ent担"de開討朗t b1田k"可geffl田t (2.向). (E) 由+臼 sUghtly pe周到臨，t

but lt als。由開5 a bl凹回唱 e町田t (2). (F) Tl+ 1s 問時間n噂ant th副 K+ 惜海n

the tota1 K ls 四placed 吐出世凶包 a small amu.nt of Tl 1n K solutlα， "酬， a 

blockおng errect , thereby 四sult1r司区 白田 oall剖"同le fractlon" de同国間色 pe~時­

abllity (2 , 5>' (0) 面件 前 1<M conc町花田目。ns shOws a 問団brane 伊岡市181 ðe問n­

dent bloc収ing effeet. A 511叫lar bu乞 rnuch smaller block1r竃 effe<:t 15 seen for 

SF++(6} me 同副lt 18 d甘fe問.nt 1n a nUtI命er of 凹加出前>en 悦le 1nternal 1，問

。四"1""比三叩 15 a1te開d by 1nt四cellular dlayls1s and this will be d.1scussed 1n 

de同11 (7)

(1) Katz , 8 . , 1947. 主主主ιsc主 . P盟主主主 ), 285 . (2) H唱lwara. S. & Ta回抽出"

K.. 19711 ，と Gen. 旦立盆01. 18:61. (3) M1y晶位1 ， S. ， 町田此， H. &面目kl ， 1., 

1975, J. ph淫担i 凶6 ' 5ラ. (叫 H唱lwara ， S.. 地四国国. S. &除問昨加工， P. , 1976 , 

ι2笠ι2立主主主 67 , 621. (5) 出g1帽ra ， S. , M1ya田k1， s. , Kr担問， S. & c阻止J S. J 

19πJ. G笠.1'1宜主主!. 70:凶9. (6) 陶g1wara ， s. J 岡持団ki ， S . ，除国y ， w. & Patlak , 

J. ， 1979 ，正. P泣主主1. Vol. 279 (111 pr四，)ー (7)日時抑留.a ， S. & y，田hll ， M. , 1978 , 

(却炉、e同1'Iitlon). 



182 

T間剖冊目白即問町田τIES OF 凶田 P冊E ， 51即I..E-YlLE 1倒IC CIIA捌且s . 主主主主旦込主主

IInd wo笠皐旦昼主担!!!.. 0叩し Physiol.阻d Bi即hy8 .. Unlv. W岨h1噌日"， Seattla , 

h曲ingt Qll. U.5."'. ・ nd Phy.臼1 . lnst.. Unlv , Saø.rland , H帽burg. Cemany. 

A theoretlcal etudy waa _de of • pOl"e ""lth 凶ultlpl・ lnternal bindlng ・1'<・ 10

whleh 10M ・ove 1n ・1ngb f i.le bヲ 11 vae田町-diffulion 周平h副 lslll. Such 副1<ト100

!ll ooela 時間白四位 propond 旬 "00回a四~ (1965) [0 expl・1n the observatlone of Hodgkln 

and Keynea (1955) on unl-dlrectlonal flux目。r potasslUG 10n. 1n Sepla axona deー

vlatlng fr帽 the U..lng (1949) r8t10. These 111吋 els al胆 have the fol1。叫ng pr叩町一

[188 found 1n a varlety of delayed 日目1f1er and tnward rectlfier K c:hannel�: 

〈叫 lon1t conduct81'lce c加 depend 叩。n the 0.5 (or other) p凹er of [叫 (2) The 

block ¥11th ・同II blQek1ng 1008 , e . g . , Cs , t8n vary as che Ca toncentratlon ralaed 

[0 • pO¥Jer hlgher than 1 and can depend upon ・eabrane potentlal lIIore ・ teeply thnn 

a one elect刊n procel8. 羽田町kby 朗""'"国ant 1皿 placed on one ・1d e lIoy 国

atron&ly anta川(.n1z ed by a per'lleant 10n placed on the other ・ lde . M propoaed by 

AI"Utron8 (1969) ，凶ほae firat three propert1ea .ake a凶h ・国ol，叫th b10ck1n8 10n8 

""C!ll au1ud for expla1n1ng the propeniea of inwarcl rect.if1c・ t10n . 11le ・ teepneSI

of the rect1Ucatlon and lu d叩endence on E九...昨日開lalned. (叫 The ionic 

aelect1vlty (PS(PK) l゙ealured by reveraa1 pOt制tia1 depel'lda noc 001,. upon the barｭ

rler・ inaida tha channel , but ・l~o on the concentration of tonl 傷、"下1.' two a1dea 

。 f the 園e-brana. Selectivlt lea 圃8y even reverle 1n 801ng fro・ low concentratiol¥l 

同 h18h 曲目制trat10M ， Ind 1n .1xturea of the 101\5 , 50-ca11ed "8n岨叫。u. 回U

fract10n d・P''''・nce" of rever�l potent1als and conductancea c凪 n be ohaerved 

The� effecu 8ri圃 e because the 即parent permeability of the channe1 dep回da upon 

the numbcr and type of occupylng 10n8τhe slmllar1ty of our calcu1・uoo・ w1th

the propert1es of K channels Itudlet1 1n 田onl ， 国民1e ， and a 川r1cty of e凪8

provides new ev1dcnce that inw8n:1 rect1f1er and delayed rectlfi・r K channel・0<・

lDultl-10n. s1ngle-flle porea. 
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TEA AND 4-AP AFFECT SEPARATE 問TASSIUM AND CALCIUM CHANNELS DIFF回­

ENTLY IN APLYSIA $-AND F-NEURONS. 旦盟主主宣止旦ι」込旦， 例PI Braln 

Research , Dept. Neurobiology , Frankfurt-M. , Federal Republlc Germany 

ln the vlsceral ganglion of ~clvsia c811~ornlc.! two types of 

neurons exlst: Cells with s!owly 四polarlz1ng 8ctlon potentle!s (S 

cells) and those 叫油 !ast repolarizatlon (r cells). Their diffeト

ences are : 工n low Ca++ so!ution the slope of rls1ng 8nd fal11ng 

phases of APs of S cells 15 reduced , but enhanced 1n F cells. In 
Q-Naφsolution inward current of both types 15 strongly reduced but 

more 1n F cells. ln voltage clamp F cells dlsplay a linear I/V reｭ

lationshlp for the outward current whlch 1s N-shaped 1n S cells due 

+. ... ------' ----'-...+ to 8 Ca
TT 

dependent K
T 

curr聞t IK(Ca)' Oouble pulses w1th ahort 1n 

terval or short hyperpo1ar1zing pulses dur1ng depo1ar1zat1on can acｭ

t1vate edd1t1onel outward current 1n S cel1s w1th1n the range 0/ 

自ax1mum and even m1n1mum I." ，.，~\ . 1: Extracellular tetraet治vlamDIonlumK(C.) 

(TEA , 5-50 mM) 1nduces Ca令+ dependent plateau sp1kes 1n 5 cells but 

not F cells. TEA ext回s1ve1y reduces the outward current in 柏e volト

age range up t。令、。o mV , 1n S more than 1n F ce11s. In contrast , 1n 
the range up to +250 mV the reduction 1s m1n1悶a1 and the remain1ng 

current 1s res1stant to cobalt. TEA b10cks the Ca++ and trequency 

ect1vated component of the K+ current in S cells. The test outward 

current IA' only ohservable 10 S cells , 18 unchanged. 11 : と盟担土

旦x!:.主且主旦阜 (4-AP, 5-25 mM) slow5 repolar1zat1on and increasea sp1ke 
duratlon 1n F cells more than 1n S cella. The outward current 1s re 

duced 1n both types 1n the lower voltage range but , as 1n TEA , 18 
unchanged 1n the hlgher range. Maximum and m1nimum IK(Ca) 1n S cel1s 

1s sh1fted to lower voltages , by as much as 150 mV. IA 18 blocked. 
F cells exposed to TEA after 4-AP generate plateau sp1kes. 
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PHYSICOCHE~I1 CAL ASPECTS IN fUNCl'IONAL MEM゚RANES. Yonosuke Kobatakc 
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Chemtactic responses of 100.:er org3nisms are considered to be a 

prototypc of chemoreception and its transducing s)'stems in higher 

vcrtebrates. Stimulus.response relations were 、C' xamined ¥dth ciliate 

protozoan Tetrahymena , plasmodia of PhysQl'llm polyoephaZunr and excitable 
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chemotactic rcsponsc 

(1) The Cth determined frolll ðゆ ， ι. ðP , etc. agreed welt each other 

in all cases cxamincd. (2) The Cth for salt reception followed thc 

SChultc-Hardy Tu1e. (3) Thc Cth for 1: 1 58.1 ts decreascd wi th the 

lyotropic number of UI¥iOn5. N, and fol1owed the equation: log C th 霊

一 α N + const. cl represents the cation sclectiv孟 ty of the membrane , and 
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 and 5alt Tcceptions was c.orrehted intimately with the lyotropic 

number of anions , suggesting that the interactions are coupled throuih 

the water structure around thc membrane. (6) An incrcase 1n the 

number of -CH Z ・ n ， 1n a homologus compounds. e.g. n-alcohols , 
decreased the Cth systcmatica l ly , and cxpressed as 10g Cth .. -B n + 

constβγepresents the dif[crencc in chcmical potential of a -CI'IZｭ

grouf" betwcen aqucolls medium and nlembrane phase, and affords a measure 

。 f the hydrophobjcity of biosur[aces. 

These res111 ts arc compared with εh050 of vertebrates , and 

physicochemical mcchanism of chemoreception is d 五 scusscd
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Kn日TICS OF C;'LCIUM 四~VARD CU問団T ACTIVATI剖.主主ιE且主主~

0. A ， Kr ishむa1. V. I.Pidoplichko. YU . A . S~lal(hovalo~ BozoMole七 z Ins七 .

Physiol. I i.cad , Scl. tTY.r aini血 SSR . liev , I:SSR , 

11 further !:lOd1f1cetion of 出e me 位。d of 臼世 acellular dialyｭ

sls has be田 de'leloped ¥'Ihich allows to acbieve .1' e301叫ion times 

obo凶 70-150 "J.<sec. Ir:別cb cY.}:' er iI::ents 計le isolated cell 15 lccaｭ

ted betwoen t\'冷 d:!.alyz 1ng poros . 白c of 出四 13 used for the po-

tcntlal l!，en!JUI'四四h 回d t.le feed-p.:1 ck 同町田七 1s injc.:ted tl">..rou!:h 

出e 0むhel' on e , Thムs techn icp.述。f 8jCJ1erlmente 811 0-,'::; to ellc1ne.七a

e.bou乞 95r of 出e ::!cries resist田町田" s江叫む回。ouoly l:l!ll'es tLe 

substi白む10n of 目玉e 担tt"ccllular l:JeJium ve):y rer: id 即d offective. 

Us inc 七九旭町cÎ1..， i酔e ， �'cC�e rC :l;;世間四回 oZ 出e Ce. 1n'.'lard 

二!1J c。町田ponJinc 白色担g currcnts wero I1'nde in !HHU'one:: enz~l'l!o.乞ト

c:.�ly 15010乞 ed ~o" !;be ':;::"'li;1!.a of t:-. (, cnull 'cli.x 1-0:.:cti�. '1.'(:中c­

r ,i, tuxes bct\，;t.印 2 w�  2�:oC \1e目出el . ~a t:!.n!:: !l:1d lonic currents 

Y 九日e di;:;1tally sepc.r II七 ed in order む o obtalr. roliable in;:or穴a~ion

011 the ini七ial �e!' !.cd of 出包 Ca C \ll'l' er.乞 !e 'l el時四日 J. 己c工inite

~elny in tj;e rle vel()~ne汀lt c~ the Ca 1on!c ct.t' ren乞 1s a.etcc む eù u-f-

首位 the ::::ubatl' ac む 10n of tr.e úatin ;:, current. ':;:'ile residual n叫 10n1c 

:!Ul'rent c田 èe r柑i'GC t1y 町戸阿国凶 by 同工2 叫eL Cm 印刷

10n1e eurrent 凹d '(了叩玄白山e ，田xcspond.:明日ti!':[ current are 

r-r llC tlc al. 1y 伝_e s叫e . A r;ood .:iはむ。l' tLe Ca current to r:t2 y.幻1etics

1. 川11 sto.prortcd by t~e '101乞 3tie derendence of ti1e ga乞:ir. g c�arge 

ãisむr ibuti叩瓜巴ve . dJich coincides ':1 1乞h the '!!l ....... ~ vol toιe depend目

ence. The especiallY :'.>10'''; inεctiva七 10n of Ca C'.,lrrent ¥';hich dO(!3 

not 1nterf世e 担 practice ¥'lith 山e .actiVllむ10n pro伺 5S ø:a,y be olle 

of the reasoロ s hcl!JinC to obむain I:lore prec 1.se d o，むa abou乞 the 8C七i­

va七 ion k1netics of this current. 
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A 帥低当EL 町民 '"刷、TIC TAANS開諸国O削 除xtol!o Llin疽. Izchak Z. 5toi曲・四回d

坐王立旦且旦旦 陶pt . of P句目。i司V ‘ 8.哩句..四，陶w Yor-k U叫V. 嗣d . Ctr.. 550 

.1<・ t Ave.. New York 10016 , U.S.A 

A lÜaoel・C巴rode voltag. clamp etudy was p・rtonr噌d "、'"・ pre~nçtic ter-

lIIi081 ot t.he ・qu1 d gh.nt syn�se 10 ordex 乞o de'・".，，~ "、. m・gnitude end kinetie. 

d 出. .附ud 同10'岨曲目制t whlch tr均明白".闇叫叫er ralea同. Sod.岨 ~d

potasalU1・四ltage-dependent oonductance� wer・ blo出回叫出回trodotoxin and tetraｭ

ethylæ盟旭川u圃 reapectiY・ly 別時四!lults obtalned were uti li :r;・d to develop 4 

開。del tor ・Y"・ptic tr町lam11810n. Basically , the ca.1cil.lll conduct�.ncc waa found 

色。 lollo制 a t1ft!、。rde 1" kinc tic depenðonc・~ ti.昭 and voltage. whl1e 凶e taU 

current. .8四回国 obey a fi四t order sche~. The modal lncludos a calcium-

dop・ndent release process ar叫m.any of 凶e functionlll J問。'pert18a of th. po・t・y:'laptic

elemont a瓜d reproduccs IllanY of the properties of che瓜10&1 aynaptlc trøna皿1・・100.

，s噌胆rted p回vidod by USPHS 9r剖u NS-13142 and 出-14014)
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EFt'ECTS OF ←刷工同町田町阻 ON T岡山ON凹貼L S 'tST四 . 豆出些i M盟.!l2.

.i乞8UO Anr�u and Saburo Hashimura. Oept. Physlo1.. Shlmane Med. 

Univ. , Izun回 . Japan a.nd Dept. Physiol. , Fac. M.εd.. Kagoshirna Unlv. , 

K4goshima. Japan 

4-Aminopyridine (4APl has been shown to block the increment in 

potassium conductance of the excitable mernbrane. Recently , it W4S 

found that 4AP enhanced the twitch contraction of normal � well as 

dantrolene treated muscle preparations. Since such a potentiating 

effect o( 4AP on the muscle contract孟on was not obscrvable on the 

glycerol treated muscle preparations , one of hlghly posslble sites 

of action of 4AP W� thought to be the transverse tubular system of 

the mUBcl� fiber 

While studylng the effects of 4AP onεhe neuromuscular transｭ

mission. we found that 4AP potentiated the EPP by increasing the 

prob�ility of relea8e of an ACh quantum from the nerve te.rminal 

by an 孟mpulae. The facilitatory etfect ot 4AP on the myoneural 

junction was 80 re田rkable that 1n the presence of 1 mM 4AP about 

90‘。f readily available ACh quan乞a were re1ea8ed by a s1ng1e nerve 

activity; thus resultlng in transmission block due to depletion of 

乞he transmitter. TEA has been kno~n to possess slmilar effect , but 

its effectiveness was about 40 times weaker than that of 4AP 

Since calclum 10n8 play very important r01e in both muscle 

contrac乞ion and transmitter release , the etfects of 4AP described 

above might be expよained that it opens up 乞he qate ot particular 

calcium channela 1n the membrane , majority of wh孟ch remains in the 

closed state under normal conditions 
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問問RA悶S. CHANNEUi ^阻 GATES. pa旦旦些生r. Dept. Mol. 8101.. Ess鎗m

Pennsylv刷、1m Psyc:hia出c In，邑凶te. Phi1adelが由，両国，yl四E山， υS.A.

M凶nyo! our current id国5 about memb回目 channeJ s nnd 酔 tl.ng mecha凶cs have 匝en

derlvcd C:四m bl1a yer studi田町田w about a 由zen mol出ulcs forml昭 ch師団18 也 b'ー

layers hnve been analyzed in detail and protDtypes of several molecular channel StnlCωre， 

and poss出e gat1ng mecl温川町四回開胎cn Identi.tl.ed 官、ey 世n 加 C]1l 8stf!ed a田町dlngto 

山c1r ，回凶Ch江al aspects_ ln 曲e 叫mplest 四時. e.g.. 11 c脚色lently 1む也ed granuctdln 也mer，

a single peptide chaln !orms 3 beta helix spnnning 凶1e entlre bUayer tn w!ùch 出e polar 

厚。ups face inwョrd ro糊rda cent:ral 凹re. whUe the OU院r nOIl凹lar groups in聡ract with 

u・e h同四国X加nc加ins. In 0山町同8es， e. g.. the 凹Iye田s. alame出ctn. 岨d perhaps 

EIM. d鷲 cba町lel is furrned by the aggregadon 01 several individ国1 moleculcs or s此run'回，

自由 spa.nning 同rtor 811 of 出e hydr叫町出n region, forming a ceno:al pore betw冊目白e

，"'"皿1t8. In 皿配'"出re a slnglc large pro隠ln forms a cl凶草田1. e.g ∞llcln K. lt l s 回t

_~1f首1e channellt周目 Is a slnglc helix or an aggregate of beta chalns or 81同""哩Uxe，

ln sevc周l 国鈴5 (nys包tln ， amphotertctn. gramlcidin A) the cl陸自副9 cxtend only 曲目ugh

O田 haUof 山 bilaycr. a comp岡山岡1 出Ing formed 也rou酔血跡、1c up of 9uch half 

chal'四1$ . JU5t as 血rc arc 皿vc皿1 strucrural princlples gove刷暗 C岡田， ，回crure.

出ere 0.190 seem to be dlffer印tgattng mec回nisrns. Insertion of 凶æc加山副 former woo 

the hy也ゆ岨X回nregion (0110時d by aggrega由n 皿ems 10 be 。間四位ve for 山me出cJn，

monazomycln and certaln polye田s. Even the simple gramlcldin hel1x shows electrl田1

..由利!r. but tl時 mechanism Is not yet un也四郎。d. A f1eld lndl氾ed Cho.nge 0( membra田

.úc岡田8， a configurational c抽曙e 0' 出e heliX or a vol臥ge induced lat奪回1 phase sepera. 

t100 between lip l.ds 悩.d channel former are dle three I羽田1b山由scuロently belng con. 

"申red. K.1田tic measu担ments a10皿 cannotderormlne which one of tOOSB differem 

mecha凶.sms is ope四tive 10 the cJ盟国副8 o( nerve or musele 加t current evtdcnce secms 

10 favor models involvlng change$ of subunir inre回cd。目。玄白nfI~ぽ.tIo田 1changes 

r.位ler than the aggregation of frecly dilfusing subω泊四
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GABA RECEPTOR ANO IONIC CHANNELS ON THE ONCUIDIUM NEURQN. Yutaka 

。。mura ， Juro Maruhashi*. and Nobuaki Shlmizu. Dept. Physiol. , Fac 

Med . , Kyushu Univ. , Fukuoka 812 Japan and *Dept. Biol . , Dai!chi Col. 

Pharmaceu. Sci. , Fukuoka 815 Japan. 

1n the 9ang1ia of 0nchidium verruculaturn , there are a few GABA 

responding neurons which have two different membまane potential 

changes: one is an early transient hyperpolarization caused by de-

sensiti2ð乞 100; the other is a later continuous hyperpolarization 

The me叫}rane conductance increases ab。叫 5 fold in 出e 白rst phase 

(phase Il and two fold 1n the second (phase IIl. Phase 1 1s produced 

by an increase in Cl-permeability , and phase 11 by K+ permeability 

incre�e. Chemical modification of 乞 田 N I-I 3+ of lysine residues by 
2 , 4 , 6-trinitrobenzene sulfonic acid or pyridoxal 5 -phosphate 

block phase 1. N-acetylimidazole , a tyrosine-specific reagent , and 

tyrosinase always block phase 11 almost completely , and partial1y 

block phase 1. These results indicate that GABA opens Cl channels 

wh孟ch conta孟 n C-NH
3
+ groups of lysine residues and K+ channels 

whlch conta孟 n Oll groups of tyrosine residues. Other possible amino 

acid side chain resldue interactions on GJ¥BA receptor sites �d 

ionic channels are discussed 
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Haven , C1 06510 

y

n

e

d

 

l
a
E

苧

h
-
e
o
-
-

1

t

v

o

n

r

t

a

t

n

t

-

m

ｭ

a

s

n

a

g

a

t

t

-

n

m

a

a

n

u

n

 

c

a

f

h

n

1

(

t

t

e

m

n

y

s

e

/

u

e

 

t
x

t

a
1
0

1

n

。

a
f
1
m
d
o
b

'

d

-

o

v

m

e

s

-

-

e

m

1

a

e

o

p

 

i

e

x

t

s

a

o

n

n

s

g

h

{

e

m

e

1

0

m

o

y

 

csef

t

hnnot(ntymse

,
ua 

e

u

x
n
a
a
f
o
e
t
s

剛

a

n

0
1
m

pfae

,
nhtntdeye-men-5a 

s

n

o

s

m

1

c

a

t

n

o

u

n

n

a

1

e

y

 

f

e

w

c

o

s

t

s

o

n

a

h

t

d

t

 

h
e
t
d

r
n

e

断

d
b
e
s
n
l
v
c
u
a
s

c

b

n

e

e

n

f

u

t

r

v

'

y

b

o

d

e

s

 

f

e

1

p

a

t

n

s

e

y

u

t

d

m

e

b

r

o

n
 

h
e
n

-

x
h
a
d
e
c
h
t
s
t
-
e
h
a

。
。

e

w

v

o

e

e

C

0

1

f

a

a

-

-

t

u

s

m

t

f

g

d

 

a

p

b

z

r

s

a

t

o

c

e

s

q

m

g

(

 

，

h

桶

a
l

閉

a
v
e
-
m
o
s
M
1

，

n
a
1

n

。

1
a
u
e
o
h
e
p
m
/
a
d
1
a
a

t

-

c

-

c

'

r

h

n

t

m

a

a

d

o

n

n

e

e

ｭ

x

e

e

i

d

e

t

o

s

o

c

n

n

o

o

a

b

r

r

o

 

。

u
E
9
9
0
d
m
e
s
-
-
f
a
5
x
h
a
e
n

t

s

n

n

o

s

r

n

n

g

e

-

a

a

v
 

。

s
a
a
1
0
1
d
a
o
n
d
t
h
5
r
h
l
e
e

d

T

t

h

o

e

n

t

t

1

a

S

3

1

e

g

a

w

h

 

o

t

r

C

1

h

e

e

a

1

d

v

h

i

a

h

t

d

o

t

 

。

x
s
t
h
t
a
d

n

o
t
f

n

d
t
h
o
h

t

e

p

e

y

t

t

t

c

n

t

r

e

o

o

n

d

 

e1mh

r

snof

b

ps

,
eny'n 

t

b

t

h

p

o

F

e

L

b

e

n

w

r

e

I

a

s

a

 

a

t

o

T

o

g

-

e

h

t

a

t

e

h

e

f

 

dtsfr

na

y

-

ca

t

e-

‘
tmn

' 

n
f
a

・

w
.

、

y
t
T

V
1

b
t
C
1
b
n
e

。

e
e

a

c

h

c

t

n

d

t

d

r

a

b

'

a

f

n

r

r

u

 

x
t
s
e

'

a

n

d

n

a

r

w
d

悶

s
o
t
d
e
I

n

e

t

-

n

t

'

'

e

u

n

m

e

e

l

x

e

h

a

 

frneisb

,
bI

t

-
fath-e3rv 

m
n
o
e
s

『

n

t
c
a
e

固

1
t
s
a

。

a
'

z
r
m
m
F
o

n

n
o
s

n

・

1
s
b
r
e

t

f

o

a

c

o

e

s

d

a

s

-

Y

-

e

1

e

3

 

1

s

s

r

T

1

1

1

n

I

r

1

e

t

r

n

S

E

t

ｭ

m

l

v

e

f

h

n

t

a

a

a

a

b

e

-

-

e

n

n

t

m

t

2

 

a

e

e

p

g

o

a

v

m

m

n

c

s

v

a

O

M

-

-

;
 

s

n

k

x

n

1

1

c

t

l

g

t

e

n

s

n

e

h

1

n

1

f

 

n
r
E
o
h
t

r

s
n
x

聞

a
u
e
W
C
9

。

0
0

・

a

晴

1
a
1
t

n

t
a
h
m
d
o
e
-
6
5

s
h
m
s
a
-
-
o
d

聞

e
c
h
m
r
t
f
r

n

c

u

c

t

e

-

-

n

1

n

1

u

a

f

h

o
 

-

-

1
S
T
e
o
e
o
f
e
b

鵬

a
e

-

-
1

1

。

t
t

I

m

a

e

c

v

s

m

n

b

h

a

U

1

n

e

d

a

u

c
 

c

u

c

n

n

a

s

y

e

T

t

f

b

n

v

o

d

e

-

t

a

 

t

f

1

a

o

h

41

a

t

g

s

t

d

T

a

r

s

O

1

r

u

f

 

d
m

r

e
d
e
0
1
c
o
h
h
e

l

刊

a
e

酢

。

o
e
b
S
0
4

r

h
e
x
s
p
c
n
f
c
b

k即

a

s

h

m

e

n

m

t

r

d

t

1

e

m

o

e

-

-

t
c

沼

h
t
u
a
y
e
e
a
e

d

h
r
f
y

e
m
t
X
1
d
v
h
h

n

o
o
h
e

d

t
e
y
b

一

e
h
c
o
r
n
t

n

t
d
t
t

i

t

r

t
一

H
n
t
1
e

明

t
b
t
a
g
-
-
y

n

a
o

n

t
e
n
r

T

f

T

V

1

b

n

w

h

s

t

a

i

n

v

f

a

t

-

-

k
t
b
f
e

t

拘

f
c
n
t
e

1

e

1

E
a

ト

c

c

a

F

s

t

y

c

d

e

'

s

n

v

1

d

y

m

t

1
 

n

e

u

etu

r

exnave-

‘
eara 

1

p

i

o

h

q

h

h

1

e

h

o

e

d

E

e

y

e

-

h

1

e

m

 

b

s

e

c

t

e

y

w

e

f

t

-L

d

1

n

n

b

s

T

d

c

s

 



α)'(PARATlVE 悶依R川α:x::IilJ.1Iﾛ¥L sru前倒官霊 ACETYlODU随一良庄町田S OF 四E

日.CITATORY 岬 I削間前1YP匹。也担旦主旦，些旦坐旦単車.!.. and 出生旦1旦L

Dept. PhysioJ.. Sch 地d ， . 1~3te 地d 凶tiv.. Morioka ， 品目礼

Using 出e ，凶棚肌叫 g.唱Ii冊目l1s of Ap lysia ，岡田園11yzOO the effccts of 

'9' 

various enz戸."釘1<1 chcmi cal mc副 ficatì皿 reagcnts on the 店h-induced respolls問。f

出c exci tatory (出.depend四月前1d inhibitory (Cl dc問ndent) typ目。ACh-in曲目d

r回開問c".，同町.，叫回.u (r開山e cond皿"'"目 "'0四時e (6G) of the 時間戸町間m-

brane. (1)旦K>Sp出A盟主主店h. ind出国間'1明日S of either 町官回目 not g同ntly

altercd. (2) 血盟phol.i且笠旦玉Bo出 typcs of ACh.responses 叫陀岡山ed t y d叩resscd

after 1:1 20-mi山国 e巧Xlsure 回 this !lnzy帽 (2崎川叫， sug酔sting 出a t thc pho叩h01γ1

groop of the phospho1ipid is an i町)Ortnnt si te 叩W町四回出 t打球S of TCC叩回目

日}包並立区出血丘 A: ACh.respo問es of either type 時間 not 31回叫 by 山臼

enzyme. (4) 包単旦盟巴些主主帥間同日， of 印刷ibi回町 type 問問 S甲山

cantly d句η宮田氏I by n 印刷刑囚 e苅)QSU問 to thls cnz問吃 (0 . 1町 wherc.鳩山田e of 

the exci tatory ty問問問 not al日開d appreciably. (5) f:vridoxal ・r・曲目oha回{札i "

A 10・ 20 Ilfnut.e exposu間四1. 0 耐 PLP i rrcvcrsibly dcpresscd the ACh -resp朗5es of 

thc inhibi回町町酔， 叶，.阿国間e hOI.lT exposure did 同t 81 ter the ACh-四'PO回目。f

thc cxcitat町γ 町戸・ Thcse findings (4 , 5) suggested 曲目 the inhibitory A印.rcc叩ー

回，r inc1udes a C・ tcrminal lysinc which 阻y play 田 açtive rolc ln the 同町冊目。f

C1 açr田s the 問問p回rmo曲目nc. (6) L-1cucinc 創出。回目i血se 正ト同時間担当。f

thc exdta四円 t押@問問 signific山tly dep問sscd l1ftcr n 30帽inute c均四urc to 

出is cnz)'me (1略Iml) .叫憎同四 Eυ1加、m。悶。[ thc i凶r削U削hibiバi叩r町y 明，将@嗣問"岬B吻。t 匂明η

aJ t回cr問'cd I.' V帽凹凹、 after 3 3-巾hα加』汀γe酎x同s印u悶. <7) p Nitrothi叩hcno l {町円 ACh-同S阿""目

。f the cxcitotOTγ 町世時間 signlfic3ntly deprcsscd nfter a S-minute exposu町回

1 耐 NTP ， '...hercas thosc of thc inhibi回ry 町pc 崎町 n田 affccted cv四 after one 

同ur e河lOsurc. These flndings (6.7) suggcsted the prc目白ce of � certain N-terminal 

胡師。 acid 同 løtcd to L-lcucinc near a glu凶盟問。r a叩町tate rcsidue with.in a 

間le凹lar 閥均町。f thc 回citatorγACh問C叩tor.



192 

SOME PROPERTIES OP lONIC CH~可制ELS IN THE EGG CELL 但E阻ßRANE. Kunitaro 

Z旦主主主旦主主主 Dept. NeuIophysiol. , Inst. Brain Res . , Fac. Med日1ne ，

Univ. of 'rokyo , Tokyo , Japan. 

Recent studies on the egq cell membranes of the tun.icate , the echー

inoderm and ヒhe mammal have demonstrated the ex,istence of the elec乞r-

ical excitability which is characteristic for the difEerentiated ex-

citable membranes of nerve and rnuscle cells. Ionic channels found 

in the e99 membrane showed idcntlcal properties with those of other 

excitable membranes. The selectivity ratios for Na channels in thc 

tunicate egg were estimated as Li:Na:K:Rh:Cs c 1 . 0 ・1. 0 ・ 0.14 : 0 . 05:0 . 04

and thc kinetics of the currenヒ ... la5 dascr孟beò by H~dgkin & Huxley 

typed parameters. The e99 Na channels had permeability to divalcnt 

cations as the Na char、 ne1s in the squid axons , having the selectivit:y 

sequcnces of Ca>Sr>゚�. The Ca channels which art:! known to be cha_rac-

teristic for t:he crustacean Inuscle or the nerve terminal were a1so 

found in the tunicate e99. Those densities of 10n1c channels 込n the 
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e
 。r Ca ion5 during intracel1ulaど perfusion applied upon the tunicat:e 

egg coll. The eEEec乞 s of fluori� ions were to enhance the Na channe1 

densities and to abolish the Ca current , being similar to those in 

case of intracellular perfusion oE the squid giant axon5 or thc mo11-

U5can giant nerve ce115. The intracellular Ca 10n8 8howed a150 a 

reciprocal effect on the e99 Na �d C<l channels , wit.hCa ionconcentｭ
rationmoreUBan106阿 Na currcnt being doubled wh込 le Ce current bc-

coming le55 than ha1E. The effects see!ns very specific for egg cell 

membrane. It is suggested that the Ca effec乞 may be closely rclat-

ed to t.he dynamic changcs of the egg membrane durエ ng activation by 

the fertil ization or the Ca ionophore 



PHYSIOLζ>GrCAL ROLE OF H1STIDrNE RESID UES fN THE 

INNE寓 SURFACE MEMBRANE OF THE SQUID GlANT AXON 

To凶üfumi Takenak {l , Toh.ru Yoshioka , l-lIdenori Horie , Hirok。

inoue and Klmie lnomata, Dep¥. PhysloL , Yokoh.ama C i ty 山首V. • 

Urafune_ c.h.o , Minamiku , Yokohn町18， JAPAN, 

The phenomenon of 肋e membrnne cxcitabl1ity was studied 

by modifying Imidszole group throu酔 the expo包 ure or the inter同r

01 squid Bxons \0 向tent photo_oxidh:ing ag四国 The gi四t axon 

of squid , Oor yteuthis bleekeri , were intracelluiarly perfused with 
KF 50l叫100 Ilnd voltnge_clamped with 回目ia1 wire aystem 

Alter 1 -2μM rOBe bengal was introduced 1nto the perfusion 

solution , the axon was iUuminated with a 100 quarz-lodine lamp 

The resting poten川a1 was depolarized about 4 -6 mV , but the 
excitability was completely maintained. Then the r068 bengal 

同8 washed out wi出 the dye free per何回。n Bolution beCore 

日nduc山19 a ¥'ollage-clamp experimen岨 ACter ph。同一田吋ation

the amplitude 01 the late outward currenl was stl'ongly dep l'essed , 

wht1e lhe earlげ inward current had Uttle effect. Radio-Iabelled 

iodosulIanic acid was used us a membl'ane labelling agent. The 

perrusa回 and the membrane matel'ial were counted and analyzed 

by the SOS gel electr叩horesls. Durlng the 帥oto-oxldntion ， the 

T'adio-activity of the 問r!usate was increllsed. These results 

indicate th3t the histldine residue is malnly a問。ciated wlth the 

membrane c。町、 ponents involved Jn the contl'ol of the late outward 

cUl'renL 

19' 
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INIIIBlTORY POSTSYNAPTIC CURRENT IN THE CRAYFISH MUSCLE 

主主主王土1呈主主旦主主土 Dept. Physiol. , ~untendo Univ. Schol. Med. Hon90 , 

Tokyo , Japan 

The inhibitory postsynaptic currents (i.p.8.C.) were recorded 

fr聞出e neuromuscular junction of the crayfish (C四barU8 clarkii). 

For thiB purpose the opener muscle of the claw 1n the crayfish was 

cannulated with a longitudinal metal electrode and the voltage clamp 

method W� employed. The i.p.5.C. reversed lts 519" at about -70 mV 

and the time CQurse of i.p.s.c. was several times longer than that 

。f excitatory postsynaptic current (e.p.s.c.) recorded from the 54me 

muscle fiber. The effects of membrane potential , temperðture, foreign 
anions and repetitive stimulation on the time course of i.p.s.c. were 

inveatiqated. The declin込nq phase of the i.p.s.c. was approximately 

exponential and the decay time constant was decreased by hyper-

polarization and increased by depolarization of the membrane 

potential. Thu8 the voltage dependence was opposite in direction to 

that seen at frog end-plates , but in the same direction w!th that of 

e.p.s.c. in crayfish mU8cle. Q,^ for the decay tlme constant was 
10 

2.4 
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CH副lCAL AND ELECTRlCAL REC!PTOR SlTES O!'f τ官E SURFACE OP THE SQUID AXON Hæl偶R必~E.

主旦iLl亙旦主1. Lab of Neur曲loIogy. '11[1。回1 1聞は回目。f Hental lI eal出， 8ethesda. 

剖 2001~ l!.S.A 

Uslng var 10u・c.hellllcal øtl剛lants c: olllbined 叫曲目・l-tl園町民tru..-analyzer. 

perlodlc electrlc 811n・1・ 0' 1 回 30 uV (peak，.一回ザ同k) acrolS tha Iquld ax相暗mbrane

‘lere rec.orded. Th・ chellllcal ・tt.ulants uaed lnclude r・agentl which ・ Iter the prll1111ry 

atrllct:ure or proteLn・【削ch aa N-bro酎剖cclnlmide ， a1utarald由yde ， roae-beng・ 1 ，四bLned

叫山 11ght ， etc.). nerve poiaons 何回叩i回 venoms ， veratridlne , etc.} aa well aa 1倒

Ca. The !requency ・peccr・ of theae reap郎、 sea were 81.""8)'8 br04d extendlng u8ulll1)' 

h醐 lOO [0 200 Hz at 吋帽日岬erature (19 ・ C) 。 百e frequency of 同町008e 刷叫周U圃

印刷叫1y 曲。叫 150 IIz) 101M decreaeed by lowering or the 田町perature ， aa 101811 aa by 

lntracellu1ar lnjectlon of tetraethyla岨開臼歯 (TEA). Tetr吋叫。:dn (TT叫瑚I found [0 

auppre88 th・悶1n1・ tute l'eapon包・・"町plete1y

T前e ・pec:: tr・ of the 1II1n1ature re�onses evoked by 8corpJon venMIII were found t。

be very lrre8u18r. Ther・ 1・ llule doubt that this irrep:ularity 1・ c・u・ ed by the 

d1fference 釘\ the frequenc:y oC periodJc:: respon8es at d .tff・arent ・.，."，・n. ・lteø. As 

出e effect of the ch6111c・1 ・tlmulant ・dvanced ， there was a gradu・1 enhance.ent of the 

r回ponse 8mplltude. lndic・ t1n8 that the number of me冨Ibrane ・H.・ tnvolved 1n producti問

。 f min.1ature r・・pon・e・ wo・ Jnc:reaaed. When the respon� I1mpUtude exc:eeded about 

100 uV. ther・ was a ・ trong tendency [0柑;!.rd synchronl~ lI tlon 01 per10dlc responscs. 

The rest.1n8 lIIembral1e potcntial wa� measured duril18 the course o{ the develop冊en ，

of mil1J・'"'・ "・ponses. Wlth 8corpJon VCl10・8 . 4-dill糊 thyla冒・1nopyrtdine. 10101 calc:ium 

etc: . , the producti郎、 oC m'lnlature rc�f'0l18e� 10185 旦旦三 prc c:edcd by ・ f811 1n lhc membτ白n.

p叫el1 tl ・ 1. Th1.� fJl1di時 8tron81y 叫88e5tS曲目的...田町叩8es sre not produc:ed by 

potent.lal-depe:ndent c:hl1l1ges 1n the m巳mbrane c:onductan c: e. 明、ー。rt81n or these re・ponses

1s disc:u8led 
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MULTJLAYERED STRUCTURF: QF TliE SQuro AXON MEM自民 ANE RεVEALED 

BY CQNDUCTANCE M F.ASUR回世間'5 土主主主旦丘盟主主主 and M且些旦旦当型旦. Dept. 

Physiol.. Tokyo Med. Dent. Univ . , Bunkyo-ku , Tokyo ・ 11)Japan ，

When a uIli!orm membrane separates two 501ull005 of � identical electrolyh> At 

diUerent concen tralions , Ihc mobility ﾜ of the coul1Ierion ﾎ6 correloled whh the 

membrane conductar・c・ g by a simple hrmtda g , F2T E /a , W here rw  

F'araday. 胃:- the r�ed charge ðensity , and �. the membrHne Ihickness. We IIHempted 

同 oblain rolative values of u from ・quld ,iant axons under theso rnono-ionic 

condHions. H。問ver ， the squid 8 1"on , immersed in 100 mM NaCl solution with no Ca 

ond Inlracell‘J!lI. rly perfuscd with 30 mM NaF. gave very sml'llJ m・mbrane p.otentials 

{seve四 1m川 ivohs} although lhe theol'y predicts 曲ω1 30 mV. Thls shows lhal the 

squid a 翼 011 membrane does DOl behavo as an ideal callon晶e混 change membrane withoul 

e:Kternal Ca. When Ca WIUI 炅dded 10 the eXlernal med山m ， the C! xcita. billty 町・s

m&in tained , a.nd lhe membrano potenl!al 91 Ihe peak or lmpedanco 1055 agreed wilh Ihe 

Ideal value within sen~.rQl milUvolt.s. ¥¥'ith the use or the voJtBge-cl1'lmp we me8sured 

the mcmbrane cOndl.lcl8nCe al this time. The conducmnce ot (Na/Na) syslem (10ft or 

the bar; catlon ιn external medil.lm; rlght: calion in inlernaJ mediumJ. .....ns almost Ihe 

same w羡h thal or the ( K !叫 sys tem . The (Rb/Rb) 吋8tem gave lower conducl.8nce!� 

In a homogeneou8 membrane the theory predlct5 thnt Ihe conduclance under the 

bi-i on ・c conditlons 15 glven by lhe formu.1n 

10 出掛4

where g' ・ ropresen t cQnductances under ionlc en¥'ironmeots indiCBt凶凶 ilh f;';a Rbl 

and (K/Na) the observed va!ues were close 10 Ihe pred凶 lon ， bu l 鴨川 (KB /K) IhC! 

。bserved va!ues were about twi軻 (lS large 115 Ihc cnlculated v・ 1"" 略 TI'I@ exprimenl 

由。叫 thal the membrane ls IIsymrnetric m ils pro田川四国叫吋山e Ilniv�f!ol catlons. 

Concelvably Ihe solubilit�os or Na and K are dHfcrent belwe・ n eXI~凶rnal and internal 

lnyers 
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Ca
i 
PROOUCED SPIKE IN INTRACELLULARLY PERPUSED SQUID GIANT AXQNS 

Shunichi Yamaqishi. Laboratory of Membrane Biology , National 
Institute for 附ysiological sciences , Myodaiji , Okazaki , Jap田.

Squid giant axons obtained fr聞包立主些単亘弘呈出王i ....ere 

，開~er8ed 10 artificial sea water and were perfused intracellularly 

此出 25mM KF solution. The tonicity of the solution was adjusted 
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resting and action potentials were -35mV and 120mV respectively 

When the 25mH KF solution was replaced with a CaC12 solution at the 

concentration between 10 and 30mM , a gradual 5m�l hyperpolarization 

was observed. Then the membrane poten乞1a1 abruptly turned to a 

large depolar孟 zation. or a spike which reached to about lOOmV. 

ouring this event no electrical stimuli were applied. When the 

membrane potential was clamped at the resting level , an inward 

current suddenly appeared during the intracellular pe r fus 主 00 of Ca 

i005. Therefore. this phenomenon エ 5 considered to be a chemically 

5timulated excitation caused by an act孟on of Ca ion5 to the internal 

5urface of the membrane of the axon 
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CHEMICAL MQD1FICATION OF MEMBRANE PROTEINS IN THE SQlnO C1ANT 

AXON. I9.hr.比 Y08blo邑l'..ToshiCuml Takenaka. Hldenorl Horie , Hiroko Inoue , 

Klm陪 Inomata and tlideaki Horl. DepL Physﾎol. Yokohama City Unlv. 

UraCune_cho Min釦ni-ku Yokoh副首a JAPAN, 

The membrane labelUng techniques currently in usc are der1ved Crom the chem. 

ical modirlcation methodology developed Cor �udying sti'ucture-!unction relatlon_ 

ship・ in proteln. Since it was rarely possible to determin which protein W88 cruciｭ

al to malntain exc1tability. �veral independent labelling methods were examined 

The m町。r breaklhrough In the analysis of membrane protel目。ccurred wlth the 

appHcutlon of 50S polyacrylamide eleclro帥oresis to the lractlonation or the mernｭ

brane proteins. 

Vlsuallzation of lhe proleins in 50S polyacrylamide gels can be achleved ¥)y 

stalning with Coomauie Blue, Radloactive labels have been used in our øtudy , 

nnd radloactivity or sliced gels Wﾐ8 counted by gamma counter and Liquld ・clntU

lation counter. The obtained results are summarlzed as follows 

125 
!) I凶inatlon of 18018回d nerve fiber membrane w同 performed by ('~"'J) -Bolton. 

Hunter reagent. lsolation or nerve 田embrane (r'!ct1on W8S carried out accord. 

ing to VllIega�'s method, Major pe泊四 of iodina同d proteln were 180 ， 70 ， 63 ， 4マ

and I?X103dalt。ns.
2) IodinaUon or lnner ・urrace or perrused squld glant 刷。n membrane by enzym副・

Ic lodJnatlon procedure yielded a m町。rpe曲。'"ー 12xl03 dal回同
125 、

3) lodination of Inner and outer ・urCace oC 同uld giant axon membrane by (' ~"IJ -

diazotlzed lodosultanJllc ucid delermined tra.nsmembrane proteina , whose 

molecular weight were t 50, 63 , 55 and 17 ー 12X103 datone-
4) Proteln phosphorylation � the Intacl axon showed a m吋。r peak at the molecuｭ

lar weight of 17_12xlO
S daltonsι 

5) Photoaffin句 labe1ling of Intact axon by (3H).Arylazldo.ß_nlanin・TTX made a 
dominant pe曲 a1250X103daltmw

r 14~l 
6) Incorporallon oCl'-'C'J..Thiarr山1 loto membrane pro凶in waa round 剖 250 ， 180

150 and 70xl0
3 
daltons 

7) Olstribulion of lublln (55xI0
3 dal凶n81 were visuallzed In a perCused axon and 

lntact axon by Irlllnunoftuorescent anti-tubl絜 stainlng techniqueι 
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EXcrn.BLE ION CHA!・阻LS n. A CALC日M TYPE 附SCLE 阻四回路 OP T!lE 

コ貼yp工剖 :l.旦~笠~， 五年単L旦盟註blnst.Normnl end Pothological 

?hyeiology , Slovfミk Ac~demy of Sciences , Srnti゚]nva. C日choslo'l ckia .

A clrcul町 memb四ne pc.tch (d '" 60μm) 言問 isc!eted 四versibly

by 開制s of an ennulsr aucrose g8~ 吋出。d (1) 1n strinted muscle 

fibrE"s of the crsyfish. The totel 10n10 currEnt recorded under volｭ

同e~ ClflMp conditions (2) W8S found to oonsi同 from 叫 lesst four 

10n10 components. The early inwerd currcnt 18 ca宝 ried by cnl01山羽

10n8; the rell'.e.ining outward curren色白 by potnssium 10n8. The indlvlｭ

dusl current components were seperated from each other by meAna of 

pharl!凶 0010εicøl egenta and using the differences む1 the reverssl 

jloten乞 1818. QUAntlta七 lve CIle.lysis of the lndlvldual 10n10 chord 

conductsnces llS functlons of til官e Bnd membrf'r.e potential showed , 
thR七 the ion conduc色N1Cρs csn be describe� h;;, Bodε I<: in-!luxley equl'lｭ

t10ns (J) of the fOllow1ng type. The cnlcium conductance (゚ca) by 

gcazEca mbtH 出e eflrly (eKl) ll.nd the latc (eロ) by gKl 0= :゚j{1 uJk 
and g日目 E阻 n4 respecもively ， where eCﾐ J K゚l e.nd &j{2 sre cons回nts ，
m, n , u represent thC! ectivstion snd 1: , k the ina.ctivation vεris­

bles , which obey differentiel equfitions of the follO¥"dng type 

dy/dt 皐ø&y( , _ y) -ﾆy' y , where y stan� for m, n , u , h nnd k resｭ

pectively. The rate eonste.nts (OC.... , .゚.) were rletermined by fitting 
Y' -Y' 

the soIutions of the above equetions to the experi~entsl velues of 

correspond1ne 10n conductsnces. The dsts obtained by the f1 包 ting

procedure ennbled to stiMulate 乞he membrane behaviour wUler the 

current e. volte.ge clsmp cond1tione. 

(1) Hencek M. , Nonner W. , Stl.impfli ~ . (1969) ・ Pfla~ers Arch . J1J ,11-19 

(2) Hencek l.i . , Zach即 J . (1917): J ， j)hy Ei 101 .g些引-71

()) Hodgkin A. L . , II凶lev A.P . (19日) : J .Phμ。1.1ユエ 500-544
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惨賓細胞の綱111聞繍E作綱

帽細胞のホルモンレセプター

寺山 宮 点京大学・理

正常総胞における各圏内術活性は各国の""レモ刊とより厳重に謂節されてい

る.細胞相般に関係する代錯活性Kついても Eたして倒外でははい. 万盛細胞

の増般は従来自律的僧殖性と呼ばれ，ホルモノ宜配からの通院が考えられる.

山と0)且11"ζ立って，肝その他の組融制胞の泊舶を阻害する取の知られてい

る 8 捌の本ルモン，即ちプロスタグランヲ:.-El (凹 E パ，エピネヲリン(Epl)

およびグルココルチコイド陀ついて，その作m惜'"に闇揺があるホルモノレセ

プター，アデエルンクラーゼ.両者のカップリングK必要は因子としてのGTP

申作用『その他について各聞の肝帽細担舎用いて，本ルモン感受性のあるE7官

肝幅胞その他と比駿し伝がら解析を行Aょった.その結果，次々聾約する知き成

闘争得た.

(1) PGI!h IL対し正常肝細胞膜は鰻和般を契にする 2 阻のレセプターを有し，

そ田岡れ6が田 ."ζよるアデニルンクラーゼの活性化iζ関与する.一方

臨水肝鮪細胞煩10は，町 ."ζ対する特異的結合郎位も低ければ，そのア

デユルシクラーぜも主〈影留を畳げなかった.

(2) Epi に対し正常肝細胞艇はαーと 8ーの両聞のレセプターを有するが。

.pl によるアデユルシクラーゼの活性化K聞与する色のは，その中8ーレ

セプターのみである。一方肝術細胞膜 も 量的1ζ 色目的にも全〈同総信両レ

セプタ-~釘する ζ とが戦開1 し fご.に もかかわらず肝脳細胞膜のアデユル

シクラーゼはヱピヰフリンに錯し非感畳性であったaζの阿国..解衡した

肺果，レセプターシクラーゼのカ ップリ Jグ』ζ必盟主， GTPI乙対する観向

性が肝府細胞朝系では正?柚子制陸続系1<比し温かに低下している乙とが明

らかにされに.

(，)細胞問中のグルココルテコイド応対するレセプターは置的には暗畳世

(肝，れ.5)と非留置世 (AH-180 ， AH-7974)で::!!ははいが量的。ιW~畳

性細胞四五がi~瞳畳世のものより多い.またホルモンレセプター総合体の

括性化を岡容したり 1 活性化結合体の時への路行ぞ阻訴する般魁股間因子

は非感受性細胞のHが畳間10多かった.グルココルテコイドの作用 1;1鰻終

的には依10入り，その遭缶子活性の尭!l!..縄問する乙とにあると荷えられ

るので守ホルモンとイノキ2 ベート後101査を分権し篠ゅに入勺たホルモン

201 
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II~量比厳した締罰除亦感受性細胞織の方がとり ζみ量が少なかった.しかし上遊

の様は量的位置が来して，肝ゃ fu5と各国腹水肝癌..飽聞にみられた DNA

合成阻古やチロシンアミノトランスフエラーゼ晴海についての &11 or none 

的信輔畳佐の相通舎盟明しうるか苔かについては尚寵聞が洩る.今後修内の廓

ルモン柏会部位の解析等を行はう予定である.

一方， 肝細胞瞳についてコルチゾル結合協位の存在が.mされたが，細阻唖

上のコルチコイド砧合続伎は肝植では量的に著しく低下していた.ζの腫よの

結合郁位がいかなる生理活性に関与するかわ今後の餅究に倹つ所が多い.



On.・t of lonlo coupling betw�n mammali~n cells 

delllOnstra.tod .， 1色h hoaoca.ryons of BT5C2 tu問r c・11.

Prof. Dieter ,. H�19&1" 

Univ・rsita も S色uももg.rも

0-1000 Stuももgarも-60

Cultur� of permanenも ly growing 0011s may b・

�parated by む h Bi r sbi 1iもY LO form 10w I" øsls も8008

junoむ臼118 betw・ en 88th 。凶er. This different 10 n 1。

ooupling i� n。も n・008888r111 oorrelated to t h・ 1r

differsot graw 包 h after r・ tranaplan色aも10n in vivo 

(1II81180800Y). The mambrane junctions 8110.108 色h・ pa888g8

。f 1008 trom 0110 0811 to an adjacanも 000 are 包 he 80 

called gap junc も 10n・ . 1 色 8ppears 88 i r 乞h・色。も81 nu田ber

。r gap Junc‘ 10n・ p・ r unit a r・a 18 of も he 88皿e o rd・ r 1n 

both coupled and uncoupled ‘ yp08 of membranoa. 

The 1・ b ・ r.1 図。blH 也y. hoeevsr, 1118, be changed and，‘he r・ for e，

00 pr。も・10 aggrog8も 1011 can ta孟・ place 1n も he 1118岡 branee

。 t noncouplad os118. Exp・ rl l110n色町色。 ohange 包 he f1uldi 也y

1n もh・ 88 00118 by addiも10n of lipophilic and fa 也 ty ao1d8 

-・re untll no・ not 8uooe88fu1 , Sinoe 1n many oa888 

m10rofualons oocur・d，也he effao 色 of gap jun。色10na ・..

mim10ed 

For an lndir・o t. deも ermlna も ion of a differa nも悶・mbrane

fluidi 包 y 1n もh・8 ・‘11' 0 oe11 ・ 010n88， .9 ohose もh・ membrane-

+ ..+ bound Na'-K'-ATPaa・， whicb ・a9 inhlbited by ouab・ 1n ， The 

invaaも iga t. ion ot 9 d1ffar・n也。e11 11n88 01・ar1y 8ubd1vided 

色he oe11e 1inee in色。色11'0 groupa (10 .y ouabain and 10 ・ M

ouabain for d・p01arizat10n) ， The f1re も group cona Í8も. 0' 

non-ooup1ed oe118，むh・ 9aoond one of coup1・d c・ 11.

Fu・ 10n of 色h・ oe118 .1 も b 45$ po1y�hy1ene glyoo1 1ad 

色 o ho聞。oaryona which enab1e目 10ng む erm experimente .ith 

2" 
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mioroelecもrodes. The ele。もrical properもt.旬。f the 

homectlryons ・ere 81ways slml1ar 色。もh. 包 of thelr paren乞.，

e・ 11s and もhus. WQ were abla 色。 ro11o" も he onse乞 of

ま nも eroellular ooupling beLween homocaryons of BT5C2 tumor 

cells. The mean も 1me afも"曹hloh coupl1ng appeared about 

20 園 10. ( 80 ・ xp. ) : 

Durlng 10n8 term experimen包 s sometlmBS spontanou 白

hyperpolarlzing 08011 1a也 10n of the membrane potenも'Ðl

。Ocured



樽睡伝遺物質のリセプター

ムスカりこ γ タ アセチルコリ ν ・ リセプター

古111 同 大胆コ，"1' ・ 医

r ラッ ト醐シナプス形間膜への・H-AOh( アセテルコリノ)および 'H-a乞 r op1ne

の結合金倹討して伐のようは舶恥令市fニ.

.) シナプス形官胞に対し両者と色可<2的で高飽和性の結合$位をもっ， Kp 

闘は A。h2× i o--M ， Mr。pineto=' 悩 ， -M大結合量 Ach.0.8......1.2 

pi no1&砂/酬8 面白， strop1ne 1.5 pmol ・ s/mg置自であった.との

A' hの回 turab 1a 信結合は錠lんど凡て at.ropin eで阻害され，間百様式

IU，';li(I(， "e ， ムスカリニックリセプターへの結合と湾えられる.

b) シナプスl彰間膜を DTNBでml処罰する と A，hの侵大結合量密約 L5pmol es

ノ'Íng Øí自に!\'Ilmð ぜたが， atrop1ne結合にはjj，を与えとEかった.

同峨信知見は NEM処聞によヲても得られ， agonlBt結合にはエコチユッ

クリセプターと同様比 5 -S J，占が軍盟f.l fiJ.味金持つが， antagon1s包柏

会には有tiでとEい.

c) muscarin1c ago n is t は 3H_8も ropl neあ る t 、1;1: QNBの結合~聞

古事るが，その作例IHÆ、の Kp岨および求刑般地への作則強置から予咽

されるより色 i畠かt吋恥、.

d) Na+ 可 c."仲のiT鰐は ago n ist . antsgon i9もの帖合lと線影甥で.，勺

u .>ラけに〈り返し療治相閣制加えるとその'1叫の Ach臣応:f11地下する.

乙白鰍，小働の mU9ce. rinic recep t o r量は 3 a_QNBの総合世tζより替

問 1 0減少していた.

b) ラット iζDFP令世射しても小世田Ach反応性が低下レ同織iζ小闘での

mU8carinic T ecepto r置の姐少がみられた.乙れらの霊化は甲府間弛

級品起の paplloV'srln 舎同時に投写する ζ とによち， ある位度仰える乙とが

山来た.

乙れらの知姐からリセプタ 色沼携に代謝回伝され守条件によりm滅する 6

のでT 甲南簡の mU9ca r 1nic 問。eptor屯争調節しているー凶は慣の巡動状

胞と思われる.

20ラ
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アセテールコリンの作用とグアニレ ト今イクレーズの活性化

出口武夫 線東郵仰経研

アセチールコリンは，嗣切片をはじめ種々の組織中のサイクリック G " P申含

量争相加させるに色かかわらず，組織の小モジネートや餅劃したグアニレート

サイクレーズ令活性化する ζ とははい.との矛盾は未だ解決されてい信い軍要

低級問点でtf.l.， t:. 抜々はラヲト闘の細胞分画金行勺たと ζ ろ，グアニレート

サイクレーズ活性は， その大部分がシナプトゾー ムに局在するととを見出した.

ζのサイク νーズ活性はシナプスゾームを低姐担理する ζ とにより，容易促可

市化された.また，サイクレーズととも Iム円程性活性化因子も可制化されて

来る ζ とが明らかと信勺 fこ.ζの活性化国子T1II1分精製したが， ζれ1;1分子量

800-600 ぐらいの小分子である ζ とが判qた.乙の活性化国子の窓化により，

サイクレーズ活性は 5- 10倍の活性化..畳ける.まに，乙の凶予による活性化

は，メテールヒドロキシルアミンとリゾレシチンによ令て飽省される ζ とも判

., t:.. 

一方， 18.神祭芽細阻NJBll5 では，アセテールコリンやプロスタグラン

'>ンにより，網l!'Þのサイクリヲ ク GYP量の咽1Jt.tJftJJIが臨められるが， ζ

の細胞のゆにも円在住活性化因子が存復する乙とが判。た.ζの国子色分子量

の小さい抽聞でゐる.またEζの細胞Eれのサイクいース活性1~ /，I nClt と "'8Chで同

僚の活性令倹幽するζと.~蹄る.ζれ1;1，活性化凶子によりI.IgC11 依存性が

出場したものと荷えられる.〆テールヒドロキシルアミンやリゾレシチンは.乙

の活性化舎も問織に阻官ずる.

ζの細胞にアセテールコリ νやプロスタグラン'>ン令作IIJ~ ぜたときにみら

れるサイクリ ック G.Pの噌j剛志メテールヒドロキ νルア E ンの橋加によ 勺て~j

脅される.ζのqly更は， ζれら神経伝造物置によるサイクリ，クGYP のm加が

内復位活性化因子lζよ令て蝉介されている ζ とを示唆する色のでゐる.



錦繍lI!とオピエート ・ リセプター

藤村 一 野崎正腸 阪阜大学 ・ 臣

個内で麻様性鎖術誕の作用事長 (opia同 ago n is吋あるいはその情庇寝起

( ant8gonis叫が特製的lζ緩和性を示す特定の鶴位が鞄見され泌物問。eptor

として由。p1ate reoeptorが鎗晒されたのは 1972舘のζ とである.その後

endogenous op1oid の弗見は。piate 同ceptor b'麻磯骸1111甫臨す伝

わら exogenou8 Opioid陀対する recep色。r というよりも!rしろ神経伝達

物冒として町 endogerou8 叩ioi d蜘ζ対する Teceptorとして考える必要

性がでてきた.ζの。pia t.e領が立体特典的iζ結合する飢位 (opia t. e

問。apto叶は繰脊般動物では見い出きれず，脊椎働問暗中継神経系および倒

外的にそルモット回聞とマウス鎗鱗官κ見Lサ起きれている.その結合部位は膿

成分であり，タンバク ー リン脂胃複合体と考えられている.

。p1atB agonist と antagon臼もが聞の Bi telC.結合するかどうか繍鎗

が桂いているが，我々は盟々の決'験司関東よ り問ーでは信いと考えている.まに

。p主 aも@額の recepも。r占有泡盛 l;l: negst1vB co-operstiv1ty .r京し，

輯 recepも orl聞置 0.28 pmoVmg proteinのうち約曲第で最大占有と信ると

思われた.ζれらの飽は sgon1s包あるいは antsgoniaもでほぼ同凪を示すが

N.+イオンが存在した場合，総 receptorl健置には霊化"'.，たえはいで1M趨聖

化を生じ， a80n10也では結合定散および世大占有車の低下旬 antagonlsもで

は暗合定世と占有率のm大が臨められ可その田置は agonistで苫明に出現し

た。陶+ィォー//)>sl1oateric effeotoT線作用を示している可能性がある.

しかしとの柵造量化1 <加えて。piate鎖が Tecep包。rlζ結合する ζ とによ"て

さらほ情必か霊化する ζ とも臨められ，結合部位の織掴はきわめて復維であり

不均一位が大きは系となっている.脱 lipidが receptor slte の主たる偶

成とも綴告されているが lipo聞 0..割引い蛍光寿命制定， 蛍光姐光解消測定は

どから否定的信成割安得ている. 舵面ζ伝って。piate 問。eptorが総動性を有

するかのようえよ知見'i>lGており，非常に興味深いと血われる.

日目 FujimuTa et al;A回1gesic activity and opiate 
receptor b1nding of l-oyclohe潔 )'1-4-( 1.2-dlph固nyle色hy l)
piperaz1n・ J apan .J .Pharmacol.，坦(4 )田5-剖6 1978 

2)屋裏付ー，野筒正騎.オピアートリセプター仲直研究の進捗担(引 11掴-11曲 1978
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オピヱー ト ・リセプターとその endogeno~ a ligand 

高木陣司 京都大学・議

オピエート ・ リセプターの発見からスター l して1 その endogenou s

ligandの闘における存在が予宮され化学的本体が正直求され， 5 檀のぺプテ

ドが分俄された. す伝わち，チオエン エンケフ y リン，包イシス・エンケフ

ァリン， α ， ß- ， γー エンドルフィンである.乙の他にも 11<学術滋の本明な

物胃が数曲分般されている。 ζれらのうちエンケフプリンが術賞制御物自とし

て働いている ζ とを示す諸国のE見を提示した.



アミノ隊鱒経伝達物賓とそのりセプタ : G A B A リセプターをや心として

栗山欣弥 前説明立居料が#

中憾神経内陀存在する遍厳アミノ厳のうら神経E逮物置とレての可能性を有

するものとしては. γ ーアミノ節目貨 (GABA) ， 1..ーグルタミン鯵，グリシン，

日ーアラニン，タウリン，セリン伝どが知られている.ζれらのうち GABAは抑

制性神睦伝漫物冒としても勺とも有 IIIl!されているもののーつであり，従って

リ令プター1<ついてもア E ノ般系神経缶逮割置の中ではも q と色詳しく研究が

位されている.

先づII!然1:JIil学的山ま rr担額密閉いた研究が多<.ザリガエの伸緑川憧合舗

では興官位神経終末に存在する問シナプス位のGABA リセプターは，I!lí慢に存

在する後シナプス性の GABA リセプターと興'"，た性胃を有するとされる.

GABA 作動識としては GAB Aの州ζβー (p- chlorophenylトGABA

(baclofen)， 11111dagole-4一 回目白田ldおよび阻uøcl固叫が知られ，

一方 GABA拍~薬としては blcuoul1 ime と picr。も ox1111 が知られている.

ζれらの中で現在リセプターの性胃を研究するために問いられているのは

GABA ，回目。i回1および blcuculllmeである o picrotoximのGABA描

抗漢としての作用は GABA リセプターにおける佑抗よりもリセプターと lomophore

の couplingを埠廠するためであると考えられて居り， 1を勺てGABA リセプタ

ーのl:l gand としては不適当とされる.

般にシナプス膜への ('H)-GABA結合には N. 依存性と非依存性のものが

あり前者は腫織直系への蹄合，後者はシナプス・リセプタ への特典的結合を

意味するとされている.ζのGASAリセプターへの結合は Baturable 勾もの

であり， K IF28μ眺 B悶叫=0.199回l/p.g protein ~持つとされる.ζの

GABA帖合は摘血痕 bicuoulllnelζより c。悶pet 1t ive /J"岨曹を畳け，ま

た(~ H)-blcucull1ne 自体もシナプス ・ レセブターを特異的鯖合会持つが1ζ

田崎合 Ko=S80nH ， Bmax=O.0045pmol/Jl.g proti固でゐる.同凶信研究

は GABA作働者!I ('H )-muaci悶。uき用いて色行われて居り，略は〔・ H ) GABA 

由特総的結合と類似な結合禄式をとる.ζの mU80111101の場合計J陣知性結合が

動んど信< ， リセプタ とIl ffinityが強ししかも生理学的安肢でG^BA リ

セプタ の密度がもっとも高いとされる脳内部位{小臨，溺渇えよど〉で結合惜

のもョと忠商いζ となど， GA BA リセプターのl1gand として盟彊俗世置を具

備しているものと海えられる.. GA BA リセプターはT叶凶n X- I OO 処置によ
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よりシナプス般から容易IC-901ublUg8 t! れ得る 11 popro t. ein のー櫨でゐる

とされるが，その単駆と生理学的 - iII!理学的特性の鉾餌1<ついては今後町研究

l乙待たねばはらはい.

Il 裏山欧弥 シナプス豊容体の主化1l'_ li自宮植織醜議

22(6) 57去る79(1977) 

2) 栗山欣弥 G A. BA レセプター ， 神経研究の嘩歩

22(引 11 .ト11 51 (1 9 7 8) 



。opamin・ roceptor と dopamine -sens i ti ve 

adenylat・ cyclase

附野弘犬 山之内製薬 ・ 中央研究所

暗'l動物の1 1 '隠系における dop岨ine receptor は多陽性で議団学的及び

電気生理学的に少〈と色 2 圃矧存在する ζ とが明らかにされている. 生化学的

削j ， ad・"y1ato cyclaa・と複合体金形成し. CAUP .ië介して"JIII!ï;逮金

行う 系と・denyla同 0)'01.88 と鰍関係信J10とに大別される.私共の研究室

では，居状械の Dopamlne-aonaltive ed・"118to cyclue 金シナプス

鴎より Lub r ol PXで可俗化しI Sephadex G-200のカラムクロマトグラヲ

ィーで eH) dopamin・ blndl ng pro t. ein と dopaminelr.:.聖位を5たっ

た・d・nylate oyclaulC.分値した.ζの adenylaも e 0101asel1(IH) 

dopamin・ blndlng prot・，.の存花下で dopa回 ..1ζ対する感畳伎を曲

直するので， dopamln・ 8enaitive adanylat.e OY0188・の白pamin・

畳符1!1<は ( 'Bl dopa田，..結合優白と同ーと考えられる.

2J1 
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脳のαυセプターの悶定

志賀達也 候松医科大'1'

* t根神級系iζ，末閑神器系のリセプターと同織の築物観和性を示すα ー型の

アドレナリンリセプターが存在する ζ とが報告8れている.本報告は，ラヲト

闘のα ーリセプター争同定する際の間切点を再倹討し， α アドレナリン惚リ

え1:'- ドでゐる ('H) ジヒドロエJνゴクリプチン〈以下 DHE と硲}と闘νナプス

艇の '1 セプターの暗合椴式を輯ベた 6 のである.

DHEの結合は，剖Eの時田秒で匝大}ζ遣し，臥後世少するという特艇は時間

経過告示しと.乙の皿銀は， 過性の早〈制合胸躍厳する成分と，比較前ゆる

やかは砧合 解舵連盟を持つ成分がゐるぬと解釈されたa 比般的ゆっ〈り砧合

し μM フ率ントラミンで甑害される DHE納合成分は， a- リセプターと碍え

られる.その結合繊式令平衡論的及歪迎喧倫的iζ解析した. s。叫chard プロ

ットより，解同l:t散は的 I nM ，礎大結合置は I pmol，..〆mg苗自冒と計算された.

結合した DHE の騨鑑速度の醐置から，解砲撃の連匪定数 (kz )1 ;l， O.03min- 1 と昨

凶され，帖合理庄の解析から k ， は 0087min--? 結合田速度定散 k ，は 5X

10
7 
ﾘ1in-
t y-I と拝出された.ζれより計算される kt/k l Ij:拘 0.4. .......0.7 nM と

はり. Sca t.ohard プロットより j~ ちれた 1n!d ICi..FÍ:い阻である.乙の DHE結合

耐品購誤差内で均一で. R+C HE草川田明白羽蜘齢制ると
巧えられる& DHEの結合K倒する各陣アドレナリン性リガンドの阻2L'制限..掴

ベ， ζれからリガンドとリセプターの結合の見儲けの騨限定数を算出した.帖

製は，エピネフリン ( 48nM )(ノルエピネフリン( 120n"')( フ孟ユレフリン

(U凶 ) ( イノプロテレノロル(1 1μM ) ，フ&ントラ S ン( ，，")(プロテラノ

ロール (5000 )，1) と伝り，末納神経系のα作nJの強さの司fil乙一致した.ζれは

iμM ヲ ú' トラミンで開聾される DHEのw.きは， α リセプクーへの結合で

ある ζ とを示すものであると考えられる . a ーリセプターは， αt と α2 という

サプクーループiζ分傾されると宮われている . a， l乙特鍵的信，メトキ分 ミ λ フ

ェニレフリン， a， l(.特拠的信クロユンンの DHE結合に対する効裂を閣べた.



ブJテコールアミン情相受容儀鳴の分街化学的研究

吉明 il11'J 取京大学 ・ 灘

カテコールアミンすはわらエピネフリン，ノルエピネフリ Jおよびドーバ E

ンはホルモノおよび神経訓滋伝遺物置として生体内で置製伝働き 4きしているが，

適当な手法がはいためにそれらが作mする絢噛の畳容体が解明されておらず，

畳得体tとおける刺激伝理の峻序色不明!のまま喫されている. ，.，研究はカテコー

ルア E ンの微量定議fj，. アデユルシクラーセ'の荷役割定法，聖11体白光化学的

彼拘悌録法々どの下陸を間克樋川する ζ とにより. jニ担のカテコールアミン倒

緒豊狩機情T解IVJする ζ とを目的とする.

t カテコールア t:"-O)特知的抗駅および抗体の誠製法令聞克した.エピネフ

リンの抗In梢では他のカテコールア~/および代謝鈎の彫塑4をうける ζ と匂

〈エピネフリン O.05-lpmoleの範閤で定量できた. ' 23 

2 カテコールアミン畳界体の)t化学的線利標滋法令問先した。本wは均テコ

ールアミノ自身?閣議期lとして匝い.'t盟状態でのカテコールア E ンと畳マ写

体の相互作m.. しらべる上で有力'"手殴とはるであろうJ)

3 カテコールアミンの制話震により噌加する CAMP -i>定lit的にけい光利晴海体

IC.fiえ 高速厳体クロマトグラフ 4 による間頼性および感1J1の商い分析法令

開発した。ぷ桂よれば数十 f悶1. の CA Id P およびアデニン閉争分総定量で

きたJ}

j) A. Miwa, M. Yoshloka, A. Sh1raha 乞a， Z. Tamura, PrepS !"ð色 '00
。 f specific antibodisa to catecholamines and L- 3 ， 4ー

dihydroxyphenylalanine 
Chem. Phsr固.Bul1. 25, 1904 t 977 

2) M. Yoeh;\.oka守 A . IH ws, Z. Tamura, Radiol刷unoassay of 

c.t・cholam1nes
4 t.h Inも c. もecholamine Symp" Pacifie Grovs, CA1978 
a> L Ta匙ayanag1. 1.1. Yoshioks, K. Takagi. Z. Tamura, 

Ph。色。affinity labeling of 乞 he B-adrenergic recep‘。"
and r ec・p色o r TaserVe for i80prenallne 

Europ. J. Pharmacol. 35, 121 1976 
4) W. Yoah1 oka, Z. Tamura, Fluorimetric de乞erminaも10n of 

adanin~ adenoa1ne and まもs nucleotide� by high 
parformance l1quid chroma色。grapby

J. Chromatogr. 128, 220 1976 
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鎗銭安容と化学受容樋鳴の峻点

瞭細胞の受容It・位について

佐磁俊英 東京医利樹斜大学 ・ 幽

カエル味細胞の費務鶴慣(立の昭気的位置及びイオン機憎を調べた.爽般には

ウシガエル (Rana oateabajana) を使用した.ガラス微小略匝を舌茸状乳

副の味覚円t!味細胞に蜘l入して，味刺E設で誘尭される眠.tt出費化を醐定レt:..

併比輯旬E位1;1舌のリンガー叡頃応下では平均的-24ωVであった. NaCl，青学敏，

キニーネやスクロース前'11Itで2完売される脱分極性豊容器包位は緩徐略出で.11

Eの上昇と J"ζ綬帽は噌大した.味細胞の膜抵抗は NaClftJ訟ではかペより減少

したが.111僚やキエーネではほとんど霊化しはいか. ;S!Iζわずかに附大した.

通僧によ令て餌nt位~霊化させはがι 昧，.11Itで続発される聖容線電出の理伝

電位争求めた.!II前IIItIι制する舗は数・viE側にあーたが，織やキェ-，与に剣

する価は"止.1fi位レペルより型1ζ白側にあるようであq た.

俗化町位及び費符掛111位のイオン陳情を調べるためlム味細胞外厳令圃々の

イオンで置検したo (K) o ~ IO倍m大させると躍鰭位は"-116 園V耐震少した.

(N・ ) 0=0 のとき，眼健I位i主的 IOmV明大したo (Ca)o=O Jl.は C C1 J o= 0 で

ー+も眠晒位1;1聖勤しはかラた.それ札静止憾位I;!Kと Na の鉱融制E位である

といえる. (Na Jo=O のとき. NaCl，俳鯵及びキニーネ事IJII: Iζ得する脱分極

地位の大きさは酎同局減少したo TTX (l O-ilg/me ) 処理後.檀綴の味劇I IIt

lζよる匠I!;li植少しにo (Ca ) o=O のときにも，脱分樋臣応はすべて岨少しに.

(Cl)o -i-すべてイセチオネート イオンで置換して も 8 園料|激に対する反応l ;llI\:

化しはかうた.以上の陪架から，宜頃. ~下駿やキニーネの畳容鱒慨僚の尭生。ζ

は Na イオンと Caイオンが関与しているといえる.しかし. ð1'ft貨やキニーネで

脱分極性情E位の曹生時，隈抵銃の'lI\:化がみられずE辺信電由も飾止電位より探

いと ζろにある郁突はどから K イオン信どの凶与や他の後閣が健也量生メカ

ニズム1LJ411:されるべきである.
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人工かぎ込み法による慎球ニューロ μの周期後

小野防法草 鮮周大学 園 陸

界先1<十分1と空間を得るために，一週四帥lζウサギの百回舗に頭務鑑定期台

臨を取り付ける.ウレタン麻僻下で，気管を切断し， その両端lC. tJ ニ 3 νを

入れ、田郷;.不動化する. I銘臭空気を"先iζ厳しはがら， artif1cial 

aniffing(AS) を行う.嘆琢より AS相lζ一致して網間的iζ応答する s1ngle

un1t.を 277個記鯵しに.タ}側模索の田g夜明II!設により盟側は副包1'81 oe11で，

盟聞は granule (:811であ勺たG 226倒は .1 も r81 c・ 11輝より渡膚で配録

された.唄枯膜電位 (EOG)及び嘆球鶴居波 (0)の時閉経過と喰様ニ=ーロ

ンil;害由時間続幽を比較すると p 回G ， IWの聞佑後1ζ肱11t頼度がm加する色白

と. EQG. lWの終了後lζ顕躍が附加するものとがある. 前者は吸且時比興留し，

呼以時lζ抑制令示している ζ とになる.後者はその坦の応答を示した.興住へ

のさ苫気のIiIfれを詰断すると，ゆj省の曲電顕穫は消失するものが多(，後者では

臼尭呼吸とのB割問開院が全く見られ低い自尭態調Eがある.ニコすイを与えはいの

1(, A S 制。ζー畳する周期的な応甚舎示す細胞が mi 乞1' 81 oe11絹より表層

tζ多 0，り p 乙の周期伎は呼吸中枢S浮からの泌ι、性入1Jiζよるのでははし廊

僻への宜気配入tζ伴う掴械的刺滋によるか，徳盛田4昨的刺激陀よる.酎乙AS

より回路Hft号令mて唄球ニ a ーロンの PSThtsもogr8固を作ると， peak が一

つの色のと，俊敏のものとがあり，喫旅の袋崎の嗣臨併の応害は P'.包が つ

のものが多いが， 11I1t1'a1 c811婦は近づ〈と俊敏の peak i'持つ 6 のが噌ι

迎。乙 peakが一つの色のは眠少する.唄Eまの4史劇の細胞は映細胞で生ずる型化

を比較的忠実K空け取勺ているが，民tζ入る l乙縫い，色々と修飾;.受付観婚は

pstternを形成すると同時1 1:， m1 tral c・ 11では，ニオイそ与えはいと胤

臨性会示き低いものが多〈信る o aniffing lL伴う喫球ニ，-ロンの Impule8

刊陀は喚l(t lζ閲する必• .，十分は悩械を含むと苫う匝1目立情報処J1I!t漫摘の冨銀信

手がか りとはる.



ハヱ纏受容細胞の卿面活性剣処理後におゆる縄能回復

議田弘a 九州大学 ・ 理

ハエ鰐弁幡畳詳細胞κ界面活性剤 (0.8 % DOC , 3 分間}処歴令すると，厳

しい 1njury di8cha r ge を見せに後，備事雌応対する応答が完全に消失する

かむしばら〈すると償K対する応笹が除々に出はじめ1 処理後日分 も たつとほ

ぼ処眼前の応害を示すまでに固恒する.と ζろが 1 .コル ヒチンで間処mレて

お〈と. DOC処盟後の固慣が暫し〈阻曾される( 1 .コルヒチノ処且!のみでは

応蓄は向の'i!!'化も畠められはい) .ピJプラスチン処理で&向憾でめる.そζ

で微小管による ' 回国囚子 " の鎗迭を宙定し， 外側かち ・由盟因子 "'i?加えてや

れば，コルヒチン向11処血の場合， DD C処盟後の圏直がE常κ起るのではえよい

かと考え，野弁ホモジネートの各分溺の題担但堪能争調べてみた.給擦は p

分画{受得体置自でははいかと考えているα ー グルコシダーゼ告会主r分画)の

みにき部分町叫函鹿匝避のある ζ とを草した.ζの分闘の園田促迦胞が新自はどの

低分子物官で低い乙と 1' ， I'l lll処理後のP分画には回世匝過胞のはい乙 とから，

ほほ儲かである(したがqて，置白置のようとE高分子駒田である可能性が箇い) . 

決』ζ， l '区コルヒテン O. 8 ~区 DDCニ置処国後の回直過程を匝時間追跡し

てみると，処理後 8 ..... 1 0時岡田から，ゆっくりした回世過陪が始ま り， 1師事間

後には，定性的にほぼ正常信応答'i?示すまでは囲置すると とがわか勺た.そ乙

で隊小管が 8....... 10時間で完全iζ再憎属され回世凶子 ・'が豊容闘に首長給容れ

るのでは信いかと考え，コルヒテJ処理後 1 時間， 5時間， 15時間後lと固定，

電子踊微値で微小管の緩子'i?調べた.倒数が少くまだ健定的信乙とは冨え匂い

が， 1 5時間後のものは対閑{鱒処理のもの )に駿ぺ相興が見られはか勺たのは

対し時間， 5 時間後の 6 のでは細胞に著しい宜形が見られた{微小管はど

の渇合もほぼ正常に存在するように見えた入さらに研究令悼行して畳容膜再

成の暢序令究明していき たい.
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聴器にお切る同町応について

古河太郎 東京医科錨科大学 ・医

聡宜の噸応は祖覚I乙比するとi鑑小で，感直がたかだか1/1曲也κ低下する

に過ぎf，いが，その特徴は暗庄の低下1とも拘らず音強度の霊化は割敏1<暗知さ

れるととである.文献によると ζの噂応の王聾な部分が求納胞忠告で些じるとさ

れているので，念研究1とおいてはキンギ.の聴æ.，mいて爽験し，その聴神経

の米自制から細胞内記録涯によ句て百iζ対する応害そ調べl それにより順応の繍

作を解明しようと鼠みに.そのさいTTX~局所に適用いスパイク In位を除

去し興富佐スパイク市位 (EPS P)のみを記録出来るようにし，また音強度哩

下の効製を調べるために音の醐飴から約lOOmsec後に育強置をステヲプtえに

増加震は厳少させに.

晋の開抽』ζ応書する EPS PO)侵帽を音強度 Ir.t~ してプロッ卜すると S 字状の

おープがmられる.一方 E PS PO.)億幅は音開始後すみやかI~J、とえより，定常収

睡での臣幅i玄関始時より著し〈小さい.と ζ ろが百強置さHl加させると岨u:

的 I t: BPSPの担舗が大とはり ， また迎Iζ強度.，小とすると定常状限より綴幅が

同じく-i!l1生。乙ず勺と小さくなる ζ とが臨められ1 その時の音錐庄一飯幅閑散

はS字状7旦し，膏開始時の応害関散がほぼ平行移動した形にはるととがわか

勺た.乙のよう に順応iζよって強度一掘岨聞教が平行移動を示すζ とは国畳性

の低下IC.& n.J らずl 音強度目量化lζは組敏K応じる乙と令示す ものである。乙

の線信lJ!1P.の生じる理由であるが，行毛細胞陀おいては宜容務偲{立には閉店は

且られはいとされているから，今回似殺された順庄品毘は有芭細胞と求心神桂

との聞の Lノナプスにおいて生じる血縁であると考えられる.



筋の三角i8t校伸展と筋跡緩一次縫末発射

本間三郎 中偽符夫 千葉大学・臣

間前錘-1):終末は紘袋. t，兵銀線維の赤沼郡にそれぞれ分布し，その神経線級

はlI!勺て"紅と'" 1) I 簡 1 僻 a 線維と信る。神経終末はらせん状』ζ各線維令取

巻いている. ，.イ ンパルスがどの終末部位の伸び霊化により瞳生するかは，終

末とそれを収める館内回線維の物理的性置に盆づいていると恩われる. !見~I命

的陀I! ， la イ Jパルスは正弦睦状仮動で， 100Hz前後で綾色小さ信飯帽で応

答する.栂帽を.，げ，仮動体を簡肪鍾t乙Eづけると ， laイノパルスは散宵ヘル

Yまで応答する. 絡的ガンマ連動神経の劃百ヘルツのインパルス l乙対応して，

，.インパルスが聾生する.ζれは静的ガノマ盟動神経のインパルス'<.i呂田し

て俗曲線維が収縮し，一次終末が引き伸ばされ，.イ ンパルスが駆動された

という .ζのととは紘曲線維田瓜収輔の収縮時聞が短いζとによヲて確められ

ても、る.

筋をラ Jブ状iζ伸展した場合，動的ガンマ連動神経の刺l撤で r.イ Jバルス

は相勘位。þ塵時 ，u由加し，飾的ガンマ運動神経刺訟では持続性伸匝時iζr. イ

ンバルスは!m}JUする . Ili袋線維は紡性lζ奮み，相動性在化を盛覚する陀役立つ

とされている。それに比べ，賂割線織は測住民官官み，鈴的ガンマ湿動神級iζ駆

動されるととによ り ， 獄眠状眼の維持に役立つとされている.

筋由三角波状仰展は-()(終末の蜘liIII'乙有効であ り， 三角波の立上り?立下り

とも 4mS6cb唖当である.三角波を跡波の貯時留すとき，桔飢温泉級会それに対応

して伸展し，<インパルスを駆動できると考えられる . tの有効性はヒトで

も ζの三角龍肺放{申展tとより，緊張性伝動庇射の成立から健められている.

SABURO BONMA and YOSHIO NAKAJIYA 

AVERAGE MUSCLE TE川SION TRIGGERED BY STIYULATION OF 

QAMMA FUSIMOTOR FIBERS 

N8ur08c1enc・ L，もも9re 6, 35-89 1977 

219 



220 

ザリガニ鱒鎗!lIll毛の受容繍綱

!A田光産 北崎週大学 ・ 恩

ザリガニ平衡胞底面tζ分布し，軍力舶に討しての体傾創の検出を行信・2でい

る平衡胞惑置毛とその費容細胞の性胃および鋤作織式T冊ぺた.'1'衡阻盛貫主

ー鯛胞の晒線量理事留としての特徴1;1" 1)暗寛毛の峨械<<，周壁俊8!I;}b'. 舛骨

院キテン置の毛であるとと，自受容細胞は瞳貫主から数 100μ因縁れて位障し，

その聞令キチン綴織と見られる cbordaが機械的に迎紡している ζ と. 8)燈立

長自体は1M温L一平而内で属倒しやす<.ζれに直角には動き嫌いζ と. ，)畳

科剣胞は盟極細胞であり?側担休部は平衡胞底。ι凶定きれ，闘状提起節が

崎町d.1ζつ伝が勺て，趨世毛の風倒により伸畠あるいは弛緩してスバイク覧

gjへの!11険金おζすζ とー 51 スパイク尭射はい9たん週出側のIII状突:~fZでお

とり，乙れが納固体8!1をへて働集スパイクとはるとみられる ζ と、はどである.

ζれらの平衡懸賞毛は平衡膜底面1 C. 100臥上が盤列して半月弧状の置数1日l舎

形成し.感宜Eの持つ備店舗性と，との篠~jから生ずる1/;1客万向性によーでa

動同体がどの方向K匝斜しにかが，スバイク尭射梱加T吊す11:1[毛の榔位によ

って鑑別される園帽を形成している.また費蒋細胞の般世田比由来するとみら

れる噺応札の拠信るニ薗の畳響細胞がIXJJlI され， tonioはものは，傾斜方向，

仰11:削斜角の検出に役立勺ているとみられ，一方 phasioはものは閉創湿動の

動的盟調，適度，術運動の倹出lζ開院していると冷えられる.

さらK中枢内で， ζれらの畳容細胞からの入力 T畳げる介在神経T同定し，

その剛制応害を調べたと ζ ろ，いずれも左J霊平衡阻まに平衡臨内で色部位のS誌

はる感覚毛ー畳容細胞鮮から. Inνナプス，].シナプス両陣の接続をI~令てい

た.ζれは削斜，位田間報の codlng ，ò f，主として平衡胞内の感量毛の似聞に

よっているという匝担の罫当牲を示す色のでゐる.



伸展雪量li'1tの徹細繍週1， '"に知1r・書家却におりる鎗合組.性要素について

上原II!生 出崎順三 量媛大学 ・ 匪

無Il'I1t動噛の仲良畳容栂0・らfI催動物の筋\.\錘にいたるまでの微繍隔週上の

比較形由学的研究を酷みて来たが，その目的とする所は，川各国動物l聞に組め

られる知貰健次の苫じるしい形徳的待望興がどの得倍系統鞄亜1<1Jiづ〈色ので

めるか. 12醐胸間I<IBめられる形態学的韮捕の中で.伸畳畳移楊としての基調広

的で，しか 61毎週の情遣は向か，と云う明柄を明備にする ζ とである.

今闘の報告では，闘の腹鰯伸田空手李総，ザリガニの旬開(巾緑豊容掛， ltl, .‘ 
トカゲ及び 2.8 の剛1ll!鈎臨肪鏡の微細附遣を総括し'"がら， ζれらの匁l賞:Il

*81\~とりま〈結合飢餓性曹棄についての険ヨ臣会行t，.ヨて見たい.飽繋したす

べての動物において， II!IiIl緩{錘内筋liIl維或 1 ;1: reoep色。 r mU8cle f1ber) 

を支配する却覚終判;1，ほとんど常Kシs ワン或はglia.佐田被置を欠〈裸の

神経質起であり，従，て終末は直陸週辺の細担間際に.~されており，乙れ~

慣う結合紛a・性盟書1;1，筋伸展畳草寺婦の徴龍~思!解する上で軍)!!'J:役割舎はた

している ζ とが隊輔される.

嶋字L動物町Vi録制内陸1;1ヒアルロン僚を多量古!sζ とが阻られているが，旬E

踊下では小量目コラゲンと判往路線が知覚終末81\1ζ観策されるのみである.一

方トカゲや卜備隊では，知世路来8I\~tal却ζ取り巻〈コラーゲン繊維の置いに

よ勺て特徴づけられる.蛙の町制錘は，赤.aa事四知覚終末廊において制緩信提

起を/.，つ銭円筋線級て・1，且づけられるが， ζの廊lirは刻育IIζ微細t'lI!線住僧週

間によ，て際に置はれている.又同じ外飽"示す線維性情出聞は，

lntramU80ular te吋加と除される筋細胞の提起を1.，つ，ザリガユの叩置

支配1111立や，離の伸届畳符自替の赤道筋においても飽察される.

とれらの酷合組織倣師裁のr.，つ盟昧は明らかでは信いが， (t)畳動的に伸脱さ

れ易い情誼争時ら傑の飽1世終末舗の伴在ずる姐喧1!11位の繍憾的C字、緩

(2) r・c・p色。， p。も・n"・1究生時に要求されるイオンの貯圃織としての役割

13腫円筋椀織の伸凪ー知世終末の賓形iζ臨しての機械的事I轄の伝運への閣興場

が惟輔される.
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砲側線感lr曽有毛細胞の微細柵;1，侍に感貧毛およびシナプスの

微組織盗について

浜 宿 東京大学 ・ 底科研

総側線系感覚上皮の有毛細胞は総員IJiEし〈配到した不動毛と i 本の動宅(晒

机領コルチ般の有毛細胞では働毛を欠く}を 6つ.不動毛巾iとは毘触と平行。乙

配関する微細繊維をもっている.隣接微細繊維掴互開および側綿繊維と肺岨膜

の聞は綴織胸囲のブリッジによって総合されている.ヘビーメロマイオシン処

理iζよ 勺て微細総絡は品店方向iζ向う矢扇形i置を行い，ァクチン陣維である ζ

とが示されだ.

有毛細胞の求心鮭シナプスは νナプス例膜ICそってヂンスボディー (08) 舎

も っている.ダンスボディ ーに接するシナプス慣は活性節分をlfJ成している.

ζの耶にはMI状のシナプス前ヂンスプロゼクシ，ン (PSD) とその両側iζ配列

する νナプス小胞をもヲヨている.フリーズレプリカ像ではζの PSO部比一殺

して P厳罰上tζ膜円鞘粒の集合， E破而上』ζピヲトの集会4をみとめる. 11.たシ

ナプス小胞の配列部分陀ー殺して，シナプス小胞の関口像をみとめるととがで

きた.

1) K. 8ama and K. Salto Gap junctlons be色 ween the 
suppor もing e・ 118 1n eome acous もieo-v8at1bular receptoTs 
J. of Neuroc;y色。10gy 6, 1-12 , 1977 

2) K. Hama and K. S8i色。 Fine 8もruoture of 色he afferanも
synaps8 of the halr 06118 1n the ssccular maouls 01 
the goldfia h, ".1もh special referenc8 色。 the anas色。mosing

もubules. J. of Neurocyも010gy 6, 861-878. 1977 



筋酷舗におLする峻厳受容織機

伊藤文縫 名古屋大浮 ・ 医

カエル町紡慢の空特11l1~において， Caスバイクが出ているζとが明らかに

伝令に.正常リンガ-Rl~I~で~， ζの Caスパイク b'Na スパイク(!ii蝿俊イン

パルス》の引. ""ζ伝令ている可能性がある ζ とを緩衝する.

トノサマガエル担工臨または常駐111酷から町紡鎌.，JJI一分織し，その求心性

向1縄米尚..空間用絶する.前紡錘はζの求心俊神経4争中心tとして両悩に向かq

て11ド担する.ζれにより隅飽郎での神経線維の横ゆれと，それによる人工的ll!

I~iælじの;iä~1.:を閉止する.リ :"'#-1善玉暗とカロメルfU断を介レて嗣絶両側の

リノガー民線開の，a山車令制定 ・ 配録した.ζの徹頭未精ではli1舗11J]i'fi胞が

400μ剛1旬後と阻かいので，閉絶問抵抗が 20-叩 UJl と低(， Naスパイクの匝

岨色約 25mV と匹い色のであ勺た.

テトロドト J与シンで N.スバイクを遮断すると，起動曜日が暗闘鱒の伸盟申

4ζ組る.ζの伸被温度..早めると，スバイク成分の鼠舗が高まる.纏々， 仲唖

の動的側の後，散発のスバイク政世?包す.ζのスバイクIt勿溢テトロドトキ

シン耐性であるが，コバルト..外桜iζ添加する ζ とによりi!断される. ;tた E

のスバイクの板幅は外核内 C.II置の対散にほぼ比倒して階大する.ζれらの

~脈拍車から， ζのスバイクが C.の勉胞内への流入1<ょ。て続き組される色

のと限定された.

乙のC.スパイクの克生部似l玄米心性神経米総の無髄緩雑草Eで.，る可能性が強

い. N・スバイクIt岡絶法で 2 船内lι杷射されるが， Ca スパイタ 1;l 1~ I叫1倒

性でみる. 1 た外被ゅにc.lft& &-向めて色， 10分以上も純て始めて似嗣はそ

町時の健太値比淫する.おそら〈傾倒神縦線維を健闘している内鍵明白(ムコ

書館舗とIi!醐されている}中iζCaが商濃度に貯えられ， それによ勺て正常時

で. N.スバイクの司 I(釦ζは qていると荷える.

'" 
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生体臓のテゃ二ノネル及びキャリアの物理化管的性質に闘する研究会

「生体臓の樋能要豪の生物物理学的性質 J M系の容量体要素についての者療

今井峻介 大臣医科大学

生体使において成分の舗迅速度そ定量的に醐定する ζ とはきわめて市型であ

る。t;;昌耳慣が磁宜して初めてそれが能動鎗過によ る色のか> 'þ，よ闘による色の

か，またはm雌牽引1<よる‘の合唱検討が可能と与る.しかし膜Ic~I到に椛迎

計を接出して制定する ととは一般にできはい.したが勺て眼iζ後するコンパー

トメノトでの成分量のE化速度 dnVdt をもって班速とする.

血液で滞脱されている組織で，"，細胞T 細胞外被，動脈. ÐI慢の 4 つのコン

パート〆 ント，.0;ぇ，悶E伺の統速を考えてい〈ととができる.各ヨンバー ト

メントを脊lìl体と湾えそ ζでの成分の晶的変化から，腐または慨念的信境界を

通路する成分統直を縫醐する ζとができる.千平晶体のγ'~ r.t阻 C は成分変化に対

する化学ポテンシャルの畳化で示されるから，各紙f速はIX式で示される.

dn , d J nini  U1 
! ~ー一一ー=一一一一一一一一~ C-.--

dも dUi dも dt

国 底分叫がコンパートメントの品暗中で白由形"'と反応形 n，として存在す

るとき ， 航法はIX式に与る.

d(nl +na ) 
J , =一一一一一一一一一 z
> dt 

d(clV + C2V) dUi 

dUi dも

2.  dV dc..__dcl 
~ (1 +ニム) c ，一一+ (1+ぶこと ) v ニニム

。-. dむ dc ， . d 包

( 1 +与.!..) = A および(1+与三)= B l .i各々定I.'1l!r:n且t棚および制調
<':1 UCI 

学卒量係散であ勺て，自 111彩。 1 と反応形 c ，の聞係を楠直史織を通じて明らか

にする ζ とがで会る.

生体組闘をい〈つかのコンパート メノト Kついて考え，各々のコンパー トメ

ノト崎被についての脅埼岳酷A およびB と，鳩置。" i!'l度E化dCVdt，容m

v と沓樹監化d杭A包含醐定するととにより初めてfnf速が'Rめる ζ とが可能に

信る. IIB胞膜令通過する成分のiM透令部臨主するためには，各コンバートメン ト

の特fA係位争目11 色。て求めるほかは，イオン焔峰却による正般信濃度醐定と血

22ラ
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統jl\d十2痛による特間旅剛定が必調と借る.

1) Imai ‘ Mori , Yurakalll1 , Yoahida , :Flow analysla in a 
biological ayste回 adop色 ing the buffer oapaci色。r
。onoepも J. Theor. 8101. Submi也包 ed 1978 

2) 今井 ・ 綴 ・村上 ・ 後磁 拘置体概念の生体系への遁m

日本生理1& 40 (1) 169 1978 

引今Jt. ~事 ・ 村上 ・ 佳麟 : ~半島H変色を111 いた駒田舗道速度逮定怯

軍2園生体脱と様相の伺E作H1'ノノポ聾旨!l!(南部) p80-8S 1978 



刷子II!賓小鹿の分雌柵製と小陰の脂性質

大岡ー爽 東京大学・医

生体膜働時の中で carrjer 分干の実体が判開としていはい.その障壁の一

つは，現在までのと ζろ 0&1'1' 191'分子を輔伶分総できはいととにある。

carrier 分子の!Il体 T homoganeous 陀抽出する乙と l::carr1er分子令研究

する上iζ必.~I" 乙とである.ζの研究lζ近ず〈ため』とは，活性物置の純件分織

をし信〈てははらない.ζとでは高分子柏町守分雛させるためにガ号スピーズ

クロマトグラフィ令使用した.ガラス世子がも q でいる高分子相官ふるいわけ

の有効率は，ガラス枝子にある細孔宜はお憶に存在する分配保数による分子節の

• • 眠l'I! lC依存する o 8000 A 細孔をも qたガラス粒子IdõJ子縁小胞800 At(1桂

(平均〉を色つ駒置.，一時止めて. eiza separation chromatography 

させる.分鑑識製をするのに舗必心栂令阻III しえよいの色大きは特毘とな勺た.

カラム分画後，酵素活性 14 C-gluoase及び rnann 1 t. ol up t. ske. 電顕

による形態等を調べ. glucos8 uptakeの緑色高い附を示す frac t. 1on -â>, 

刷予輯膜 r1ch 伝部分と 6書留した.刷子陸膜小抱へ白 glucose uptakeの指

開岨はE 従来線告された憾よりも欽倍高い値が得られた.

ζれらの砧*..111気生理学!( inta叫 cel1で調べられた研究結果と比較

して険制令加えた.制子縁膜小位争通して fluxする glucoseIClt Na+イずノ

が必要であるとと Cat+匂ど二価イオンは宝〈泌醤..与え伝い ζ と .ζれら

flux は facilitated diffus10n I ζ慌う ζ と~'/))踏められた.然力学的

iとは N.+ と glU0088 の influx effluxの倣泡四III式から，そのはm.

。OU I" S9 を N!定して1 小胞に存在する carrie r機!持制健察した.

carrierの111体を分催する肱術が値立されていないが，ガラスピーズクロ

マトグラフィーの応用lζょっで，その分雌，.il1f1は格睡の進歩があるものと息わ

れる.

1. K. OhsaW8 eも 01. Prepara も10n of ul も ra-pure synapt1c 
veaiclee frOIll色he electr1c organ of Torpedo marmoraもa
by porou8 glaes bead chroma 色ography end 881.1mo1.10n 
。f もhei r acetyloholine conも'"も

Exp. Brain R08. I 24, 9 1976 
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筋小胞体のイオン選過性とチl'*Jt. 

箆西沼生 大巨大学 ・ 占~iI!工

臨1/"砲体腔のイオノ活42性は興奮収縮週間"餅究する上で量聾な間鰻である

が， K+ゃ c ，- はどの透過は非常広速し通常のトレーサー怯では-でき伝

ぃ.そ乙でわれわれは謹i!EE置を与えたと&の休恨置化"，ス トップドフロー

後阻を附いて曲乱強直霊化として迫歯車する方法令考察した.田小胞体ベν クル

繕樹液の塩複置を急11&1<上昇させると，光散乱強度ははじめ急激10僧加し，つ

づいて減少ダる.連い憎加はu圧韮tζよって，水が椛出し，べνクルが収縮

したζ とによる.乙の連置から水の直通性求められる.理も幅少は出置かむl唖

内lζ慌入し， ζれに伴勺て水が旅入したζ とによる. ζのiiil!l'から溶慣の活過

性が求められる.滋週性の目安として.世乱強度変化が%ははる時間令埴泊時

間と呼ぴ r で段わず.

各組の111ゃ中性分乎について透過性令求めると，臨ではイオ :'-1ま暗照的'1' 1険

金保って革届し，迎いイオンの遭遇がf棋連的でめる乙とがわか。たo KClの錫

合I~CCの通過が大き<， K+の置過が得速的で;;，る.ζれにパリノマイシン

..加えて K+の遇過"大き〈すると 1 盗としての透過が大き〈はる.乙のよう

はイオンの透過は Nørna包の式を附いて解新できる.その式は塩田拡散定数は

イオンのI!l阻定数の調和平均iと伝るというもの.乙 ζ で，置過性は鉱倣定数に

比例し， 透事時聞は迎比四すると湾えられる.その結保，各曲イオンはどの透

過時聞はIXのようはは勺に. 111依は砂.

水 0.1 ， Lけ a6. Na+26 , 計 20 ， Rb+ 16 , コリン+ 720 ， C1-0.4 , 

〆タ ンスルホン僚 20 ， リン角度 10.5 ，シ a ウ餓 40. ζの結果，簡小飽体は

アエオー〆遺沢佐IJq司< ，アユ;t :..-，抱テオンのチャネルの存在..青雨量する . n 
テオJチ・ネルは水拘イオン半世4ζよってイオ:.-"逐溢させると有えられる.

アニオJチャヰルは赤血路のアエオJチャネルの阻害荊 SITSによ って~n与さ

れた.



興奮椅の Rm ， Cm測定におりるい〈つかの問題点

岸本即一回 大阪大学 ・ 教鍵

喧疏と泣圧をっとよぐ伝連関数としてイノピーダJスがあり，定常的で受動的

信系ならオームWJ!.::lさがう抵抗が定義できる.生'*艇のょっとよ必ずしも壁動的

でとよい系で，とくに興官時にみられるよフ伝負抵抗性令示すときの低筑の内容字

は向か? 風，\\\1乙もどれば，そのよう伝場合でも腰令内部イ JピーダJスをも

っ一つの起地力 (e mf)の系と表現できる〈町~venin 白定理) o~峨的信特性

伝含めてそのインピーダンスは脊量と抵抗の法刊回路で表現できる( Boda の

古血 h 一方 Hodgkin-Huxley の解釈によれば， f'l a+の活性化は容量性であ

り， Na+ の不活性化と K+ 白活性化は誘導性の過程であり』それらの霊イヒは願

書E悼の間世であるパラメータできまる。 1濯がって膝f!ll立が変化すれば抵抗t:'!1

ではは<. amft変化する ζ と lζ伝る.抵抗の植を決めるにはζの .mfの宮北

の納正が邸耳の条例である.

筏術的t，J~~J.t'~から，プラトー型の盟い躍過のt-li制砲{立を需生する条件を選ん

で，その経過中の膜抵抗，容量 .mfの霊化，.制定した.ぞれによると輿竃

の上昇闘に著しい慌抵抗の眠少以)\1<符量と "mfの地加が.， 9 , プラトーの

終りにjj)J由みられるみかけの抵抗噌大(時定数の明大)の泌慢には，膜抵抗の

m大の連中に一過性の抵抗の減少と#置の噌大 "mfの明大を古んでいるととが

わか~ t.:" つまり興曹の上昇期と下降聞はともに膜抵抗の眠少と，符置と .ml

のl二研&伴伝勺?こ膜官11"の転降過程であるととが儲かめられた.

229 



230 

ミトコンド 'J アの慎竃位と呼吸車場

北E 宮 磁健医科大生存

ミトコンドリア1乙おける 日+の惰気化学ポテンシャル勾jj!b' ・1 ・o t. r osenie

H+pumplζよラて形成される伝らぱ，イオμ'"ンプの鋤事および ATP fr"慢

の効率から考えて守 AT P 合成の鋤唱は田錦位置にタるだろう.と ζ ろで，膜

を買いて健干伝連系があり3ζれが実質的に験唱IMT混ぷはら l .f， J盛岡田/If化

から駆り/uされるエネルギーは 色勺と効磁よ< ATP合成の駆動}JI乙 '!f:換され

る可続性がめる.餓化置元系.01子伝連系および日+ p. む h '/l' syから成るとの

よう信問胆l路の n+pathway 1{. ATP合成系があり， ζ れがζのI~II回路の主位

IH，であれば. IIi慣の般化から取り幽されるエネルギーは硲んど 100・ H' の

電気化学ポテJν 今ル:Ïf:IC霊換され，膜電位はIXのように表わされる.

B -;:;さ 811 -
RT ，~ (S) 

(Eも.w -E OÁ)+ 宝FU--一ー一一一
[S8] POt I,i 

上の楊合とは迎IC， A 'l' P 合JII.系が鰭平伝達系中区介在し，乙れが乙の閉回路

のxは白術である織告には基置の償化から取り幽されるエネルギーは始んど主

て電子の動きに対する駆動JJIζ量検ð n.膜僧位はIXのように匂る.

E-:!!: 811 

ミトコン ドリ アにおいて災際lζ包qている ATP合成反応1;1: 8+ f'l ux の持っ

ているエネルギーを利用して過《捕、それとも elect r on f' lu)(のz恥Uギーをやl則

している治拡，ミトコンドリア内舛の pH および脱電位@制定する乙とによーョて決

定されうる.今回 It 幻 Pの N"R由。hemi oal sh1f色令指憾として，ミトコ

ンドリア内の pH"求め約 7. ' と云う飽令市にζ と令報告する.



表面電位， 111電位に聞する Nernst- Planek方程式の厳密解の性質について

品川昌也 京都大学 ' I!<

イオンの鴨革過の基本方躍式は Nernst -Planck-Po1S80n 微分方程式系

であるが系の非線型性のためζれまで厳面解が知られている聞は極めて少な，'. 

膜電位iζ司、てほNernst平衡のときの vonLaneの解がみるが， とれはイオン

国奴のみの場合であり，膜通過には適用できない。イオン 2種目ときは

Verwey と N1essen白解があるが乙れは表面司位のみに間宮るものであるe

われわれは Donnan平衡のときの膜電位の解析解を求めた.乙の解の佐官は，

腕の両端でのIU位壁を定めたとき 2国の解が存在する， つは滑らかに電位が

t旬大し膜の端でもanh- I sinh K~(eは Debye単位で測ゥた開門の法線方向

座標， K は Debye半世の逝勤)製の定噛と，m加，.示す，他のつは段拐かち急

百教えま電位附加を示し た人ρ0'ζ尭散した目ち。。色i1l s1nh Ke型の降下を示すe

后者の解の右方眼少部分tßVerwey と Niessenの表面屯位の解 lζ対応して

おり ョ 表面電血と膜阻位が統一的に国解できる.解の琵融部分iζ$1の固定問問

が存在すると考えられ，臨IR遣との対比がつけられる(文献 I ). 

第三平衡のときは各霊歓の Teylor麗聞により級数解が求められた。す伝わら

膜円の麟 ・ 桔イオン鶴度をペキ紐散で表わし Po1esan方程式を項刑罰分iとよ

り解いて Nern叫- Planek方程式iζ代入して漸化式がlij られた.級駄目収束

は隠めて速い (2， 8 ) . 級世解は，平衡のとき上記平衡解l乙致する，陣・隣

イオンの流東が等しい定常班K対~j る解では眠包位の大き..乙極小倣が現われ

る.

組数角曜をmいて電気的中性の条件 (cone t.ant field の恒定)をいたると

乙ろで摘す解l;luniformly ohsrgsd 腕mbrane，中性膜では旅東b'ゼロと

〈よるも rivial t.&:解しか時られないo Conatanもれ，1d と減策を演す解101 ，

膜円令自由民硲〈が腕外t乙は出はいイオンが存在するときに限られ，乙れはか

なり特殊な場合であろう (3)。

¥) y , Shinagawa , Analyt1回1 801叫10n of the Poisson-
.01 もzmann equation J.theor B101. n 603-610 1918 
2) Y. Shinagawa & Yaauko Sh1nagawa. 80ユu 包 100 of the 
Nernst-Planck-Pola80n equations 6th 1 0 む Biophys .Cong. 1978 
3) Y. Shinagawa , Soluも 100 of も he Nerns も-Planck-Poisson
equations 10 non-equilibrium 8 もa色 es by も he power 89r198 
expansion. J むheor Biol.to be published 1978 
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卵細胞の膜電健による受精制御樋械について

宮崎俊一 自治監科大学

畳間という現像には，精子と卵細胞畑の複乱両細担膜のE接合をその初期の

陸惜で吉んでいる.ζの費制0)1りJ期の段暗が，卵細胞の際電位によってコント

ロールされている ζ とがわか勺た。畳附時比三鍋以上の繍子が卵l乙匝入しとEい

にめの由帰， (多情拒百し苦情)がはければなら伝い.卵の表層覇位の崩践と畳

m膜のJ!;成は slo. t.区多附拒否機，.の役割を果すが。一方 f.昌也信多 m矩百機

閣は，畳間的1 0卵κおζ る付活僧位がとの位割lをはにす.卵の臨IIlI立があるレ

ペルよりとえて脱分極すると，精子は田入できはい.従ってー克自の精子によ

ヲて大きな付活電位争龍生し，乙のレペルをζ えると， ニ揖回以後の附子は侵

入でき信い.ヒトデ仰の壁附は，卵白成熟過程でだいぶ梅子が興なる.

ある stageではほとんどの卵が単織とはり，Ò>る øtageではほとんどの卵が

多聞と伝Lζれら目tøgeでの付活問立を比較して，たしかκ付目帽位の遣が

単納か多間かに間違しているととが証明された.腹電位がどう して筒子の侵入

をおさ えるのか，そのメカニズムは不明であるが，ある痩置の除制ぞζζろみ

一..
九.



膿興奮憾に対する細胞内外 2価イオンの復制

山出俊一 並m学研究所

興奮性膜は模のタキ表面と内表面とで，轄しいをt四的世田の迎いを示している.

たとえば，イカ巨大神経の恨の外車面iζ躍する嗣砲外被の組成としては， 膜の

興奮尭現にと勺て c.その他の 2価イオノは4要不可欠であるが， Na, K 信

ど 1 価イオンは必ずし も必Eとし伝ぃo -/j，瞬円霊長田に擁する細胞内液につ

いては. K イオン狼度がlt 1 0 0阻. ，ζ及んでも臨興留は維持されているが，

0.8 mM ~んとの c. その他の 2 価イオンが存在すると 10分以内に不可逆的陀聴興

麿世が刑失する.

本発車では，織統イカ巨大神経について，掴担内 c.イオノのもたらす効果

脅鰻告する. ..・eh( 1 972~ Krnj&v1c( 1 97 2 ) の縛経細胞内 c. の佳入額E

験では，大き t:過分極反応が見出され，世等は c. イオンによる K~星通股m大

田果と結晶した.しかし，イカ巨大神睦比おいては缶四， ';+/11桜 .. 1州、80.'

Ca イオンのみの認さ桜花置I換する乙とにより C. イオン嘆置に応じた泊分極度

応がl!Iめられ" C.イオン自身の置過性克直による鰻竃国後現が存在する乙と

が判明した.さらに， IO mM以上の Ca t"いし '0 イオン由減旅はより，泊分断

経過中κ一週性のスバイク寵生が見出された.ζれは惰気刺E訟によらない細胞

内 C. イオノによ り ひき起ζ された興衝である.
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参を.送姐体系にお回るゲ ト現.

且 苗 策京大学 . f!l

"庇細管網島における織，アミノ"と N. との災鎗単車による/.j晒舗道の瞳

'"争解明するため. 1，.'jft1舗道と隈コンダクタンスの間保，衡II!鎗遣のIIlfl位依

存償，品速メ"ウム組成宮北民対する過I!UIIIP.~厚~観療しに結果，1){の所鬼;，

f早た.

1)繍，アミノ織の管腔内注入時1 0舟生する膜の脱分舗は有意の膜抵抗霊化

と伴はわ〈よい.ζの111は高線度L-alani n eで 60mV 且上の脱分極と鞄佳

させた時にも曾える ζ とで守従って単純』乙膜の Na コンダクタノス上昇1と

よ~ては且砂lし同~t.よい.

2) 胆由位レペル~直施AlI'置によ勺て種々賓えた条件で，悩， アミノ蛾1 0よ

る鶴男醍分断【dPO) を圃定すると，通常APDは+10、- 11 0聞v の朝霞位

(Vm ) の範閥円でI V IIl IC，直観的1ζ比酬して霊化した. 但し c< 新鮮f.懐

本や低成置での後察では全く眠電位依存性;，示きはい勘合‘6，~た.

8) 眼僧位~あるレペルにまで減少さぜると偽電繍過が金〈おζ らぬよう iζ

〈よる.そのゼロ勉斑膜略由主多〈のa合+20-20mVの質問IC.I>-:.た.そ

の膜恨位レペル;，ζ えて更に細囲内~正にして簡を注入すると温分極反応

が且られた.ζのぜロ明酎線電位l品、わゆる比舗道系平衡電!立では盟朋出

来ず，むしろ棋のすぐ内側の局所 N. と細脳外 N. の聞の N. 平衡司自由と

勾える方が畳当と恩われる.鮒， ア E ノ般の恋村)1111共繍晶~還してのN.

の通過に対してゲー ト を聞〈官例会自前ずるものと思われる. 加えた陪;，~

適応陪去すると一過性のオーパーシ>卜する脱分憾4量発堕するが， ゲー

トKは先t乙 9ffluヌ;，プロフクする特鎌信仰I~ ;，備えている ζ とが:m定8

"る.



81・神経中繊細a織の研究金

克服縛緩のνナプスについて

西沼恵子 円園餅エ 生塑学研究所

組織蛍光法ゃ電気生担学的研究により空瞳神経節荷lζ上掴神経節中には岳連

物冒としてドーパミンを色・2 た小型の神経細闘が存在し， 介在ユ s ーロノとし

て師後細胞に抑制的に働いている ζ とが知られている.ζの織はドーパミンニ

，-ロンbi~f.J神級聞に一般に存在する色のであるかーまたドーパ E ンエ，­

ロンの形般的耐徴をみつけドーパt::..-含有シナプス小胞と他の伝選曲恒会何シ

ナプス小砲と HI子園微飽常的lζ織別する手がかり，，'0るためlζラ ッ トの腹腔

伸鰻節のシナプスの微細川盗令中心lζ観察した.

般腔神経節のシナプスをシナプスd曜の形跡ζよ，て分領すると 2 圃舶乙分

げられる. !Il 1 のタイプは直笹 sooi 前後の中空νナプス小臨{いわゆるアセ

テルコリン含有シナプス，)、臨} のみ.，&~たνナプス. !Il 2 のタイプは直田

ー.500Ã前後の巾空シナプス小胞と直後 1200 Å 的後でゆに直桂7001.附後の崎

・・fl芯令色~，ニ覇位小胞と.，合わせも勺たνナプスである.両者の比率は 4 ・

6 で混合型のνナプスの万が多い.介在ニs ーロンの存在が掴られてい〈よい刷

費趨伸経節の一つである毛織休神経簡で凶喧曜神経節と閉じ 2 団矧のシナプス

が存在するか，師 1 のタイプのシナプスの万が17%と1-ぃ.

一世I<IIi粒d岨はカ テコールアミン含有シナプス小胞と冒われているが.!!l

腔伸畿'慢のシナプス中広幸〈見られに廊j悦小胞がアミン世のものであるかどう

か金調べるために， ドーバミ '-'1支出作用のあるレゼルピンを役与してシナプス

の型化をみた.体li l 旬めたり 10 ・，のレセ'ルピンではシナプス巾の中空小胆

1<&網目小胞にも霊化は且られず，乙の大型額睦小胞はドーパミン合符小胞で

は信いと怒われる.ラットの吏躯神経節ゅのドーバi:/エ a ーロンの酷11光醐

的には '00側位と冨われているが，それを省通の篭園田方庄でとらえるのは掴

建であり組.化学的方際や世光岨健医との併用が必要である.
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循環計測による@~締健研突

入内島+郎 東京大学 ・ 医

心綴および血管金支配する自律神綬の研究の場合l 神経の活動穏健を融燃す

る方法と血行力学的パラ〆ーターを醐定する方法は共比一1<-姐がある.附警

の俵大の欠点は飽繋巾の活動電位が梨たして心擁立は血管K語られるか否か分

らずll:，既にそうであるにせよそれらの符にどの部分に送られるかが分から

はいζ とである.

熊麻併の動曲のml旅の観察はi血圧のみの飽黙では銅l底得られ匂いよう'"貴重

信情級争与える.ラヲトは高血圧の研究に欠〈べからぎる実験動物であり、と

の動物において煉麻酔の状聞で血流争開定すろ乙とは多僚の舗策であ勺たので

ゐるが， ~~近ょうや〈ラットの大動脈血疏の固定が可能とえまりー時々刻々の心

他出農の泊齢が出来るようになった.

ラ γ トを山iamylal 8odiuØ\印 l19，/1:g l. p で麻併しで気管回聞により

人工呼吸を行ない 胸部正中国聞舎門信勺て上行大動脈を露出し， Bioもronex

ftI磁掩盟十プロープ晴晴する.胸部舎閉じs 剖置カテーテル陀よって暗圧し

自然呼吸iζ戻し，気菅切聞簡を誼合する.プロープからの有線は直下を過して

車問\lc.導き 1 乙 ζ L<プラタ争回定する.プロープ唆め込みののら 8 日もたてば

ラットはほぼ正常と置らはい行動を示すに至る.

血圧の配線は細いポ')エチレン官舎大腿動脈から帰入し， I露骨動脈分岐冊よ

り少し上の阪銀大動脈t乙先端が止るようにし，官の他地はやはり血下を過し

顕部iζ固定して行伝う.大動脈血i流曲縁と lln圧を同時に配録し『心抽出量，晶

末制抵抗，心{土<jl，および大動脈血旅の微分を迎統的に緩察する.

ラット舎新しい咽l<~したときの循穏系の反応は連軍h時の臣応， 痛みにすIず

る反応、イ 3誌におけるヒトに対する旺応はどと共犯自律神経の 1 つのまとまっ

f 反応として特配，検討する iζ価するものと思われる.ζの反応はどのラット

でも繰返して縫Sl.!1r.記ζすζ とが出来る.乙の rssponse to new boxは心

拍融，心抽出鑑，)c.動脈血時申償分倒の峨加を起乙すが1 血圧は霊化しはい.

総米ffI抵銃は植少する.しかし propranolol 1 略/1，の控射lζより

8-adrenoreceptor をプロヲクしにのら new box 伍到来目岨賞金 1;;:直すると? 上

配の， OL'岨空感神経由興備に偏1せられる:1\'.化はすべて起ζ ら信〈信るが，血庄

が顕著に噌加するように信る.乙由とき韓米側抵抗が血圧と同様増加するので，



ζ白血圧上舛は吏盟神経血菅収総輔維の興奮による ø'-adren。問。.P色or i> 

介するものと脅えられる.

ζのa-reeeptorの興 fKfJ;propranol 01役与以鮒にも存夜したとすれば，

ζのとき総家柄抵抗が減少するのであるから，乙れと平行して血管抵抗の減少

がß-receptorの興奮によ勺て也とらねばえよら信い.存在し伝か勺たとする

と， propranololは中継伸縫iζ作廃して"・w box responeelC際し血

骨収縮線維が輿膏するよう陀したと考えねばはら信いであろう.
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体温圃節と循環

入来正明 東京協老人研

体温調節は樹型的体繭開聞と化学的体祖調聞広大別される.物顧問体温調田

守は1 主として熱肱世が掴師され，体表面より幅射.Iii噂p 泊旅，水分耳散に

よる熱銀融が関与する.飼射.Iii事・対Iilflζより銭散される微量は皮膚国と環

境温の韮により決定され，皮膚担は皮膚血抗勉に左右される.一方熱の生成8

れる体内館心部より，鮪の放散怠れる!本渡舛胸部への斜の修動".組織金伝わ

る離のIii導では伝< .唱体流"す'"わら血Iilflζよる熱の移動が主と借る.す伝

わら熱の111散の掴II! Iとは，体深廊Jlnb住による肱心錦より外膚録への舶の甚助と l

皮膚血流により左右される体表部よりの処の量生散が土は盟国となる.化学的体

温調節では，まとして然生成がぬ町されるが，熱生成iζ聾する重度索信どの必要

物..湿槻ずるのは血Iilfで'" ~.血班量はζの点でも体掴調節iζ岨与している.

以上のように循環系は体園調師機構の主曹伝効果穆の つであり，加温また

は陪却制滋によりひき起きれる血流の両分配は興味ある問題である.段々も直

膚.1'1圃，臨床下部はどの由Ij'畳容組織の相直劇l滋はより滋届される体内認と

体袋郁の倍抗性血管臣応，およびζの血管度応の基礎となる体内僚と体表部Jln

管..支配する'l:感神経の描銑性地域住反応について詳しく研究を温めて来た.

W描動物，容髄動物..則い， ζの臣応における中継伸経系の役割lとついても検

制した.さらに鰻近では血圧霊動i乙対する腎空感神経の応笹が，冷環境，温環

療はらびに尭織により霊化する ζ とを櫨かめ1ζの扇覧からさらに体畠調節"

I~と師環掴問題襲摘の相E関連について 6研究令進めつつある.

本日のセミナーでは， ζれら多〈の臨みの中から，皮婿吏.e1仰経の皮膚血管

支配κ関して皮膚吏感神経は，動野開明会と毛細血管のいずれを主配して

いるか " の問阻について行った災験結梨を中心として符告する.

実験は pentobarbitone麻酔した不動化家兎を用い，毛細血管血減量は 15μ

由 microepnø reをmいて制定した.ζ回大き志の microsphereの大邸分は

動@脈駒告を通過するので，組踊の counも数は， 毛細血菅血統量lζ比例する.

寄岨加幽‘ 119宇都加温では，耳皮膚吏惑神経活動性が減少し，耳闘が上昇し，

毛細血腎流量 S 緩症に相加するが，耳令水中1ζ入れ耳坦の上貯金拙げると ， 毛

細血管風流量は噌加せず，動静脈問合血流量のみの網加がみられる.

室温上昇，耳の匝憧加温iとより，耳匝膚由局所温の上野がみられる樋合には，



阿波利交感神緩拓也b性の刻現~，提唱に無関係にモ掴血管血椛量が憎加する.

以上の砧梨より?動紳脈噛合血統f普増加は皮府交感神経活動性低下により在

釘されるが，毛細血菅血流離t由加は庇膚交感神経活動性より I!しろ局所皮膚温

壇上向日清される.問所の代謝明1mr r.は，毛細Ifn管血流量J!I加が必要伝乙と

から，乙田反応は合目的的でゐるといえよう.毛細血管血流量綱加が局所温直

上昇により自白される噛序については今後の検討を必固とする。

239 



240 

生環研にお切る研究の抱負

入間 量 生田学研究所

生理研に出向する ζ とに'"含たのを槻会に自分の研究をまとめてl 将来の研

究6ζ冒する ζ ととしに.研究の出売において闘会ヲた井上綱tn敬担と西丸相義

敏担の話会レ， ~らiζ留学先で Dr. Rush同r との研究句括~回組し，生思研

では k・yl<はるよう俗仕場をする乙との必聾~感じている ζ とをのべた.

生理研では，先づ広島時代の研究を綜陪する ζ と令目下行q ているが.ζの

作1世から/xの研究の方向を襖索したいと渇えている.開 l の研究は輔回日IIrlIζ

対する直定神経や空懸神経の作用で，乙れらの神続永哨における細胞腹への作

111 ~n'師1乏しらべてゆ〈方針でゐる.さら 1ζ，乙の研究とI!I行して濁官lðlH

曹らい間関結国内の神経議子b~， .ta.中にいかにf&するか。Il1Il中1<，心伯酷

はどのよう位置化をするかについてしらべたい.冒12 の研究目標は循環中継へ

の研究百出lζついてもう少しの閥横探してみたい.ζの研究色出来れば斬しい

俊E法が望ましいので，世保間あまり実りを期待しはい努力をしてみようと湾

えている.軍 8 の研究I~，生盟学の多〈の同僚との共同研究である.今年喧は

充分間医備ができ信か勺たが，来年置にはlíllllll!l在による本当の共同研究会 1 ・

2件や勺てみたい.ζのよう信共同研究がどのよう信成製舎もつか陀ついて，

車理研の臨みにとSるよう信労力4きしてみたい.



神経性血・・鋼節作用

新品 旭 Ifi副大学 ・ 匡

血鱒敏が1ÔIにある一定範囲円lζ維持されるのは掴筒峨栂が存在するためであ

り，インシ2 リ~，アドレナリ/，グルカゴJはどの各圃."レモンおよび肝8・

が血鰭開聞に亜聖位役目IJ令演じている ζ とはよ〈知られている.血織憾の上昇

時には脚腿からのインシa リン分泌が冗躍して肝厳におげるグリコゲノ生成ゃ，

組織におげるブドウ餓利1IJ'i'高めるが， 低血瞬時には~l腎値置からのアドレナ

リン分泌や勝雌からのグルカプン分泌が担避されて， !F.からの備の生成H.

す.乙れらのホルモンのうらアドレナリン分協はIiIJ腎画官舎支配する空感州銀

の活動に依存している ζ とはよく掴られているが，近揮，イ Jシぉリン，グル

おゴン信ど牌嶋本ルモJの分泌捌師色白傍神経が大切とz世Jlを演じると '''1えら

れるようには・3た.

われわれは内償神銀副暢技および連走神経腹腔肢(勝圃世}より直心性の抑

経活動'i'~録して血鎗値の上野，ゐるいは下陣時にζれら両神鰻はどのよう伝

皮匹告示すかを複製Eし，血鮪値調節lζ果す役割を考えてみた. けブドウ織

r.t入4ιより血箇値が上昇すると，刷費神経では遁心世活動の眠下，直定州銀腹

腔躍では神燈活動の補強がみられた{ウサギ) . 2) インシ a リノ世与によ

る血幡随の低下で11， I制梼縛続活動の噂強，迷走神極腹腔惜の神経活動の畦下

がみられた{ウサギ).

乙れらの両神経の商勧告絢附する徳也1;1多分，車店下$It存花ずるブドウ繍

!!I畳性ユ a ーロンであろう.

品々の教置ではまた，モルモットによる実験で肝輯一門脈系tζ血悩似のセン

サーが.，り門眠内の刷側鵜1Jl: 1ζ応じて追走神経を通り ， 中舷iζ向げて血鮪.置

に閲するりIltM~昌司ている乙と'i'明らかにした.間~の通心系t叫車線レて開飽

しているものでゐろう.

8 らに、味覚相l績が反射性iζインシュリン分泌をお乙す1111・についての電気

生血学的データ，ま fニコンダクテ 4 ププラステフタ使用制滋健闘について色"

告し， 研究はさらに自律神経活動 体鮫環境の縮E閣時の解明の方向。ζ温みつ

つある ζ と HI告し賞置はコメノト令頂いた.

211 



242 

'"麻齢・自白行動下の自律神経活動の計測後備の開発とその応用に闘する

問題点

二宮 ElI! 111立耐環総荊セノタ ー研究所

自律神様活動の計~I桂術の聞兜仮価証は，1)定性的に新しい附録制与る ζ とが

可能と'"る. 2l計測附哩巻上げる. 3)針剛時間..掴臨する. <)傑Itb'1符

晶で， 経続的である，等間々あるが守えよかでも定性的に斬しい!~ftI ..j9る ζ と

が可能主匝術開琵が緑色軍曹と考えられる.

陛旅田自体制l'能活動の配録分析は主として麻俳 F' 不鋤{ヒ拭舗で行われてお

り，計剛桂Iむの町からは2山ζ伸経活動の定量化控術白改良lζ主点がおかれてい

た.しかし もし無腕齢 ・ 自由行動下で自得神経活動，，~時 ・ 分析するζ とが

可能とはれば，定性的に新しい政略様式や制臨機開を尭且する織会が飛欄的』ζ

憎加する.そζ で上Eの聞尭lζ割下する必聾がd) ~f:..o

tl肥鎌田磁の胡尭 段も軍事で困姥である.動物か噛いても迎舵肥岬出来るた

ためには体内時治み型にする必Eがあり，他方動きに伴う開槻的及び生体屯日

による健苛"唖援する ζ とが盟求事れた.ζれを解決するため1 聞込式4 樋コ

ラーゲノIe録晒極..聞尭し，獄且ぴ家彊の腎吏嘩神鑑ψぴ1ζ大動脈神経績の

ι輔神経活動の配録iζ即日してt 、る.

2)テレメータ笈阻の開発 上Eftl極とIei宗主主置争リード線で結ぶ方法，~動聞

の動与によ「て連続E録がしばしば中断される.そ白ために4唱悶の白 1M神縫

活動が紀録出来る小型の多テ，/ネルテレメータを開克し，混在その実地応1M

に慨しての改a点争検討している.

S )分析デ タ表示世田従来僚穆化8 れに自体神経活動表示装目がはか勺 fニ.

そ乙で特に簡潔系との関係をみるため心岨 血管運動神経活動噂問の分析 ・ 表

示笈阻令聞亮したので報告し，その応用倒について検討しに.



耳館一育凪循環困節神経回路

三輸光唐 併用大学 ・ 匝

t 持コ"川いで，心臓に依散する交感神経の脊舗内下行路について陵町した.

(1)吏悠桝E性心暗応害のための刺殺顧として， 左省の拠床下部舛圧割以

小脳主田修昇圧領厳守園動脈神経化学受特性III維舎選ん f~o それぞれの電

気刺激は対し(;鳴値主語伸緩から曲目平岡加算世で， ほほ静香時，，0;し〈す

るa提唱位応吾ò'，~録できた.

(2) 作創 (C.) の後間索令制a憶しm 綬大由競罷電位応罫を示 ず点を確。Eして

から，その商1 .， 111気凝固により磁製した.磁波此J:町の吏感神経誘尭億

似1/;罫の減少，用失舎飽察した.

(3) 下行路は，側:1:背僚に広〈分布し.m中レてい"いζ とがわか~1.こ.ま

た. .tl側の側訴の磁調が，必尭割匝位の完全消失lζ品曹であ勺 fこ.空雷神経

源の;1'1ζ哩づ( . 下行尚内での局在世11始ど無か巧た.

2. ラットをmいで，心的促進性の吏略拠11続郎自iJ:' 品ーロンiζ血徴する上位中

継組鎗を H R P訟で険酎した.

(l) E C G .z，示標iζ T 2 レベルの巾間百タキ田紘を刷滋して，心拍出世応答倹

大戦争僚し『当E案節 I C. H R P {i'，>注入した.

(幻 HHP麟性ニ品ーロンι 匝床下宮容の室傍植皮ぴ外側惜，偏の白斑協，

彊圃の傍正中桐?車体紘 ・ 梅線核 ・ 外聞嗣}重体核低箇中心核 ・ 巨大綱担修

必どにI!iめた.

{訪問繍庖射中憾の鉱個以外I乙，育施依.宣傍接からの回睦役射のある ζ と

は， 今後の研究の血路 1< .1<:丞'，t"jf.; 1按"与えに.

2<3 
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体性 白樺伸緩反射について

佐議昭夫 q!í;i~老人研

体性ー白印神縦反射は阻伺f. る生地学的車味H\司ているのだろうか.

自律神経の中断"沼時緊張して， トーヌス..保持しているが句乙れまでのと

ζろ，乙の中恨のト ヌスの理現徴暗についての明らか伝説明ははされてい信

い. ..;佐ー自 fJ河経庇射学の線型l'ζ立っと，体性壇賞掛から体性感宜神経を介

して常時中枢神経系iζ伝えられる附仰が， ~きら< r� f<<のトーヌスを維持するの

;ζ非常に宜彊俗世;111"裂しているに制退〈ょいと勾えられる.

ζれまでマッサージとか温椙市，め撮布， あるいは輔灸のよう信各回思学際

法の効果は臨床的によく知られているにもかかわらず，その檀序が不明のまま

取り妓されてきに.回学縦訟の際白色合団体性'"心性事1M.ま多分，円欄総世田週

動とか分泌とか.i' らにホルモン分時を反射性4ζ諮町し，そ￠舶身4 勃巣を現わす

』ζ相i血 '.n 、とJ雪えられる.したがって，そのよう信現象舎体性ー白 11'神縦庇qy戸

を中心とする J.総医学の立掛からまず研究していく ζ とが軍睡でゐる.刊にそ

の際，瞬静した兜験蝿b助"n!いて'J.!.量発成績の再現世を確実1， ものほする野IJが

必型であるように思う.炊いで，その益田的実験成繍の簸瞬静動相ゐるいはヒ

トへの応削..剖みるべきであろう.

さらに自u!伸経系のilI心佐調聞には，内臓の求心性線絡の出動による不メオ

スタテ 4 ツク伝誠節あるいはフ 4 ード"ック調聞が置盟匂役割安果していろ.

乙のよう '.内総控求心性神経詰動はより自律神経ilI心快活動"調節する旺射は，

内幅一子円腿反射あるいは向圃ー自律神経旺射とも呼ばれる.そζで内臓から田

求心性入力と， I本性求心性入IJが~Il惚神経県内で干渉し合L、，統合されて， そ

の拍車弘述の生体のgfp神健機能町淵聞が巧妙l乙行われていると考えられる.

今後乙の万1mにおリる詳細伝J占臨的研究密行う必聖位が大きい.



生理学にお切る数学的方法

数理主主物学とカオス

山口日銭 京銀大学 ・ 理

師匠の盟学の注目すべき縮図町一つlζ ・ Cha08 "がある.

乙れは，簡単位決定鎗的な数学プロセスが，同時にストカスティック伝勤学的

プロセスであるというバラドキシカル信 6 のである.

ζζでは， Li-Yorke(1974). Laso t.a(1977l ，山口一院野 (1979)の

仕事~2 つの並勧学的信例にあてはめてお話ししたい.

そ白 2 つは1><のものでihる.

け 1 聞の生駒1lI(特I乙 non-ov9rlapping gensraも 100のとき》 のm

殖のモデル

川骨髄t乙おける赤血l'素直置のそテ'，"

いずれの湯合Lζれらの現敏令配述するモデルの方程式It簡単であるが

つのバラメ ーターを含み，そのif2J.nl隠したがゥて解の時間的量化は，

安定平衡， 閥問解， 2 惜の周閥解，

と ， 無限の分岐を行い，あるパラ〆ータ ーの値以後では，闘 Chaos ..とよばれ

る世銭信総縮~j!する.

説明の岨!7-は けからはじめて，盟諭， 11) という舶はおとはう.

Il 1 団の生物価体歯学の増嫡

1 I軍国生物価体B干のt旬え万については.百<.マルサス， Verhulst.ｭ

Pearl白間分方叩式がある D U ~ popula t. 1on とすると

(1)i1=u(Mauhus) でih り
d色

1870 e'>O 

(21 旦旦= u(t-hu) 
d も

(V�hulst-Pearl) であり t-, h> 0 
1920 

l判首はパクテリヤはど 後者はシ.ゥ ~1IIウバエのある時符のl!lぇfjlCよ <ih

てはまっていた.らはみに(11は 求問~で解げて.その"の隙子は， s字型と

よばれる曲輯であり，
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u 

~t=;戸戸一
, 
' 

ζのようは形そしている.tは飽和値であり， h I措置蜘denai t.y ・ ffeo も

とよばれた.

と乙ろが， 1940館内， 風俗臣虫の生態.，しらべていた生館学Eは.ζの式が

必ずし色よ〈あてはまらはいζ と金尭見しに.

例えば，京大農学!11\，内田俊郎氏は 19 41w.. マメゾク虫の 1 園 (ζれは条

件κよるが， non-overlapplng gsnera t. ionで.，る. 1 のt骨組を敏史実し，

, , 

，、, 
'‘ 、 ，ー

, 
, i¥¥ 

。 2 8 

先のカーブ争調べる企，飽腐3値に還する柵1<，暗夜綴動がお乙る ζ とを尭且し

ている.

悦回は，内田正の努力 I~， ζ0)(，同随分方程式の鰻融化iζIJ'けられた.肢初

めてはめようと Sれたモデルは， 串 n 世代由 populaも 100 を '0 とか111i

(3) Xn+ I c:ー」ιー
b+ CXn 

-.企t. -t企も h 
でゐって， b""8 c=( ト@ )? と とると，閉山}の Exaet

801. t.lのである.ζれでは.勿liôl反動はお乙り叫はい.

そのため』乙， ζれ~ modify して

い)hHzxn(dEZ7 0 》 {a く a < け

とされに.b ， C ， t1 を通当にとると，且'!llζ雄蕊E備がおζ ると それ臥上

1<，別の聞のマメゾワ虫でみられた周期 2のきれいは欄間伝動まで底辺・できる

ζ と b'わかqた. (1958) 

と ζ ろが，それ副島四年た ・2 て， R. ".Y は，寓に次の乙ともコンピ，-



タW'1Ifl 1ζよ勺て儲かめた.そヂルは1 窓側 10M'幻自 Euler草分化でめる.

Un+1 -u.n 
(5) Un (l:-hUn) 

企t

企乞 hUn
ζ 乙でスケール7かえて，一一一一一一= Xn とおげ 1:. a=1 +t企也'1+t6t. .... _.-'.._, 

(・) Xn+l=-=& Xn(l-Xn) 

R. Yay が陥かめたのは，1><の乙とである.

("申万四式の"について，パラメータ -a ( す'<わち 1+ ，企包〉の値を

。豆 a三~ .で考えると， 。三;: Xn .s;: I はらぱつねに O':;;;;:Xn+I.!!孟 lである.

・ 70 から 4 まで畳化Sせると，騨の織相I r; j;!.:大き位変化a喧じる.

(イ) OS::a.s:: 1 • Xo 帽で川 o (日田}

(ロ， 1自由 /1 Xn j ト士( n→∞〉

山ida)刊 2 < _自， '0。 冊で x桁'nf

{いH 附h帥.) 8 < .:S:凶I+ ，{庁τ=8.4刷"， Xo =。戸円~ Iぺ士以酬外の凶'0。に町mつ引L円' 碕

聞 2 の周期飯動 1 +J6く a ，はじめは 4 珂岡， 8 周期， 16周制，

という無般の分館争軍ね，分値するパラメ ータ -aの値U.8.591 C.m

概する.

{柑 8 臼 豆 .1ζついては，計算闘では車産の間阻色ゐ唱でむずかしい

が，とκか<.驚数の周悶の奥はる鱒閥解があり，きわめてデリケート

IC. Xolζd8p・ nd して，解 'n の n →+∞での様子がらが勺てくるので

ある.乙の(:)，(村の智恵分について数学の塑.8ができている.

N1choløon の例 竿にたかる吋パエの則殖の織子は(剖の頃合併あてはま

るといわれる.

O 瑚鎗

一世lζf(叫争以l数との!l!数値閲散で迫観とする. ζの f(叫により'JI散の

列 ('n} 令

(1) Xn+1 =((Xn) 
n = 0 ,1. 2 , 

で定める.

!! Øきとして. r P(叫= X，かっ f8(叫キ x , .s: s < p 

が'"りたつとき X は(7)の p-pertodic poinもとよぶ.

o Sarltou�lr:1( 196川町定尽
すべての正の盤位争tたのように信らぺる.

. < 6く 7くく 2' 8 < 2・ 6 < ......< 21・ 3 く 21 • 5< 

'47 
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< 2' ・ 8 < 2 n ・ 5 < 2" ・ 7 く くく 2'く 2'寸くく 2 < 1

ζの系列の順序で， 今 pく q とすると，色レ{7}が p-period1e 801. ~ &て

ば，すべてのq-perisdlc 801 が{7}に存在する. 帥は P = 2 で~り，帥で

述べた結裂の一徹の証明で色める. fiil紋なら a = 8.82 では (.)の戸について

8 -per10dic p。加もの存在が証明 ðれる.それから 10年，

o Li-Yorke( 1 974) の定盟

韮分方惇五日7}において f は区間 1 (黛限で 6 よい)から 】 へのi.!I!i眼信霊換

で~るとレ./'Xのよう位 4 点がめるとする
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(2) unc。叩 table 8B色 S < I で

11m An. Hn" 1_ ~ 11m p.qeS c:争ム∞ |fn 〈 P1-rntq)| 〉e ， n→∞ = 0

{抑止三三. q 令匝置の k-periodic pも として，

品 I f'(p} ー内} I 討 > 0 が成り立つ.

0 山口ー保理!f ( 1 919) の古座

f(x)は:忠世敏から実数備への車桂信重換であり，かっ，微分方程式

(9) .2，旦= f( u) 
dも

会均えたとき， f(u)=O と伝る，少は〈とも 2 つの航があり，その一つが漸E

安定でゐるとする. 1 /'X聖般により，具体的iζは./'Xのととをみにされている

とする.

f( O )=f(百 } =o. ヨ百> 0
Oﾒ f(u)>O (o<u<�) 

f(u)く o (û < uく k ) 

ζの k= +∞のときもゐる o (R. May の倒的)

そのと ι(9)の Euler~分化 。

0.0 Xn+1 = Xn+ .ð'も引 x，)

を 3考えると，伐の帖績が成立する.

A) o<tの固定のもと lムある C ，があって. ﾓ.t>CI はら 1:， o. Uは L'

Yorke の意味で Chao t. ic IζζEる.

B) 叫の目見定 + k = +∞のときは，ある c，があ勺て， 叫の霊像 1<ゐる有限

国11\1[0 .α]から [0.αトの藍換(品くC1 t.l らぱ)t乙与る g ea >cl である，



11) 必、血球の't~'t' Product.ion of red oe118 

l:~f.t血液生iI'は bona m8r l"OW 骨髄でおζ伝われる. 鐙乱 i血E票数回賓

1ヒ 1<応じて1 その生産調機が骨髄でお乙はわれるので，それぞれの血母は輩れ

て死ぬものであるに色かかわらず，あまり霊化似しで血縁曲が保たれるらしい

が， 11M'性自血の勘合10;1: ，持ミ伽球のνペルでの強い仮動が且られる.乙のそ

デルとして， 1968年の Qrr . Klrk , Gray. Ande l" a on の兎令mいた実験が

ある.

す伝わら，若年J{lt成年の亜iζlncomp叫ibla red 0811 lso-antibody 

HI 射し (2daya) .ζれによって人工的に的自性貧血 Haemolytic an8emla 

令おζ させるととである.砧果は成年の場合 h..町globin と retlculocyt e

(網状体〉のはっきりした開閉録動がお乙り ， その厨聞は住射の鴎則よ り ずい

ぷん大でゐる o (20 days) 'S!..若句=の兎では， 乙の騒動はきわめて不縁刑'.

6 ので，開閉4をみつげられ訟も九四t1oulo可M と h!l smoglobln の位相は

1 府H田ずれている.非常に師 !11t"モデルとして赤血嫁の倒数i' x (t) とし'U似時

間iζ赤血琢が般嶋されるIJd は x 1<正比例するとし，

d=D"x \斗八
とする.躍される万は ド ¥ 

p=ti x}Be-qx(Wazewska czyze"gka) 

同音=ー川~[ん +( k叫引勺 8 > I ,(]', q>O 

争考える . i5辺は Yamaguti- }datan。白条件をみたすので， ζの Eular 草

分をと勺て守時聞きざみ~ Lちもとして，

Xn+1 -Xn=οt[ -"Xn +( k' Xn) 88 -q Xn J 

ι 一-8 .!. ζζでふtO' =o ， qXn=Un，可了品川 "'- C とおけば

03 Un+I ー はn=- O' Un + (Cun)8e-Un 。 く ð<' 1 

というそヂルがmられる.乙れについては，上自定理で企むがある限度大きい

とき ChaOB カ将軍られる ζ とは応JII としてわかる.

。 のJにきさにより/>(のζ とが LasotalC.よ勺て限黙されている.

(.) σ =0. 1 (Normal} C=0.47 • S=8 

U" 三三 2.4 U.nlO (n→ +∞) 

Un二と 2.5 Un ノ û= 15A E 事均 15.4 ーー

'" 
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(b) 0'=0.4 (ﾐiaease) 

uo ~ 8a Un 1 0 
^̂  ̂ ___<__.._ r15.5 

Uo ~ 8.4 Un ハハハ 2 periodlo pt. {ﾎﾕ:1' 
0-, 

m三Lt z u包=t< 15日 0. 7) = 1 3. 1
k=O 

(0) 0'=0.8 (Severe dieeass) 

S( u)=( 1-O')u + (Cu) 8e-U 

とすると s(u) 区間 ( 4.2.I5 .I J → ( 4.2 .15.1] rnap 

u。注 4.2 Chaos Iζ'" り

Uo:S::"4.1 Uo• o (0→∞} 

しかし， Lasa t. a は i'Jのモデル

告= _au + (k u ,)8 e - qur 捕当としている.

UT はuのT_ 時間おくれである.
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Skinned fiber の収縮におりる， ニ ， 三の開園について

Jtll 俊経 過縦 !I! 東北大学・医

筋阻輔の分子旺応はE年か借りの陸直まで明らか10されてはきた色のの，生

きた踊細胞において蝿力の発生がどのよう信分子徴，-によ「て組ζ るかの併細

はまだほとんど分っていえSい.と乙ろで eltinned fiberの克生する盟tJ I~

国々の話会閣によってm大色し〈は減少する.張力眠少の憐慨を考えるのは料品

であるが，!lG刀槽大化のも型憾には興味がもたれ.その追究は力の現主徴I~III明

の何らかの手がかり』ζ信るか6知れ信いと考えられる.甜々は Bk ln n ed fiber 

白眼力珊大因子について，二，三解街を加えた.

アフリカ Yメガエル働総聞から腿ー臨線維をとり出し，弛緩液中で aki n ned

flber áol~ 吟 f:.. 弧力はストレーンゲークトラ Jスヂューサーで醐定し，町

の般大短縮迎11:lt定常的信等尺性収縮巾1ζ線維T 定の臣き包撮lζ鰯恥ゼロ

に落ら fこ鑑jJが跨ぴ上界しはじめるまでの時聞から酬定した.

!I'l力増大化の要因として，イオン強iJl:の輔少，水田置水による置換， PVP 

(polyv 1 nylpy円。Hdone)の源川町 8 聞について主に調べた.イオン強置

を O. 2 から 0. 1 a Iζ低下すると m すでに知られている通り c. 国畳世は約2倍

高〈はり， c. 高i!I置 Fでの I伶大姐JJは 8 0 %以上附加したが，無白10iiでの般

大垣届速度はほとんど霊化し匂かった.水を盟水で臨検すると，世換の割合lζ

比倒して般大強力は太きくえより，全町換では約 40 % もm加しにが.拍)<艇鮪

逮J豆u..i且民的 40 %時少したa PVP を少量加えると c.盟畳性が岨か1<:1旬加す

ると共犯股大蝿力 也 1 5.......3 0%程噴憎，，，したが， ζの頃合~.重大垣総連置は

逆に約 80 %時少した.. PVP大量でIt~ILCa盛受性も般大克生置力也岨少し

にo P V Pはその分子量にもよるが，容易 tζ筋原線維内 iζ入ら信いと荷えられ，

硲かに自 ki nn ed f i bsrの由置はP VP 中で睡少する.しかし，太さをJl:えな

い小分子の悩領令加えたときも役大完生張力はm加するので，出世すはわらフ

ィ ラメント問閣の睡少がζの唖JJ増大の郎副であるか百かは不明である.はお，

乙白他はたとえば haloも hao・のようは策由民よ勺て も 策大尭生張力はt骨大す

る.

以上白鑓)JI\'l);:凶子は，いずれ色臨節目 2.01相 以上の制服でm匝 lζ無関係

i乙ほほ冊1<:1智大効果金示した.

P VPは置水または低イオン強1Jl:下では!lQjJ増大作間'"全〈見られえよかったが唱
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噴水・ l'で低イオン強唖にすると磁力はさらに綱大した.山上の紡梨11，少〈と

も車水と低イオJ鎗11'の摂1JI1'J大化剛局はそれぞれ別々の相判ιよる 6のでめ

る ζ と令示唆する.

今後，収備中広アクチノ近傍に存Ifするクロスプリヲヨの鍛が彊h崎);;化曲

flC.よ令て置るか百かを X訟由衡法で，まに クロスプリッジのパネ国子が変

るか百かを硬i!l筋の夢頼性係歎の11'化で鰻禁ずる ζ とはどにより強力噌大化の慣

IUさらに追究する予定で'"る.



神経の膿系と脳活性物質

神経縫ヨ震の有級小胞について

1"問 随 千羽医大学 ・ 医

目的 ネコ叶飯上朝交惑神経師ι 傾々の脳虚ド，代制嶋田阻嘗刑事を

含む Kreba Il:主 rtll乙叫し，その聞刷神路線維に市町制厳令加える.刺闘終 f国

後または週汚俗体止(四国 )仰1 ，.狗いた佳iζ材料"回世，神経終末の谷間細川

出の変化会\Gf制限箆で鰻る.

方法 "-コ両側上盟主感神純聞"分緩，タルコース ( 10μM )を含む

Kreba 桜rlllζ回し， Ol/tOI U~，({(9 5ル令剖令十分に通安{する. 肝亡 まに

は'"亡下で\n気刺激"加え (20Y.IOHz. l meac持脱 I 30m!n). !l【らに.m日の

E怯によか二置同定した. 一邸のものは固定する ζ とはく，個々の偏唆(0-

STC) 下で.1);のようとS代謝1.\四 ・ 阻古剤事舎加えた Kc目 b ，拙rlJ で， 0-30分

間四I~さぜた後lζ問主した . タルコース 101.tN , ，1.'\性プドー厳 10μM ， モ

ノヨード僻権 5001lM ， 2, 1\ -，;;ユトロフ z ノール 400/LY , KCN , 400μ. ). 

榊騨師lζE繍11向のw片を調製し， m~({で観務した.

制県 (1)判滋出後の像 37'C Fでは~ナプス小胞の枯渇ー終末影間胆

の似太 ・ 波動化が般られたG I Ot: Fで~IIl!しに色のでは， νナプス IJ'1Il!l敏 !ζ持

費は位< .有鍵'1、胞がみられた.また終末形置の波動化は軽1庄で.，った.

。。回国像 1 )&1.11':の剖架 30m .1 n後iζ町・ I IO C 下では. Iま If7c"t'.r回世が

んられたが. 0 'cでは伝か勺た. 87 て /0仁 下， 5minでは，少飲のンナプ 7，小

胞p 筒埴小胆，附!と'1;胞がみられ，終点形自輔の甚大 . i!支CIbが強かっ fニ.

2)グルコース令陣〈と，終末!日孟宮内1陸がみられに. .t.t\性プドー般 ( IOIL I.I) 

を加えると守園田がみられた. 3) 【エネルギー)代目制限百刑 上配'"自のI~al

阻 'J1削を加えた前液中で， 87'C ， 15図 in おいた掛合，不完全信がら四国がみ

られ. (1位小胞が混在していた. S 7'C句 5m1nおいた 6のでは，コントロール

IC比し，団自の遅れがみられに.

砧liIと J考察 団気相IiIH加えた場合， ンナプス小胞数の度化終末形白綬

像の!l: It (世太 ・ 放動化) Iζは温度依存性があり司低温下ではシナプス小胆の

閉経は少なし百般小胞がみられる.判Il!後のr~H!fの初削掛 "illζは府組エンド

"3 
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ν トーシス，有怨小胞の形成が古まれている.四国泊四は温度flifi的であり ，

エネルギー代調j依存附〈と< Iζ ミトコンドリアそ篠山する代制i乙}でð>る.

乙れらの所見を参附しながら，神経終末におげるシナプス小胞の動きーそれと

エンド ν トー νスとの凶係争勾採した.



脳内活性物質倹需のための一つのアプロ テ

松尾寄士 宮崎E料大学

視床下富市ホルモンによる下重体前第制御担が Harriaによ勺て揖唱されてか

ら ， 実κ国年後に始めて， TRH , LH-RHの情遣がIl明された.極めて高度の

生理活性を有する ζれらペプテド ""νそンはJ何百1<1単純伝情遣を色勺ていたた

め，直ちに化学的合成が行われ，それらの抗体色作られ，神寝内分俗学鎖紙1<

新しい展開が生れた.

とのように，一つの生血!活性自由の蹴!II， I~遣決世，合成が新しい髭聞に必

彊であるκもかかわらず1 闘研究iζおいて1 遅々として進まはか勺たのは，そ

の存在置が極微震{ナノグラム/匹〉である ζ とが俵も大きな岡田であり，生

四活性のぬ量検定陪.従軍化字分析F去の開亮をま~てー鰻J/Ï， !瞬〈量闘し給め

たといえる.

Sube 包 ance P( 1971), 8。鳳aも。s もaも in( 1973), nauroも.n・ ln (1 975弘

ついで ..t および Leu-enkephalin(1975) と由々のアプローチ1<よ勺て，

肺門些屈指性ぺプチドの，.溢が明らかにされると共に，それらの!EJ1J1~~的置畿p

脳内分布，生合成世情，臨床面への応用と多方面への匝聞がはされつつある.

ζれらの賭例からゆl らかとZょう1<，闘円lζ存在する隠徹底の曲置を険黙する

陀1<，一つの特定の生理活性を指僚として，高唖1Jl:，しかも特興的信活性捌定

訟を111いて，随分画令追跡して行くのが常i1!である.しかし， ζの方法だげで

は， fR製の過程Kおいて，分施してくるでめろう本健1同質金見透してしまう ζ

とがしばしばである.一方，生四的窓蔵不明のまま，多くの肋置の附製， I荷造

決定令行うのは，賢明'.方箆ではあるま L 、.

われわれIt ， 過ヨ毎回し日-RH研究の経験を背mlム独自の視点!とた勺て脳内

活性物置の倹集金阻み，新しいモルヒネ峨ペプチド(a'-neo-endorphln) ~ 

聾見，その情出解析の結娘， 圏在の問囲点の一つでð，る Leu-enkephaUn嗣

匝体の存在に解苔を与える間見制。た.級;ff，われわれが行勺たO'-noo-

endorphln 研究@酬にと勺て， 臨内活性問冒険裂の一つ白アプローチ令制介

したい.
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'"事lMのシナプス小胞について

小西耳利 横山勝雄 独協哩科大学

ンナプス小胞は神経終末部iζ存在し1 神経系の化学的情報伝達聞置の貯淑肱

出調節機能を有すると考えられ，その際絡に閲する詳細信研究が神経化学の分

野では強〈車酬されている.本研究では本手l勘助のνナプス小胆の岨子として

の袋本的間性置を明らかにする乙と iζより，分子レベルl乙おける νナブス'J曲

の機能と，.遣の解明t乙言寄与しようとするもので，その初睡帽における成果争報

告する.

且科と方法 シナプス小胆館料はウン大脳直聞から，ゾーナルローターとス

イングロータ-.，併用したシ，槍密度勾配'"心分際法κより調製した.シ，舗

iII度 O.3 Y および 0.4 Y分画から袋縫闘の少佐いシナプス小胞担割?f~た.乙

れらの鉱料1<ついて電子園側sl観察 ・ 組連心分析 ・ 等句点分析 ・ ゲル電気泳動分

分析 ・ 筒速政体クロマトグラフ分析を行.，t::.. 

結果と検討 ネガテ 4 プE染色法による電鎖観察では 0.8 1.1 分画および 0.4 td 分

画から叫られたンナデス小胞!itJit IC.聞曹位置測は詔められはか勺たが， 総連心

分析から求めた沈降臨数は明らかに拠信る o 0.8 /.1分画から得7ニ問料の沈降臨

散は70-回 S であり. 0.4 /.1分画から得たJ;\科のそれは 1 60- 1 80 8であった.

後者はシピレエイの~lIIl1i1白から jijられるシナプス小艇の位陣係tt 1 808 にほ

ぼ近い値でゐり 1 それに対応する敏子で.，ると宥えられるが. ðíJ者については

金〈別団の粒子でゐるか，あるいは'"乳動柚に特有のシナプス小胞であるか更

に倹討会聾する.アンフ命ラインと煎鮎を用いた密度勾配等調E点分析の結果で

は I 0.8M 分画 ， 0.4 /.1分画，<1)世相共に等噂点は pH 4 でほぼ叫に値を示しに.

Lノナプス小胞に含まれるタノバク慣のアミノ駿組庇で，厳性アミノ償金量が目

立うて多いζ と.，考慮すれば，シナプス小R包の表面5ζは敏性タンバク置が存在

するのかも知れ μ、.つぎに. O.8N分爾および 0.3M分画を 2 勉 80S ， 5 鰯〆

ルカテトエタノール処理を行えよ勺た後， 12.5 $lS-アクリルアミドゲル竃到泳動

で成分タ μバク買白分衡を行信勺たと乙ろ，およそ40*ほどのバンドが器めら

れ，両分画担割1乙共通するタンパク自のパノドが検出された.ζれらのう ι

分千世が2 万. ，万 S子. ，万 9 千. 4万 S 千. 6 万 8 千， 7 Jj 8 乎のタンパ

ク置はシピレエイ白シナプス小胆栂成タ h吋買に免1山守るものである.信お

Kal1 y等陀よ って指繍されたように-*:..-ナプス小胞J悦判でも分子量 1"以 F



のタンバク自1:1事Ifしはいようである~ 80S処理を行'" ・， tニ訟判は同時に分

Fムるい型カラム1' S K-8000SW -i' JOいて高速厳体クロマトグラフ分断を行信

ヲにが，ゲル電気体aゅの分析結果に対応する結果T得た.高速厳クロ分断はゲ

ル市l<t放動分断iζ比べて分析能は多少劣るが，操作が簡単で迅週信分析が付信

える ζ とや.シナデス小曲以判から附成タンバク買その他を分帽し， 買に分子

レベルでの研究T温めて行〈上での成分訟判調製の有力信武織と信るのでは信

いかと考えられる.
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ンナプス小砲のさ主化学的研究

田中 売 名古昌市立大学医

神経化学民運物置がどのようは間情lζより般謝されるかは， まだ部分的にし

かゆ1 らかKはってい低い.伝遺物置政出町田備は物質分僚の像情と l 少〈とも

基本的には開制捜えよものだと恒定レて実験'i'進め，結果を解釈する研究者が多い.

ζれまで提出された曲凶惚仰の恒説はすべてζ うした方法ICß;づいている.

加えて， 2つの前提告ふまえている o .)小咽は in vivoでう健在すると考えて，

微々は実験萌買をほとんどすべて上手κ説明できるので， そのよう lζ前提をお

く o b)匡遣問聞がシナプス小胞から百接lζシナプス間隙へ且出されるという慣

智的信脅え方は正しいとする.ζれ令活躍として一時認めた上で，事変々は実験

とその解釈&進めてきた.ζζでは主にその結果を中心として，匡遭駒田敏出

iζ岨与するンナプスの構庇分の役削について有えていきたいと思う.

シナプス小胞が岳還物置を肱幽する時，シナプス前腫κ一時的lζ付告し抽出

が縫れば前鹿と小胞喫との開l乙的自由国畳0・信いまま緩れるのか，1>るいは小

胆膜は而l模と融合し銀凶と共にそのー閣と成り後陀固叙されるのかという問阻

がある.

ンナデトソ ムの1脅威分を胤厳し，その情血タノパク目と糖タ Jパク間金

sosポリアクリルn ド1\1気泳動陰tとより比鮫してみる.その回りでは各偶

成分は買問 IC.G，く似ているので.シナプス小胆輔がシナプス削胆に融合すると

荷えて良いらしい.また小胞のリサイクリングが眠槍タム〆パク劉への舗の付加

と除去により制御されていると考えても良いようだ.

I/i出iζCa' + が必要でめる郁は多くの団額の実験から摘められているが，作

用慨怖については憶且の減を出'"い.子主々のイオノフ狩アを使勺た実験，シナ

プス，.成分から ATPaS9 タ Jバク聞を分継し酔裁としての位闘を調べた担緩

からは，神経終末にあるアクトミオシン様白タンバク自が肱出iζ関与している

と均えて，不都合法信いらしい.ζれが A TP を加水分解する時IOli+を要求

し，微量のぼ句作副をはじめる色白のようだ.

シナプス小胆がリサイクリノクするはらぱ，そしてその謹置が依出掛田のそ

れより低〈ければ， 。支出状態ではシナプスソーム円の小胆散は減勺て良いo fR 

-f顕微鎚'i'使い散えてみると曲l却をお乙す条件下では磁かlζ減る.

ζ由ように小胆とシナプス附膜とが閉E作用した結果伝達物園が肱出される



ら しい.小胞とシナプ ト ソーム偶成分との組合せ令作り i 小胞からの伝遺曲賓

の島支出争調べてみる.シナプZぇ ・ ~.ンクン ./が銀出作用が般も始( ，シナ

ブトソーム限p マイクロソームと続~， ミエリンは非常4ζ弱い.まに政幽は

ATP ，t.l g 'て Ca Z +争取り除〈ょう信条件下lとすると抑えられる。したが苛

て紋出に必要伝因子は，他1ι.'"るだろうが，少〈と色 ζれらの色のである と

考えて良いようだ.
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コリ ν作動性縛極シナプス小胞の Stoichi OIll・色 r，

大択一爽 磁京太子炉 ・ 底

。 111珂1\見憎111曾 Torped 岡町図。rat. a のシナプス小畠

提唱111管制. '<シナプスをもっ樽経末錨から大型無芯νナプス小胞〈直匝

的880~9501 同取り出す刷加が，迫心阪府ス世子カラムクロマ

トグラヲィー陀よ勺て健立された.分111調製されたシナプス，1、胞"生化学的

iζ分析しに結果次の組成が明らかに信勺に.

低臼11 28. 5μv令e分取傑本裕被

~ij 目 1. 60μ砂/mf. 11 11 

Aoh 1 23 . 6 n回1・ル匂円J取傑.j:前桜

ATP 15.4nmolea/IIIP 11 11 

シナプスd咽数 8 .8XI 0 11 倒/町P 分取機窓/ß液

ζれからコリン作動性神唱のシナプス小胞にはアセチルコリンが 1 9 . 9 X

10 -4分子ユニヲト畢として存在する ζ とが盟められた.

。鴫執動曲目シナプス小胞

Guinea pig の"闘直置からシナプス小胞を分取して， 111岨による形暖

では加008・ou・とみられる小型無制帽(直世.l'J86ト600A ) の Ach 倉

町揖争調べると 300分子/νナプス小胞の結果が町られに.唱IitU学的に

lIi告されたシナプス小胞含有量の Ac hよりる小さい幽とはqた.

。on t. amlna t1on があるのか，分扇ゅのンナプス小胞が含有物町"放出し

てしまったのかの相胞は困鯵である.

。シナプス小也の表面白fü密度

シナプス小胞の electro p bo r esleを行ってー高面相:jllIl'Ii度 . "求めるた

め， ( -電位を醐定レに.

その砧製イオン強度0. 1 5，イオン努囲気 K = 1.2ﾓ9X 1 0', ltU友泳動畠動距

11- ー0.7 9μ" . 880- 1 • ，，-1 . 0聞の時， ' =- lO.858mV をfO t，ニ.

針酬の結集 。 = 9.5X 10ーも CO司令得た.

分画されにシナプス小胞には I68S.:rU:: I 側の negat.1問山町肝をいて
いる ζ とb、明らか I c.1，ぷ勺た.

イオJ鎗直及び pH，と時間経過の ( -111胞の聞定liI金側告する.



~ ピレエィ.lII鑑曹のコリニノ怯νナプス小飽

回代朋子 東京大学・医

νピレエイ ''!'o r p・d。圃armoraも叫電気器官から高純度のコリ J位シナプ

ス小胞.，瓜.し，その化学組此且ぴ置自白情成を分析した.従来の抽出 ' 111鐘

怯令改良する乙とにより '1、胞置自fl'"たりのアセテルコリン (Ach) 比11置 T

10倍高める ζ とができた.ζ うして憎られた νナプス小砲は面白閏 1 噌あたり?

Ach 6.9μ 司EJ". ATP 1. 0μモルを含み，肺自含量は蛋白自の8 珊{将}と

日ぃw'i i> ij、す.

問lIiシナプス小胞は sosゲル電気除動で一定の置自白パターンを示し， そ

の分子聞は 20 ， 0 0 0 ..... 1 6 0. 00 0 にわ化る.小胞のコア鈎!H形成すると考えら

れてきた低分子量峻性面白目「ヴ A シキュリンJ (分子量 1 0.00 0) は且出さ

れはい.まに. t ;t:ノン， チs ープリン. rクラ;<'1ノ」と一段するパノドも

存住しはい.しかし， ζのンナプス小胞iζはγどレエイ筋肉アクチンと一致す

るa聴いバンドがみられる.二次元電気泳動で!l!1 0詳し〈比敏した と ζ ろ， ζの

面白白は筋肉アクチンよりわずかにn軍基性側の等低保を示し，非筋肉倣アクチ

ン lζ屈する色のと恩われる.

以上の飽壊はシピレエイシナプス小胞が置自性骨コア令持にはいζ と T姐〈

示峻しており. rグ z シキ a リン」の化学的本体の再検討が必要とは勺に. ，そ

の陪畢. rヴs シキ a リンJ は亜自白では仕しそのアミノ麟の冊‘以上はペ

プチド結合金形成していえよい遊興庫アミノ般である ζ とが明らかには ~t.こ.型iム

「グ皐 yキ品リム〆J 1 '-1%. クロン僚とアミノ舗がほぼ 1 対 1 のそル比で含まれ

ており ， グリコサミノクリカンのー岨でめる乙とが示されたo fll製 '1、砲のグリ

コサミノグリカン含量は置自由 1 噌あた り約 0. 2 119 である.現在のと ζろ，

「ゲ&シキs リ:.-J IJ'小胞の円側tιあるのかm 外側lζ付泊しているのかは不明

であるが，内側iζ'" るとすれば，マスト ・ セルのヘバリ μとの傾似が有えられ

る.

シピレエイ電気掛官はまた，コリン佐シナプスゾームの材料としても好趨で，

純度目高いるのが得られる{苗白世あたりの Ach含量は咽乳動閥輔のシナプト

アームの SOO-IOO O倍10遣する l. 乙由ょう必シナプトゾー ムから νナプト

ゾーム形酉腰 (Spw) 毎分組し.シナプス小胞との比較令誼みた.Natk+

ATPae8 , Õ二 nuel・o~id.8a，アセチルコリンエステラーゼ ( Ac h E) 舎術
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僚にして鱗製した SPM の置白世情躍を SDS ゲJ叶眠気泳a訟で調べると，分子!I

100.000と 75.0001ζ主車位バンドがあり，シナプス小田のパターンとは大き

〈智雄る.



Sod i u個 pump の微細梅酒量に闘する研究

出口修宮 田応鏡盛大学・底

野より納劃した模結合性静量置自の Na- K-ATPaae201Ct子顕微鏡的に飽務令

行い，得た知見を連ベる.

誼閣は. J.ø'rgenssn がすでに報告している筒製方法令用いたが， まず笥髄

置外層>llIのホモ少ネイトから E タロゾーーム分碕\>週￡骨厳し， ζ れ』ζATP存

在のもと κ ドヂシル硫厳ソーダで反応し， 8i'1J(勾配枕降平衡法i乙て16 られた民

地でゐる.附官と結合したままで附観されているが，認制中の畔自信活性値は'5

単位以上に上昇している.ポリアクリル7' ド電気泳動法でみると，腕官以外

にはわずかに 2 本の置自沈岬111がみられるのみでゐる.触媒作間T有する分子

量 1 00 ，000 と鎗量臼の 40， 0 00 で，乙の 2つの置臼分子が 1 対 1 のそル比で存

在すると 乙ろから， 1 4 0 ， 00 0が面白限位として筏醐される.乙の鼠科の組淘

~J片像は， 8 鳳I~盗をもっ匝片のみではりたコている ζ とがわかる.ネガテ 4

プ脅さ色でS胡軍片は同銀伏T呈し，無償遣の平面1<，電子密度の眠い小世子状物

として認められる.ζれらの小世子は諸々で祭躍したり的状の迎えよりを示し，

胞子のみられはい半面と [j々の割合で存在している. 大宮S分の眼片においても。

ますこlIiれ曲り牌の旺対聞を示していると思われる精分1ζおいて色，ほほ寄1似の

分布7耳、すζ とは， ζの小胞子が肢の爾í!iíより突出する阻子であるとと令示唖

する.ζの唄袋t価値子72 つの方法で大きさを酬íl::した.第 11ムヰ点1<;' ら

れる胞子由回日を直障制定するととと， 司J 21乙は，陸予の巾心占と中心点金剛
o 0 

定する店法で，前者で的町A ，後者ではaoー 回AI乙ζの粒子由直笹がある ζ と

が分・.， t:こ.山接出の直僅は模型出師のみ剛志している ζ とがネガティプ陪色の

r，;ï聞から惜醐でさ，後者で劃定された 6のが，..，来の直臣I r..ili.いと.'IJわれる.

さらκフリーズフラクチ令ー法守ζの眼片を飽察すると 2 困掴の剖断面が且め

られ，凸両が臨内世子世白少いものと凹而で多いもので， 通常の形町聴にみら

れる 6 のとほぼ同じ像でめる.ζの限内粒子は直径 i OOA 令官し，表面組子の

2倍にらかい値を示している.また淡町怯干の出現嗣Ii:は， 12.50 Q/，u.t，膜円

粒子は両酎断面T合せてSゾ8.80 0/1'2 である. ζ 乙で御照会れた阻予は衝自分

子で脂宮腹舎憧かiζ兜き住ける高さ 90. をもっと恒"'したとき、乙の畠料で

四ちれている脂世血，鑑自置を111も、，出産， 出現頻度そ計算すると， ζのE揮紫

の刷、蛋白附はえられる分子島 140， 000 では， s i i , 18 700M M 

'6' 
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• • 体の 280， 000で可 78A. 6.800/P. , 560.000で 102A ， 8 ， 40ゐ//1.' i' f:Jた.

4使而世子は， 140 ， 000の計郷値と-j設している.-Jjll円値子は，嗣断由開，

苗自白身の厳断が組りI\Jる乙と，国置についてる金属の議官して厚めに信ーで

いるζ とを湾慮すると 660 ， 000 より分子島 280 ， 000の計算値 1ζ近づ〈乙とに

はる.ζのζとは分子量 280， 000の置自が. ATP 1 分子とウワパイン 1 分子

主色総合する乙とから，乙の隣家の康小僧腕臥位である考え舎支持する.

以上の点から， ，つの方法は，蛋白分子の拠つに面".察しており， Na-Kｭ

ATPaS8 その色のをみているζ とが領〈示唆される.



ザソリa衰の Na.- cha.nnel への結合

闘志拍正 破京大学医

脳神経系}ζおける迅速は問締処朋はニ聞の電気lð号，叩ら活動坦位且ぴシナ

プス後間依Iζより運行合れている.いずれ局地位6 関宮腰におけるイオン遺過

俊白書担問とよ寵化により舟生する.興信臨内には各種のイオン犯対し個目11的な

通路橋遣[イオンテ e ンネル)が存在し，イ ヨ守ン遭五世~娘宣する'llが示唆さ

れている.

近年，ヘピのa穂嵩(ア kテルコリンによる νナプス後惜位争特襲的lζ抑制

する分子量 7.000 Bi!後のペプチド)の結合を街僚として，エコチノ性アセテル

コリン費議体分子の同定f 間割が成功した.一万世勤電位尭生t乙与る Na ， I裂

は K チ.ンネルについては分子的研究が迎れており，その覇 1 の理由は，チゃ

ンネル鞠宵応対してα毒素に匹敵する特典的リガンドの検討が温んでい位いた

めでめる.本研究の目的は N.チャンネルに勾する ζの曲の特拠的リガンドを

徹立し，その砧合を指標ICNaチャンネル分子を同定，附製するZ怖にある.

我々は先ず， ilî動電位を延民する作用のあるサソリ側帯より ， 分子量 7， 400

の有到成分をll!継して，その作JII慣序~倹酎した.その砧梨， 111製磁器は非常

信低濃度で[闘イオンのはい条件では解厳定盟約 lOmM と自 十算される)特罰的

lζN.テャノ ネル花作1IHを&1ます 'JJ， f，足・2 てそのマ-1Jーとして有仰である事

を見出した.

。:κ扱々は N. テャンネルの化学的同宣の顕一歩として，サソリi1l需の N.

チ守ノネルへの結合.，限断片のレベルで検討して以下の陪!Il刷。た.

126... ,. .. ___".. ...."._LL" 125 (1) 附製サソリ憎車 11ζより僚議化し，モノヨード誘導体( "~I -サソリ

125 滋Ml をni脱したo • ~ ~ 1 -サソリ lü l<の生理活性は，本開2績を6~のそれと

等しかつに.

'" (')電気ウナ'"の尭電磁日よ り組膜分画令調製し '--1 ー サソ，)議需の結合

括畦令国々の星電置の本国拙滋車共存下応酬宣したo Scatchardプロット上

の解析から，高鋭利性[解線定数μ細目桁)のこつの結合$位が見出された.

帥者の結合漏出数は 42p同 1.令制I描 (6.3pmolル句置自》と言葉山され，従

来テトロドトキγン結合報位数として推定されてきた N.チャンネルの散に

匹敵したo lZ同じ発電器器官でも N.チャンネル令含まないシピレエイの掛合

Iì:::l;t，低緩和性結合のみで，高槻向性の鴻位は且出され儲かヲた.
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+ .LI+ (,) サソリ滋車の向鋭利性fflI位への柏会は"紺 1 の織式でゐり I Na -.-, N.oa ', 

La， t はど醐々の燭イオンKより鰻争的K阻轡された.ζれはサソリ毒軍の

N. チャンネルへの柏会について，従来の生盟学的検索より得られた知見と

一致する.



筋収舗の路間信

ミオシン経鎖の宜微を周いた栂造変化の検出

岡本 洋 順天堂大学・匡

町向田働きを分子的iζ盟解する一つの置は，オシンの示すA守P.包@作用

アクチン絡会能，及ぴ太いフィラメン ト形成織の聞のつはがり令明らかにする

ととであろう. ，オシノのサプユニット 附巡はそれらの働きと密接κ屈ってい

るだろうという守咽のもとに主鎖措鎖をおのおの分雌し， 個々の性置を明ら

かにした上で再構成しよう企いう世みがされてきたが， 成功してい伝ぃ.主伝

原因は主観が田鎖に敏べて非常κ不安定で. 容易に不可逆的聖位を記すためと

凪われる.そζで，..シンの軽鎖が主掴から縫れ耳〈匂る程度の変性条件てす十

から大量の軽縦令加えてやれば， 事E鎖聞の組み橡えが起る ものと考えた.ζの

際， 外から加える軒舗にスピノラペルやげい光ラベルをしておけば，(1飢と主

闘の結合綿位の情遺霊化や， 軽鎖のどの僚とZア ミノ 鍛腔基が E オシンの機開I~

関係するかが悶何られる。乙 ζではニワトリ砂のう'1'111簡の E オシンlとつい

てfGた結果を述べる.

ニワトリ砂のう平滑筋ミオシンは分子量血万の主観と 2万及び 1.7万町二国

の寝間が各 2 モルずつよ り成勺ている.ζの嵯峨..5 0 グアエジン塩厳処哩で

主聞から分継し，システイノ残基を 110、光J;t~融 AN O でラベルした.ζの鼠薬

1;1: S8基に反応してはじめてけい光性と伝 り ，そのスペクトルは環境によ?て

大き〈霊化するため，憎u化のリポー ク ー と位る.けい光ラベル鍍捌混合曲

を 2 0原繁存在下IC. t .:tシンとインキュベー卜した後尿揺を透析によって除〈

L けい光ラベルした阻明混合物のうち，分子屋 1. 7 万の G，鎖を特鎖的に吏

j貸したミ埠シ '-'b・mられた.ζの E オシンは未処盟のそれと 1 ATPðsa活性，

アクテンとの結合について藍がなかった. sosスラプ電気泳動及び 5" タア

ユジ'-''''駿中でのけい光分析から，ミオシンの金 G ，鍬白 う ち的 35" がけい

光G ，劉と阻換したζ とが示された.

ζの'"シンのAN IoI I:tぃ光は freeの軽鎖それより居波民側に隊大をもっζ と

から，ラベルI~ ミオシンの中でより polar伝環境t乙存在すると息われる. ミ

オシンの AN" けい光はニ価金属イオンでは霊化し信いが， Me'+存在下t乙 ATP
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そ加えるとげい光強直が噌し，悔大が育方移動する. ~の費化は ATP b) ADP

tζ分解し尽されると色とにもどった.. AOPではけい光スペクトルは賓化しは

いが，他のヌクレオ王子ドミりん畿では変化した.. ADP ， CTP を陣いて，他の

ヌクレオチドの抽製はトリプトフ y ノけい光の期大助果とよく対応した.

freeのけい光ラベル綴蹴且ぴミオシンとの田合物のけい光スペクトルは. ATf 

Kよ令て霊化しはかヲた.正Uーの砧裂は帯構晒 G ，績が ATPaa8 世絵中心の近

〈に存在するととを示し， ζの笹811<111血の骨絡町経闘がアクチンとの相互作

In l乙係ヲているとする， Weeds らの報告とあわせて湾えると，乙の幌聞はミ

オシンの盟曹は惨躍のニつに係る鎖減iと存在すると惟定される.



ミオν ンの Zつの扇憾の梱過と111能

弁上明兇 大桜木学 E費

ミオシ:..- . ATP889 庇応の〆カニズムの詳しい解析から，之オシスの 2つ

の頭織が拠〈よる ATPa8e~{t;i!行う ζ と~明らかにした.すとEわら ATFase

.&It-i' 1) Tranaie川 U問ticalζよるJï[ r/;.緊過醒の解術 2)定m状態

tζお tする ATPas e 反応の速度の解析! S)ATP加水分解ゅにおける反応中間

体の検出，の8つの万世で解析しだ.いずれの刀法lとおいても ATP が片方の

頭部 (8) では融け山ーリン倭- AOP腕体， MFW，雄て， 他の頭wt')
ではミオシンー ATP 俊合体I MATP , T緩て加水分解されている乙とが示され

た.

M>" W+ATP:= "', ATP.;:::=: M2 ATP:;:=M"p 一一.0lH ADP+ Pi -W  + ADP+Pl 
【碩節目}

'I+ ATP~ 幽TP一- IrI+ADP+Pi (頒著名 A ) 
ADI' 

上肥田メカニズムはミオシンの面持者 (S- 1 )を M "p を形成するもの

( S-18) と MATP を形成する色の (5-1A )Iと分織する ζ とによ勺てより明

般にされた.. s-1 の分続はいずれもアクチンとの結合の世世舎利用した 1) 

掴逃￡吟全般瀧， 2) アフ 4 ニユテ ィーカラムクロマトグラフィ ー， 8) 5-1 のイ t'j"

'DI' 修飾，の 8つの方法で行わ1t. s-1 1ま M'�-' .z.より1-<形成する分画とより

少佐〈形成する分画lζ分徹された. .らに分様した S- 1 を刈いて， Mg'+-

ATPase反応は曲部A ， 8の両方で1Caz+-ATPase ， EDTA{K+} ・ ATPa8e は

らびにアクト Z オシン型 ATPase lS(応は頭部 Bのみで斤われるととが明らか1<

さオ"ニ.

顕11ll A と自のI~遣の車いをミオνJの TNB5 による化学修飾から研究した.

ミオンンはピロリン般の存在下では画部 Bのみが，ピロリン僚のl~存iE下では

覇lfR A , B の両方がそれぞれ面節モルあたり 1 モル修飾されたo TNBSIζ よ q

て修飾された S - 1 と修飾されてい伝い S - 1 は DEAE-cslluloSB カラム

クロマトグラフ.f -Ir.よ 9 て分騰されに.. TNBS による修飾によ ・3 てミオ μ

'"P ンのザノ僚の初聞fIl凶( M [) の形成)伝らぴtζ EDTA(K )-ATPaS9活性

1;t管し〈減少した.頭部 A1ζ飴合した TNP !J;はピロリン俄の添加にようて

置自由内部1 <坦もれる ζ とが敏舛睡収の霊化から示された. しどが勺て，面511

A の特定のリ :;:..-技指がピロリン修によゥで壷臼世内嵐広均色れ とのととが
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ピロリン織の存在下では面111\.が修飾されはい原因と匂る ζ とが砧‘された.

'.Pの結合鰯位..さらにミオシンO> beavy cba1n上の拍子量 25.000 由ト

リプシノフラグ"ント上に存在するζ とが示された.

制III\ B はアクトミオシンー ATPaee反応を行うので帽のエネルギー変換に

関与しているものと包われる.アクトミ-tシン- A 'l' Paø・反応のメカユズム

はさらにアクトー日ーメロ E オシンの ATP による"'..再舗合から調べた.
.DP 

その晒果，アクテンと HIU. "p の再結合は非常に置く. ATPはアクト- HUW 

の解般会経ずに加水分解8れる ζ とが示言れた.さらに ATPase庇応中のア

クテンと ...の結合は ATPaselとほぼ比四して組ζ る ζ とが明らかにされに.

他方，顧l!IIA Iま Caf + による筋収織の制聞に困与している ζ とが TM- TN存在

下のアクトー H"'..- ATPase反応由迎度と旺応中間体の量の閲眠から示唆さ

れた.



ネガティプ集色で見たミオν ン分子の機i盆

白幡興威 北海週大学臆

1M粗筋の収柚時1ζ，太いフィラ"ント表面にある~幅がどのようは状餓霊化

をする乙とによって，細いフ 4 ラメントを滑ら位るのかという問題は現在はお

解明されてい信い.それは1 ミオシン分子特に柴崎を形成している頭郎の形と

大きさが正備に知られていえSいζ とによると冷えられる.ミオシンのように複

短'.形状のたんぱ〈聞の場合，物阻化学的手怯によ~て信度の高いパラメータ

ーを/3るのは困雛信ので，晴子聞微鏡的応分子~直傍観察する乙とにより正確

に，m.騒が憎られる司置を期待した.従来E ミオシンモノマ-1(は遁用不能ときれ

ていたネガテ 4 プ製色法令改良し， 分子争直接観察して，頭宣誌のJ!;t犬および分

子円提軟I~盗の周在1<1刻する知見~I~た.

圃織の形と大きさ ミ..シン頭部は疎あるいは回転だ円体では信( .博盟国

• • である.毘さは 208 土 I7A であり， 先端陀近い膨大節目直径は 9S:!:: lO A

• • で，付け自民附近の直径は日i:8A である. 2 ケの碩舗がいづれも置径約 2 t OA

の円'l'! 1ζ飽撲されるものは Hの頻度で出現するが， 乙れらは酷料支持膜陀対

して垂直に位置していると見倣せば，面部"回転対祢であると考えられる.ζ

れらの結果から， 頭llIl四大きさは従来考えられていた岨よりか信り大きいもの

である ζ とが判勺た.

分子内柔軟鳩週の同署E: t オシン分 flCli ， 1)曲舗と厄鼠の憧合部位らびに

2)弔邸内部の 2 ケ所1ζ書軟情遣のある ζ とが鰻撲されに.画館 田部居合部の

軍軟伎は. 2 ケO);~舗の配躍が多織であるので容易に知る ζ とができる. 1 対

白頭却が互いに依す1'1は 8 0・....... 270・の聞に広〈分布しているが，全体の的so

mは 90・である.またケの副$が日部と伝す角は 45 ・...... 270・の問 iとある

が，主体のが~ 80 剛志 1 85・である. I逆勺て. 2 ケの頭部がY字型に配Eしたも

のの出現聞置が餓色高<.~オシン軍部はζの配置の時に安定状鐙にあると考

えられる.ζの乙とは架惜の存在限式4台湾える上で重要である.ミオンンE電話

白亜さは的 l 刊OA .直後 BOAであるが， 軍軟I~遣は頭$-1芭$憧告績から
-。

555土 1 50A の範聞に広〈存症しており， 800 Aにわたるとの郎伎は S 2 の中

のアロテアーゼiζ分解され易い部分と一致すると考えられる o i!i$-店舗接合

• 割合、ら 4BOA のととろに等製的柔軟術進がめるとする考え令支持する結果は得

られはか勺た.
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J;.いフ 4 ラメント表面では. 14 8A の瑚州lで E オシ >' 1 分子中の 2 ケの頭慣

がそれぞれ興る細いフィラメントと結合すべ〈提出しておりケの画廊は l

• • ケの匁幅~形~していると 111定できる.収Iii時lとは，長さ 210Aの製掃が 1 50A

K恒輔レつつ苗躍り運動令して細いフィラメントを滑らせると恒定すると

• 闘の甘眠 り理由当りに個いフィラメノト令滑ら営るII!腫は 140A 企匂る.



ミオシ ;J ATP a.Sð反応中間過程のヱンタルピ一変化と筋肉の係発生

児玉学縫 順天堂大学・医

筋収縮は化学エネルギが纏憾エネルギI<J!:換される園田であ り， その機慣を

胆解する上でのエネルギIa的解析は不可欠である . 1岩本的信解析陰のひとつと

しでT 収縮タンパク置の聞与する反応の庄応熱{企図)の微少微量計による直後

醐定がある . l>" は平衡定散の温度依存性から，賄容量変化 (ðCp ~ O ) と恒定

して， I便宜的にnmされている (Van't 80ff .âH )，。しかし，タンバク分子の

大き信州出密化を本官とする匠応のl>Cpはしばしば大きいζ とが"るので，

Van t 80ff AH の無制岡信評価 ・ 適用は危険である.

田富市販されている微少然量計は高層庄でありかつ盤線安定位がよいので，

適当信直良企行えli， 金庄応熱の附!Il劃定には厳過である. Woledge と t医者

は熱量繍定ができるように改良した LK8 パッテ型開質量+を聞いて， ミオシン

およびそのサプフラグメントへの ADP 結合HI姻κ解析し，結合定数の再僻

偏，企 8 ，企C p の撹昨主.，行うた.結合定nは Tr enもh.. らが速贋鎗的iζmた

値企よ〈一致する.ζの結合庇応はかはりの提然過障であり，熱符量産化‘大

きい (âCpニー lAk J mDC1 K- t ).ζの日応はミリオンATPase Ei(f;の股

終融商. Y'ADP(N: t オシン副都の活性中心)の隣躯の迎旺応であるから，正

置1/; 1;1吸納であり， 6Cp >Oである o ATP加水分解の正味由企Cp はきわめて

小さいから， ミオシン ATPue 反応の他の中間過程のうちで少〈ともひとつ

はl>CpくOでゐる乙とにはる.

組喧生由連世鎗的解析"行う上での闘鰍えZ点..，軍-1ζ，熱量計の与える III

E一時間曲線は一般1ム応答速度が充分で伝いととと熱帽洩定散が大きいζ と

により，大き〈ひずんでいるとと，第二にかはり大量の試料が必聾とされると

とである.われわれは町乙れまでの熱量計と比被して，臨 の点ですぐれた熱

量計を自作している.反応液量は1.0m 1 で ImJ 程哩までの熱バルスを応笹

時定数 1 S で倹出できる.乙のを長霞，，11/いて，オシン サプフラグJ ント

l/ATP相互作用の熟産生経週"追悔した. 13られに倒置一時間曲線'i: A . V

出 11 の線型計削理論によーて解析した結果から，以下のようは E オシンATP

.，.反~emergy profile令えが〈 ζ とができる.

。ATPの M への結合は詩しい尭鮪過聞である( ，注目 =-90 k J mol- L ， 0.1 M 

KCl , pH 7. 8 , 20'C)o 2HIIC.結合した ATPの加点分"はι 神〈裕桜中の場

273 



274 

合 (6H=ー28kJmol- ' ) と対間的1<，吸鮪反応で.，るが (6H=+88kJmol- 1 ), 

t酷しいエントロヒ'-増加が自由エネルギ!I'化(.ð.G-&) をわずかにtH乙している.

8)全過自の悌迎段南である M.ADP.Piから P1 が解権する 1lï~I;r~しく尭熱す

る(.ð.H=-88kJmol-l ) が，エントロピーの大き伝減少κより AGeは小さい.

叫級終段階の ADP解継は吸熱である【4注目 =+72 It J 悶。1- I ). 

とのように中間過程が加水分解の全店応熱よりず勺と大きい巨1/;然令伴勺てい

る ζ とと筋収縮iとお付るエネルギー喪換過哩の関連4をつけるととが今後の隷闘

である.



収輔の〈り遍しによる短縮煎虚生の変化

山田利慶 大分医科大学

筋が自制するとき，等尺性収縮時よりも筒い事で熊.. 産生する.ζの余分の

然亜宣は短縮伶とよばれる.乙の盟耐斜瞳生は1 暗織によゥて余分に生じた度

応による 6 のであろうと考えられる. Rall らによると，少〈と.'"る条件下

では，恒縮熱I;l ATP JtはクレアテO/fo!j般の分併によるもので往く，j(乙の「短

縮酷庖応J は盟描後融秒後1!.I ;.t A四分解と結合して逆転する.ζのよう信短縮

熟度応がまだI-'n lζ迎伝してい信い時期に揖 2 の盟結が生じると，乙の揖 2 の

恒闘による執産生は車 1 のそれと比べて減小しているととが期待される.

ζのような制定の酷みは削ok1nøon と Woledgelζよって行われたが，それ

lとよるとニつの奴給ほおける煩闘が 6 秒の間関で行われたとき，明 2の収縮に

おける恒敏熟産生は前 1 の収織における恒輔熱の75~ 1ζ瞳小した.

本実験では，とくにζのよう伝制定Kおいて生じる ζ との下組されるアーテ

ィファクト iζ桟濁して， 同組の固定争行った.先ず，熱唱t程より毘い由工筋を

2 本聞いた醐定では，臨縮織はくり返しにより増大し. D1ek1nson らの結果

とは明らかに乙と位勺ている o Dickison らは 1 ，ドの櫨工肪.，mぃ， その毘

さは鼎tttJ1~よ り短か <. かつ簡のほぼ金昆より耐1.[霊化を配録している (本実

験tとおりる方法 BI乙相当) .とのようは結果の相巡はどららかの結果iζアーテ

ィファクトによるエラーが存在する ζ と毎示している.ζの検のアーティファ

クトは， 制植民よって温度の上昇した筋が阻備し，総1II~!の表面を移動する ζ

とによ勺て生じるものであろうと~えられる.

乙のよう伝 『動きのアーティフ y クト」をエ閉の拙立は方法で醐定しに砧!>>.

本実験で用いた方法(方法， )による短縮舶の制定1<:101.: ， 動きによるエラーは

Jmわ勺でいはいζ とが明らかtζされた.一万 D1ck1nson らの万r~ ( 本拠織に

おける方法 B )によると閣総然亜生はくり返しKより誠小するが， ζのときの

「動きはよるアーティフ y ク ト 」争醐定し， ζれによる納正金行9 た結集， 煩

輯熱産生は1 本実験における帖棋とー喧し， <り返しによ qてわずかに附大し

た.ζ申ょう伝「簡の持動によるアーティファクト」争モデルlζ基づいて求め

ると，定量的に， \陪験砧拠と一致するととが示された.

乙のよう lζ，短縮執車生は，収植をくり返すとき咽大'るが，4<型験でi主主，

盟楠'1'の金倒産生'"は置他せず-11::で'"るととも明らかt乙された.乙の結果は，

短縮執町生の1111<1はペースライ JとしてのさF尺彼収館時の熱車生が，収縮の〈

275 



276 

り返しによ qて減小している乙とを示している.ζの乙とは宜，ミ存尺性収闘は

おける lablle heat節分が，収縮令〈り返すとき減小する ζ とと一致してい

る.との結果1:.等尺性収縮時の熱亜生が短縮U# Iζ も霊化し t，いで持続してい

るとの身えが眠っている乙と金示唆している.

聞の姫綿織虚生の檀序"明らかにするためi'. と〈に毘玉と山閏の照縞織亜

正のそデルlζ基づいて，ど由ょう信望"があ曹でゐるかについて踊舗を行， tニ.



骨格務中のりン随化合物の "MR による研究

吉崎拘男 東偲府医科大学

E 弘生盟研

核111気共!!t.I (NMR) 龍を用いると非般暗質的に細胞内の化合闘が劃定できる.

" 主にカエル大腿二頭町}とっき ト NMR(40YHz. JEOL)で醐定した結果令

傾告する.

" 食用ガエル筋肉の P- スペクトルには苅臨機側から ATPの f3， a ， r 位

の構， クレアチン繍重奏および無陣織般が4師。分の積算で検出できた.さら陀

冬ガエルでは時々告書厳モノ ・ ~ ~ステルの簡減iζ2 つのシグナルが出現し，

" うら l つは glyoeroトト phosphoryl- oh011n6と同定されているが，

来どその機能はわかっていはい. (/(1乙 ATPのB位の繍由化学シフトが

freeのATP溶液の場合tc.Ltして低盛場側にあり，細胞内 A TPが M 82+ と

00同plex令形成している. ð らに熊楠織局委の化浮νフトから細胞円 pHT

*めると 7. a と'"勺た.また無槻燭般のシグナルの半雌巾は fr・-の雨被の

場合lζ比して広< ， ζの飯田として瀞磁湯の不足「性ゃう月連動窃による鰻

剰1111備に由来する色@で伝< ，簡肉円 pHの不尚一世(ó.pH ， 0.2 pH)~示し

ている.

(/(1ζζの11 餓抱腹的剛定の制点令悶い種々の条件下でのζれらの;~甜物の霊

化..，自跡した.俗化町では婦気的条件下でクレアチン憐般の祖pが生じ，好

気的条件κすると逆!とその噌加が生じた.ιの問 ATPはほぼ定であり

Lohmannli応が幼時良く働いている.ζの Lohmsnn反応金ジニトロフル

オロベンゼン (DNFB) で偶刷すると線気的条件でクレアチン綾織の眠少 ・ 消

失がEめられた.ζの Lohmann 反応の謹直は ATPの γ位の備とク νアテ

μ矯僚の化学シフト差から 10 1118 より置い. 町収納lと伴う代加物の霊化の迫

跡ではエネルギー産生XiT抑制すると I 分聞の強縮和雌Iζより ATP ， クレ

アチン憐般は梢失するが，暢気的解憾で1<$分的毎回置が生じ，灯鉱山信隊

出n鵠織化.. 許すと元のレベルまで園田した.すはわら筋政輔俊一過性のエ

ネルギー店主生の克過がみられる.'元四レベル山上1日比らず，また冊分以内

にその正道は終了する.

(/(1と錨担内 pHの嵯時的!l:化を占跡すると m 婦$<{的条件下では解簡による

軌殿産生により幅胞内 pHの峻性化が生じるが，僻憾系を抑制するとクレア

チン燐般の分解により.t，~干のアルカリ化4量生じたo ONFBで Lohmann!RJ(;; 
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令抑制すると泊遺伝儀性化を生じ，さら iζATPの紙少に伴い新しい値目の分

画の山田をみた.ζの新しい分画の出現は早川bule.-io 81 ycer 1 ne処理で

厳a慢し丘町向では卸哨された.ζの DNPBによる鰻性化は Loh嗣m反応の仰

酬による ATPの誠少により解憶が匝避されにためと将えられ.さらに断しい

111性の分語の凶震は DNFBが T一色ubulea令介して 5R腐の orøa t. ine

別 naS8 -i'即制し， 5 R腰周辺の pHの4賢明信感性化金主じにためと将えられる.

1) Burt et ・1.( 1 976 )， B10ch・.io包 ry. 15 , 4850 

2) 8u.rt .、 .1.( 1 976h J.Biol.Chem. , 主主.L 2584 

、



1111愛筋直割欄後.1際の・源および収縮"の高時間分解能X線回続

信 晴夫 帝京メ浮 ・ 居

i 繍叙筋直~J測性聾A:の包.

硬直状111<してウサギの pao.. 匝u801・ fiberのグリセリンモヂルを仰

且すると，町フ 4 ラ"ント閣の置はり合いの害事分の畳さは霊北せず. 1 俗およ

び H仰の提きが務しく伸Eをする. z:腰節分はわづかに伸臣するが，その置合は

Ilír=勿i乙比し熊観しうる程度である.臥上白結果は 1 フィラメント . A フ 4

ラ〆ン ト両者とも A町民 Hnxl・yの横型に恒宣されているようは肉れ本ではは< . 

仰血性密約するものである ζ とを示しており，横敏筋の直列測位J!l医の起都{が

筋フィラ〆ントの";..-ブライアンスによる ζ とを示唆する.

2 様紋町収総時の高時間分解能 x.回折

カエル伶俗間(固artor1us) の赤誼匠射(1， 0および 1 ， 1) の鎗曹比0 1. 0/

11 , I )1ま強結時の町の{市民により高い磁力が尭生ずるに色かかわらず.仰置の

間後で変化しはい.ζの結果は{市長による磁力.t界が個々のクロスプリヲリの

尭生する唖力の附加にもとず〈 ζ とを示世する.

また.~到段短縮中の簡の I 1.0/1 1 . 1 の値は，荷量が値い渇会等尺性強

S臨時より‘明らかiζ植少する.ζのζ とは盟柏崎に存在する紡合クロスプ') , 
"散が等尺位収縮時よりも少いという A ,F ， Haxleyの憤型と合数する.
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トロボエン. トロポミオν ンの分子織趨と ca 制御

大槻!II!!l II州大学・医

c. による町収輔の制御の制聞に掴与する部節li臼世ートロポエン三副分，

トロポミオシJの生理的伝分子配置IC関して規在まで得られたIã身長令述べる.

0) トロポエン三成分の局在. ~直昭掴法』とよってトロポニン E 草分 (T ， l ， C)

はいずれ色細いヲィラメン卜金提!とわにって曲刷局闘で分布するが， 筑トロ

ポユ/.の形成する嗣は巾が約16.11ずあり他成分の抗体の踊が巾拠唱と対

照的でゐる (Ohtsuk1 ， 1975)0 

同 トロポェー-T サプフラグメントの局在.キモトリブシン臨理陀よ勺て得ら

れるトロポエン-Tの二種のサプフラグメント( T, 止ぴT，)の防/fを免直

昭g即t11C:検制すると.1)で示された抗トロポニン抗体が形成する巾広い縞の

うら Zfll平等り白書E分を抗T，民体がそしてフィラメ ν ト先端寄りの続分"抗

h抗体が各々特鍵的iζ築め分ける ζ とが明らかとはった.抗トロポニンh

の{在世は抗トロポユンー C及び - 1 の位置に一致していた.

(3) トロポユンー T サプフラグ〆ントの性置.アフィユティクロマトグラフィ

を用いるととによってトロポニンh はトロポユン c (及び 1 )と観和性をも

っ乙とが判明した.ζの枯製は(2)の局在のそれと一致している.トロポニJ

B とトロポニンー C の棺E作刈は CaiftLtIl:'依存する乙と色明らかとはョた.

乙れに討してトロポニン T ， はトロポニンー C; 1 とは首会安示さず， トロ

ポミオンソンと強い級制世"示した.トロポエ;...- T2ι トロポミオシJと結

合する結果が得られている.趨肱搬の c.感畳性，.. トロポニン T. によっ

て回復するが， トロポニンT ，は伺らの彫也も与えはかった。

(<1 トロポユンー T ート 0ポミオシン ・ バラクリスタルの柵置.既に情誼解析

が行伝われている Cohøn-Longley型( 1 型 ) パラクリスタルとの移行部

の形状..調べるととによって新しい型のバラクリスタル( ，型)内銘のトロ

ポニ/.とトロポミオνンの分子I5!JIJtJ>明らかとほ勺た.との結果にもとず

いてトロポエンー T の分子民が 7-90固であるとの桔舗を得た. ð らに n 世

パラクリスタルが移行する菱型クリスタルネヲト上iζおいてmーのトロポミ

オ νノ分子と 1 ロポニンー T 分子が形成する情誼の飽務が出来る ζ と令示し

に.

以上の結果にもとづいて，細いフィラ〆ント円でのトロポニン三成分とトロ



ポミオシノが形成する立体的仕分子配置と ζの c.制御との周目黒について諭鎗

する.また詔閣の-/);川底から高/);1.遣を予劃する手法(昆野) 1ζよ勺て得ら

れた所見についても言及する.

2. , 
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筋肉の細いフ 4 ラメントの楊着陸

若林健之 限京大学・ 2里

1. I奮いフ 4 ラ〆ントのラセン対弥位

Hao・。n • L。吋( ，同~;.員総色法による略嗣像からのアクチンフ 4 ラ〆ン. 
トJ;.直僅 5" のアクチン分子が二重ラセン1ζ匂勺ているとい Dapu・ A R1c・

....,-...... 0 

(' 65) は属医控修法により約860A 厨初白ラセンは右<þきであるとした.その後

x l!l回折lfIからも細いフィラメントがラセン制約、性4をもっととが確却されてい

る (E1110色も et. 8 1., '67;Huxley&Brown, '61). 

Hanaon( ・68 ， '78)は盟十鳳M の!dgClJによる穆蹄晶形成骨量見出し， ，包囲It

による鯛密情;!i勝訴のため由直を聞いた.別個蹄仙の中ではアクチン分子，..回

転， 18分子または18回転，盟分子のラセン対跡性Hつ( O' Brien at. a1 

'7& )..生きた苗肉中では必らずし色乙のよう信厳密伝鐙敏闇屈にあるとは眠ら

'sい.

2 細いフ 4 ラメントを嶋成する置自の分子致比

E傭モデル (Bbashi ~量 Bndo，・ 68 )ではアクテ;..-:トロ;f(~方シン トロ

'"ニユンの分子世比は 7 : I であるが，噂結晶の健闘像の光岡析解析色之7

主Hする (Ohtsuki & Wakabayashi, '12;Spudioh et. &1. '72). ミオ
シンはすべてのアクチノとほぼ同等κ相E作用するとされているが，その働1ft.

l 分子のト o ;itニンが 7 分子のアクチンを制御する機，.合河問題と信る.繍いフ

4 ラメノトには. a_ ， βーアクチニンはどの面白もあるが，分子数比は不明で

ある. .,. 
S トロポ E オνンの移動

X篠田折像のうちアクチン層線のE率直霊化とそデル計算からトロポミオシン

がアクチンの毘閥矧自舗の中で動〈乙とが問符された (Huxl・y. 1 911 ， '72;

H..・ 19rove. '72; Parry & Squire. '78).. 帽子雌微B!II!からの三次元

再，~成法によりアクテンートロポミオシンとアクチンート ø ;tti;オシンートロ

;f，'，:， :""-(T+I) とではトロポミ..シンの位置が的IO A. .アクテンからの方位角

でr，四.~'1 シフトしているととが示8れた (Wakab.yuhi et &1. '7S) .. 

しかしトロポミオンンの位置は日u<l・y らが賜符したようにアクチJと筋合し

た箇所でシフトする罰では信<， !tしろアクチンと拍合してい信い所でシフト

しており，古いステリヲク・プロックモデルは修正が品曹で"'..また弛唖時



のトロポミ オ シンの位置が Z オシン令プロヲクである til盟であるとの直?釦/，証

明はま 1~ri-い.

4. 7 クチンの形と方向性

アクテー〆分子の形iζは興万世があり。ヒヨコ型で.，る.そのサ"コメアの中

での方向はま fゴ決定されてい佳い. 1 ー セグメント田中の細いフ 4 ラ〆ン トの

情誼解折の予備的えよ紬棋はヒヨコの面がM 線の方向を向いているととを示唆し

ている.

2.' 
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細いフ 4 ラメJ ト の剛健事の c.温度依存性， 温度依存栓とその比厳生理

E 一
一
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" ピミ.ど.、|
同- . 印加篭織と回折強直のlõ害

• \\、----\ 明

• ‘, 

.. .. 
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'W 

出- 2 分散曲線 0: I曲 ItM C8~ð: 0 . 1凶 CaJ +

ー -4 OJ. Zo・ι
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. 
1 
8 
、-

λ十
-主 4 -" --' 

【内川 ., 

闘- 3 剛性事の金属イオ :.-11哩依作性

高野晶津 名古届大学 ' $
脇目 官 三量化成生科研

t 

俊敏簡は1~折械の拠花よる A In と 1 仰の単位の

〈 り返しから ox り，周期が 2-10J畑 信ので可

後光tζ対して回折裕子とはる.太 ・ 細画面フ 4

ラメノトの置はりが信い筋節Ðt 5 - 8μm まで

骨格簡の筋線織をのばして周囲争節団hパラフ 4

ンで唖い給方向iζ交番電場をかtすると 2 備の阿

波位争含む回ÐiJt:位置のm加を生ずる(図 . ). 

週間企'.する叩晶.. . 叶 Vp-〆舗で.，り，剖折

光強度のIIr~tl~少佐〈と色 2 つ申周波数成分か

ら成るのでロヲクイ;，.;7;."プで各.ox分の位相車

会検出し分散曲IH>III る.われわれはすでに分

散曲線から細いフ e ラメントの剛般事 . b'求ま

る ζ と金錨立レに I.t' f立問置が 45・の点の周波

紋川 とすると C = 8. 1 X 10- 1 9 (甲+冷却3)x211: .... 

[dyn ' '''J で与えられる. .T は TKでの水の給

庄で.，る.

国 2は土 Ca' + での分倣曲幽のf~動争.Jぞす 6

ので.，る.

図 8 U. Ca-EOTA IJ るいは Sr-BG TA 1t;即ζ

より各金網イオ〆煎jJH>費えて間性事.，，)j1め

た色のである.醐定は却℃であ り① 1 /01 1111111{貨

の c.什楊置で-αeのE化がまずる.<'i>

Srt+ K対してlJ#i I曲倍程度拠出町刈L 冊で

同区1，"ととが生ずる.@乙れらの sk1nned

fiberの発生する煩"の金日イオン4理問(11m

性と非常1ζよい平行性ほめる.(j)退問'"同.'+ 

( I IIIM) にしてL 剛位事l孟ほとんど変化し伝

t 、.

図 4 Il-Co.1 +(8 6 X 10 _1 N ) とc.H ( 8.8X 

~. 1 0- ・. )と -+c.t+(8.8X lO -'..)での剛性皐

の“喧依存性4旬、す.結果は叫 Frog及び
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今非芳村伊

, ~， 
Rabbiもの各々の体温における剛性習慣の藍化は約 5- 6 倍で

@苗臼が置性"畳け〈よい111置筒聞においてま:Ca 2+.で

の状般で温度を霊化させても剛性事が7X10- 1Tdyn - cd 削

ある.

後の組はとらず再状態が吏わる ζ とははい.
戸
、
E
M
E
-

-マ-
-
4
w

以上の乙とから蜘いフィラ〆ント内の蛋白閣の分子聞刀金

反映している則性彬目置化は，少はくとも筋収縮の初聞過程

Kおいて重要1，t，7:J.味を合ù'ものと期待される.

Pre-doctoral f6110. - 三菱化成生命同学研究所

" 2 ‘ "‘" 10'11 C ~~I 
u 

a 

" S and Yoshino. S(1978) 
Biophys. Chem. 8.305-815 

S , eも a 1. ( 1 978)
Biophys , Chsm. 8.317-326. 

1) Fujime Ref 

図- 4 剛健織の煽直依存性
2) Yoshino , 
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カニ舗猷筋の X If恩析

師悶雄一郎 東北;;苧・臣

X 縮図Ifr怯で.収崎中の筋肉におけるクロス・プリッン11<ぴフィラメントの

君子動~<わし〈知ろうとする時l 数多〈の反射についてその始直将そ高い時間

分解能で配線する必要が'"る.即ち空間分解簡舎も高めたい.しかし，配録す

ベ忌liWの主UJWやすだけでは伝<.止制匝舎耳Eえて，拠信.， t~情報~もたら

す度射?~録するととによって 6 それl孟可能でめるζ と iζ注目する.

階級舗(カニ等)の倹絞慣の relax 及びr1gor状惨での X 脇田折闘の解

析より 3ζの商肉では，例えば， 88n m の喧引は，細いフィラメント民主際tζ

結合するクロス ・ プリックlζ山来すると絡輸された.ζのようにa 結合を反眼

守る遍当'"反射はカエル伶格聞からは何られはい.それ敏，カニt指紋簡では，

カエルでより色多面的にクロス ・ プリッ νの犠動4量産跡できる可能性がある.

今回は，以上の計画の-8ーとして賀行した実験のう免， 1 4 5Aω( {-"反射

を含(r)細線反射の収縮iζ I'f.う鎗 Ij(f.'化について観告する.

シ a ウジンガユ~.の閥曲聞を 0.8 秒間電気料脅して窃尺柱。ι収縮させる.

S.L.=5 伽m 弧刀はI徒大で的目的.L iII車約 20'(:

X 線の強度はシンチレーシ，ン ・ カウノタ iζより配線し，収11íi"<り返しー

各時砲の強置を加算する.時相は， 0.1 砂ごとにとる.カウJターは鉛阪の後

15 1ζ瞳き， j即日孟反射のほ雌にのみ窓，，'"ける.よ qて，パフク ・グラ J ド由

強I.ø: T も計測する ζ とと仕る.

X 線強度は，!II刀先生時 t 約 0. 8 砂)r" %1I'I1Jnし， その後約 8 秒間逆I乙 1

%Ili症輯少する.その後 ce'も の極的ζ回世する.ζの反射の近〈では，収縮中

にlま B.G .のみの強度の霊化は無製できる.念強置rll，反射の強度は 5........ 10怒

と見慣られるので，強置霊化を，匠射のみに押付け可能として，収絡中』ζ~-40

6の強度のt官加，その後約 10鱒由眠少がゐるととに伝る.

ζの霊化の解釈については酎摘したい.



商小飽体の C.迦.

A卓越 完 l寝~t*"， . I!< 

前小胞休i胡 i激によって Caを避緩し?その C.が収縮蛋白恥ζ作用して筋収

闘が起とる.との Ca遊般が簡小胞体聴における・興宙開であると宮えよう.生

現的 C.滋荷量機I~の研究は 1975年 Cろまでκかα りの進展を見たが， それ以

佳は停紛状隠はある.本研究においては， C.避般を起ζ す議物の作用機序を

解明切るととを通じて暗小胞休の C.避厳世情..明らか1ζ しようとした.

カフ z インや匝々の局所麻俳剤は生簡は対して低浪症では単収縮 ;'1目強し，

jOj縫唖では自琵世の暗拘績を組乙す.乙の{底的による前倒縮はいずれの場合も

簡小胞{みからの Ca遊般の結集であるが.その Ca滋限の機Ff.はカフ孟インと

問所麻酔剤とで全く Fもっている ζ とが分った.

jJ フェイノは臨小胞体が本来有する . C. イオンによる C.道総"の機備を特

異的κ強〈促進する ζ とにより C.遊隊を起乙す.したがヲョてカフ z インはよ

る向嗣は Calとよる Ca岨織を抑制する Mgやプロカインはど陀ょうて完全K郷

制される D -15 クプカイン，キエーネその他の局所麻酔剤はやはり① Ca IC 

よる Ca遊線機IMiJi!選作用を有するが，それ令プロカインや Mgで抑制した後

にもとZお@小胞休膜の C.遇過性を明大するItIH' あり，その他に@小位体の

能動的な C. とり ζみを抑刷ずる作111 も有していた。さらに収楠苗白系に射し

ての C.感畳性m加作用，および<ìD最大信力瞳少作HI ;，有していた.乙れらの

多憾な日m琳酔f刊の削刊は⑪ぞ除いてい f.t1. b 定性的には肪嗣舶の原聞とは

り得るが，定世間iζ調べた結果では@のプロカイ/~帯広よ勺て銅制されはい

C.遊離が師抑織の軍一原国であろうと考えられる。ただいそれ以外の作m

がいずれ6杭洲会助けている乙とは疑いを入れ伝い.はお，ブロカインはど Ca

1とよる Ca避般を抑制する作IIHき持つ局所麻酔削も tliIl置では②以下の作附を

示すも由の阻〈でゐる@

Jap.J. Phar佃aoo1 28-Suppl. 1978. 
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